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序章 
 
第１節：問題の所在と研究の目的  
 
第１項：研究の対象  
2016(平成 28)年、ユネスコ無形文化遺産に登録された「山・鉾・屋台行事」の「青柏祭
の曳山行事：通称でか山」、2015（平成 27）年、日本遺産に認定された「灯り舞う半島 能
登 ～熱狂のキリコ祭り～：キリコ（奉燈）祭り」など石川県能登半島の祭りを身体運動文
化（Physical Arts）と捉え、これらの祭り行事を研究対象とする。 
能登①は半島という地理的閉鎖性により独自文化を形成し、多くの民俗行事、伝承文化が
現存する。青柏祭の曳山行事の他、2009（平成 21）年にユネスコの世界無形遺産に登録さ
れた農耕儀礼「あえのこと」②など数多くの祭りが行われる。国重要無形文化財は 6 件、指
定無形民俗文化財は 84 件で現在も祭り、民俗の宝庫と称される。一方、2011（平成 23）
年、能登半島は佐渡とともに先進国として初めて世界農業遺産③に認定された。世界農業遺
産は単なる遺跡、遺産ではなく人々の生活のシステムそのものが継続されていることを重
視する。能登が認定された要因の一つは数世紀にわたる祭り・文化の継承が見られるためで
ある。能登半島は小集落が多く、孤立的ではあるが同質的であり、相互の関係に社会連帯性
がある。そして宗教的「聖」によって支配され、人々はその社会的規範に従順で強い集落意
識によって行動してきた。祭は宗教的聖として人々の連帯を強化する象徴的行為であり、祭
りの継承が地域社会に果たしてきた役割は非常に大きい。[能登 1950]  
「でか山」は、石川県、能登半島七尾市の大地主神社の春の例大祭、青柏祭に奉納される日
本最大の山車（鉾を含めた高さは 14m、上部の開き幅 13m、重さ 20t、車輪の直系 2.1m、
車輪の重量 2t/１輪）の曳行行事であり、1685（貞享 2）年の「寺社由来書上」④には既に現
在の大きさであったことが記されている。青柏祭は 981（天元 4）年、能登国司源順⑤が七
尾湾の風景を江州勝地の名を擬したことに始まり、供物を青柏葉に盛ることが起源とされ
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る。曳行行事は能登畠山家治世の 1473 (文明 5) 年に始まる。毎年、山建と称する山車作り
と解体を繰り返す。若衆により作られた本体「地山」は、筵で蓋われ、化粧幕で飾られる。
上段には歌舞伎舞台が設けられ 3 体の人形により歌舞伎の名場面が再現される。木遣りの
先導によりでか山は家々の軒先をかすめるように曳行され、四つ角、T 字路では大梃子、迫
り上げにより 90 度回転させる見せ場、「辻廻し」が行われる。 
「キリコ祭り」は、能登半島の約 200 地区で実施され、キリコの総数は 900 以上にのぼる。
神輿の御旅所への御神幸の際、キリコあるいは奉
ほう
燈
とう
と呼ばれる巨大な御神灯（山車）が氏子
たちにより担ぎ出され、神輿の先導、守役、側役として道中を練り廻る行事である。神輿と
ともに、最大高さ 15m、2ｔのキリコを 100 人で担ぎ上げ激しく練り回り、地区同士でその
威勢を競い合う。本調査ではキリコ祭りの事例として、特に七尾祇園祭、中島御涼祭、藤津
比古神社納涼祭、石崎奉燈祭、塩津納涼祭、燈籠山祭、北潟荒御前神社秋祭、堀松住吉神社
綱引き祭、能登島向田火祭、あばれ祭を中心に能登半島全域においてフィールドワークを行
った。 
青柏祭の曳山行事、キリコ祭ともにその起源は京都祇園祭の山鉾巡行である。民俗学者折
口信夫は山鉾について神々の依代とする「依代論」を展開する。折口によれば依代は祭りに
おいて神を招く装置であり、その変遷は三段階で構成される。第一段階は標山、第二段階は
標山の頂上の松や杉、真木などの高木、一本松や一本杉などの自然物で、第三段階として「依
代」または「招代」が必要となり、「人作りの柱・旗竿なども発明せられた」としている。
神が降臨する場としての標山と、神が依り憑く依代・招代とを組み合わせて考えており、依
代・招代は樹木が原型で、後には人工物も生まれるという変化を説いた。[折口 2002：160
－207]でか山、キリコともに神々を招く依代であることが第一の意味であり祭具としての
機能である。同時に人々の風流（ふりゅう）⑥により華美化、巨大化することが競い合いの
中で強調された祭りである。 
その他能登半島では巨大な旗竿を担ぎ出す祭りが行われてきた。特に久麻加夫都阿良加
志比古神社の「お熊甲祭」は、大陸伝来の奇祭として国の無形重要文化財に指定されている。
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高さ 20m の旗竿が 100 人の若衆により担ぎ出され、「島田くずし」と称する練りの技法を
披露する。でか山、キリコにこの旗竿祭りを加え、身体運動文化としての祭りを調査、考察
した。 
        
図０－１ 能登半島の位置 （筆者作成） 
 
① 古代の能登半島は、越・高志（コシ）の國であった。現代の福井県、石川県、富山県、
新潟県にあたる地域であり、奈良、京都の都からは陸路に近江、越前の険しい愛発峠が
ある。峠を越えた越の国は「天離る鄙（あまざかるひな）」にある辺境の地とされてい
た。日本の律令国家は越を北辺とし、東北は異界の蝦夷であった。越が越前、越中、越
後に区分されるのは 7 世紀持統天皇の御代であり、能登は未だ独立されず加賀と共に越
前に属していた。718（養老 2）年、能登は越前から分離し能登国が立国されるが、741
（天平 13）年に越中に併合される。能登国の再独立は 757（天平宝字元）年であった。
能登国の独立の変遷は中央政府の意向であり、日本海対岸の国際情勢や蝦夷対策を考え
るうえで重要な位置を占めていたと考えられていた。668（天智天皇 7）年、高句麗が滅
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亡して渤海国が建国される。渤海国は朝鮮半島北部、中国東北地方南部、ロシア沿岸地
方南部にまたがる広大な領域であった。渤海国から日本へは 34 回の使節が派遣されて
おり、帰路は能登半島、旧羽咋郡富来町福良から出港し、渤海国塩洲城（ロシア沿岸）
に向かっていた。［橋本 2000：84-85］中世の能登は日本海航路が盛んとなり府中湊（七
尾港）、正院湊、高屋湊、親の湊（輪島港）、羽咋湊は、東北日本海岸と中央を結ぶ役割
を果たしていた。能登の守護職は足利一門の畠山家である。畠山基国、満慶は守護所を
府中に置き、石動山天平寺の山系に日本最大級の山城七尾城を築城した。特に七尾は応
仁の乱後中世北陸最大の都市、日本の五大港湾となり、公卿、歌人などの文化人が滞在
して京風文化が花開く。しかし畠山家の内部抗争などにより、上杉謙信、織田信長の侵
攻を招き滅亡する。近世は加賀前田家の所領であった。1581（天正 9）年、織田信長か
ら能登を与えられたことに端を発し、江戸時代には加賀、能登、越中三国に百二十万石
を領有した。前田家は農民にとって過酷な「十村制度」を確立し農民支配を確立した。
この頃の能登の産業は、農業、漁業、製塩業が中心であり、その他輪島塗は独特の製法
を築き上げていた。 
②能登半島北部の農家で行なわれてきた田の神の年中行事。神を饗応する饗
あえ
の行事。12 月
5 日（旧暦 11 月 5 日）に農家の主人は裃姿の衣装で田から田の神を迎え、翌年の 2 月 9
日（旧暦 1 月 9 日）の期間、床の間などで種籾俵などを神座として祀る。田の神を迎え
ると、姿の見えない田の神を風呂に導き、赤飯や甘酒、ふたまた大根などを供える。田の
神は盲目の夫婦神で、お供え膳は必ず 二膳用意され、主人はひとつひとつ大声で説明す
る。田の神を送り出す際にも同様の膳が出される。1976（昭和 51）年「奥能登のあえの
こと」として国の重要無形民俗文化財に指定。2009 年世界無形遺産に登録された。 
③2002 年、食料の安定確保を目指す国際組織「国際連合食糧農業機関」（FAO、本部：イタ
リア・ローマ）によって開始されたプロジェクト。創設の背景には、近代農業の行き過ぎ
た生産性への偏重が、世界各地で森林破壊や水質汚染等の環境問題を引き起こし、さらに
は地域固有の文化や景観、生物多様性などの消失を招いてきたことが挙げられる。その目
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的は、近代化の中で失われつつあるその土地の環境を活かした伝統的な農業・農法、生物
多様性が守られた土地利用、農村文化・農村景観などを「地域システム」として一体的に
維持保全し、次世代へ継承していくことである。能登半島は地域主体の管理のもと何世紀
にもわたる農林産物の生産、持続的な生物資源の利用保全の継続とそれにより育まれた
「多様な生物資源」、「優れた里山景観」、「伝えていくべき伝統的な技術」、「文化・祭礼」
と「里山里海の利用保全の取組や環境教育」など、能登は地域に根差した多様な資源が集
約された地域であり、その総合力が世界に高く評価された。 
④貞享二年寺社由緒書上 貞享二年（1685）、加賀藩の寺社奉行は触頭を通して、触下寺社
に由緒書の提出を命じた。一定の書式にしたがって触頭へ出された由緒書は、冊子にまと
められて寺社奉行に提出され、寺社を支配するための基本台帳となった。触頭については、
これ以前に別途、由緒の書上・提出が命じられている。延宝年間、寛延二年（1749 年）・
文化三年（1806 年）にも由緒書上が作成されているが、後年も貞享二年のものが基本と
された。『日本海文化叢書「加越能寺社由来」』上下２巻に翻刻されている。 
⑤平安中期の歌人で、三十六歌仙の一人。和泉守・能登守。「梨壺の五人」の一人として『後
撰和歌集』の撰進、『万葉集』の訓読にあたった。著作として『倭名類聚鈔』、家集『源順
集』が伝わる。 
⑥趣向を凝らした作り物に発し、祭礼でのさまざまに飾り立てた作り物、これに伴う音楽、
舞 踊などをいう。「風流」の文字は古く「みやび」と訓じ、みやびやかなもの、風情に
富んだものを意味したが、平安時代には和歌や物語を意匠化した作り物をさすようにな
り、祭礼の際の傘、山、鉾などが風流と呼ばれ、これに付随した仮装の練り物、囃子、
踊りまでが含まれるようになった。 
 
第 2 項：研究の目的 
 身体運動文化（Physical Arts）①とは、スポーツ、武道、舞踊、芸能、祭りなど人々にと
って精神的拠りどころ、また古代から生活に密着してきた身体、身体技能の文化である。本
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研究では日本の祭りの中心にあり、担がれ、曳き出される「神輿」、「山・鉾・屋台行事」に
着目し、身体運動文化の観点から祭りの民族誌とすることを第一の目的とする。そして祭り
の神聖性と遊戯性の観点からその真正を探究する。 
日本には日常と非日常の二つの身体の方法が結合した文化の伝統が受け継がれてきた。
日常の身体は労働（ケ）の身体であり、非日常の身体は祭り（ハレ）の身体である。人々は
祭りで相撲を取り、綱を引き、重石を挙げ、弓を射る。そして踊り、舞い、唄い、神輿の担
ぎ、山車を引くなど日常の労働で作られた身体を基とした催し物を神々に捧げてきた。 
 薗田稔は、祭りを宗教現象としてとらえる時、祭りは神への信仰の表れとなるべきである
が、熱心な祭礼奉仕者が実は強い信仰心を持つとは限らない。近所づき合いや町のまとまり、
素直に祭りが楽しいとしている者が圧倒的に多く、本来潜在的であった祭りの統合効果が
公の主旨となり、祭りの神学となっているとして、人々の祭りに対する宗教的以外の態度を
指摘した。[薗田 1975] また、柳田國男は、「日本の祭りを近よって見て行くと、何か普通
の宗教の定義以上に、更に余分なものがあったことを認めないわけにはいかない。けだし天
然又は霊界に対する信仰というよりむしろ観念となずくべきものを我々は持って居た。そ
れが遠く前代に遡っていくほどづつ、神と団体との関係は濃くなり、同時に又祈願よりも信
頼の方に力を入れるものが多くなって居る。」として、祭りを「祭り＝信仰」との常識的に
とらえず、信仰以外の余分に着目する。この余分こそが信仰ではなく信頼であり、祈願以上
に信頼が日本の祭りの宗教性であるとしたのである。[柳田 1971：174] 
 一方、樋口清之は、日本人の遊びの原点を祭りでの神遊びにあるとする。古事記・日本書
紀に記せられた「天岩戸神話」②における天鈿女命の舞踊りと神々の賑やかしが、日本にお
ける神遊びの記述の最初である。また「魏志倭人伝」③には倭人（日本人）が死者のため 10
日間喪に服し、その周りで歌舞飲食する習俗があることが記され、古代より神遊びを行って
きた歴史を表している。樋口は、神の霊力を振起するために行われた神遊びは、遊びの概念
に強く影響し、古代においては神人交会の信仰的行為を遊びと捉え、この遊びが信仰から離
れた時代になっても長く信仰の名残が付随する理由であるとする。遊びは神遊びに始まり、
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神意に反しないかぎり人が遊べば遊ぶほど神は喜び、神威を高め、人は神々に近づくと考え
られてきたとしているのである。［樋口 1988：14－18]  
 柳田は祭りを神にマツラフ、御側に居る、仕える、奉仕する、思し召しのまま謹仕する態
度であるとする。特に都市の祭りは、人口の流動化による都市の形成が見物と称する信仰を
共にせず、審美的な立場から眺める観光的見物群が生じる。この祭りの祭礼化が神幸行列を
華美にして、祭りを行う側もこの視線を意識して神幸行列に年ごとに新たな趣向を盛り込
んだ作り物を山車や、意匠を凝らした行列を設え、舞や踊りを供して豪奢を競うようになる
とした。[柳田 1971：180-182] 一方、折口は、他界から来訪する神（まれびと）を迎え、
その呪言を聞き土地の精霊が誓いの言葉で返答する儀式であるとする。そして服従を表す
儀式を分かりやすく表現し、神と人々が供え物を共食して歌舞を演じる饗宴を行うことで
あり、これが芸能の始まりであるとした。[折口 1984：13‐25] 小川直之は、柳田、折口
の祭りの変化、発展に関する共通点を「見る－見られる」の関係にあると指摘する。[小川
2004：349‐368] 日常（ケ）から離れた非日常（ハレ）において、外部からの注目が祭り
に影響を与え、見物という群の観光人類学的行為が祭りから賑やかな祭礼への歴史的変遷
を生じ、「見る－見られる」の関係性が芸能を生む。また「風流拍子物」④を発展させ山・鉾・
屋台行事などを華美化、巨大化させたのである。不可視の神々に対する饗応、奉納そして神
人交会は神遊びであり、芸能、運動競技の始まりである。山・鉾・屋台行事はそれらを総合
的に表現する奉納祭典行事であるといえよう。 
 日本の祭行事の中心には常に神輿の渡御があった。神輿は祭りで渡御する祭神の神座で
あり、山・鉾・屋台は祭りに去来する神々の依代としての移動式神座であると考えられる。
山・鉾・屋台に関する研究は、折口の依代論を研究の拠りどころとする意味論が主流であり、
山・鉾・屋台行事を「山車」として一括りにしてきた。これに対し福原敏男は、山・鉾・屋
台に関する研究を造形論的研究と信仰的側面からの意味論研究の両輪が機能して成り立つ
とする。実際、多種多様な山・鉾・屋台行事の造形は、一本柱が中心の鉾、曳物の人形山、
芸能が演じられる踊り舞台など多様性を持っている。また山・鉾・屋台行事の運行は、担ぐ、
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舁く、曳くことにより運行される身体運動としての側面、性格を持ち、人々が祭りに熱狂す
るのはこの身体運動文化的局面においてである。 
 小松和彦は人間の身体は社会的・文化的身体であり、社会・文化により作り出されるとし
て身体と心性の関係に言及する。[小松 1998：3-5] 祭りにおける身体は日常（ケ）の身体
による鍛練・稽古の継続が必要であり、独自の修練方法、身体技法⑤が習得され表現されて
きた。そしてその身体には民族的独自の心性が宿ると考えることができる。民族的独自の身
体と心性に立脚する祭り（ハレ）は、信仰の一面的現象ではなく、遊び、競い合いであり、
独自の文化を作り上げる基礎であった。本研究では青柏祭の曳山行事、能登半島のキリコ祭
り、また旗竿祭りを対象として、その構造、意味、あるいは華美化、巨大化、曳行技法、身
体技法から分析、考察し、祭りの真正の解明を試みる。 
 
① スポーツや武道、舞踊、芸能、祭りなどの身体運動を中核とする活動を、別々のものと
してではなく、また単なる身体運動としてではなく、一つの 文化として、すなわち身
体運動文化として捉え直し、新たなる価値を見出しながら学問研究を進めていなかけれ
ばならないと考える。スポーツや武道、舞踊、芸能、祭などの身体活動は、われわれ人
間がよりよく生きていくうえにおいて欠かすことのできない精神的、身体的なよりどこ
ろであり、古代からわれわれの生活に密着して発展してきた。そして、現代は歴史上類
を見ないほど様々な身体運動を中核とした文化活動が盛んに行われている。（身体運動
文化学会設立趣旨） 
② 天照大神が高天原での素戔嗚尊の行為に怒り、身を隠す。そのため世は暗黒となる。神々
は相寄り、相議して、天岩戸で捧げ物をし、天鈿女命が舞い、手力雄神が岩戸を開き大
神を出す神話。 
③ 3 世紀の後半に書かれた中国の史書。『三国志』「魏書東夷伝」の倭人の条の俗称、撰者
は晋の陳寿。倭の記事は、2～3 世紀の時代に相当し、本書の成立の時代と接近してお
り、かなりの史実がみられると考えられ、当時の日本および日本人の生活ぶりを知るの
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に重要な史料として位置づけられ、朝鮮の帯方郡より倭の諸国に至る道程、地理的景観、
風俗、物産、政治、社会などのようすが比較的詳細に書き留められている。 
④ 中世後期に流行した風流系の芸能。芸態は風流傘などを中心に趣向のある仮装をした者
や作り物などを，笛，太鼓，小鼓，鉦などで囃す。 
⑤ 社会学者マルセル・モース（Marcel Mauss）が提唱した身体技法は、身体の使い方が如
何に社会によって条件付けられたかという考え。身体技法を最広義には、反復によって
身についた身体のある部分の協調と運動連鎖の総体。世代を超えての持続性、身体技法
を共有する人々との「共属感覚」のもととなる集合的性格が重視される。 
 
第２節：先行研究の検討  
 
第 1 項：先行研究の概観 
 日本の祭り研究は宗教学、民俗学、文化人類学、歴史学、社会学、教育学あるいは建築学
等々、多面的に数多くの研究業績がみられる。特に柳田國男の『日本の祭り』は祭り、儀礼
研究の始まりであり、柳田に対する批判も含めその後の研究の中心にあった。柳田は日本の
祭りでの神に対する態度、また都市の形成が「祭り」の「祭礼」への観光学的、歴史的転換
であることを指摘する。[柳田 1971：180-182] 折口は「髭籠の話」において神を迎える装
置として依代、招代論を展開する。それは神々の姿を偶像に作り、依代、招代としたという
ものであり、迎えた 神
まれびと
と人々が供え物を共食し、歌舞を演じる饗宴を行うこととしてこれ
を歌舞、芸能の始まりであるとしたのである。[折口 1984：13‐25] 柳田、折口ともに不
可視の神を中心とした祭りのエンターテイメント的機能に着目し、その発展は「見る―見ら
れる」の関係に成り立つとする。樋口清之は、日本固有の宗教観の立場から日本人の遊びの
原点を祭りでの神遊びにあるとする。神の霊力を振起するために行われた神遊びは、遊びの
概念に強く影響し、古代においては神人交会の信仰的行為を遊びと捉えている。 [樋口
1988：14－18]   
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 人類学者中村孚美は、博多祇園山笠、川越祭などを対象として祭りに地域社会の持つ性格
が反映されているとして、一つの儀礼にこだわる事なく、祭りの設計、計画、手順、人々の
参加の方法、祭り全体の構成に着目してその役割について論じている。また米山俊直は、京
都の祇園祭[米山 1974]、大阪の天神祭[米山 1979]を研究対象として祭礼から都市を分析し、
フィールドワークにより高度経済成長期の都市祭の本質を探究している。森田三郎は、祭り
の機能を「集団集約とアイデンティティの確認欲求の充足」として、ウラ祭が生み出され、
当事者が祭りでアイデンティティを確認できるときに祭りが成立すると指摘している。[森
田 1990] これら日本の祭りにおけるフィールドワークによる人類学的研究は、特に都市祭
の研究においてその役割、機能に言及している。 
 社会学者松平誠の都市の祭礼研究は、新しく創造されたイベント・祭りに着目する。祭り
に参加する縁こそが「選択縁」であり、既存の地縁、血縁、社縁などの縁とは別の関係が出
来上がる祭りを、様々な人々が参加するという意味で「合衆型」祝祭と名付け、祭礼から都
市生活者論を展開した。［松平 1990］ 
 宗教学者薗田稔は、過程分析による宗教儀礼の内容・構造を分析した。神事、儀礼は限ら
れた人々によって行われ、山車の運行のような観光人類学的祭事に参加者の関心が集まる
とする。［薗田 1972、1990］祭りの社会統合論では、祭礼が「ハレ」の状況を生み出すこ
とで人々が活性化され、社会的な連帯性や共同性を喚起するとした。この考えは多くの祭礼
研究で、一つの結論として主張されてきた。しかし、祭礼が連帯感や一体感を喚起し集団を
集約するが、このハレの機能が日常のケに及ぼす効果は明確にされていない。 
 山・鉾・屋台行事の研究は、折口信夫の山・鉾・屋台行事の起源を神々の依代とする「依
代論」に収束される。折口の極めて高い知見により折口の 100 年前の研究が、神格化され、
研究を滞らせているとも考えられる。植木行宣、福原敏男は、山・鉾・屋台を中心とする祭
りが、全国で 1500 件に及び、その起源は京都の祇園祭の山鉾であるとする。京都の都市的
発展とともに見せ、見られる祭りとして成立発展したものであるとして、中世末から日本全
土に影響を及ぼし、都市が広範に成立した江戸時代に多彩な山鉾の祭りが各地に生まれた
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と指摘する。現在の祇園祭の山鉾は 14 世紀に整えられた。町、町組など地域の共同体によ
る町衆の成長による京都の民衆の祭りとして形成され、笠鉾や仮装衆などの行列としての
風流拍子物やその賑わいをもって疫神を域外に鎮め送り、災疫を免れようとしたのである。
この笠鉾等の造り物が趣向を競って華美化、大型化して山鉾祭りに発展して全国に伝播し、
その後の発展、変容する。[植木 2016：10‐12]  
 能登の山鉾、山車祭り「でか山・キリコ祭り」の研究は、能登全域の郷土史研究者の調査
による町史、市史に記載されてきたが、継続的、横断的研究を見ることができない。しかし、
小倉学は「能登半島宇出津のキリコ祭り」、通称あばれ祭について詳細を記録している。ま
た熊沢栄治らは、奥能登珠洲の「キリコ祭り」を事例とした祭礼を文化的景観として、その
観光戦略の構築に向けて以下の調査を実施している。奥能登のキリコ祭りを観光資源とし
て祭礼景観を成立させるための環境要因を究明し、地域文化持続可能性祭礼の担い手であ
る子どもたちの文化伝承ための要因を考察した。また、観光資源として確立された祭礼の特
徴を、観光産業化の観点から客観的に評価する手法を開発し、その有効性の検証を行ってい
る。［熊沢 2011］ 
 
第 2 項：研究の論点 
 本研究では能登の祭りを身体運動文化と捉え、スポーツ人類学の視点からその真正を探
る。K.ブランチャード、 A.チェスカがアメリカの遊戯人類学会の設立によって独立したス
ポーツ人類学は、エスニックスポーツ・身体文化を文化変容、ナショナリズム、伝統の創造、
観光化との関連について論じ、遊戯論、象徴論、エスニシティ論、文化化・社会化、機能構
造論の立場からエスニックスポーツ・身体文化を理論的に考察するものである。スポーツ人
類学では、スポーツ、舞踊、武道、養生法等を種々の文化要素の相互依存的複合体と捉え、
それらを当該コミュニティの歴史的背景や文化文脈の中で読み解く姿勢が重要であるとし
ている。寒川恒夫は、文化人類学研究史の中でスポーツという言葉がほとんど使われて来な
かったと指摘する。文化人類学は伝統的社会を研究対象とするため、スポーツとはオリンピ
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ック種目などの近代スポーツであると理解され、表記に違和感があったと考えられるとす
る。しかし、スポーツ人類学におけるスポーツは、スポーツ種目や歴史的意義を含む用語と
して用いられている。さらにその原義である「遊」の現象まで対象とする概念として理解さ
れる。一方、この「遊」の概念から身体運動文化、スポーツへと進展する手法をもって祭り
を捉える研究はほとんど見られない。文化人類学者がスポーツという言葉を扱ってこなか
ったように、スポーツ研究者も祭りの持つ宗教性、神秘性などからスポーツ科学の対象とす
ることを回避してきたと考えられるが、そこには文化人類学者、民俗学者などとは異なった
視点、価値が存在しているのではないだろうか。 
祭りをこの視点から研究することは、柳田の祭りから祭礼への観光人類学的変化、樋口の
神遊びと遊びの遊戯論、折口の芸能論、植木の風流拍子物の発展過程などと共通し、その根
源を一にすることからその意義は大きい。寒川はスポーツ人類学の研究対象を、「文化の構
成要素としてのスポーツ」として、「労働、遊戯、ゲーム、レクリエーション、儀礼、闘争」
や「療養や癒し」の受身的余暇活動まで拡がりをもつとした。これは「スポーツ」の語源で
あるラテン語の deportare が「気晴らしする、遊ぶ」を意味していることに起因するもので
ある。祭りの歴史的展開「風流（ふりゅう）：思いつき」が「気晴らしする、遊ぶ」という
スポーツの語源と共通すること。また culture「文化」の語源がラテン語の cultus「儀礼、
崇拝」であり、英語の cult「儀式」から変化したものであることから根源的に祭りとスポ
ーツは、「遊び」、「文化」と強い相互関係を有してきたと考えられよう。そして特に身体活
動を主とする祭り行事は、スポーツ的行動、あるいは身体運動文化であると定義することが
出来るのではないだろうか。柳田は、『日本の祭り』で、日本在来の運動競技、相撲、綱引
き、動物を使った鷄合わせ、牛の突合、また日本が武を尚んだ歴史から貴族的馬上の御的射
である流鏑馬・笠掛・犬追物、農民による歩射、かち弓などほとんどその全部がこの種の祭
の催しに始まると指摘した。[柳田 1971：242‐245] 祭りで行われてきた運動競技、芸能
ともに神々への奉納行事が始まりであり、「見る－見られる」を意識することにより発展し
たその歴史から山車の運行も広義に解釈すれば華麗を競い合う奉納祭典行事であるといえ
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よう。 
一方、人類学者川田順三は、身体技法の研究から身体能力と文化を結ぶ媒介として「人類
働態学」の観点を重視すべきであるとする。地域により一様でないヒトの身体形質･身体能
力と、その地域で入手可能な運搬具の素材、及び運搬が行われる地形等の生態学的条件下で
選択された道具とが結びついて、その効率が認められ選び取られるからこそ、それがある範
囲の人々に共有される「運ぶ文化」になり得ると指摘する。身体技法の観点からある程度以
上の距離を、かなりの嵩さと重量をもったモノを運ぶ方法も、ヒトの身体能力が基盤になっ
て作り出され、ある範囲の人々に共有される文化となって、地球上の多様な地域に多様な形
で見出される。その比較研究として西アフリカ内陸の黒人、フランスを中心とする白人、 日
本人（モンゴロイド）の特徴を調査研究した結果、環境の相違により身体の特性に違いが認
められ、身体技法が確立されるとする。［川田 2011］ 
能登半島の山車祭は能登の人々が運ぶ大型の神の座祭である。川田の指摘する環境に影
響を受ける身体、身体技法による大型の神座の運行は能登の地域独自の身体運動文化であ
ることを表している。本研究の中核をなす第 2 章の「青柏祭の曳山行事」に関する研究は、
山田孝子、大森重宜の「祭りから読み解く世界」で青柏祭曳山行事の祭礼組織と曳行技法に
ついて論じている。［大森：2018］第 3 章のキリコ祭りの研究は郷土史家による個別的キリ
コ調査が報告され、小倉学は「宇出津キリコ祭り」の詳細を調査分析している。しかし、こ
れまでの調査は断片的であり、神事、儀礼と遊び賑わいとしての祭りの関係に言及していな
い。文化人類学、社会学、そして宗教学を統合した視座に加え、スポーツ人類学的考察をお
こなう。身体運動文化として祭り（神賑わい）を研究することは、スポーツ人類学、スポー
ツの研究領域の拡大と深化につながると考える。 
 
第３節：本研究の課題と方法  
 
第 1 項：本研究の課題  
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本研究の課題は、日本最大の曳山行事と民族的キリコ祭りの民族誌として記す事により
この祭りの機能、構造、意味とそれらの変化を検討する事である。その成果により神輿を担
ぐ、舁くなど激しい身体活動を行う日本の「まつり」を身体運動文化、あるいはエスニック
スポーツと捉え、観察することによりなぜ日本人は神輿、山車などを担ぎ曳行するのかにつ
いて考察する。 
川田順造は、身体技法(techniques of the body)の視点から身体をヒトと他の生物と共
通の視野で「知覚＝運動有機体」(Sensorimotor)の一つと見て、その中で人の文化の特徴を
明らかにしてきた。それは身体の使い方が如何に社会によって条件づけられるものである
かという疑問であり、身体技法論のその後の展開においてほとんどすべてが身ぶりによる
表現・伝達や、文化の中の身体の象徴に向けられ、道具、居住など物質文化や技術との関連
を問題として研究したものである。川田の身体技法の定義は「地域によって異なるヒトの身
体特徴、および地域の生態的文化的特徴によって条件づけられた身体の使い方」ということ
である。山車を曳き、神輿やキリコを担ぐことは、農業漁業を中心に行われてきた能登半島
での生活条件に付けられた身体技法であるとの仮説を立て、検討することにより「担ぐ」「舁
く」「引く」という日本で行われる祭りの身体技法とその意味を検討する。 
また少子高齢化、人口の流動化による過疎化の顕著な能登半島において、祭りが果たす役割
は大きく、経年的な祭りの変遷を観察することは、限界集落化と消滅、あるいは地方創生の
方策を考えるうえで極めて重要であり、この両極の指標でもあると思われる。 
 
第 2 項：本研究の方法 
「青柏祭の曳山行事」及び「キリコ祭」についてフィールドワーク、文献により調査研究を
行った。また同じく能登半島の国重要無形文化財「お熊甲の旗竿祭り」を比較対象として調
査、検討した。 調査項目を以下に示した。 
 
１．青柏祭の曳山行事に関して、9 つの観点から調査を行った。 
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（１） 青柏祭の縁起：大地主神社社掌日誌（明治 38 年、明治 40 年） 
（２） 青柏祭の神事：文献研究、大地主神社備忘録、日誌 
（３） 青柏祭の伝承：文献研究 
（４） 青柏祭の祝詞および曳山行事の祝詞：大地主神社、能登生国玉比古神社での聞き取
り調査 
（５） 曳山の巨大化：文献研究、聞き取り調査 
（６） 曳行技法：フィールド調査 
（７） 木遣り：フィールド調査（木遣り練習） 
（８） 曳山組織：文献研究および聞き取り調査 
（９） 青柏祭の曳山行事の継承の課題：文献研究および聞き取り調査 
 
２．2013 年～2018 年の各年 7 月 1 日から 10 月 20 日、夏から秋の約 3 ヶ月間、能登半島
の七尾市、輪島市、珠洲市、志賀町、穴水町、能登町の 3 市 3 町においてキリコ祭りの現地
調査を実施した。また、171 地区の各キリコ祭り地域の氏神神社、実行委員会、保存会等に
対して質問紙調査（歴史と成立、伝播、変遷、組織、将来の展望、祝詞など）を行った。特
に、あばれ祭、向田火祭、石崎奉燈祭、七尾祇園祭、堀松綱引き祭りについては 3 年にわた
り以下 6 点に着目してフィールドワークを行った。 
（１） 祭りの伝播、変遷 
（２） 地域の産業構造、社会的背景 
（３） 祭りの組織 
（４） 行事日程と内容 
（５） リーダーシップ 
（６） キリコ祭の祭主祝詞の比較 
 
なお各キリコ祭関係者への質問紙による質問項目を以下に示した。 
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１）本務社および兼務社で祭りにキリコ（奉灯）が担ぎ出されるか。 
－1 キリコ基数、一基当たり必要な人数 
－2 現在は中断・消滅しているキリコについて キリコ基数、一基当たり必要な人数 
－3 キリコ祭りにまつわる特筆すべきこと 
２）キリコ祭りの歴史、祭りの伝播、キリコの売買について 
３）キリコ祭りの伝承・伝説・いわれ 
４）キリコ祭りの組織の特性について 
 －1 担ぎ手の貸し借り 
 －2 秋祭りなどの組織とキリコ祭りの組織の関係性 
５）キリコ祭りの際、同時に行われる催事、芸能 
６）祭主が神事で奏上する祝詞の調査 
 
３．青柏祭の曳山行事の民族誌、キリコ祭の民族誌調査から得られた知見から身体運動文化
としての祭りについて考察した。また、身体運動文化としての祭りの構造、意味を更に明確
化するために、青柏祭の曳山行事とキリコ祭りの比較対象として、お熊甲祭りの枠旗祭りに
ついて調査を行った。特に、お熊甲祭りの枠旗祭の特性ともいえる能登の労働共同体、互酬
性、の形態としての互助「結」（えー）に着目して、現代の祭りにおけるボランティアアソ
シエーションの組織化を考察した。これらの調査結果を基に身体活動を伴う能登の祭りの
構成、意味、機能について検討、考察した。 
 
第 3 項：本研究の構成 
 序章で能登半島のユネスコ無形文化遺産「青柏祭の曳山行事」、日本遺産「キリコ祭り」
を身体運動文化（Physical Arts）と捉え、その研究の対象、目的、論点、課題、方法を説
明する。 
第 1 章では山・鉾・屋台の依代としての機能を折口信夫の依代論、風流としての成り立ち
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について植木宣行の研究を中心に考察する。また能登の山・鉾・屋台行事、ユネスコ無形文
化遺産登録への経緯、キリコ祭りの日本遺産の認定の経緯とストーリーについて検討する。 
第 2 章青柏祭の曳山行事の民族誌では第１節、第 1 項で「大地主神社山王廿一社由緒書」
を基に青柏祭縁起について調査する。第 2 項では、青柏祭の儀式、神事の構成とその意味を
述べる。第 3 項は、青柏祭の曳山行事の猿神伝説について物語の構造と背景について検討
する。第 4 項では、青柏祭および曳山行事の諸儀式に奏上される祝詞を解釈し、青柏祭及び
青柏祭の曳山行事の目的、意義を分析する。第 2 節は曳山行事について説明する。第 1 項
では曳山の巨大化と山建、曳行技法、第 2 項で木遣り唄、第 3 項では曳山の組織、第 4 項
で組織の変遷を解説する。また第 3 節では 2 章のまとめとして 1 項、2 項で青柏祭の曳山行
事の継承の課題、祭り存亡の危機への対処の歴史的事例を取り上げ、その継承について検討
する。さらに第 3 項において、青柏祭の曳山行事の「神聖性と遊戯性」について考察する。 
第 3 章キリコ祭りの民族誌では、第１節第１項でキリコ祭りの起源と分布、第 2 項では
能登半島独特の身体運動文化としてのキリコ祭り、第 3 項はキリコの構造について解説す
る。第 2 節では、地域の総合力としての宇出津のキリコ祭り（あばれ祭り）、七尾祇園祭の
互酬性、過渡期の石崎奉燈祭、鎮火祭向田の火祭りとキリコ、堀松綱引き祭りにおける社会
環境の変化とキリコの発生、中断・消滅について解説する。第３節では、キリコ祭りの祭主
の祝詞を分析、解釈してキリコ祭りの真正について検討する。さらにキリコ祭り継承のため
の問題点、課題を明確化し、その方策を考察する。 
第４章では 2 章青柏祭の曳山行事の民族誌、３章キリコ祭りの民族誌から得られた知見
から身体運動文化としての能登の山車祭りについて考察する。第１節では、祭りの身体技法
についてその労働形態、余暇活動の特性からの影響について検討する。第 2 項では青柏祭
の曳山行事、キリコ祭の対比として国重要無形文化財「お熊甲の枠旗祭」の身体技法につい
て報告する。特に能登全域に広がっていた旗竿祭りの消滅、労働の互酬「結」について考察
する。第 2 節、１項で世界農業遺産能登と祭りの関係について検討する。さらに２項では、
身体運動文化の観点から青柏祭の曳山行事、キリコ祭りの神聖性と遊戯性について E.リー
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チの理論を基に考察する。 
最後に結章として本研究の総括と残された課題を検討する。第１節第１項で「でか山とキ
リコ」の関係を解説する。第 2 項では祭りの身体として青柏祭の曳山行事、キリコ祭りの穢
れ祓いについて検討する。労働形態の変化に伴う労働の身体の変容に言及する。第３項では
祭り研究の今後の課題を提言する。 
 
序章    研究の対象、目的、先行研究、論点 
第 1 章 「依代」「風流（ふりゅう）」としての山・鉾・屋台行事 
第 2 章 青柏祭の曳山行事の民族誌 
第 3 章 キリコ祭りの民族誌 
第 4 章 身体運動文化としての祭を考察 
結章  祭りの身体 
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第１章：能登半島の山・鉾・屋台行事 
 
第 1 節 山・鉾・屋台行事   
第 1 項：依代としての山・鉾・屋台 
 折口信夫は山・鉾・屋台行事の起源を疫神の依代とする「依代論」を展開した。依代は祭
りにおいて神を招く装置であり、三段階で構成される。第一段階は標山①、第二段階は標山
の頂上の松や杉、真木などの高木、一本松や一本杉などの自然物、第三段階として「依代」
または「招代」が必要となり、後に「人作りの柱・旗竿なども発明された」としている。神
が降臨する場としての標山と、神が依り憑く依代・招代とを組み合わせて考えており、依代・
招代は樹木が原型で、後には人工物も生まれるという変化を説いた。[折口 2002：160-190] 
植木行宣は、祇園祭の山鉾などを神の依代であり移動式神座（かみくら）とする折口の論を
その本質を鋭く指摘したものであるとする。文化庁はユネスコ無形文化財へ登録申請提案
した要旨においても山・鉾・屋台行事を「祭に迎える神霊の依代であり、迎えた神を賑やか
し慰撫する造形物である」と定義づけている。しかしこの折口の論説は意味論によって収束
され、山・鉾を大嘗会における標の山、神の宿る聖なる山、依り代と説く域を出ないと指摘
する。 [植木 2016：10] 
山・鉾・屋台行事は、数世紀にわたり地域が一体となり、社会の安泰や災疫防除を願い、
伝統的工芸技術を駆使し、世代間交流とコミュニティの維持継承、国際社会における文化財
の保護に貢献する機能と意義を持ち、依代として神霊を迎え、神々を賑やかし慰撫する造形
物であり、これの巡行を中心とした祭礼行事である。山・鉾・屋台を中心とする祭りは全国
で 1500 件に及び、その起源は京都の祇園祭の山鉾である。京都の都市的発展とともに見せ
見られる祭りとして成立発展したものであり、中世末から日本全土に影響を及ぼし、都市が
広範に成立した江戸時代に多彩な山鉾の祭りが各地に生まれた。祇園祭の山鉾は 14 世紀に
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始まり、町、町組など地域の共同体による町衆の成長による京都の民衆の祭りとして形成さ
れ、笠鉾や仮装衆などの行列としての風流拍子物やその賑わいをもって疫神を域外に鎮め
送り、災疫を免れようとしたのである。この笠鉾等の造り物が趣向を競って華美化、大型化
して山鉾祭りに発展し、全国に伝播した。[植木 2016：10‐12]   
でか山は能登七尾が日本の五大港湾都市であった能登畠山家治世の 1473 (文明 5) 年と
され、管領家であった畠山家が直接的に祇園祭を模して伝えたものである。その依代として
の役割は、神霊を迎えて奉納することである。三台それぞれに異なる氏神の神社から、神の
依代・招代としての幣束が授けられる。魚町は能登生國玉比古神社、府中町は能登國の印と
鑰を象徴する印鑰神社、鍛冶町は大地主神社の幣束を授かり、それぞれの神霊を招いて曳行
する。また青柏祭本儀の後には、魚町と府中町にも大地主神社から竹御幣が授けられ神霊が
招かれる。さらに各町の人形飾り舞台には松の生木が立てられ、神社以外の神霊を招く依代
の意味を持つ。さらに御幣、一本松の他、山鉾の名の由来となる鉾が 3～5 本、3 体の人形
が飾られ、複数の依代が立てられ疫神を招く。氏神と大地主神社の神霊を招き、神々を賑や
かす役割と人形と鉾に疫神を引き受け流す疫癘攘却の二つの意味を持つのである。また 3 台
のでか山の紋は魚町が「丸に二つ引き」、府中町の「三つ巴」、鍛治町の「丸に山字」である。
特に魚町の丸に二つ引きは、前田家の畠山家へのレクイエムとしての意味を表す紋とされ
ている。 
 
第 2 項：風流としての山・鉾・屋台 
山・鉾・屋台行事の始まりは京都祇園祭である。祇園祭は 863（貞観 5 年）五月二十日疫
病の流行を鎮めるため朝廷により御霊会を神泉苑で行われたことに始まる。御霊会は祟る
神を祀る複合的信仰に基づく国家祭祀であった。従って毎年行われる性格のものではない。
三代実録によれば、祭場に国に広がる疫神を現す 66 本の矛が立ち、早良親王（崇道天皇）
以下六人の霊坐を設け経典を講じ、童舞、舞楽、散楽雑技などが演じられたとされる。869
（貞観 11）年の祇園社本縁録に「天下大疫の時，宝祚隆永、人民安全、疫病消除鎮護のた
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め卜部日良麻呂勅を奉じ、六月七日六十六本の矛を建てる。長さ二丈許、同十四日洛中男児
及び郊外百姓を率いて神輿を神泉苑に送って祭る。是を祇園御霊会と号す。爾来毎歳六月七
日，十四日を恒例と成す」とあり、疫病の依代を奉じて賑やかに境界に送り出すことが描写
されている。御霊とはこの世に怨みを残したものの怨霊であり、人口の集中した都市におけ
る必然ともいえる疫病の流行を抑えるため、その祟りを鎮めて境域の外へ送そうとした行
事であった。 
祇園会はこの祇園御霊会が継承され例祭化した八坂神社（祇園社）の祭りである。祇園会
は還幸列が賑わいの中心であり、馬長が主役であった。還幸列は馬長（童）を先導に、四騎
の乗尻、扇鉾二本、騎乗の巫女二人、王の舞に獅子舞二組、幸鉾四本、神輿三基（牛頭天王、
婆利采女、八王子）に巫女一騎、騎馬の田楽衆・駒形稚児・細男衆、最後に神主五人で構成
されていた。その後、中世、町衆と称する商工業者が財力を蓄え、風流②といわれる出し物
を出すようになる。祇園会は祭事を賑わす集団的歌舞「風流拍子物」が主役となり、神輿の
御旅所には雑芸者の横笛，琵琶，傀儡，猿楽などの芸能が披露されていた。［植木 2016：］ 
やがて風流の中の作り物が山・鉾に変化する。祇園会の鉾風流の初見は『花園天皇宸記』
1321 (元亨元) 年七月二十四日の伏見殿負態の風流（賭事で負けた方が芸能をして見せる）
として、参議以下が御霊会の儀を模して「桙衆」として舞曲を施したとある。植木によれば
鉾と桙は使い分けられており、鉾は囃される造り物、桙衆はそれを囃す囃し手であるとして
いる。この桙は笠鉾③のようなものではないが、車輪の付いた大型の鉾の原型であると考え
られ、笠鉾はいわゆるダシに趣向を凝らす造形物へと変化する。その形式は一様ではないが、
例えば 15 世紀半ばの祇園祭には 4 人程度で担ぐ笠鉾見られる。錦繍で飾られ老松と人形が
乗せられ、これを山と称した。これに対して鉾では羯鼓を打ち踊る羯鼓稚児舞を山鉾に乗せ、
風流拍子物と鉾が一体となったものなどが作られる。 
江戸時代に入り、近世都市が成立する。都市の祭りにおける練物は山と屋台の祭りへ変化
する。都市の形成と治世に祭は重要な役割を果たし、特に江戸の天下祭は大変な賑いをみせ
る。天下祭は徳川将軍家の氏神日枝山王神社と町人の神田明神の祭りを隔年で行った祭り
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である。この祭りでは行列、仮装、作り物が混在するパレード、つまり練り物の祭りであっ
た。その後、天下祭は変容し、「出シ」を乗せた笠舞、芸能を演じる芸屋台などにより華美
化する。更にこの祭りは大規模化して収拾がつかず、江戸幕府は規制や禁制を出すほどでに
盛大となった。 
練物の祭りは江戸で幕府の禁制にも屈せず江戸型の山車に展開するが、一本柱の笠鉾型
が天下祭の出シであり、神事性の強いものであった。この出シの部分が全体の名前となった
ものが山車である。この出シは神の依る出シであり神霊の依る鉾となるため、禁制から逃れ
ることができたと考えられている。[植木 b2012：92－95] 
依代として山・鉾・屋台は、風流、賑やかしとしての山・鉾・屋台行事を「囃される」ヤ
マと「囃す」ヤマに分類することができる。「囃される鉾山」は京都祇園祭の鉾に代表され
る巨大真柱が主体となる鉾や秩父祭の笠鉾の真柱に笠鉾が付く鉾などに代表される。「囃す
作り山」は青柏祭でか山、博多祇園山笠などであり、「囃す人形山」は人形からくりを含む
江戸型の山車、チャンチキ山、古川祭りの屋台は囃す社殿風屋形の飾り山である。[植木
b2012：95‐104]さらに弘前ねぷた、能登のキリコ、飯田燈籠山は囃す燈籠山である。 
能登の山鉾は、青柏祭の「作り山」、石崎奉燈の「キリコ」、お熊甲祭の「枠旗」がその代
表的ものである。枠旗は鉾の典型的な作りであり、その頂上には笠型がつく巨大笠鉾である。
作り山はでか山その象徴的なものであるが、片面だけ見せ場の舞台になっていることが特
徴的である。キリコはこの能登の山鉾の一連のつながりにあると考えられる。枠旗、でか山、
キリコのいずれも能登半島における山鉾の祭りと捉えられる。 
青柏祭でか山型、チャンチキ山型、黒島天領祭型を始めとして各祭りに伝播したと想像さ
れるが実質は不明である。それは祭りの行事が本質として遊戯性を追求したものであるた
めであると考えられ、正確な記録がなくその祭り、山車の形態と歴史から推測する他ない。
でか山は囃すヤマ系の作り山であり（図１－１）、能登の各曳山に伝播したと推測される。
（図１－２ 
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① 神が降臨する神聖な山。また神を祀(まつ)るため設備する山型の造形物のこと。 
② 趣向を凝らした作り物に発し、祭礼でのさまざまに飾り立てた作り物、これに伴う音楽、
舞踊などをいう。「風流」の文字は古く「みやび」と訓じ、みやびやかなもの、風情に富
んだものを意味したが、平安時代には和歌や物語を意匠化した作り物をさすようになり、
祭礼の際の傘、山、鉾などが風流と呼ばれ、これに付随した仮装の練り物、囃子、踊り
までが含まれるようになった。大風流、小風流の演目があり、能楽にも狂言方の演じる
狂言風流がある。特に田楽や疫病神の祭に伴う風流が流行してからは、山や鉾を飾り立
て、囃子をはやし練歩く祭礼の風流が盛んとなり、室町時代末から近世初期にかけては
小歌をうたって踊る群舞が各地で流行した。それらは今日まで特色ある民俗芸能として
全国に伝承されている。 
③ 祭礼の飾り物で、大きな傘の上に鉾・なぎなた・造花などを飾りつけたもの。 
 
図１－１ 山鉾の分類（植木を改編） 
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・青柏祭でか山（単層露天四輪車） ⇒ ・能都町宇出津曳山祭・内浦町白丸曳山祭 
・珠洲市鵜島曳山祭 
 
・曳山奉幣祭チャンチキ山（二層露天四輪）⇒・鑰神社互市祭・石崎町西宮神社えびす祭 
                                   ・田鶴浜町住吉大祭・中能登町鳥屋 
 
・黒島天領祭（二層露天四輪）⇒・輪島市門前町諸岡比古神社例祭・門前町剣地お小夜祭 
                ・志賀町富来領家八朔祭 
       図１－２ 能登の曳山の形状と伝播例（筆者作成） 
 
第２節：ユネスコ無形文化遺産「山・鉾・屋台行事」 
 
第 1 項：ユネスコ無形文化遺産 
 世界遺産が建築物などの有形の文化財の保護と継承を目的としているのに対し、無形文
化遺産は、民族文化財、フォークロア、口承伝統などの無形のものを対象とする。その選考
基準は、人類の創造的才能の傑作としての卓越した価値 、共同体の伝統的・歴史的ツール 、
民族・共同体を体現する役割、技巧の卓越性、生活文化の伝統の独特の証明としての価値、
消滅の危険性である。 
2003 年 10 月、ユネスコ総会において無形文化遺産の保護に関する条約が採択され、2006
年 4 月に発効された。締約国は 178 か国（2018 年 7 月時点）、条約の目的と概要「無形文
化遺産の保護に関する条約」（無形文化遺産保護条約）は、グローバリゼーションの進展や
社会の変容などに伴い、無形文化遺産に衰退や消滅などの脅威がもたらされるとの認識か
ら、無形文化遺産の保護を目的として 2003 年のユネスコ総会において採択されたのである。
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この条約によって世界遺産条約が対象としてきた有形の文化遺産に加え、無形文化遺産に
ついても国際的保護を推進する枠組みが整い、日本は、2004 年にこの条約を締結した。 
この条約は、口承による伝統及び表現、芸能、社会的慣習、儀式及び祭礼行事、自然及び
万物に関する知識及び慣習、伝統工芸技術といった無形文化遺産について、締約国が自国内
で目録を作成し、保護措置をとること、また、国際的な保護として、「人類の無形文化遺産
代表的な一覧表」や「緊急に保護する必要がある無形文化遺産の一覧表」の作成、国際的な
援助などが定められている。これまでに記載された日本の無形文化遺産を表 1－１に示した。 
表１－１ 記載された日本の無形文化遺産 
能楽 2008年 
人形浄瑠璃 2008年 
歌舞伎（伝統的な演技演出様式によって上演される歌舞伎） 2008 年 
雅楽 2009 年 
小千谷縮・越後上布 2009 年 
甑島のトシドン 2009 年 
奥能登のあえのこと 2009 年 
早池峰神楽 2009 年 
秋保の田植踊 2009 年 
チャキラコ 2009 年 
大日堂舞楽 2009 年 
題目立 2009 年 
アイヌ古式舞踊 2009 年 
組踊 2010 年 
結城紬 2010 年 
壬生の花田植 2011 年 
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佐陀神能 2011 年 
那智の田楽 2012 年 
和食；日本人の伝統的な食文化 2013 年 
和紙；日本の手漉和紙技術（構成／石州半紙、本美濃紙、細川紙） 2014 年 
山・鉾・屋台行事 2016 年 
                         （2018 年 7 月現在） 
山・鉾・屋台行事は地域社会の安泰や災厄防除を願い、地域の人々が一体となり執り行う
「山・鉾・屋台」の巡行を中心とした祭礼行事である。その構成は、国指定重要無形民俗文
化財である３３件を対象としている。保護措置として伝承者養成、記録作成、原材料確保、
用具修理、新調等を行ってきた。そして 2016 年、山・鉾・屋台行事は記載された。その文
化庁の登録提案要旨は以下の内容である。 
＜提案要旨＞ 
○ 「山・鉾・屋台行事」は、地域社会の安泰や災厄防除を願い、地域の人々が一体とな
り執り行う、各地域の文化の粋をこらした華やかな飾り付けを特徴とする「山・鉾・屋台」
の巡行を中心とした祭礼行事である。 
○ 祭に迎える神霊の依り代であり、迎えた神をにぎやかし慰撫する造形物である「山・
鉾・屋台」は、木工・金工・漆・染織といった伝統的な工芸技術により何世紀にもわたり維
持され、地域の自然環境を損なわない材料の利用等の工夫や努力によって持続可能な方法
で幾世にもわたり継承されてきた。 
○ 「山・鉾・屋台」の巡行のほか、祭礼に当たり披露される芸能や口承に向けて、地域
の人々は年間を通じて準備や練習に取り組んでおり、「山・鉾・屋台行事」は、各地域にお
いて世代を超えた多くの人々の間の対話と交流を促進し、コミュニティを結びつける重要
な役割を果たしている。 
○ 「山・鉾・屋台行事」のユネスコ無形文化遺産代表一覧表への記載は、コミュニティ
が参画した持続可能な方法での無形文化遺産の保護・継承の事例として、国際社会における
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無形文化遺産の保護の取組に大きく貢献するものである。 
これに対してユネスコ無形文化遺産保護条約政府間委員会は以下の「政府間委員会決議
文」を表した。（和訳抜粋） 
1． 日本が「山・鉾・屋台行事」(No.01059)を人類の無形文化遺産の代表的な一覧表への記
載に向けて提案したことを確認する。：日本の市や町では、平和や災厄防除を願うため、
コミュニティにより山・鉾・ 屋台行事が毎年行われている。「山・鉾・屋台行事」は、
日本の各地域の文化的多様性を示す 33 件の代表例を含む。この 33 の行事は、コミュニ
ティの様々な人々の協力を得て、伝統行事として参加者の文化的アイデンティティの重
要な一部となる。市や地域の他の場所出身の老若男女が組織の責任 や行事の運営を分
担している。地域文化の多様性を示す山・鉾・屋台の設計、製作をはじめ、行事で演奏
される囃子や行事全体の調整など、すべての段階が共有されている。例えば、高岡御車
山祭の御車山行事では、市の中心の住民が山を組み立て、その周辺の地域に住む人々が
山を曳き、囃子を担当する。責任は年齢に応じて変わり、年配の世代が経験の少ない世
代や若者に向けて指導を行う。例えば、上野天神祭のダンジリ行事では、参加者はまず
囃子を演奏する囃子方）と呼ばれる役割から習いはじめ、ダンジリの方向を変える梃子
方、ダンジリを守る警固役、そして最後に行事の運営を取りまとめる采配役へと段階的
に進んでゆく。提案書に含まれている情報をもとに、以下の基準を満たしていると決定
する。 
・山・鉾・屋台行事は、コミュニティのすべての人たちが集まって平和 や災厄防除を
願う文化・社会的慣習、儀式及び祭礼行事である。 
・山・ 鉾・屋台行事は伝承者や実践者（行事が行われている 33 の市や町の すべての
住民）にアイデンティティ、持続性や芸術的創造性を与えるものである。 
・伝承は 33 の市・町内の家族や保護団体を通して保証さ れている。コミュニティの
人々は青年期から参加し、徐々に必要な技術を習得していく。 
・行事の環境的持続性を計画する取組はベストプラクティスの例になり得る。提案書は
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関係するコミュニティが山・鉾・屋台を作るために必要な木々をどう持続的に確保し、
伐採した後に景 観をどう回復するかを説明している。例えば、日田市では次の 100 
年間に山・鉾・屋台の車輪として使用するため、2008 年に、市、保護団体、森林組
合や住民が 1,000 本のアカマツの苗木を植えた。 また、提案書は、山・鉾・屋台行
事が 2011 年 3 月の東日本大震災 の影響からのコミュニティ回復に貢献した例も挙
げている。 
2. 提案書は、記載によりコミュニティ内やコミュニティ間で無形文化遺 産がいかにチー
ムワーク、創造性や相互理解を発展させるかを示している。国内レベルでは、記載によ
り日本国内に存在する類似した行事 の保護の重要性に対する意識を高める。提案書は、
コミュニティが参画した提案プロセスが、関係するコミュニティ間での理解を促進し、 
また、記載が 33 のそれぞれの祭の特色によって与えられる多様性の中でのさらなる協
力を促進することを述べている。山・鉾・屋台行事は芸術的多様性と創造性の例である。
その記載は人類の創造性に対 する尊重を促進する。  
提案書は、コミュニティが案件の活力を長期にわたって保証していることを示しており、
保護団体の指導のもとコミュニティは自治体と協力し活動を行っている（例：PR、子供
向けの授業、記録のための調査、 保存、保護）。今後の保護措置が変化することは予想
されておらず、 全国山・鉾・屋台保存連合会は記載の影響をモニタリングする。提案書
は、関係するコミュニティが提案された措置の企画に直接関与し、 自治体・政府の補助
を受けながら今後の実施にも積極的に参加することを述べている。  
3. 日本の「山・鉾・屋台行事」を人類の無形文化遺産の代表的な一覧表に記載する。 
4. 提出国（日本）が以前人類の無形文化遺産の代表的な一覧表に記載されていた案件を国
レベルで拡張し、再提出したことを称賛する。  
5. 提出国（日本）が提案された案件で環境への影響に注目し、案件に関係する 自然資源の
継続的使用を保証する策を強調したことを更に称賛する。  
6.この記載は 2009 年に記載された「日立風流物」と「京都祇園祭の山鉾行事」に替えるも
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のであることを確認する。 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                
第 2 項：山・鉾・屋台の登録  
山・鉾・屋台行事は地域社会の安泰や災厄防除を願い、地域の人々が一体となり執り行う
「山・鉾・屋台」の巡行を中心とした祭礼行事として無形文化遺産に提案された。国指定重
要無形民俗文化財に指定されている 33 件の山・鉾・屋台行事により構成され、保護措置と
して、伝承者養成、行事等の記録作成、原材料確保行事の用具修理・新調等を実施する。な
お 2009（平成 21）年にユネスコ無形文化遺産に登録された「京都祇園祭の山鉾行事」と「日
立風流物」を拡張したものである。また、登録された山・鉾・屋台は、1979 年に設立され
た全国山・鉾・屋台保存連合会①に所属する祭りをもって構成されている。以下にその構成
祭礼行事と内容を示した。 
 
・＜八戸三社大祭の山車行事＞：八戸三社大祭の山車行事は、八戸市内に所在する龗神社、
新羅神社、神明宮の三社の合同例祭に合わせて、8 月 1 日から 3 日間行われる行事で、三
社の神幸行列に従って 27 台の大型で豪華な風流系の山車が市内を巡行する。 
・＜角館祭りのやま行事＞： 角館祭りのやま行事は、城下町として発展をみた角館の行事
で、「佐竹北家日記」に初見される。町人の居住する外町の発展により規模を拡張してき
たものであるが、置き山を所定の場所に設けること、各丁内に張り番（祭り宿）を置いて
渉外交渉に当たること、曳き山が丁内の若者を主体にして曳きまわされること、およびそ
の上で囃子が演ぜられることなどの地域的特色がみられる。 
・＜土崎神明社祭の曳山行事＞：土崎港各町の総鎮守として崇敬されてきた土崎神明社の例
祭、神輿の渡御に合わせて、町内を曳山が巡行する行事である。旧 47 町内が 9 つの組に
分かれて当番を務める。20 日の宵宮では、町内を中心に曳山が曳き回され、神明社に参
拝してお祓いを受ける。21 日の本祭では、神輿が町内を巡行してお旅所に向かい、各町
内の曳山がこれをお旅所前の路上で迎える。巡行中は囃子の演奏に合わせて曳き手の若
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者や子どもたちが路上で手踊りを披露する。曳山は、毎年、旧町内を単位に奉納されるが、
毎年作り替えられ、その数も年によって違う。また年によっては土崎神明社境内などに置
山も作られる。 
・＜花輪祭の屋台行事＞：秋田県鹿角市花輪に鎮座する幸稲荷神社と花輪神明社の合同の例
大祭で各町から計 10 基の屋台がでて地区内を巡行する行事である。屋台の巡行は、19 日
夕方の御旅所詰めから 20 日深夜の赤鳥居詰めまで断続的に行われる。巡行中は本囃子を
奏し、20 日未明に行われる朝詰めでは神輿を前に各町が得意の囃子を奉納する。屋台は
地元で腰抜けと呼ばれる前部の床のない底抜け形式で、屋台に乗り込んだ太鼓の叩き手
は歩きながらリズムをとって囃子を演奏する。年齢に応じて役割が決められる若者会な
どと呼ぶ組織により行われ、屋台が他町を通過する際のチョウザカイや巡行の区切りで
のサンサなどの特色ある儀礼もみられる。 
・＜新庄まつりの山車行事＞：新庄まつりの山車行事は、新庄市内 21 か町から各 1 台ずつ
山車が出され、天満神社の神輿に供奉して巡行する行事である。宝暦 6(1756)年に前年の
飢饉で疲弊した領民を励まそうとした新庄藩主の命により始まったと伝えられる。山車
は、歌舞伎や物語などに題材をとった作り物で飾られ、各町内の若者達により毎年造り替
えられる。当日は自分の町内を出発した後、天満神社のある最上公園に集合して順に市内
を巡行するが、山車につく囃子は周辺部の農村の若者が受け持っている。 
・＜日立風流物＞：神峰神社の大祭典に４つの町から１台ずつ山車が出て、からくり人形が
演じられる行事である。山車は、上部に五層の唐破風造りの屋形があり、中央から両側に
割れ、人形芝居が演じられる。 
・＜烏山の山あげ行事＞：烏山の山あげ行事は、永禄３年に流行した疫病を避けるため牛頭
天王を祠ったことに始まるとされる行事で、後に山あげを行うようになり、今日に伝承さ
れている。7 月 24～27 日の間に、笠揃い、屋台整備、所作狂言、山あげ、屋台曳行など
の各種の行事が行われる。ヤマは、舞台を仮設して所作狂言を行うことができるが、移動
のたびに組立てと分解を規律正しく行う。 
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・＜鹿沼今宮神社祭の屋台行事＞：今宮神社の 10 月の例祭に合わせ、氏子各町から豪華な
彫刻を施した囃子屋台が曳き出される行事である。屋台をもつ 27 か町から、毎年 20 基
ほどが奉納される。氏子町は、4 組に分けられ、回り番で当番組をつとめ、この当番組か
ら祭りの運営を取り仕切る一番町が出る。例祭初日には、屋台が各町内を回った後、一番
町を先頭に予め定められた順番で神社に入る繰り込みがあり、境内で囃子を奉納した後、
屋台の提灯が灯され神社から各町内に戻る繰り出しが行われる。 
・＜秩父祭の屋台行事と神楽＞：秩父神社の例大祭で行われる行事であり、特に 3 日夜の笠
鉾・屋台の曳行は、豪壮華麗を極め、「秩父夜祭」の名で親しまれている。当日曳行され
る 2 基の笠鉾と 4 基の屋台のうち、屋台では展開して舞台として歌舞伎芝居を上演され
る。お旅所までの曳行は、笠鉾を先頭に行われ、夜半に各町へ帰還する。また神楽は、3
日と 6 日に神楽殿などで演じられ、関東一円に分布する江戸神楽とは異なる構成と芸統
を示す。 
・＜川越氷川祭の山車行事＞：氷川神社の例大祭に行われる行事で、氏子の旧町内から多数
の山車が曳き出される。行事にあたって神社では氏子町内に里宮を設け、一般の氏子や各
町の山車の参拝を受ける。山車は、台車の上に二層の櫓を組み、中心を貫く一本の柱に大
型の人形を載せた江戸型山車とされるもので、山車の上で囃子のほか、舞や神楽も行われ
る。初日は、山車の町内巡行と神社の参拝があり、2 日目は、山車の曳き回しがある。山
車など山・鉾・屋台の行事が中心となる祭りは、日本の各地で伝承され様々な展開をして
きた。この行事は、天下祭といわれた江戸の山王祭、神田祭の影響を受けながら発展した
もので、江戸型山車の巡行と、山車に舞を伴うお囃子が乗ることに地域的な特色がみられ
る。我が国の都市祭礼の変遷を知る上で重要であり、全国的な比較の観点からも重要な行
事である。 
・＜佐原の山車行事＞：佐原の山車行事は、旧佐原市の本宿の八坂神社と新宿の諏訪神社の
両社の祭礼の附祭として行われてきた行事で、巨大な人形などを飾り付けた数多くの豪
華な山車が佐原囃子の調べにのって氏子区内を勇壮に曳き回される。本宿では 10 町内、
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新宿では 14 町内から山車が繰り出される。 
・＜高岡御車山祭の御車山行事＞：前田利長が高岡城下の町内に御車山を分け与え、関野神
社の春祭（御車山祭）に神輿の巡行に伴って奉曳したのがはじまりとされる。4 月 3 日の
与四兵衛祭（山町間の打ち合せ）、4 月 30 日の山飾りと囃子方試楽、5 月 1 日の御車山揃
えと奉曳、神輿渡御の次第で行われる。 
・＜魚津のタテモン行事＞：魚津のタテモン行事は、諏訪町に鎮座する諏訪神社の例祭に豊
漁と航海・操業の安全を祈願して行われる行事である。氏子町内からマントウとかタテモ
ンと呼ばれる作り物が７基曳き出される。夕刻になると、提灯に明かりを灯して神社へ宮
入し、境内で激しく回転させる。 
・＜城端神明宮祭の曳山行事＞：旧城端町の城端神明宮の春の例祭で行われる行事で、獅子
舞、神輿、鉾、曳山、庵屋台が町内を巡行する。4 日（指定時 14 日）の宵祭りでは、神
明宮から 3 台の神輿が御旅所まで渡御する。各山町では曳山と庵屋台を組立て、神像を
山宿に飾り付けて公開する。5 日（指定時 15 日）は、神輿の渡御に続いて、鉾、曳山、
庵屋台が巡行する。これらを曳くのは周辺部の農村の人々である。曳山は、二層四輪形式
で彫刻や飾り金具で装飾された漆塗りの豪華なものである。庵屋台は、底抜け屋台形式で、
上部の飾りは精巧な作りである。囃子を演奏しながら巡行し、途中随所で若連中により庵
唄が披露される。 
・＜青柏祭の曳山行事＞：各曳山組を構成する 3 町内から、決まりの神饌を青柏の葉に盛っ
て供えるとともに、横正面からみて開き山の形態をなす巨大な曳山 3 基を奉納する行事
である。この地域の人々の生活の節目となっているものである。 
・＜高山祭の屋台行事＞：4 月の日枝神社の山王祭と、秋 10 月の八幡神社の八幡祭の総称
である。いずれも 10 数基ずつの華麗な屋台が、鶏頭楽や獅子舞などを伴って巡行する行
事で、夜には屋台に提灯が灯される。また、年行事と呼ばれる役により巡行が指揮され、
屋台ではからくり人形や囃子なども上演される。我が国における祭屋台を用いた祭礼行
事の代表的なものの一つとして重要である。 
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・＜古川祭の起し太鼓・屋台行事＞：この行事は、気多若宮神社の祭礼で行われる行事であ
る。神輿の渡御に合わせて屋台の行列が獅子舞や鶏闘楽を伴って町々を練り歩くほか、勇
壮な起し太鼓も行われる。 
・＜大垣祭の軕行事＞：岐阜県大垣市の総鎮守である大垣八幡神社の例祭に行われる山車行
事である。江戸時代に藩主から下賜された三輌山と呼ばれる 3 輌の軕と、本軕と呼ばれ
る旧城下 10 か町の軕が賑やかに曳き出され、八幡神社前での奉芸や市内の巡行、夜宮の
行事が行われる。奉芸では、各軕が素朴な操り人形や精巧なからくり人形、子供による舞
踊などを披露する。夜宮では、提灯を一斉に灯した軕が神社前に再び集まり、奉芸と軕廻
しをみせた後、各町内へ戻る曳き別れとなる。 
・＜尾張津島天王祭の車楽舟行事＞：津島神社の祭で行われる行事で、宵祭と朝祭からなる。
宵祭は、半円山型に 365 箇の提灯を飾った 5 艘の舟が御旅所に神幸する。朝祭では市江
車を先頭として再び 5 艘の舟が御旅所へ上る。市江車から裸の若者が川に飛び込み、舟よ
り先に着岸して御旅所に参拝する。続いて舟から稚児が上陸し、御旅所に参拝する。稚児
は神輿の還御に供奉して津島神社に行き、拝殿で太鼓を打つ。 
・＜知立の山車文楽とからくり＞：知立神社の祭礼は、今は毎年 5 月 2 日、3 日に行われ、
その隔年ごとの大祭に、計五基の山車が各町内を巡行して同社境内に曳き出され、そのう
ちの山町、中新町（中町、新地町）、本町の三基の山車では人形浄瑠璃が、西町の山車で
は、からくり人形芝居が行われる。各山車は二層で、一層目正面の唐破風造りの前戸屋【ま
えどんや】と呼ばれる所に三味線と太夫がすわり、人形浄瑠璃は、その前に舞台を引き出
し、周囲に手摺をめぐらせ、三人遣いで演じられ、からくり人形芝居は、同様に前戸屋の
浄瑠璃に乗せ、上の二層目に四体の糸からくりの人形を配して上演されている。 
・＜犬山祭の車山行事＞：針綱神社の祭礼に行われる行事で、氏子の 13 町内から、からく
り人形をのせた車山が出され、鵜飼町などの 3 町内からは練り物が出される。車山は、三
層四輪形式で、中京地区のからくり人形をのせた山車の中でも犬山型と呼ばれるもので、
囃子を担当する若い衆や子どもが初めて車山に乗る「初上がり」を盛大に披露する。 
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・＜亀崎潮干祭の山車行事＞：知多半島の北東側にある半田市の北部亀崎地区の鎮守神前神
社の祭礼潮干祭に行われる行事で、氏子で組織される 5 つの組から、からくり人形をのせ
た山車が出されて曳き回される行事である。山車は、二層造りで、知多型と呼ばれる。ま
た、5 つの組が年番で務める代参元が全体の執行・統括を行い、各組には車元と呼ばれる、
組の経費を提供するともいわれる名誉ある役があり、山車の管理に責任を負う。 
・＜須成祭の車楽船行事と神葭流し＞：須成祭は、蟹江町須成にある冨吉建速神社と八剱社
の例祭で、疫病退散を祈願する天王信仰を背景に伝承されてきた祭りである。7 月初旬か
ら約 3 か月にわたって祭事が行われ、華やかな車楽船の出る行事と 1 年の穢れを植物の
葭に託して川に流す神葭流しの 2 つの行事を中心に祭りが構成されている。 
・＜鳥出神社の鯨船行事＞：富田地区の 4 つの集団から、豪華な装飾の施された 4 隻の鯨船
が曳き出される行事である。14 日朝の鳥出神社での鎮火祭の後、鯨船が町内を練る。15
日午後は神社境内で練りが行われ、鯨の発見と追跡、鯨の反撃、鯨を銛突きなどの演技を
して、新築・結婚・出産などを祝う。 
・＜上野天神祭のダンジリ行事＞：菅原神社の秋祭りで行われるもので、印、ダンジリ、鬼
行列などが町内を巡行する行事である。神輿の巡幸に関わる神輿町のほか、印とダンジリ
を出すダンジリ町が 9 町、鬼行列を出す鬼町が 4 町あり、ダンジリ町と鬼町は合わせて
祭り町と称する。23 日に印やダンジリを曳き出して飾りをつけ、夜には提灯や雪洞も点
灯する。24 日は足揃の儀で、ダンジリが各町内を巡行し、鬼行列も三之町筋を練る。25
日は本祭で、神輿の渡御に続いて、鬼行列、ダンジリ、印が巡行する。 
・＜桑名石取祭の祭車行事＞：桑名市中心部に鎮座する旧城下町桑名の総鎮守である桑名宗
社に対して行われる行事で、氏子町内から祭車と呼ばれる車が出され、鉦、太鼓で激しく
囃しながら曳き回される。行事は、本来夏の禊ぎ祓いの意味を持ち、清らかな石をとって
祭地を浄めるもので、これが祭礼化したものである。現在は氏子の各町内が 11 の組に分
かれて参加する。 
・＜長浜曳山祭の曳山行事＞：長浜八幡宮の春祭に際して、12 基ある曳山のうち、毎年 4 基
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ずつが交替で曳き出されるものである。4 月 13 日の神輿渡御、鬮取り神事から始まり、
14 日の登り山、夕渡り、15 日の朝渡り、太刀渡り、歌舞伎（狂言）奉納、お旅所への曳
山、戻り山、16 日の後宴などが行われる。曳山は、歌舞伎（狂言）を演じる花道用のセリ
出しが仕込まれ、後部が竹本用の部屋になっている。また 2 階の亭から囃子が奏される。 
・＜京都祇園祭の山鉾行事＞：八坂神社の祭で行われる行事で、平安京での祇園御霊会に始
まり、南北朝から室町時代にかけて山と鉾が整えられ、安土桃山時代に輸入品の幕類を掛
けまわし、錺金具や彫り物に贅を尽くすようになった。2 日のくじ取りから、17 日の山鉾
巡行、祇園囃子まで多彩な内容を含んでおり、特に華麗な山鉾巡行は憧れの的として、全
国の祇園祭・天王祭に多大な影響を与えてきたといわれる。 
・＜博多祇園山笠行事＞：櫛田神社の夏祭に奉納される行事で、博多の流を基盤に継承され
ている。7 月 1 日の辻祈祷にはじまり、山笠の飾り付け、オカミイレの儀礼、汐井とり、
流舁き、朝山・他流舁きとあり、12 日には追山ならしと称して各山笠が櫛田入りを競う、
13・14 日も流舁き・他流舁きと山笠舁きがなされ、15 日には追山笠と称して各山笠の櫛
田入りが競われる。 
・＜戸畑 園大山笠行事＞：北九州市の戸畑の祇園祭で行われる行事である。14 日昼、4 基
の山笠が 12 本の幟を立て、周囲に金銀糸の幕を張りめぐらせた幟大山笠として練り回る。
夜は、山笠に 309 個の提灯を積み重ねて飾り、提灯大山笠に姿をかえて練る。また、幟大
山笠には、各地区からの子ども山笠も供奉する。 
・＜唐津くんちの曳山行事＞：唐津神社の秋祭りで行われる行事で、唐津曳山と称する一閑
張りによる豪華な作り物が曳きまわされる。最も古い刀町の赤獅子が、伊勢参りの帰途、
京都祇園祭りを見た者により作られたと伝えられ、その後、各町で獅子、兜、鯛、飛龍な
どが作られ、曳山は今日 14 台を数える。 
・＜八代妙見祭の神幸行事＞：八代市にある八代神社の祭礼に行われる行事で、北極星と北
斗七星を神格化した妙見神に対する信仰に基づき、神社の例祭は妙見祭と呼ばれている。
その祭日には、妙見神の乗り物とされる大きな亀蛇や華やかな笠鉾、木馬、獅子、奴獅子
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や奴、木馬、笠鉾、亀蛇など多彩な行列が神輿に供奉して賑やかに市内を練り歩く。 
・＜日田祗園の曳山行事＞：隈八坂神社、若宮神社、八坂社の 3 社で行われる祗園祭に合わ
せて行われる行事である。毎年作り替えられるヤマと呼ぶ巨大な作り物が曳きまわされ
る行事で、計 9 基のヤマがでて、小屋入り、流れ曳き、集団顔見せ、昼間の山鉾巡行であ
る「本曳き」、「町内押し」、夜の山鉾巡行である「晩山」などが行われる。ヤマは、独特
な多層人形形式の山車の一種で、博多祇園の舁山・飾り山とは系統の異なる独特のもので、
日田型祗園山鉾とも呼びうるものである。 
                  （文化庁 国指定文化財データベース参照） 
 
① 文化庁の指導のもと、国の重要有形・無形民俗文化財の指定を受けた山・鉾・屋台
行事に関する保護団体を中心に組織し、その保存整備と調査を通して施策の推進を
図り、地域文化の向上に資することを目的に、昭和５４年１０月に発足。現在会員
は北の青県八戸市から南の熊本県八代市までの正会員２９、準会員 1、都道府県と
市町村の３４の自治体の特別会員、山鉾屋台の保存修理を行う選定保存技術の技術
者会の会員１４５名で構成されている。その活動は、全国各地の地域が誇りとする
さまざまな祭り行事が存在する。各地の祭りは、その地域の自然と風土、歴史と伝
統に培われ、地域文化の豊かさを示しており、は各地で育まれた、長い歴史と伝統
を有するこれらの貴重な文化遺産を後世に正しく伝承するため今日の生活様式の多
様化、少子高齢化並びに厳しい経済状況により地域文化の継承は難しい時代に祭り
を継承するため後継者の養成は重要な課題であり、山車を保存修理する技術者の育
成に努力している。育成のための助成や研修などの事業を進め、山車の保存修理に
は特定の特殊な原材料を使用するため、入手困難な原材料の状況を各会員の山車に
対して調査、検討を行っている。 
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第３節：日本遺産 
第１項：日本遺産の認定 
 文化庁によれば日本遺産の主旨と目的は、我が国の文化財や伝統文化を通じた地域の活
性化を図るためには、その歴史的経緯や、地域の風土に根ざした世代を超えて受け継がれて
いる伝承、風習などを踏まえたストーリーの下に有形・無形の文化財をパッケージ化し、こ
れらの活用を図る中で、情報発信や人材育成・伝承、環境整備などの取組を効果的に進めて
いくことが必要である。文化庁では、地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統
を語るストーリーを「日本遺産（Japan Heritage）」として認定し、ストーリーを語る上で不
可欠な魅力ある有形・無形の様々な文化財群を総合的に活用する取組を支援することであ
る。そして日本遺産事業の方向性は次の 3 つに集約される。 
（１）地域に点在する文化財の把握とストーリーによるパッケージ化 
（２）地域全体としての一体的な整備・活用 
（３）国内外への積極的かつ戦略的・効果的な発信 
従来の文化財行政は、個々の遺産を「点」として指定・保存することを重視してきたが、 
日本遺産は点在する遺産を「面」として活用・発信する。例えば甲冑は国宝・重要文化財と
して、寺社・仏閣、城郭、遺跡 は史跡・名勝。伝統芸能は無形文化財・民俗文化財として
保存に重点を置いてきた。しかし従来の方法では地域の魅力が十分に伝わらないとした問
題点があった。日本遺産では点在する遺産を「面」として活用・発信甲冑する。例えば城郭、
寺社・仏閣、伝統芸能などはストーリーを持ったパッケージ化された文化財群として一体的
に PR し、地域のブランド化・アイデンティティの再確認を促進する。 
 日本遺産に認定するストーリーの審査基準は、次の 3 つである。 
（１）ストーリーの内容が、当該地域の際だった歴史的特徴・特色を示すものであるととも
に我が国の魅力を十分に伝えるものになっていること。※具体的には、以下の観点から総合
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的に判断する。 
1）興味深さ：人々が関心を持ったり惹きつけられたりする内容となっている。 
2）斬新さ ：あまり知られていなかった点や隠れた魅力を打ち出している。 
3）訴求力 ：専門的な知識がなくても理解しやすい内容となっている。 
4）希少性 ：他の地域ではあまり見られない希有な点がある。 
5）地域性 ：地域特有の文化が現れている。 
（２）日本遺産という資源を活かした地域づくりについての将来像（ビジョン）と、実現に
向けた具体的な方策が適切に示されていること。 
（３）ストーリーの国内外への戦略的・効果的な発信など、日本遺産を通じた地域活性化の
推進が可能となる体制が整備されていること。 
 また、2020 年に東京で開催予定のオリンピック・パラリンピックに向け、年間の訪日外
国人旅行者数が増加しつづけることが見込まれる。これら旅行者が日本全国を周遊し、地域
の活性化に結びつくようにするためには、観光客の受け皿となるべき日本遺産が日本各地
にバランス良く存在することが理想的である。その一方で日本遺産としてのブランド力を
保つためには、認定件数を一定程度に限定することも有効と考えられる。以上を踏まえ、文
化庁では、日本遺産を 2020 年までに 100 件程度認定していく予定である。また、認定を受
けたストーリーに対しては、日本遺産魅力発信推進事業という文化芸術振興費補助金の交
付による支援も行う。としている。 
キリコ祭りは平成 27 年、第 1 回目の日本遺産に認定された。最初に日本遺産に認定され
たのは「灯り舞う半島 能登 ～熱狂のキリコ祭り～」（石川県七尾市・輪島市・珠洲市・志
賀町・穴水町・能登町）をはじめ、「近世日本の教育遺産群 －学ぶ心・礼節の本源－」（水
戸市・足利市・備前市・日田市）、「かかあ天下－ぐんまの絹物語－」（群馬県桐生市・甘楽
町・中之条町・片品村）、「加賀前田家ゆかりの町民文化が花咲くまち高岡 ―人、技、心―」
（富山県高岡市）、「海と都をつなぐ若狭の往来文化遺産群 ～御食国（みけつくに）若狭と
鯖街道～」（福井県小浜市・若狭町）、「「信長のおもてなし」が息づく戦国城下町・岐阜」（岐
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阜市）、「祈る皇女斎王のみやこ 斎宮」（三重県明和町）、「琵琶湖とその水辺景観－祈りと暮
らしの水遺産」（滋賀県大津市・彦根市・近江八幡市・高島市・東近江市・米原市・長浜市）、
「日本茶８００年の歴史散歩」（京都府宇治市・城陽市・八幡市・京田辺市・木津川市・久
御山町・井手町・宇治田原町・笠置町・和束町・精華町・南山城村)、「丹波篠山 デカンシ
ョ節 -民謡に乗せて歌い継ぐふるさとの記憶-」（兵庫県篠山市）、「日本国創成のとき ～飛
鳥を翔（かけ）た女性たち～」（橿原市・高取町・明日香村）、「六根清浄と六感治癒の地 ～
日本一危ない国宝鑑賞と世界屈指のラドン泉～」（鳥取県三朝町）、「津和野今昔～百景図を
歩く～」（島根県津和野町）、「尾道水道が紡いだ中世からの箱庭的都市」（広島県尾道市）、
「「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～」（高知県、徳島県、愛媛県、香川県の各
市町）、「古代日本の「西の都」～東アジアとの交流拠点～」（福岡県太宰府市）、「国境の島 
壱岐・対馬・五島 ～古代からの架け橋～」（長崎県対馬市・壱岐市・五島市・新上五島町）、
「相良７００年が生んだ保守と進取の文化～日本でもっとも豊かな隠れ里 ― 人吉球磨 
～」（人吉市・錦町・あさぎり町・多良木町・湯前町・水上村・相良村・五木村・山江村・
球磨村）の地域の歴史的魅力や特色を通じて日本の文化・伝統を持ち、有形や無形の様々な
文化財群を、地域が主体となって総合的に整備・活用し，国内だけでなく海外へも戦略的に
発信することに地域の活性化を図ることが期待できると評価された 18 のストーリーであ
る。水戸市・足利市・備前市・日田市のシリアル型で認定された「近世日本の教育遺産群 －
学ぶ心・礼節の本源－」は、近代教育制度の導入前から、支配者層である武士のみならず、
多くの庶民も読み書き・算術ができ、礼儀正しさを身に付けるなど、高い教育水準を示した
ものであり、これは、藩校や郷学、私塾など、様々な階層を対象とした学校の普及による影
響が大きく、明治維新以降の近代化の原動力となり、現代においても、学問・教育に力を入
れ、礼節を重んじる日本人の国民性として受け継がれているとして点在する教育遺産のパ
ッケージ化が評価された。また、日本茶の歴史を対象とした京都の「日本茶８００年の歴史
散歩」は、中国から日本に伝えられて以降、京都・南山城は、お茶の生産技術を向上させ、
茶の湯に使用される「抹茶」、今日広く飲まれている「煎茶」、高級茶として世界的に広く知
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られる「玉露」を生み出した過程と約 800 年間にわたり最高級の多種多様なお茶を作り続
け、日本の特徴的文化である茶道、喫茶文化の展開を生産、製茶面からリードし、発展をと
げてきた歴史と、その発展段階毎の景観を残しつつ今に伝える独特で美しい茶畑、茶問屋、
茶まつりなどの代表例が優良な状態で揃って残っている唯一の場所であるとしてお茶を巡
るストーリーの国内外への戦略的・効果的な発信が評価されている。 
キリコ祭りは、「祭り」として唯一認定された行事である。特にその認定基準とされる興
味深さ、斬新さ、訴求力、希少性、地域性の内、特にあまり知られていなかった点や隠れた
魅力、他の地域ではあまり見られない希有な地域特有の文化を持つ点が評価されたと推察
できる。日本遺産「灯り舞う半島 能登～熱狂のキリコ祭り～」 活性化協議会（石川県観
光企画課内）は、祭りの情報発信や体験事業などに取り組み、県民向けのバスツアーなどを
実施、観光客だけでなく、キリコ祭りが初めての県民が現地に足を運ぶことにより、祭りの
熱気や豪華絢爛なキリコに魅せられ、能登を訪れる機会が増すことに期待し、石川県内外に
祭りの魅力を発信し、地域活性と観光振興を目指しており、文化財としての価値をさらに飛
躍させることが出来ると期待される。また学生が能登の伝統文化を学ぶ機会として注目さ
れ、能登キャンパス構想推進協議会①は祭りの長期インターンシップ事業に乗り出し、県内
の大学生がキリコ作りから担ぎ手まで運営に携わることを推奨している。総合的に地域活
性、観光振興、そして教育効果などのキリコ祭りの持つ未来的可能性を見ることができる。 
 
第 2 項：日本遺産キリコ祭りのストーリー 
 キリコ祭は、「灯（あか）り舞う半島 能登 ～熱狂のキリコ祭り～」をタイトルとして第
1 回の日本遺産に認定された。日本遺産の申請は年 1 回文化庁が都道府県を通じて市町村が
申請する。申請は単一の市町村内でストーリーが完結する「地域型」、複数の市町村にまた
がってストーリーが展開する「シリアル型」がある。ストーリーを構成する文化財群は地域
に受け継がれている有形・無形のあらゆる文化財が対象で、地方指定や未指定の文化財を含
めることも可能であるが、国指定・選定のものを必ず一つは含める必要がある。また日本遺
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産として認定するストーリーは次の 3 点を踏まえた内容とされる。 
1． 歴史的経緯や地域の風習に根ざし、世代を超えて受け継がれている伝承、風習などを
踏まえたものであること。 
2． ストーリーの中核には、地域の魅力として発信する明確なテーマを設定の上、建造物
や遺跡・名勝地、祭りなど、地域に根ざして継承・保存がなされている文化財にまつ
わるものを据えること。 
3． 単に地域の歴史や文化財の価値を解説するだけのものになっていないこと。 
キリコ祭りは石川県七尾市、輪島市、珠洲市、志賀町、穴水町、能登町の 3 市 3 町よるシ
リアル型であり、以下のストーリーにより認定された。 
 
＜ストーリー＞ 
「日本列島のほぼ中央に位置する石川県。日本海に突き出た能登半島には、古来より大陸
から様々な人々が渡来し、文化や技術がもたらされた。能登半島は「海の道」が主要交通路
だった時代には、日本海を介して各地との交流が盛んに行われ、いわば、「日本海文化」の
交流拠点としての役割を担っていた。様々な文化を受け入れつつも、半島という地理的閉鎖
性によって、独自の文化を育んできた能登には、今も、祭礼を始めとする貴重な民俗行事が
受け継がれ、「民俗の宝庫」、「祭りの宝庫」と呼ばれている。6 件の重要無形民俗文化財を
含め、84 もの指定無形民俗文化財が存在する。能登全体の人口約 20 万人という中で、民俗
行事がひしめき合い、古からの伝承が色濃く残る神聖な空間を作り出している。能登の祭礼
の白眉は、「キリコ祭り」と総称される灯籠神事。キリコとは、切子灯篭を縮めた呼び名で
あり、直方体の形をした山車の一種で、担ぎ棒が組み付けられている。キリコ祭りは、少な
くとも江戸時代には存在し、能登の人々の生活に溶け込んで、今なお盛んに行われている伝
統行事である。キリコ祭りは、夏の約 3 ヶ月間、七尾市、輪島市、珠洲市、志賀町、穴水町、
能登町の 3 市 3 町合計約 200 もの地区で行われ、夜になると、キリコに灯がともり、浮か
び上がった大書の墨字や武者絵が幻想的な空間を醸し出す。あたかも、夏、キリコが能登全
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体を照らし出しているかのようである。日本の原風景である素朴な農漁村で、漆や彫刻など
意匠を凝らした多数のキリコが神輿のお供をしながら練り回るさまは、まさに豪華絢爛な
祭礼絵巻である。 
キリコ祭りと総称されているものの、それぞれの祭りを見ると全く多種多様である。キリ
コの数、形状、祭礼の行程などそれぞれに卓越した特徴があるので、いずれか一つを観れば、
キリコ祭りの大要が掴めるというものではない。したがって、一つに留まらず、複数のキリ
コ祭りを「ラリー」するのもまた一興である。キリコ祭りは、キリコを担いでいる一部の住
民だけではなく、集落の住民皆が祭礼を楽しんでいる点に注目しなければならない。祭り当
日、集落の家々は玄関、道沿いの窓を開け放ち、親類や知人を招待して盛大にごちそうをし、
親交を結び合う「ヨバレ」の慣行が今も行われている。集落全体が熱気を帯びるキリコ祭り
は、都会に出た者が、正月や盆に帰省しなくても、キリコ祭りには必ず帰ってくるという。 
祇園信仰や夏越しの神事から発生したキリコ祭りが、集落間で伝播し、そのうち集落同士で
その威勢やキリコの大きさ、装飾、数を競い合う中で独特の発展をしたと言われている。た
だ、200 ものキリコ祭りがなぜ今なお存在するのか。半島という地理的閉鎖性によって、自
ずと狭い範囲内での交流となり、均質的な空間を作り出したというだけではない。「能登は
やさしや土までも」・・・土まで優しい、いわんや人はどれだけかという意味が込められた
能登の人々の温かさを表す言葉があるが、そういった「こころ」が神事・祭礼に対する熱心
さとなって深く関わっているのである。そして、これほどまでに灯籠神事が集積をした地域
は全国を見ても唯一無二。夏、能登を旅すればキリコ祭りに必ず巡り会えると言っても過言
ではなく、それはキリコが供奉(ぐぶ)する神々に巡り会う旅ともなるのである。」 表１－
２にキリコ祭りの指定状況、所在地を合せ、ストーリーを記載した。  
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表１－２ キリコ祭りのストーリーと指定状況 
文化財の名称 指定等の状況 ストーリーの中の位置づけ 文化財の所在地 
 
 
能登島向田の火祭 
 
 
県無形民俗 
伊夜比咩神社の例祭 30ｍの大
松明をキリコが巡る。大松明に
は手松明を投げつけて点火。大
松明の倒れる方向で豊漁・豊作
を占う。 
 
七尾市 
能登島 
 
塩津かがり火恋祭
（お涼み祭り） 
 
市無形民俗 
唐島神社・日面神社の例祭 
海側の神(女)と山側の神(男)が
キリコとともに海上のかがり火
で合流し逢瀬を楽しむ。 
七尾市 
中島町塩津 
藤津比古神社 
（神社本殿） 
国重文 
（建造物） 
新宮納涼祭の神社  
三間社流造で内部には鎌倉時代
の古式を遺す。 
七尾市 
中島町藤瀬 
 
七尾祇園祭 
 
未指定 
大地主神社の例祭七尾市街地を
大小 11 基のキリコが疾走。最後
に篝火を乱舞。 
七尾市 
山王町 
 
石崎奉燈祭 
 
未指定 
石崎八幡神社の例祭 
能登最大級の７基のキリコを１
基 100 人で担ぎ回る。 
七尾市 
石崎町 
 
輪島大祭 
 
未指定 
奥津比咩神社、重蔵神社、住吉神
社、輪島前神社の例祭  
輪島市 
海士町 
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輪島市街地の 4 つの祭り。入水
神事や松明神事など。 
河井町 
鳳至町 
輪島崎町 
御陣乗太鼓 
（輪島市名舟御陣
乗太鼓） 
 
県無形民俗 
 
名舟大祭で奉納。 
輪島市 
名舟町 
 
寺家キリコ祭 
 
未指定 
須須神社の例祭 約 15ｍの総漆
塗り、金箔、彫刻を施した 4 基の
大キリコ。最大重さ 4ｔ、屋根約
12 畳分と随一の大きさ。 
珠洲市 
三崎町寺家地区 
 
須須神社社叢 
 
国天然 
寺家キリコ祭りの神社の社叢。
日本海側の海岸沿いに分布する 
暖帯林の典型。 
珠洲市 
三崎町寺家地区 
 
曽々木海岸 
 
国名勝・天然 
曽々木大祭が行われる。海と岩
が織りなす自然美と豪快な断崖 
風景。 
町野町 
曽々木海岸 
 
あばれ祭 
（宇出津のキリコ
祭り） 
 
 
県無形民俗 
八坂神社の例祭 大小合わせて
約 40 本のキリコが大松明を練り
回る。二基の御輿を火や川の中
に投げ込んで暴れ回る。 
 
能登町 
宇出津 
 
 
柳田大祭 
 
 
未指定 
白山神社・日枝神社の例祭 
能登のキリコ祭りの発祥との伝
承がある。柱松明を練り回り、松
明に取り付けられた御幣を奪い
 
能登町 
柳田 
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合う。 
 
 
冨木八朔祭礼 
 
 
未指定 
冨木八幡神社の例祭 
住吉神社の女神の元へ男神を御
輿で賑々しく運ぶ。30 基のキリ
コが行列、11 基の御輿が海岸を
進む。 
志賀町 
富来地区 
東増穂地区 
稗造地区 
 
沖波の大漁祭り 
 
未指定 
諏訪神社の例祭 
海の安全と大漁を祈願。海中へ
キリコを担ぎ込む。 
穴水町 
沖波 
         以上文化庁「日本遺産（Japan Heritage）」についてより抜粋  
  
石崎奉燈祭に代表される勇壮なキリコ祭があり、また宇出津あばれ祭りや向田の火祭り
のように神輿のあばれや大松明といったキリコ以外の本来の主役を持つ祭りがある。一方、
中島の塩津かがり火恋祭のような雅な雰囲気を醸し出す祭り、冨木八朔祭礼、輪島大祭など
は多くの神輿が担ぎ出される祭りなど、各キリコ祭りは独自性を持っている。また能登半島
は国定公園であり、曽々木海岸や須須神社社叢などの自然、御陣乗太鼓などの文化は、単な
るキリコを担ぎ出す祭りではなく、文化財などに指定されていない無名の祭りが多いもの
のその背景に物語や伝説、自然や歴史的建築物などが存在し、各キリコ祭りの観光資源的あ
るいは地域文化として価値は非常に高い。能登独特祭りは、各祭りの本質以外の部分である
キリコを通してつながり、分かりやすく魅力的に成立している。第１回日本遺産の認定を祭
りとして唯一受ける条件を満たすものであった。 
 
① 能高等教育機関が存在しない能登を一つのキャンパスとして見立て、能登を舞台とした
学生の交流や教育研究活動、地域貢献活動などを通じて、高等教育機関と地域の連携を
一層促進するとともに、能登の地域創生に寄与することを目指す構想。参画大学及び自
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治体は、金沢大学、石川県立大学、石川県立看護大学、金沢星稜大学、輪島市、珠洲市、
穴水町、能登町、石川県。 
第２章：「青柏祭の曳山行事」の民族誌 
  
第１節：青柏祭の曳山行事 
  第 1 項：青柏祭縁起  
明治三十八年宮司日誌「大地主神社山王廿一社由緒書」①（1905）年に、「養老二年(718)
越前四郡ヲ割キ能登國ヲ置クニ當リ帝都ニ倣ヒ國守々護神トシテ近州日吉山王ヨリ勧請ス
（中略）源順卿能登守タリシ時國府地主神タルヲ以テ國祭ヲ行フ是今ノ青柏祭ナリ」と記さ
れている。718（養老 2）年、能登が越前より独立し、近江日吉大社より勧請した山王社（現
大地主神社）を創建する。青
せい
柏
はく
祭
さい
は 981（天元 4）年、能登の国司に着任した源順②が七尾
湾の風景を賞愛し、京都及び江州勝地の名を移称して江州日吉大社に擬したことに始まる。
七尾湾を近江の琵琶湖に模し、日吉大社、唐崎神社の祭礼山王祭に倣って行われたとのであ
る。青柏祭では現在も大地主神社に唐崎神社の神々を迎えて本儀が行われている。また、で
か山の曳付之木遣唄には、「どっと曳き込む山王の庭へ 上の七社に また中七社 下の七
社で 山王こめて 君の万歳 国家の繁栄 祝い奉れば 鶴亀さえも 翔けつ浮かびつ舞
い遊ぶ」とある。この上中下の七社は比叡山山王二十一社③を指すものであり、時代ととも
に変遷はあるが、その始まりは京都、江州の都ぶり、琵琶湖畔日吉大社、その摂社唐崎神社
の山王祭に倣っていることを示している。七尾湾を琵琶湖に見立て、山王祭④を模した青柏
祭は、江戸時代に入り七尾の都市作りに影響を及ぼしていると考えられる。 
京都八坂神社の祇園祭⑤の豪奢な山鉾、日吉大社の山王祭の巨大神輿の両方の祭りから影
響を受けて青柏祭の曳山が始まったと考えられ、七尾では現在も西が唐崎神社、東は大地主
神社の東西の区間で青柏祭が行われている。青柏祭鉾山縁起に「爾来管領國主ノ尊敬祈願所
タリ就中畠山管領職満則ノ治世ニ至リ魚町府中町鍛冶町ヲシテ営業役免除ノ恩典ヲ受ケ 
加フルニ曳山ニハ畠山家ノ紋章ヲ付スルヲ免サル 今尚ホ表章シテ存スルモノ是ナリ 前
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田家ノ封國トナルヤ先規ヲ採用シ 更ニ魚町ニ漁業府中町ニ輸出入港鍛冶町ニ鍛冶業ト各
専業ノ特典アル印物ヲ下付セラル 此制明治維新ニ至リ廃止ス 然ドモ曳山ハ依然トシテ
今ニ旧儀ヲ持続シテ存セリ 斯ク曳山ノ起因スルコト最モ遠ク且ツ三ケ町ハ専業権ヲ受ケ
シハ實ニ数百年ノ久シキ二渉レリ 往時町勢甚ダ盛ニシテ商工輸出入ノ繁盛ト共二庶民輻
湊シテ市ヲナシ家屋従テ櫛比セリ 是即チ七尾町ノ誕生セシ所以ナリ」とあり、青柏祭には
鉾山を運行した魚町は漁業、府中町には港での交易、鍛冶町は鍛冶業の専業権を三町が保証
されたとされ、曳山行事が七尾の発展に寄与したと伝わる。 
     
図２－１ 江戸期の青柏祭曳山曳き込み（大地主神社所蔵） 
 
① 大地主神社社掌日誌：明治 38 年、明治 40 年のものが残されている。この日誌は、大
地主神社社掌大森重晴氏の綴ったものである。内容は個人的なものでなく、神社社掌
という職の職務執行の記録を主体とするもので、年間執行状況・宮の年中行事等は民
俗学的にも重要な資料である。更に洪水の記録や大火の記録は近代資料として貴重で
ある。社掌という職務上からいわゆる俗語は使わず漢語をもって記されている。[七
尾市史 1974：354] 
② ５三十六歌仙の一人。和泉守・能登守。梨(なし)壺(つぼ)の五人の一人として後撰集
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の撰進、万葉集の訓読にあたった。倭名類聚鈔、源順集。 
③ ４近江坂本の日吉大社、摂社、末社の二十一の神社、上・中・下それぞれ七社の呼称。
上は大宮、二宮、聖真子、八王子、客人、十禅師、三宮。中は牛御子、大行事、新行
事、早尾、下八王子、王子宮、聖女、下は小禅師、山未、気比、岩滝、剣宮、大宮竈
殿、宮竈殿。 
④ 日吉大社の祭り。山の神をむかえて豊作を祈るもので、4 月 12、13 日(旧暦 4 月の中
の午（うま）と未（ひつじ）の日)の祭りは古式をとどめ、また明治以前は 4 月 8 日
の花まつりには比叡山の女人結界が開放され、結界内の花摘堂に花を供えに女性たち
が参拝したと伝え、山の神をむかえる儀式が形を変えて残ったものとされる。4 月 14
日申の日の大宮の祭りは山王七社の神事で、七社の神輿が湖上に出て唐崎の沖で粟津
の御供をうける儀式で、10 世紀末には山王祭の主要な祭祀となった。  
⑤ 863（貞観 5）年 5 月 20 日、疫病の流行を鎮めるため朝廷により御霊会を神泉苑で行
われたことに始まる。御霊会は祟る神を祀る複合的信仰に基づく国家祭祀であった。
三代実録によれば祭場に国に広がる疫神を現す 66 本の矛が立ち、早良親王（崇道天
皇）以下 6 人の霊坐を設け経典を講じ、童舞、舞楽、散楽雑技などが演じられたとあ
る。869（貞観 11）年の祇園社本縁録に「天下大疫の時、宝祚隆永、人民安全、疫病
消除鎮護のため卜部日良麻呂勅を奉じ、六月七日六十六本の矛を建てる。長さ二丈許。
同十四日洛中男児及び郊外百姓を率いて神輿を神泉苑に送って祭る。是を祇園御霊会
と号す。爾来毎歳六月七日、十四日を恒例と成す」とあり、疫病の依代を奉じて賑や
かに境界に送り出したのである。御霊はこの世に怨みを残したものの怨霊であり、人
口の集中した都市における必然ともいえる疫病の流行を抑えるため、その怨霊の祟り
を鎮めて境域の外へ送り出す目的を持っていた。鉾と桙は使い分けられており、鉾は
囃される造り物、桙衆はそれを囃す囃し手であるとしている。この桙は笠鉾のような
ものではなく、車輪の付いた大型の鉾の原型であると考えられ、笠鉾はダシに趣向を
凝らす造形物へと変化する。 
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第 2 項：青柏祭の神事 
青柏祭は神饌を柏葉に盛り神々に奉ることが呼称の始まりである。神前へ供される神饌
は大地主神社氏子より洗米、籾、鏡餅、神酒、赤鯛、鳥獣、海菜、野菜、山町ふと、果物、
菓子、塩水、鍛治町より蓬莱、神酒、干鱈、金幣、花米、玉串、府中町より蓬莱、神酒、鯣、
金幣、花米、玉串、魚町より蓬莱、神酒、刺鯖、赤貝、金幣、花米、玉串を三方に柏葉を敷
き奉献する。青柏祭本儀、道饗
み ち わ
祭
さい
を合せるとその供え物は 40 台以上となり、神職十数人に
よる献饌が行われる。本儀において祭主は冠の巾子
こ じ
に柏葉を三つ柏の形状に取り付ける。現
在、青柏祭および曳山行事で執行されている神事は 5 月 1 日の筵山から 6 日の終了奉告祭
までの 6 日間行われる。 その他、奉納手拭清祓、新調される祭具、道具等の清祓などの神
事が個人のものも含め執り行われる。奉仕神職は青柏祭本儀の 7 日前より大忌と称して潔
斎し身心を清め祭典の準備を行う。 
5 月 2 日、唐崎神社紅葉川神泉において修祓式、祭員、市民の除祓、禊を執行する。昭和
30 年代までは丑三時（午前 2 時）に行われる秘儀であった。この時、周辺住民は明かりを
消し、静寂を保つことを暗黙の了解としていた。また祭りへの参加者で忌（穢れ）のある者
の清祓いが行われる。しかし親族の死など１年以内に忌がにあった者は祭りの参加を控え
る。修祓式参加者は各山町の代表、保存会の役員、名誉保存会会長の市長、神社奉賛会員、
また教育委員会関係者である。この唐崎神社神泉紅葉川修祓式祝詞は特殊である。その祝詞
の内容は「神職等乎始米氐町里家々乃男女爾至留迄爾今日与里始氐罪登云布罪咎登云布波
不在登此乃泉乃名負布紅葉乃吹久風爾散良須賀如久言祓布留諸々聞食世登宣留」と祝詞結
尾において一般的「恐美恐美母白須」との神への祈願ではなく、宣命体で神事、曳山行事、
その他人々の罪穢の除祓を宣言する。除祓式の後、神社後方の猿山に祓串を納める。これは
罪穢れを神泉にて清め、祓串に封じ込めて境域の外へ送り出す意味を持つ。 
3 日、前祭りとして神輿渡御が行われる。渡御の目的は、市内の安寧を願う神輿迎と曳行
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されるでか山及び飾られる人形の清祓いである。また同時に唐崎神社の神輿渡御が行われ
る。唐崎神社の神輿とともに大地主神社に還輿し、唐崎神社の神を大地主神社に迎え翌日の
青柏祭本儀を行ってきた。唐崎神社の神輿渡御が行われない時は、唐崎の大神を降神の儀に
て迎え青柏祭本儀が執行される。また日吉大社山王祭に倣い府中港より船で出御、唐崎神社
へ向かっていたと伝わる。3 日深夜に鍛冶町、4 日早朝に府中町、昼に魚町が大地主神社境
内に曳き込まれる。 
4 日 12 時、青柏祭本儀が執行される。青柏祭本儀の執行次第は、修
しゅ
礼
らい
、境内での修 祓
しゅうばつ
式、
参殿、浅略神楽、祭主一拝、開扉、唐崎大神降神の儀、巫女舞、献饌奏楽、祭主祝詞奏上、
神社本庁幣奉献、献幣使祭詞奏上、玉串奉奠、巫女舞、唐崎大神昇神、祭主一拝、浅略神楽、
山町総代に幣束、三福を授与、神酒六升にて大盃の儀、その後、祭員降殿し、忌火を焚き注
連縄切の神事①（図２－２）、道饗祭②である。神職、雅楽楽人、巫女などの奉仕者約 25 名、
儀式に参加して玉串奉奠を行う参拝者 70 名、数え年 5 歳の男の子を中心に「袴上げ」と称
する親子 30 名の約 125 名で執行される。また 3 日～5 日曳行直前、鍛治町は 3 回、府中町
は 2 回、魚町は 1 回それぞれ三町とも曳山行事に関する安全祈願祭と所定の場所への到着
後、木遣りなどの感謝の儀式を行う。 
表２－１ 青柏祭の神事 
日 時  神事名                    場 所 
５月１日 鍛冶町筵山清祓祭                   （大地主神社） 
  ２日 唐崎神社紅葉川除祓式               （唐崎神社紅葉川） 
３日 大地主神社神輿渡御氏子各町でか山三台・人形清祓九体（山車前、人形宿） 
鍛冶町曳出清祓祭                    （鍛冶町） 
能登生國玉比古神社魚町御籠潔斎安全祈願祭   （能登生國玉比古神社） 
４日 府中町曳出清祓祭                    （印鑰神社） 
青柏祭本儀                         
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道饗祭                        （大地主神社） 
５日 鍛冶町曳出清祓祭                   （大地主神社） 
府中町鉾山奉幣祭                （印鑰神社・七尾港） 
府中町曳込奉告祭                    （印鑰神社） 
  ６日 青柏祭曳山行事終了奉告賽奉祭             （大地主神社） 
 
    
     図２－２ 注連縄切の神事 （写真提供鍛冶町でか山保存会） 
 
① でか山 3 台が大地主神社に奉納され、青柏祭本儀が執行された後、境内に張られた注連
縄（結界）を宮司或いは祭員が太刀にて切る。これにより神に仕える表の祭りが終了し、
庶民のための裏の祭りに移行する。京都祇園祭では山鉾巡行当日、長刀鉾稚児が太刀で
切り結界を解き放つ。  
② 厄神・疫神が京に入らぬよう祈願するもので古代宮廷祭祀の一つ。青柏祭では本儀終了
後、注連縄切神事が行われた後、神籬に八街の神を迎え、でか山の運行の安全祈願を兼
ねて忌火を焚きあげて行う。なおこの儀式に青柏祭の祭主は参加せず、副祭主以下で執
り行う。 
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第 3 項：青柏祭の曳山行事の伝説 
 青柏祭には猿神伝説がある。この祭りは旧暦 4 月の申の日に行われ、明治期から昭和ま
で青柏祭は 5 月 12 日、13 日、14 日、15 日に行われてきた。市内の小中学校では 14 日は
朝礼のみが行われ、祭りでの注意事項とこの「猿神伝説」を校長から聞くことが恒例となっ
ていた。そのため地域の子供達は青柏祭に猿神伝説を連想するという。 
＜猿神伝説とでか山＞ 
 「昔、五月のお祭りに、毎年ひとりの美しい娘をお供えに差し出さなければならないとい
う言い伝えがありました。ある年のこと、人身御供(お供え)に決まったのは、お菊という
美しい娘でした。お菊の父、九兵衛はとても悲しみ、何とかしてお菊の命を助けてもらえ
ないかと毎晩毎晩山王の神様にお詣りをしていました。ある晩のこと、いつものようにお
詣りをしていると、神社の中から何やらつぶやくような声が聞こえてきます。「娘を喰う
祭りの日が近づいてきたな。たのしみな。・・・しかし、越後のシュケンはまさか俺様が
七尾にひそんでいることは知るまい。」『越後のシュケン？この方にたずねたら助ける方
法が分かるかもしれん。』と、九兵衛は、急ぎ越後に向かいました。探しに探してようや
く巡り合ったシュケンの話によると、『むかし三匹の猿神がよその国から渡ってきて人々
に悪さをしていた。そこでシュケンが、二匹までは退治したが一匹は取り逃がした。まさ
か能登の七尾にいるとは知らなかった、それでは急ぎ七尾へ行きましょう、行って退治し
ましょう。』とのこと。そう言うとシュケンは全身真っ白な毛で覆われた狼の姿になり、
海上を鳥のように飛び、野を越え山を越えてあっという間に七尾に着きました。そしてお
祭りの日、シュケンはお菊のかわりに唐櫃に入って神前に供えられました。その夜は暴風
雨で荒れ、そしてシュケンと猿神の格闘する物凄い物音が稲光と地響きの中いつまでも
続きました。あくる朝、人々が行ってみると、大きな猿が朱に染まってうち倒れ、シュケ
53 
 
ンもまた冷たい骸となっていました。人々は、シュケンを手厚く葬り、また、猿のたたり
を恐れて、人身御供の代わりに３台のでか山を奉納することになった、ということです。」
［石川縣鹿島郡誌 1984：939‐940］ 
猿神伝説の類話は全国各地に存在する。民俗学者高木敏雄は、この種の元母となっている
ものは古事記のスサノオの八岐大蛇退治であるとする。毎年、人身御供を求める邪神（A）
がある。その正体は大蛇（Aa）、猿やその他の獣（Ab）であり、悪鬼夜叉（Ac）である。供
えられるものの多くは処女（Ba）であるが時として男子（Bb）のことがある。英雄（C）が
現れ邪神を退治するが、その方法は種々である。剣を使う（Ca）、犬を用いる（Cb）ことも
ある。その後英雄はその娘と結婚（Da）することがある。また邪神が自分の秘密を暴露（M）
する一条がある。［高木 1973：］ スサノオの八岐大蛇退治は Aa+Bb+Ca+Da の骨子であ
り、でか山の猿神伝説の構成は Ab+Ba+Cb＋M となる。 
 大地主神社の本社は、近江坂本の日吉大社である。日吉大社にはサルと日吉信仰の関係が
深い。シカと春日、キツネと稲荷、カラスと熊野と同様にサルと日吉の対応は有名であり、
これらの動物は神の使いとして親しまれている。このような特定の動物が使者としての役
割を持ったのは平家物語①、源平盛衰記②からであり、1177（治承 1）年の頃の大火は日吉の
三千の猿が比叡山から松明を持って降り、京を焼いた夢を見た。との記述がある。 
 最澄は大山咋神（日吉大社）おわす比叡の山に天台宗比叡山延暦寺を開いた。この延暦寺
の学僧が記した「耀天記」に日吉のサルが説かれている。山王神道③の初期の教義を記した
ものであり、日吉とサルの結びつきが説明されている。 
黄帝の大臣蒼頡は「神」という文字を発明する。神を分解すれば「申に示す」である。蒼
頡は、釈迦が将来日本の日吉に到来し山王として現れ給い、サルの形を用いて吉凶を示され
る。として予め「神」という文字を作り替えたとするのである。蒼頡は釈迦の前世の姿であ
り、この日吉垂迹を予知していたという。この日吉垂迹が実現して間もなくサルの群れが日
吉神社のほとりに集まってきた。さらに薬師如来が日吉大社の二宮（東本宮）に大山咋神と
して垂迹したが、前世はサルであった。というものである。 
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でか山の猿神伝説では邪神としての猿神をでか山として尊び、命を懸けて助けに来たシ
ュケンが祀られていない矛盾を子供達は不思議に思っていた。猿神の祟りへの恐れは、前田
家の室町の名門畠山家への恐れ、鎮魂に通じると解釈されている。この物語の地域への浸透
は青柏祭、曳山行事を支える背景の一つと言えよう。またこの物語には神の荒
あら
魂
みたま
と和 魂
にぎみたま
が
教訓として示されている。 
 
① 鎌倉時代の軍記物語。『徒然草』に記す信濃前司行長作説が有力。成立年未詳。原作は
鎌倉時代前期の承久の乱 (1221) 以前の成立で 3 巻と推定される。南北朝時代頃まで
に増補改修が行われ、6 巻 (延慶本) 、12 巻 (八坂本) 、20 巻 (長門本) などがあり、
『源平盛衰記』 48 巻も一異本と認められる。流布本 (覚一本系) は 12 巻に灌頂巻
を添えたもの。編年体と紀伝体とを併用しながら平氏の興亡を描いた叙事詩的歴史文
学。平氏の運命を無常観によって説き、仏教思想、儒教色が取り込まれている。文章
は和漢混交文、七五調を主とする律文と散文とを織り交ぜた詩的なもので、国民的叙
事詩といわれる。 
② 『平家物語』の異本の一つ。 48 巻の異本によって集大成したもので源氏関係の記事、
挿話などを多く含む。『平家物語』が「語り物」であるのに対して読み物風である。本
書特有の記事から題材をとった作品も多く、後世への影響は大きい。 
③ 山王とは近江の日吉大社をさす。大宮(大比叡、本地釈迦如来)、二宮(小比叡、本地薬
師如来)を山王両明神、聖真子(本地阿弥陀如来)を加えて山王三所または三聖とする。
さらに八王子(本地千手観音)、客人(本地十一面観音)、十禅師(本地地蔵菩薩)、三宮
(本地普賢菩薩)を加えて上七社となし、さらに本地垂迹（ほんじすいじやく）説によ
ってしだいに数を増し中七社、下七社を加えて山王二十一社と称した。 
 
第 4 項：青柏祭の祝詞および曳山行事の祝詞解釈 
曳行の安全祈願祭を鍛治町は大地主神社、府中町は印
いん
鑰
にゃく
神社、魚町は能登生國玉比古神
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社（気多本宮）のそれぞれ氏神を祀る神社で行う。さらに鍛治町は 3 日と 5 日、府中町は 4
日深夜の曳き出し直前に祓戸四柱神々に対して曳出清祓祭を行う。その祝詞の内容は「天津
神国津神八百万乃神等共爾相諾比聞食氐此乃曳綱乃緩毘無久曳手諸手躓布筋無久左母右母踏立足
乃躓比無久障留災在良志米受」と祓戸四柱の神々①、さらに八百万の神々に曳行の安全を引手の
綱の緩みによる転倒や家屋との衝突など思わぬ災が起こらぬことを祈る。府中町では朝山
曳行時、道中の電信柱などに接触し事故がある場合、出発地点である印鑰神社に曳き返し、
神事を再度行う場合があるとされる。 
 
青柏祭本儀祝詞 
掛介巻久母畏伎大地主神社乃大前爾斎主 恐美恐美白左久  
高天原爾神留坐須神漏伎神漏美乃命以知氐 天津社国津社登称辞竟奉留中爾此乃大宮乎静宮
乃常宮登鎮坐須大神乃広伎厚伎恩頼乎尊奉里仰伎奉里氐 一年爾一回仕閉奉留常乃例乃今日
乃御祭爾石川県神社庁御氏子与里別伎氐宇豆乃幣帛捧奉牟賀故爾 大前爾齋回里清回里氐献
奉留御饌御酒種種乃味物乎平介久安介久聞食志氐 天皇乃大御代乎厳御代乃足御代登堅磐爾
常盤爾齋奉里手長乃御代登幸比奉里 親王等乎始米氐天乃下乃国民爾至留万伝長久平介久守里
給恵給閉登恐美恐美母称辞竟奉良久登白須 
辞別氐白左久 此久仕奉留爾依里氐御氏子乃人等又七尾市乃人等乎広久厚久守給比恵給比氐 
心穏爾身健爾家内安久産業豊久各母各母禰賑爾賑毘氐 生乃子乃八十続伎爾至留万氐禰栄閉爾
栄 閉支米給比 世界乃諸々乃国々登交里平和爾有良支米給閉登恐美恐美白須 
更爾辞別氐白左久 畏加礼杼母大神波石乃上古伎天元二年爾舟木伐留登云布能登乃国乃国司爾
任良比志源順卿深伎厚伎心乎以知氐神隨母近津淡海乃国比叡乃山爾鎮坐氐大稜威波比叡乃山
乃禰高伎淡海乃海底乃禰深伎乎仰伎尊美奉里 能登国乃守護神大地主神社登稱奉里 此礼乃
府中乃郷乎朝日乃直刺須所 夕日乃日照須所登底津岩根爾宮柱太敷伎立氐高天原爾千木高知
里氐斎奉里鎮米仰奉里給比志与里変留事無久絶留事無久 年遍久仕奉里来支古伎例乃隨々爾今
日乃生日乃足日爾青柏祭登稱奉里氐小島乃里爾神鎮里坐須唐崎神社乃大神乎招奉里氐由紀乃
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洗米乎柏木乃若葉取敷伎盛足比御酒波甕乃上高知里甕乃腹満閉伎氐海川野山乃味物波更奈里
大神等乃御覧物登此乃御祭爾由緒深伎重要無形民俗文化財奈留七尾乃金伎太久鍛治町都奈
須府中町鰭振留魚町乃福草乃三津乃町々与里各母各母心乎盡志思乎凝良支津々造里設介多留厳
志乃鉾山乎末広形爾取成仕奉里広庭母狭良爾諸人諸手柏囃手延足延閉謡奏氐曳据並閉言祝乃
物登高砂乃濱乃真砂乃盡世奴御代乃松乃常盤爾動伎無伎幾千代登誓込米多留呉竹乎禰志美自美
爾指生志香島浦乃回乃浦安久公貢乃船乃絶間無久齋奉里稱奉里濱台乃幣帛乎母置座爾置足波
志氐玉串乃津良津良爾手古志乃高高爾捧奉里御氏子乃幼女等賀巫女舞仕奉里称辞竟奉留状乎
唐崎大神登相嘗比聞食世登恐美恐美神壽豊祝仕奉良久登白須 
起首句で「掛介巻久母畏伎大地主神社乃大前爾宮司恐美恐美白左久」で始まる一般的例祭祝
詞を述べ、国および国民の安寧と弥栄を祈願する。次に「七尾市乃人等乎広久厚久守給比恵給
比氐」として氏子および地域、市民への恵みを願う。次に「古伎天元二年爾舟木伐留登云布能
登乃国乃国司爾任良比志源順卿深伎厚伎心乎以知氐神隨母近津淡海乃国比叡乃山爾鎮坐氐大稜
威波比叡乃山乃禰高伎淡海乃海底乃禰深伎乎仰伎尊美奉里」として比叡日吉大社からの勧請と
その由緒を述べ、更に「世界乃諸々乃国々登交里平和爾有良支米給閉登恐美恐美白須」として世
界との交流、平和を願う。次節の神徳（感謝）句、由縁句では「更爾辞別氐白左久 畏加礼杼
母大神波石乃上古伎天元二年爾舟木伐留登云布能登乃国乃国司爾任良比志源順卿深伎厚伎心乎以
知氐神隨母近津淡海乃国比叡乃山爾鎮坐氐大稜威波比叡乃山乃禰高伎淡海乃海底乃禰深伎乎仰
伎尊美奉里」と七尾湾を琵琶湖周辺の山王二十一社に模した源順が始めた祭りの歴史と地域
の成り立ちを表す。次に、「小島乃里爾神鎮里坐須唐崎神社乃大神乎招奉里氐（由緒）由紀乃洗
米乎柏木乃若葉取敷伎盛足比御酒波甕乃上高知里甕乃腹満閉伎氐海川野山乃味物波更奈里大神
等乃御覧物登此乃御祭爾由緒深伎重要無形民俗文化財奈留七尾乃金伎太久鍛治町都奈須府中
町鰭振留魚町乃福草乃三津乃町々与里各母各母心乎盡志思乎凝良支津々造里設介多留厳志乃鉾山
乎末広形爾取成仕奉里広庭母狭良爾諸人諸手柏囃手延足延閉謡奏氐曳据並閉」として唐崎神社
の神を招き、鉾山を凝らして作り上げて曳き込み、歌舞の奉納を報告する。つまり青柏祭本
儀祝詞の内容は、人々が心を込めて毎年山車を作り奉納し、歌舞演劇を披露し奉納すること
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により神威を高め、人々は楽しみこの地域から広く国、世界の安寧を願う神人交会を表した
ものである。 
  
神泉紅葉川修祓式祝詞 
木乃芽張留青柏祭爾仕奉留神職等乎始米又祭祀爾関加礼留里町乃公民等賀不意母過犯介牟
雑々乃罪穢乎毎年乃例乃随々爾今日乃夕日乃降爾此乃紅葉川乃川瀬爾降里立知侍里氐祓物乎
置座爾積置氐切麻散米打蒔伎散良志祓比清牟留事乎瀬織津姫速秋津姫神気吹戸主神速佐須
良姫神等相宇豆那比給比氐海川爾持出氐根国底国爾気吹放知佐須良比失比氐牟如此失比氐婆
此乃神職等乎始米氐町里家々乃男女爾至留迄爾今日与里始氐罪登云布罪咎登云布波不在登此乃
泉乃名負布紅葉乃吹久風爾散良須賀如久言祓布留諸々聞食世登宣留 
 神社での神事は、人々の罪穢れを祓うことが重要な目的である。神泉紅葉川修祓式では紅
葉川と称する泉の辺で祓戸四柱の神々に対して、丑三つ時に修祓を行う。これにより神職、
一般市民までの罪穢れを祓うことを宣命で宣言する。 
 
曳出清祓祝詞 
掛麻久母畏伎瀬織津比咩神速秋津比咩神気吹戸主神速佐須良比咩神登御名波申氐称言竟奉
良久波今此久鍛治町乃諸人等賀齋麻波里清麻波里氐仕奉礼留厳志鉾山波志母厳志久麗志久飾里
設介大地主神社青柏祭爾捧宜奉良牟登勇美立知猛毘来氐今宵齋庭爾曳運毘備閉奉良牟登須故
此乃鉾山乃事執留人等乎始米氐曳手乃諸人等爾至留麻伝不意母過犯志介牟狂事罪穢在良牟乎波
天津祝詞乃太祝詞以氐祓比清牟留事乎天津神国津神八百万乃神等共爾相諾比聞食氐此乃曳綱
乃緩毘無久曳手諸手躓布筋無久左母右母踏立足乃躓比無久障留災在良志米受祓給比清米給閉登
礼代乃幣帛献奉里厳鉾山乃高々爾仰岐祈乞奉良久登恐美恐美母白須 
曳行の安全祈願祭を鍛治町は大地主神社、府中町は印鑰神社、魚町は能登生國玉比古神社
のそれぞれ氏神を祀る神社で行う。さらに鍛治町は 3 日と 5 日、府中町は 4 日深夜の曳き
出し直前に祓戸四柱神々に対して曳出清祓祭を行う。その祝詞の内容は「天津神国津神八百
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万乃神等共爾相諾比聞食氐此乃曳綱乃緩毘無久曳手諸手躓布筋無久左母右母踏立足乃躓比
無久障留災在良志米受」と祓戸四柱の神々①、さらに八百万の神々に曳行の安全を引手の綱
の緩みによる転倒や家屋との衝突など思わぬ災が起こらぬことを祈る。府中町では朝山曳
行時、道中の電信柱などに接触し事故がある場合、出発地点である印鑰神社に曳き返し、神
事を再度行う場合があるとされる。 
 
道饗祭祝詞 
掛麻久母綾爾畏伎大地主神社乃大前乎齋主  遙爾拝美仕奉里氐恐美恐美母白左久 
此乃齋庭爾注連引廻志圍奉齋火真白爾焼上芸祭場登祓比清米氐海川野山乃味津物乎置座爾置高
成志氐稱言竟奉良久波毎年乃例乃隨爾今日乃生日乃足日爾廣庭母狭良爾曳供奉里志福草乃三乃嚴
鉾山往來乃道乃長路爾過津事無久障畄事無久八衢爾塞坐須塞大神等登神議議給比氐荒毘疎布留狂
津神乃狂津事無久各母各母本津所爾平介久安介久曳着志米給比又大神乃敷坐世畄御氏子乎始米七尾
市乃諸人諸共爾天乃狂津日登稱布留神云牟狂言爾相交古里相口會布事無久言排拂比屋良比坐氐今
母往先母病癘時氣乃煩無久平介久安介久有良志米給閉登乞祈白須事乃篠篠乎御心和加爾所聞食氐守
矜美幸給閉登恐美恐美白須 
大地主神社の境内に結界をつくり、忌火を焚きあげて、定めの道すがらに災いが無くでか
山の安全運行を願い、でか山の曳行とともに市民の悪疫が払い除けられますことを願う。 
 
青柏祭 印鑰神社奉幣祭祝詞 鉾山前用 
掛介麻久母畏伎印鑰神社乃大前爾宮司  恐美恐美母白左久 
礎乃上古伎例乃随爾大地主神社青柏祭仕閉奉留爾依里氐献奉留嚴乃鉾山喪無久事無久組立氐昨
日今日乃吉日乃足日爾捧介奉里大神乃見霽加志座須限里彌益益麗志久嚴加爾仕閉奉留乎府中町乃
御氏子乃人等悦毘奉里辱美奉里大神乃高伎尊伎恩頼乎恐美恐美奉里此処爾鉾山駐米飾里美志齋場
登定米祓比清米氐御氏子乃人等参来集比古伎床志伎袴着乃子等母集比侍里諸々乃役仕閉奉里氐御
饌御酒種種乃味物献奉里蝶尉斗添閉氐祝事宣上奉良久乎平介久安介久聞食給閉登恐美恐美母白須 
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印鑰神社の神々に府中町でか山の初日の安全運行を感謝する。そして氏子の人々の喜び
を表して、でか山前で 5 歳男児の袴儀の祝いを行う。 
 
府中曳山祭曳込祝詞 
掛介麻久母畏伎印鑰神社乃大前爾恐美恐美母白左久 
礎乃上古伎例乃随仕奉礼留大地主神社乃青柏祭爾此乃府中町乃諸人等献奉里志嚴乃鉾山昨日今
日止定乃道筋喪無久事無久曳廻里竟奴礼波大神乃恩頼止嬉美辱奈美奉里嘉比乃心乃唯一筋大前爾
参来集奉賽御祭仕奉良牟止御饌御酒種々乃味物捧奉里状乎平介久安介久聞食氐先今夜乃守里日
乃守里爾守里恵美幸給止恐美恐美母白須 
印鑰神社の神々に大地主神社の青柏祭に府中町でか山を奉納し、その道中の安全と無事、
印鑰神社に納めることができたことを感謝する。 
   
青柏祭終了奉告祭祝詞 
此乃処乃底津磐根爾宮柱太敷立高天原爾千木高知里氐神鎮里坐須掛巻久母畏伎言波麻久母雄々志
伎大地主神社乃大前爾宮司  慎美敬比畏美畏美白左久 
古伎例乃随爾年毎乃四月乃吉日登云布日与里斎麻波里清麻波里仕閉奉礼留青柏祭波志母五月六日乃
今日乃日迄神佐布留真榊乃常葉落津留事無久七尾潟浦乃真砂乃数繁伎其我中爾一津陀母漏留々筋
奈久落津留節奈久本末麗志久仕奉里竟閉奴留波全久大神乃御恩頼登尊美歓喜奉留我故爾其我報賽乃
礼代登捧宜奉留幣帛乎安幣帛乃足幣帛登御心平穏爾聞食氐如斯赤伎清伎真心以知氐仕閉奉里志諸
人等乎今母将来母守里恵美幸比給比氐家爾母災比無久広伎御稜威登厚伎御恩頼乃蔭爾隠呂比七尾乃
潟夕和伎浦安久在良志米給閉登畏美畏美母白須 
大地主神社の神々に三町のでか山の安全運行を感謝し、同時にでか山にお招きした大山
咋神を神社にお送りし、地域をお守りくださるよう願う。 
 
穢除謝罪祭祝詞 
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掛麻久母畏伎印鑰神社乃大前爾恐美恐美白左久 
云波麻久母最母恐伎極美奈賀良往奴留此乃月二十一日夕麻久礼拝殿乃階段邊爾若者輩聆乃
口争与里喧噪大伎久荒毘遂爾一人乎殺米一人乎傷付介大社庭乎血爾染米多留乎以知氐氏子諸
人母打集比参出祓戸四柱乃大神爾迄祈清久正志久祓乃礼典仕奉里終閉多留乎以知氐神直日應
直日爾見直志聞伎直志給比高伎厳志伎恩頼乎以知氐深伎罪乎許志給比詫毘入留氏子諸人乃状乎
相諾比聞食給閉登礼代乃幣帛献奉大御心慰米奉里詫毘入里奉良久登恐美恐美白須 
明治期に印鑰神社の境内にて口争いをした若者同士が刃傷沙汰を起こし、境内を血に染
め２人が殺傷されるに至った。事件を憂いた氏子の人々が集まり、祓戸四柱の神々に祓い清
めていただきお詫びを申しあげ、許しを乞う祝詞である。そしてこの刃傷沙汰に対する「穢
除謝罪祭」により府中町でか山の曳出しの許可を請う祝詞である。 
 
① 瀬織津比咩神、速秋津比咩神、気吹戸主神、速佐須良比咩神。大祓祝詞では、国土
に生じた天津罪・国津罪を、天津神・国津神が祓い清められ、その罪を速川の瀬の
瀬織津比咩が大海に持ち出し、速開津比咩が罪を飲み込み、さらに気吹戸主が根国・
底国に息で吹き放ち、速佐須良比咩が持ち流離い失い国中の罪を祓う。 
 
第 2 節 曳山行事 
 
第１項：曳山の巨大化 
  （１）山建 
でか山の組み立てを「山建」或いは「地山作り」と呼ぶ。（図２－３） 3 月下旬、各町は
神社境内やコミュニティーセンター、体育館などで 150 枚前後の筵を編み込み外装を作る
筵編みを行う。次に山庫から車輪を引き出し、車輪から舞台部分まで木枠の骨組みを組む。
そこに舟形になるよう前後に約 13m の丸太を 5 本斜めに立て、横木に多くの竹を用いて碁
盤の目状に組み立てる。でか山正面の人形歌舞伎の舞台裏は、丸太と竹で組み立てる。現在
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はこの基礎部位の構築に大型の建築作業機械を使用しているが、昭和 50 年代までは滑車を
使い人力で行っていた。各町山建会（祭り全参加者）の 50 名から 70 名により主に週末の
延べ 10 日間で行う。この山建てに先立ち参加者は山建ての安全祈願祭を執り行う。次に山
車全体の外装を 150 枚の筵で覆い通称筵山を作り上げる。その後、６色の大幕、小幕、猿楽
などの豪奢な前幕などで覆う。また山車前後の外側に木遣台が据えられる。なお、組み立て
には釘や鎹などは使用せず、藤蔓と藁縄で編み込んだ綱注１４を 700m 用いる。これにより
曳行時の歪みを吸収し山車の運動性を高める。この藤蔓の採集のため若衆達は近隣の山中
や森に気を配り、常にその存在を確認して毎年の伐採に備えている。なお強度が求められる
ため、地中を這って植生する藤蔓のみが使われる。組み立てられたでか山の上段正面には毎
年演目を替え、御殿や城、神社仏閣など歌舞伎の場面に合わせ部隊が立体的に作られ、そこ
に御祓いされた３体から５体の約 1.8m の人形を飾りつける。昭和 50 年頃までは各町が山
建て職人を雇いこれらの作業を行ってきたが、近年は経費の削減と後継者の育成を目的と
して各町の若衆自身により行っている。その際、大型重機の導入などが行われるようになり、
山建てが大きく変化して組織の負担は大きくなったといえる。しかし、でか山の構造や曳行
時に生じる問題点などが組織全体で共有されるという利点が有る。さらに組み立て作業自
体をも楽しむという感覚を持つことによる一体感を生じている 
      
         図２－３ 完成した地山 （撮影鍛治町若衆） 
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（２）巨大化と曳行技法  
京都祇園祭の山鉾、でか山などの曳き山、博多祇園祭りのような舁き山、その他山車や屋
台など依代の巡行行事は神輿渡御の前後を彩り、あるいは芸能、舞踊で囃し、賑やかされて
きた。本研究ではでか山の遊戯性の因子としての山車の巨大化と曳行技法に着目した。 
日本最大の山車であり、囃す作り山に分類されるでか山は、1685（貞享 2）年の「寺社由
来書上」には既に現在の大きさであったことが記されている。しかし曳山行事が始まった畠
山治世の 1473 (文明 5) 年当初の山鉾は巨大ではなかったと思われる。依代としての役割遂
行のため巨大化することは命題ではない。巨大化は人々の遊び心と競い合いの表現であり、
祭りの遊戯性の象徴である。また、山建の技術と曳行技能は短期間で習得できるものではな
い。さらに資材の調達は容易ではなく、巨大化に対応した車輪（現在、車輪の直径 20.4m、
車輪幅 0.6m）が特に必要であり、巨大化を支える車輪の製造には高度な造船技術の応用が
必要であった。（図２－４）（図２－５） 
前田利家による七尾の新城小丸山城の築城による資材の調達ができたためとも考えられ
るが、巨大化の過程は定かでない。藩政期から始まる奥能登の宇出津曳山祭にはでか山の
1/2 サイズの曳山が曳行され、珠洲デカ曳山においてもでか山と同じ形状の山車が曳かれて
いる。現在は見られないが、明治 24 年に井田のでか山と同型の鉾山絵馬が鹿島熊野神社に
奉納されている。これらは青柏祭の曳山行事の伝播や巨大化の変遷を示すものであると考
えられる。外部からの視線が強く意識されれば、祭りは観光化する。青柏祭ではでか山を街
並みのサイズから限界まで巨大化して「見せる山車」を作り、都市空間を巡って青柏祭本儀
が行われる祭場（神社）に奉納される。この都市空間の道路は狭く、街路幅員の 5m～8m で
あるのに対し、でか山の横幅は 3.6m である。さらに城下町時代の防衛の目的で作られた折
れ曲がりの連なりが特徴的であるため、道幅ぎりぎりに軒先、電信柱などをかすめるように
曳行することにより辻回しなどの技法を披露する見せ場がつくられる。 
特にクランクでの大梃子（図２－６）、迫り上げ台（図２－７）を使う辻回しは身体技法・
曳行技法を駆使した最大の見せ場である。20t のでか山の進行方向を 90 度変えるため、大
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梃子と呼ぶ 7m の樫の角材（10 年程度泥中に漬け置き強度を高めたもの）を前輪の車軸の
芯に当てる。この大梃子の先端から 60 ㎝に枕木を設置し、大梃子に若衆十数人が連なって
登り、テコの原理により前輪を浮き上がらせる。そのタイミングで地車を下ろし、芯棒を差
し込むことにより三輪の状態にして後輪と横向きの地車により横方向へ 90 度回転させる。
この辻回しでは、大梃子の角度や深さのミスがあれば大惨事につながるため、高い専門的技
術と経験を持つ車元が担当する。曳行は強い権限と責任を持つ後見
こうけん
のリーダーシップ、判断
に委ねられる。後見は梃子掛を長年勤めあげた経験者であり、常に山車全体に気を配り指示
する運行責任者である。後見の指示により梃子掛衆が掛ける梃子 ( 中梃子・脇梃子が阿吽
の呼吸で左右前輪に同時に掛ける梃子 ) により進行方向を修正しながら曳行する。（図２－
８）梃子の傾斜部分には油が塗られ、左右の車が同時に乗り上げると山車の重さで横滑りす
る。梃子のタイミングが合えば一回の梃子掛けで前輪が約 50 ㎝横方向へ移動する。この作
業を繰り返して進路修正をしながら曳行する。梃子で修正しきれず山車が電柱など障害物
に接触、激突を避けるため大幅に進路を変更する時などは、停止中の山車の左右の車にあら
かじめ柄の無い「きり梃子」を数本段々に並べ置く。その状態で山車を曳くと、きり梃子の
上に車が乗り上げ次々と横方向に滑り落ちる。きり梃子は本来の梃子に比べ正確な方向修
正が可能でありこの作業は車元が行う。（図２－９） 
特に道幅の狭い場所や、曳手が多く勢いの強いでか車に梃子を掛ける時、若衆は強い緊張
感を伴いながらも度胸と技の見せ所である。梃子は掛ける角度・深さにより効き具合が変化
する。でか山はこの高度な梃子掛け技術により進路修正を巧みに曳行され、危険を回避する。
そして所定の場所に到着した時には伝統に倣って、木遣りが唄われる。注また高段と称する
木遣りのリーダーは軒先や電信柱との衝突、その他転倒の発生など危険を察知した場合、木
遣台上でしゃがみ込み止梃子の発動を促す。また、T 字路などで大梃子が使えない場合、「迫
り上げ台」を使いう。迫り上げ台は勾配のある板であり、左右の前輪の進路に並べ、迫り上
げ台の上に丸木の棒を置く。跳梃子を使用して車輪を登らせ、地車を降ろす。その状態でで
か山を曳くと丸木が転がり前輪が迫り上げ台から外れて三輪の状態になる。大梃子はその
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高い危険度、緊張感を含めて観衆に見せるものであるが、迫り上げはほとんど人目に触れる
ことはなく、当事者達がその技術に対する満足と喜びを感じる辻回しである。さらにでか山
は人形屋台であり、神社前広場に三台が並び立ち、曳行時には道幅ぎりぎりの曳行のために
見えなかった巨大な人形歌舞伎舞台が初めて披露される。つまり狭路での巨大な山車の身
体・曳行技法の披露と広場での人形歌舞伎舞台という２種類の見せ場を作り出すことによ
り演出に大きな効果を持つことになる。全国の山車の形態が変化し華美化、大型化するのは、
疫神の依代が趣向を競う風流にのって、造形美などを競い合う祭りに展開したからである。
[植木 2012：11] でか山の巨大化は華美化を伴う風流であり、賑やかしと曳行行事の困難
度の高さへの挑戦、楽しみがその理由、目的である。曳行技法と人形舞台の見せ場は、各町
の究極的風流、遊戯性の高まりを表したものであると考えられる。その一方で、労働者の身
体とその鍛練された身体、身体技法による要因が大きい。七尾町祭礼曳山に関する伝承に
「藩政期でか山を曳行する府中町は貿易上の特権を許容されて、御印なき商船の出港入港
を禁じられ、鍛冶町には能登一国の特権を許され他町村には許されず、また魚町にては漁業
の特権を許容され、魚町町民は石崎村民を使役して漁業に従事せしめ、漁獲物を改めて販売
するところなりしなり。然るに山王神社（大地主神社）にては毎年 4 月中の申の日を中心と
して三日間祭礼を行ひ、三ヶ町に曳山を作りて本祭の日に山王社に集まり、其より今の小丸
山麓即ち郡奉行所の前に集合して御代万歳を祝したるものにて、此を終われば納税を免ぜ
られしものなりといふ」とある。[七尾市史第 6 巻 1974：484]  
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    図２－４ 百年間使用された印鑰神社府中町の車輪（筆者撮影） 
 
      
      図２－５ 制作中の車輪 鳥毛造船所（撮影でか山保存会） 
     
図２－６ 大梃子による辻回し（撮影鍛冶町若衆） 
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   図２－７ 迫り上げによる辻回し（撮影鍛冶町若衆） 
    
   図２－８ 脇梃子 中梃子 止梃子（撮影鍛冶町若衆）  
    
  図２－９ 切梃子 （撮影鍛冶町若衆） 
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        図２－１０ 曳行諸役の配置 （筆者作図） 
 
第 2 項：木遣り 
木遣り唄は、労働歌である。重いものを引き揚げる時に掛けさせた掛け声が起こりだとさ
れるが、掛け声が時代の流れにより唄へ変化し、それを江戸鳶が広めたとされる。また山車、
鉾を曳く際の唄の総称でもあり、でか山では巨大な山車を曳く掛け声の先導としての役割
を持っている。また中梃子などにより進行方向を変えようとした際に停止してしまった時
は、曳き手の休憩のための短い木遣りを唄うなど曳き手と綱元、梃子衆との中執持ちをする。
さらに木遣りは曳行を囃す以外に木遣り唄を変えることにより、でか山の置かれている危
険などの状態を全体に知らしめ、神社前など所定の場所では神聖性高い木遣りを唄い、曳行
の道中などで見物人を意識する時は遊戯性のあるものを唄うなど使い分ける。その木遣り
（鍛治町）の種類と唄われる場面を表２－２に示した。また以下に、鍛冶町木遣りの名称と
文言を示した。 
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表２－２ 木遣りの種類と決められた状況・場面 
種類  場面 
曳き出し唄  宵山最初の木遣り 
道中唄  でか山運行中の木遣り 
約束唄  道中唄の中でも所定の場所であげる木遣り 
曳き込み唄  五月五日 でか山を宮に納める最後の木遣り 
大木遣り  辻回しの大梃子使用中の木遣り 
曳き付け唄  運行を終え所定の場所に納めた時の木遣り 
 
【曳き出し木遣り唄】 
5 月 3 日、宵山に曳き出す最初の木遣り。木遣り衆の頭が唄いあげる。 
〈曳山運轉の時謡う囃子唄 前祭引初の唄〉：今日は日もよし吉初日よ 明日は申の日山王
のまつり三山曳き据え 蓬莱あげりゃ 鶴と亀とが舞い遊ぶ      
【道中唄】 
道中唄はでか山運行中、進行方向の修正や危険回避による停止後再度曳き出す時、曳山に梃
子が掛けられ曳行が困難な時に曳手と若衆を取り持つ。以下代表的道中唄を示す。 
〈能州〉：ここは能州 七尾のみなと 出船入船、数ある中で 陸で目出度い  
上米積んでみさき浦へと はせ出し廻る    
〈大阪の川〉：どんとはせ込む 大阪の川へ いかり下ろしてとも綱とりて 伝馬下ろし 
十九を乗せて 乗せてあげましょう 呉服屋までも 
〈那須の与一〉：那須の与一を 御前に呼ばせたまいし 所はいずこ 四国讃岐の  
屋島が磯で 源氏平家の御戦いに    
〈新造目出度〉：新造目出度や いや帆を上げて思うた港へ それそよそよと  
船頭水夫まで手を打ち上げて 船玉無事を 祝い喜ぶ  
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〈五月〉：五月時やら 下女半下まで 茜だすきに赤前垂れに 早苗植えつつ 豊年うたい 
並ぶ早乙女 連なる姿 秋の穂波は 今より見ゆる      
〈新茶出花〉：家内は残らず 前田を植えて 家にゃお嫁はんが 茶をたててござる 新茶
出花を もらうとすれば 新茶出花はまだ薄うござる しばしまたんせ濃い茶が出ます  
〈石童丸〉：あわれなるかや 石童丸は 父を尋ねて 高野の山を 九百九十九の 御寺々
を 尋ね探せど 行き方知らず 母はふもとの こそめが茶屋で 涙こらえて茶をくむ姿   
〈宇治は茶所〉：宇治は茶所 茶は縁所 娘やりたや ありゃ婿ほしや 
〈新造下ろして〉：新造下ろして  
沖眺むれば 共に大黒 表にゃ恵比寿  
〈数え唄〉：一にゃ越後の大日如来 二にゃ新潟の白山様よ 三にゃ讃岐の金毘羅様よ 四
にゃ信濃の善光寺様よ 五つぁ出雲の色神様よ 六にゃ村々鎮守様よ 七つぁ七尾の山王
様よ 八にゃ八幡の八幡様よ 九つぁ高野の弘法大師 十にゃ所の氏神様よ    
〈商いしもうて〉：今日は嬉や商いしもうて遊びましょうか慰めましょうか  
ぶらりしゃらりと新町口へ あまた廓の見に行く女郎は 綾で迷わん錦で惚れん 小判四
十両に我しゃ身は捨てん 連れて行かんせ 長崎までも ( ５日午後限定の木遣り唄) 
【約束唄】 
道中唄の中でもでか山が予め決められた停止場所への到着時に唄う木遣り五日仙対橋を渡
り小丸山へ向う時の専用ナゲ唄（全員で合唱するように変化している。） ：ここは馬出 小
丸の城よ 木戸の岩垣 数々むれて 稚児が増すのは若殿までも  
庭に鶴亀 五葉の松 
五日、市内の巡行を終え、鍛冶町に入る時の木遣り：鉦をたたいてはや鍛冶町 雪も降らぬ
に 凍み郡町 町のはずれの霊泉寺さまよ 
【大木遣り】 
大木遣りは辻回しの大梃子使用時に唄う木遣り：大木遣りは現役の木遣り衆のみならず OB
または関係者が唄う。即興的であり、節回しが通常のものと異なる。唄い文句はいわゆる色
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唄が用いられることが多い。 
目出度目出度の若松様よ 枝も栄える 葉も繁る 富士の白雪 朝日で解ける 娘島田は
情けでとける この間館は 目出度い館 鶴が御紋に 巣をかける 
娘十七・八を やぐらに乗せて 下から見上げりゃ 弥生の桜 鶴は千年 亀万年 浦島
太郎は 八千年 娘島田に 蝶々が止まる 止まるはずだよ 花じゃもの 破れふんどし 
将棋の駒よ 角かと思たら 金が出た 
【曳き付け唄】 
所定の場へ到達した時の木遣り（この時、普段とは異なる節回しで唄う）： 唄いましょうか 
はばかりながら  声の悪いのは 御免となされ はせ込む船 かの川へ いかり下ろし
て とも綱とりて 行かのせ 長崎までも 連れて行くのはいとやすけれど 
【曳き込み唄】 
五日夜、曳行の終了後でか山を大地主神神社に納める時、曳行最後に唄う道中木遣り：木遣
り衆頭が務め、祭りが終わる寂しさと曳行の無事の安堵から哀愁に満ち、時には高段と称す
る木遣り衆のリーダーの引退式でもあり独特の雰囲気が漂う。  
どっと曳き込む 山王の庭へ 上の七社にまた中七社 下の七社で 山王こめて 君の万
歳 国家の繁栄 祝い祭れば 鶴亀さえも 翔けつ浮かびつ 舞い遊ぶ 
近年、曳き付け唄の後に古くから船方の祝儀歌として歌われた七尾まだらを全員で合唱
する。 歴史的には多数の木遣り唄があり、文句が非常に長く現在は唄われなくなったもの
もある。木遣りは口伝による伝承をもって継承してきたため、文句が省略され、節回しも微
妙に変化してきた。元木遣り衆は昔と木遣りが違うと嘆くが、口伝ゆえに木遣りは変化する
ことが必然であり、木遣り関係者による正調木遣りについての論争は継続することが宿命
である。しかし現在はデータを後世に残す活動を行い、正調の復興にも努めている。 
木遣りの内容について、特に遊戯性の高い道中唄は遊廓遊びや歌舞伎芝居の影響を受けて
いる。かつて七尾港の西岸に位置する常磐町には遊廓街があり、特に久田屋は一番大きな 3
階建ての廓で、芸妓達の唄や舞が上手で器量もよく、他の廓とは格が違ったなどとその経験
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談が伝わる。でか山の曳行には無用ながらこの遊郭街に辻回しの大梃子を大勢で担ぎ込み、
馴染みの芸妓や客らにその威勢を披露して「やっこ」と称する花（寄付）を打たせ、無事祭
りが終了した暁には若衆たちは遊廓で花見（反省会）と称する打ち上げを催していた。1958
（昭和 33）年に廃止されるまで遊廓は社交場であり芸事の交流がなされていた。また七尾
は歌舞伎が古くから行われており、1717（享保 2）年に加賀藩士森田盛昌が記した「能州紀
行」には、魚町でか山の山町を中心に行われる能登生国玉比古神社奉幣
ほうへい
祭、通称チャンチキ
山（ちょんこ山）と呼ばれる四月の山車祭りに関する記述で「（前略）御宮の前に仮舞台を
構へ歌舞伎有、（中略）御神前相済、丹羽権平殿前にて是も仮ぶたいをかまへ、右の歌舞伎・
狂言を相勤也」とある。府中町山町の氏神で七尾湊の守護神、能登國の印と鑰を収める印鑰
神社には、1872（明治 5）年と 1891（明治 24）年に行われた大型の芝居興行記念額が奉納
されている。藩政期より常設の芝居小屋が建てられ、印鑰神社横の能登半島最古の老舗料理
屋番伊には青海座という舞台小屋があった。さらに七尾町内には中島座や七尾歌舞伎座、大
正座など常設、仮設の芝居小屋が建てられ、明治期の常設小屋は 6 軒であった。この遊廓と
歌舞伎、芝居は歌舞伎の上演とでか山屋台の歌舞伎人形、木遣りの相互に影響してきたこと
が推察される。鍛冶町には人形台帳が天保 13 年（1842）から継承されており、歌舞伎と人
形歌舞伎舞台の相互関係がうかがわれる。また七尾港に寄港する船から各地の文化が収集
され、遊廓などに伝わり、酒席を介して広がるなど多種多様であったと伝わる。特に曳行時
の曳き手の掛け声「エート－コーサーノヱンヤ」や曳き出しの木遣り唄は伊勢神宮の式年遷
宮お木曳からの伝播であり、伊勢参りなどの影響を読み取ることができる。木遣りは一定の
時代や地域からの限定的影響ではなく、多面的に芸能文化を受け入れてきたことを示すも
のであり、時代とともに変化する風流
ふりゅう
であるといえよう。 
 
第 3 項：曳山組織 
鍛冶町、府中町、魚町ともに表現は異なるが、総じて総代を筆頭としてピラミッド型の組
織が確立されている。各町それぞれの役割ごとに決められた半纏、法被を着用して組織事に
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役割を遂行する。鍛治町の役職、グループの揃い袢纏、法被を写真に示した。（写真９～１
８）曳行のためには縦の指令系統が構築されており、危険に対応した曳行のフォーメーショ
ンが実行される。一方、平成以降、女性の参加が府中町で五月（さつき）会（図２－１１）、
魚町は山女（やまめ）会としてそれぞれに認可され組織化された。これに対し鍛治町は子供
に至るまで女性の参加を禁止している。昭和 50 年以前は三町ともに女性の参加は禁忌とさ
れ、登ることは当然であり曳き綱を女性が跨ぐことすら許されなかった。近年、鍛冶町若衆
は 20 年以上子供たちへ民俗芸能、行事の伝承を目的として地元小学校 2 校を対象に「でか
山教室」を開催してきた。その際、毎年子供たちから出される同じ質問があるという。それ
は「なぜ鍛冶町のでか山に女子が乗ってはいけないのか。」である。若衆達はその答えに窮
して、昔からの習わしであると答えざるをえない。男はでか山を曳行し、女は家で来客を手
ずくりの「祭り御馳走
ご っ つ お う
」で接待する。しかし、伝統的に府中町は、その年最後の曳行を「女
山」と称してきた。祭り期間中の来客の接待などに感謝して、祭の終了を惜しみながら女性
を中心に曳行を楽しむ風習である。曳行組織が港湾労働、漁業就労者、鍛冶職人といった身
体労働を主とする男性職業集団であったことが曳行諸役の女性の参加が禁忌となった理由
の一つであると考えられよう。 
  
    図２－１１ 府中町女性若衆（五月会）の辻回し 
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でか山は大地主神社の神霊を招く依り代であるが、鍛冶町では氏神であり、鍛冶職人の守
護神鍛冶神社の依代でもある。鍛冶神社は解体したでか山を保管する鍛冶町山庫と併設さ
れ、作
かな
金者
だ く み
の祖神である一つ目の天目一
あめのまひと
筒
つの
神
かみ
が祀られている。この神の姿は片目を瞑る鍛冶
作業を表し、あるいは火の粉により失明する鍛冶の労災的職業病を表す。鍛冶職人の顔には
多くの火傷跡が残っていた。この神の身体的異形は一方で鍛冶職人そのもの姿であり、逆に
職人の誇りでもある。鍛冶職人の身体に及ぼす危険度の高さから女性が率先して行う職業
ではなく、その延長に鍛冶町のでか山があり鍛冶町の女性に対する歴史的態度が示されて
いるといえよう。 
図２－１２に鍛冶町、図２－１３に府中町、図２－１４に魚町の組織を示した。三町とも
に総代を頂点とした階層構造の組織である。また、資金の協力をする町会の連合会を持つ。
府中町は町会連合会、魚町は御祓地区町会連合会また鍛冶町は大地主神社山王奉賛会がそ
の役割を担っている。鍛冶町の山王奉賛会は各町の町会長と氏子総代を持って組織されて
いるため、町会連合会と同様の機能を併せ持っている。総代を中心とした執行部は、文化庁、
石川県、七尾市などの行政への陳情、ユネスコ無形文化財に登録された山・鉾・屋台行事の
連絡会など公的行事から危機管理、資材の調達、若衆とのコミュニケーション、学校教育な
ど多岐にわたる活動を行っている。鍛冶町、府中町、魚町ともに組立、運行、また資金調達
などを若衆が担う。 
鍛冶町の事例では、総代、副総代、会計、町会長、鍛冶町氏子総代、監 査、事務局長、
事務局次長をもって役員を務め、委員は後見、山建て、資材、安全運行、子供木遣りの各担
当で構成される。 元々、各町の組織構造は職業集団の職業的性格が反映していると考えら
れる。鍛冶町、魚町はそれぞれ鍛冶屋、魚の卸しといった単体の業種であり、府中町は、港
湾と商業の複合体である。この違いが伝統的の曳行組織構成に影響しており、職業の相違が
諸役に影響してきたということである。しかし、現代では各町に専門的職業の区別は存在し
ないが、組織構成は伝統を継承しているのである。また、三町の総代の協議により三町合同
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の「青柏祭でか山保存会」の会長が選出される。 
鍛治町では「副総代」は総代を補佐し運行の調整、組織を統括する。次に「若衆頭」は若
衆全体をまとめ上げ、経験を重ねた世話人から選出される。「世話人」は各役付の作業の段
取り、曳行時の障害、問題解決、食事の手配、時間調整、寄付金の集金などを担当する。「後
見」は中梃子経験者のみが就くことができる梃子、止梃子に指示をする運行の責任者である。
「若衆」は大梃子の運搬、作業などの運行全般に関わる。「車元」は大梃子、地車、迫り上
げ台の設置、切梃子掛けを行う。「梃子掛」は曳行中に車輪に梃子を掛け進行方向を調節す
る。後ろ向きでの作業のため危険を伴う。「止梃子」は大きな止梃子を使いでか山を停止さ
せる。その判断は通常後見の指示であるが、咄嗟の機転により使用することが許されている。
「綱元」は曳行するために繋がれた３本の綱を管理する。綱が緩むことによる転倒者などを
予防する。「安全係り」はでか山の前後、先頭、綱の中程に配置され、曳き手の危険防止を
行う。「木遣」は木遣り台で木遣り唄を歌い上げることにより独特な雰囲気を作り出す。民
家の軒先や電信柱等に衝突の危険が生じた時、また曳手に転倒者などがある場合、木遣り高
段といわれる木遣りのリーダーが木遣り台で咄嗟にしゃがみ込むことにより危険を知らせ
る。この動作から後見が危険を察知して止め梃子を掛けることを促す。このよう止め梃子掛
けることによる危険回避の仕組みが作られている。このフォーメーションを図２－１０に
示した。「献灯持ち」は 3m 程の青竹に幣と提灯を付けでか山の先頭を進む。電灯などがな
い時代はその明かりによって軒先との距離を測っていた。梃子、止梃子、綱元、木遣り、車
元、若衆、献燈など各役には頭と称するリーダーを設け、頭の指示に従って行動する。鍛冶
町は後見をトップとして若衆、車元、木遣り、綱元は年間を通して車元の様にグループごと、
或いはグループ間で技術の伝習、討論、懇親会を繰り返し開催して親睦を深めることにより
非常に強い絆を持つ。またこども木遣りは小学校 4 年～6 年生の木遣り衆である。将来の曳
山に携わることを促し、後継者育成を目的としているが、曳行の重要な局面にも登壇して木
遣りを唄いあげ、踊りを舞う。 
また、教育委員会主催の芸能祭を始め、祭り以外での披露の機会も多い。曳行を囃す太鼓・
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鉦は子供木遣りを卒業した中学生が担当し、曳山曳行のための黒子として合図やリズムの
先導、囃子方を務める。 
府中町では、綱元、地車、止梃子、迫上げ、切梃子、飾り作り、地山作りを曳山会と称す
るグループを形成している。また後見を頭とした曳行のカジ取り役中梃子、脇梃子、梃子の
補助を行う油つけの梃子グループと木遣り高段を頭とした木遣りグループ、若衆頭を中心
とした若衆世話人、女性若衆の五月会の３グループにより構成されている。 
魚町は若衆頭を中心に魚町若衆綱元、止梃子、梃子、木遣り、安全係、世話人が運行を行
う。特に後見は曳行時の責任者である。また女性若衆としての山女会は魚町若衆の別組織と
して曳行を補助する。みかど会は若衆の OB 的組織であり諸般にわたって援助を行う。 
府中町、魚町ともに若衆頭は曳山会、府中町若衆を率いて年間を通して年中行事の諸活動
を行い、でか山の運行のための段取りをする。鍛冶町はこの役割を後見が担う。 
 
           図２－１２ 鍛冶町組織図 
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           図２－１３ 府中町組織図 
 
           図２－１４ 魚町組織図 
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鍛冶町の諸役別袢纏、法被を以下に示した。半纏・法被は諸役ごとに異なるデザイン、色
の半纏を着用し、一見にして役割を理解することで曳行のための危機管理に役立てている。
半纏の仕様は、総代らの青半纏は長半纏仕立て。（図２－１５）（図２－１６）梃子掛の法被
は危険防止のために袖は短め、車元のものはしゃがみ込み姿勢のために丈を短めに作られ
ている。（図２－１７）（図２－１８）（図２－１９）（図２－２０）（図２－２１）（図２－２
２）木遣り衆は着物仕立ての着流しである。半纏・法被は度々新調されるが、梃子掛の半纏
は常に黒無地で背紋だけが赤く入れる伝統を受け継いでいる。（図２－２３）（図２－２４） 
  
図２－１５ 鍛冶町総代の袢纏      図２－１６ 役員・委員の袢纏 
  
 図２－１７ 世話人法被         図２－１８ 若衆法被 
  
図２－１９ 梃子法被           図２－２０ 車元法被 
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 図２－２１ 綱元法被         図２－２２ 元頭法被 
  
 図２－２３ 木遣り衆着流し      図２－２４ 子ども木遣り衆着流し 
 
第 4 項：組織の変遷 
近世封建社会では中世的小都市を廃絶、統合整備、再編強化して積極的に新しく建設され
た。兵農分離の強行による武士の城下町への集中と農村における商人及び手工業者は都市、
農民は農村といった新しい社会が形成される。これにより都市においては商業経済、農村に
おいては農業経済といった都市と農村の社会的分業、町方と在方の分離が強行的に進めら
れた。近世の華々しい都市の建設、整備は封建支配者が、その支配の基礎をなす農業経済と
商品経済の発展という封建的矛盾を緩和するための対応策であった。[吉田 2010]    
徳川家康は新しい江戸の治世のため山車などの祭具を例祭に奉納し、不可視の神を可視
化する。この治世の方法、天下祭方式が伝播して山・鉾・屋台行事が全国に浸透する。[植
木 2016：11—12]  しかし能登七尾は畠山管領家を基とする能登畠山家の城下町、港湾都
市が既存しており、応仁の乱後文化が地方に分散した時点で日本の五大港湾都市の一つで
あった。このため江戸期の都市の再編以前から経済的特権を持った三町が組織的に京都祇
園祭に倣った祭行事を行ってきた。[三宅 1942：16-17] 上杉謙信の能登侵攻による畠山家
滅亡後、能登を治めた前田利家は、旧畠山領内の治世のため、また室町幕府の名門畠山家へ
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の鎮魂として山車祭りを再活用し、経済的特権が山車を奉納してきた三町に許可される。現
在も若衆の花（寄付）への返礼の口上は「祝賀
しゅくが
加賀
か が
長 珍
ちょうちん
能
のう
矢
や
」「祝賀
しゅくが
加賀
か が
長 生
ちょうせい
弥
いや
常
とこ
」（加賀
前田家の慶賀を願う意味）であり、この時代の山車祭りを使った治世の政治的効果の一端を
見ることができる。 
全国の曳山祭が著しい華美化とともに今日まで受け継がれている祭りの形は、近代以降
の明治後半から大正前半に確立される。この時期は日清・日露戦争景気のもとでダンナ衆が
一時的繁栄をみた時期であり、曳山祭の過剰化は、曳山を所有する町を越えた担い手の動員
を必要とすることになる。多くの場合明治大正則における急激な華美化、過剰化した改変が
なされたが、政治経済的中心を占めていたダンナ衆のほとんどは大正期を境としてその後
一様に没落する。そしてこの時点で曳山祭はかつての社会的基盤を喪失し、一般町衆により
「民衆化」されることで生き残る。[吉田 2010] しかし、でか山は明治維新後の劇的社会
変革により三町の減免制度が撤廃され、組織の民衆化は継続の必須条件となる。1893（明治
26）年の鍛冶町曳山経費精算報告には総計入費高金九拾円参拾壱銭七厘、内訳は祭典費用、
相談会議費、藤代、テコ一本、材木、酒、人足代などの詳細な記載がある。これに対し入之
部として連町 12 町よりの補助分担金五拾六円九拾四銭四厘とあり、この時期既に 63％は
協力町の一般民衆が負担している。また 1909（明治 42）年の鍛冶町曳山経費精算報告では
総経費金壱百七拾九円八拾七銭であった。その内連町の分担金は壱百参拾弐円弐拾四銭で、
74％を民衆が分担している。[七尾市史第 6 巻：19] 全国的に曳山祭りは明治期後半から
大正期に隆昌化を迎えその後民衆化したが、でか山はその集金システムから明治初期には
既に民衆化がなされていた。歴史的に畠山家、前田家といった為政者のスポンサーとしての
祭りへの関与が明治維新により終了し、曳山行事の継承のためには民衆化が絶対条件であ
ったのである。 
戦後の高度成長期には生活様式と生活意識の近代的都市化が進み、伝統的祭礼曳山祭の
存在の社会的な必然性が希薄化する。三町においてもそれぞれ急激な変化を迎える。魚町は
石崎町に漁業権を譲渡し漁業者は姿を消し、府中町は港湾を中心とした商業が縮小、港湾労
80 
 
働者が激減する。また鍛治町は 鞴
ふいご
を持つ伝統的鍛冶屋が消滅し、鉄工所として郊外へ移転
する。森田三郎は、祭りの機能を集団集約とアイデンティティ欲求確認機能としている。[森
田 1990：133-136] それぞれの町ごとに生産性の向上のため職業を中心としたギルド的結
束が必要であり、集団集約の重要な機能を持っていた。しかし各町の独自の産業が消失した
時点で、専門的労働者は姿を消し、三町がでか山を曳行する大義と意味を失う。このような
地域社会環境下の高度成長期の昭和 40 年代頃、鍛治町では雹が降るなどの悪天候時、若衆
が集まらず 7 名のみで運行を始めたことがある。この時、急遽住民達は動員されでか山を
ギリギリに曳行した。また府中町は辻回しに大梃子を使わずに大型自動車用ジャッキを使
い、深夜から早朝の引き手が少なかったためトラックででか山を曳き、20 分程でギアが火
を噴くなどの事件が起きる。また魚町は大地主神社まで曳き入れ奉納することなく途中で
引き返すことが多かった。つまり祭り全体が荒んだ状況に陥り、儀式は疎かとなり神聖性と
遊戯性が著しく低下する。その後、さらに著しい少子高齢化、若年人口の流出による中心市
街地のドーナツ化や、郊外型大型店舗の進出による中心商店街の衰退などによって、祭りが
成立するための社会的基盤が空洞化し行事の存続は非常に厳しい状況にある。これは全国
の地方社会的基盤の弱体化は祭りのみならず、地域の存続の危機が担い手の減少によって
もたらされている。 
青柏祭の曳山行事は、ユネスコの無形文化遺産に登録される以前の 1983（昭和 58）年、
国の重要無形民俗文化財に認定された。祭りの国認定の文化財化による維持継承策であり
経済基盤の獲得を推進する。祭りの伝統を基にした神聖性と観光化は市場価値を高める事
となり、その結果、平成 29 年鍛冶町では、予算総額 6,787,241 円に対し、市からの助成 2、
900,000 円、県からの助成 330,000 円、連町割 1,392,920 円、一般寄付 1,062,000 円である。
総額に対し、民衆の負担は 36.2％、公の助成が 47.6％であり、その他銀行などからの寄付
金で補充しており、民衆主体から公的助成に依存することとなっている。 
存続の危機に立たされた伝統的祭礼が辿る一般的なシナリオは祭礼組織の民主的再編と
市場経済論理による文化としての自律性の弱化、祭りの日常化である。[吉田 2010] でか
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山においても祭りの主体である民衆の自立性を奪い、風流をもって変化してきたという自
由度を低下させて義務化する危険性がある。さらにこれまで三町の住人に限定されていた
参加者の居住地は民主的再編により広域となり、各町 100 名程度で組織を構成するまでに
大きくなった。これは祭りの中断・消滅へ続く組織の弱化という状況ではあるが、現在はそ
の活動内容が拡充する方向にある。各町が一共同体単位で持っていた第一次集団の性格が
強いギルド的職業集団、集団集約と生産性向上を主な機能とすることを目的とした集団か
ら相互影響関係を持つ約縁集団①と変容している。例えば三町の関係者は、共同で使用する
多様な部材を確保するため常に森林に気を配り、適当な樹木の所有者の確認や値段の交渉、
さらに長期的視点に立ち七尾市からの無償貸与による「でか山の森」を確保し、植林や下草
刈りなどを行うことにより森林の保全に努めている。また地域の問題解決のための活動の
融合が見られるなど活動領域が拡充する傾向にある。 
100 年間使用することができるとされる直径 2m 以上の車輪は、欅材を使い伝統的造船技
術を用いて製造してきた。しかし現在は欅材の不足、高騰からアフリカ産の材木ブビンガで
代用しており、この車輪の 200 年後のには植林した欅を使うことを目指すなど活動は活発
化している。地域の限定的活動が広域にわたる価値を共有できるように変革がなされ、祭礼
文化圏の成立しうる地域になりつつある。この祭り自体の神聖性と遊戯性を維持し、その価
値の共有を前提にした若衆の参集により、文化としての祭りの自律性を維持することがで
きると考えられる。 
 
① 人類の社会形成の歴史の中で血縁と地縁が 2 大紐帯原理である。約束に基づく紐帯原理
も原始農耕に前後する時代まで遡れる。一定の約束のもとに個人で形成される約縁集団
を利益集団、または結社と称する。個を重視する結社の仕組みは近代思想への足掛かり
となり、人々の流動性が高まった近世以降の都市社会の発達とともに、多くの人々がな
んらかの組織に帰属するようになった。結社は自己実現を目的とした集団として、アイ
デンティティの拠り所となっていった。 
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第３節：本章のまとめ  
 
第１項：青柏祭の曳山行事の継承の課題 
  （１）祭り存亡の危機への対処の事例 
  １）明治 40 年、曳山と電灯・電話線問題 
 七尾町に電灯と電話線が架設されることなったが、これにより青柏祭の曳山の曳行が遮
断され、できなくなるとの懸念が生じた。大地主神社社掌日誌に以下の記述がある。 
  明治四十年六月三日の日誌 
  七尾町ヘ其筋ヨリ本年中二於テ電灯及電話ノ両ヲ架設セラルトノ件二付、本町古来有
名ナル曳山ノ道筋ヲ架設シ遮断トナルモ斗ラレザルヨリ、未設ニオイテ其ノ道筋中出
来ル限リ仮設ヲ迂回セシムル事ヲ謀リ置クノ必要ヲ感シ、以テ塗師町後藤久治・免濃喜
兵衛・府中町山口成美・加ぢ町大森惣右衛門ノ四名ニ来会ヲ請ヒ、該事業ニ関スル今後
ノ方針ヲ協議セリ 
その後、山町三町の総代、地域の区長等と度々会合を持ち、「或方法ニ因リテ曳山ノ安全 
ニ通過スル事ヲ運動スル事」を決議するとしている。七尾町長町、郵便電信局長などと面 
談、協議を重ねる一方、地域住民の代表として各 10 の区長の連名で地域の意見をまとめ 
七尾町長に提案している。 
 
輿ノ要項 
一 電話線架設の本件ニ於テハ賛成ヲ表ス 
一 曳山ハ数百年来持続シ来ル者ナレバ、神社ノ尊厳ヲ保ツ上ニ於テ基モ必要ニシテ、一朝
一夕ニ之ヲ興廃ヲ議スべカザルハ勿論、素ヨリ是ニ代ル七尾町ニ及ボス利益而其ノ関
係スル処本町全般ニ及ブヲ以テ此ノ曳山ヲ改良シ、或ハ運転ヲ止ムルナドハ到底賛成
ヲ表スルヲ得ズ 
一 曳山運転ノ通路ニ係ル架線ハ成ルべク便利ヲ与ヘラレ、祭日中ハ電線ノ掛ハズシヲ以
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テセバ、其額ノ点に於テ敢テ多額ヲ要セント思考セリ、故ニ其ノ費用支弁ニ対シテハ同
意ヲ表ス、是レ一挙両得ノ措置ヲ採用アラン事ヲ切望ス 以上 十区長の連名 印 
                          
 電話の架設は賛成するが、曳山の継続のために曳山の形状を小型化するなどは聞き入れ 
られない。そのため電線の架け外しができる可能にするなど特別なものに工夫してほしい 
との内容である。更に、同様の請願書「特設電話架設工事設計ニ付請願」を鍛冶町、府中 
町、魚町の 27 区長の連名で七尾町長町、議会に願い出ている。 
また、神社側からは添申として曳山保存の趣旨を理由書として提出している。その内容 
は、曳山祭由緒及七尾町成立事歴、曳山ノ形状及起、曳山ノ構造及運転、曳山ト神社ノ関
係であった。この曳山と電灯・電話線問題の顛末は当時の北国新聞五千二百十五号に「七
尾と電話」として記載された。以下抜粋 
「鹿島郡七尾港に於ける有志等が特設電話を架設され度旨其筋へ出願の結果、去月中架
設さるべき予定なりしも、仝港に於いて毎年五月大地主神社の祭礼に祭し高さ八九間の
鉾山を曳く慣例あるより其筋より将来鉾山の曳出しを廃するか、然らされは鉾山の曳出
に差支ざる費用の拠出方七尾町長へ交渉ありしかば、芳野町長は各区長其他有志者を招
集して諮る処ありしが、当時鉾山曳出しを廃せんとする説と、鉾山は大地主神社へ捧ぐる
恒例にして且同町繁栄の一にあれば今更休止すべからずとの説、両々相譲らず、其間大地
主神社側より運動も起り、終に去月三十日の集合に於いて、鉾山の続行する事、夫れに伴
ふ設計費用は七尾町より寄付することに決定し、芳野町長よりその筋へ回答し、愈々架設
の事・・・」［七尾市史 1974：456］ 
 電灯・電話線を架設するか曳山行事を廃止するかの大論争を経て、曳山行事が継続できる
ように特殊な架設工事を行うことに決着した。またその費用は七尾町が負担した。これらか
ら地域をあげて曳山の存続を訴える地域住民の必死の様が伝わる一方で、日露戦争に勝利
した直後の日本の社会が、古い伝統などより文明を重視する風潮を感じさせられる出来事
でもある。 
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２）魚町と西部全体との衝突  
 明治３７年の七尾町会議員半数改選で老有志と町民派青年団の選挙争いがあり、遺恨を
残すこととなる。魚町曳山世話人数名が青年団を押して勝利したため、区よりの曳山の補助
金を減額、或いは寄付の拒否などがおこった。西部地区全体の寄付により魚町の曳山は運行
されてきたが、これに益があるのは魚町のみであった他の地区にはないとの主張にまで発
展する。魚町と他の西部地区の衝突は、氏神能登生國比古神社の魚町の分担経費の未納が二
期に及び、この問題を大きくして魚町は窮することとなった。この問題について大地主神社
日誌には以下のように記されている。（抜粋） 
 明治三十八年五月十日 
「（略）・・魚町ニ於テハ曳山ヲ出スハ本町ノ利益ヲ得ルニアラズ必ズ西部全体ノ利益ヲ得 
ル為ニテ従来本町カ此ノ曳山ニ対シ西部全体ニ権利ヲ束縛セラレツツアリ敢テ曳山ヲ出
スヲ望マズ然レトモ西部全体カ相当補助金ヲ以テ望マバ構造セン然ラザレバ停止セント
町議決断ノ事西部全体ニ伝聞シヨリ氏子ハ愈憤激シ抑々魚町ノ決断何事ゾ氏神ニ対スル
祭費ヲ納メズ氏子ノ義務ヲ欠キナガラ言語道断ノ主張ナリ敢テ氏子ハ曳山ノ成立ヲ望マ
ズ・・・」 
 しかし、度々喧々諤々の非常に激しい議論がなされ、その後、意見集約が行われる。その
内容は、曳山を作ることは賛成ではあるが魚町への補助は同意できない。まずは魚町が未納
の氏神への分担金を支払うことが条件である。その後西部各地区からの補助金は仲裁者に
一任して急遽魚町曳山を構造することとするとの内容であった。 
選挙での遺恨が地域の混乱を招き、最も象徴的行事「魚町曳山」に累を及ぼす結果となっ
たのである。 
３）七尾町の大火 
 明治 28 年 4 月に千余戸を焼失した七尾町に明治 38 年にも大火があった。その焼失戸数
は 991 戸で全焼 718 棟、半焼４棟、全潰１棟、その他建物全焼 40 棟、この時鹿島郡役所・
七尾郵便局・税務署・執達吏役場・七尾町立商業学校・町立尋常小学校・神宮奉賛会支部・
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宝憧寺・光徳寺・大谷派教務所・能登銀行・七尾銀行、多数の料理店、旅館、酒蔵、菓子屋、
多くの土蔵、商店、また橋梁、舟まで焼失する壊滅的な被害であった。この時、明治天皇よ
り御救恤記金壱千円が下賜されている。この被害地域は魚町、府中町の曳山の協力地域であ
り、曳山行事は到底に困難と考えられていた。しかし、明治 40 年には復興させ魚町、府中
町ともにでか山を曳き出す。また大火の翌年の 39 年には鍛治町が曳き出している。これは
人々にとってこの曳山行事が如何に重要であったかを表すものである。現代においても
2007 年の能登地震や 2011 年の東日本大震災にもでか山は曳き出された。 
 
第 2 項：維持継承 
源順が始めた青柏祭には千年、この大がかりな曳山行事には五百年という歴史的背景が
ある。この間、この祭り行事には意味と機能が存在した。そして乗り越えてきた課題、問題
が数多あったことは想像できる。また将来の維持継承には日本の地方社会に共通する人口
減少など新たな問題が生じている。そこでこれまで記してきた内容を以下に整理する。 
 
1．曳山行事は始められた畠山治世、前田家による復興の時代から政治的意味と機能を持つ。 
2．特に鍛冶町、府中町、魚町の特権的職業集団の集団集約は生産性の維持向上に役割を果
たしてきた。 
3．ギルド的職業集団が消滅した現在は、集団集約の必然性はなくなり、相互影響関係を持
つ約縁集団へと変容した。この約縁集団の集約のための動機と機能が今後の課題である。 
4．特にでか山と称されるように曳山が日本最大にまで巨大化した藩政期には、「見る－見ら
れる」を意識した観光的祭りの性格を持っていた。 
5．見せるための辻回の身体技法・曳行技法が確立されたが、曳山行事の根底にある港湾労
働者の身体運動的環境状況が劇的に変わり、日常の「労働：ケ」に立脚する非日常の「祭
り：ハレ」といった身体を介した関係が成立しない。 
6．歌舞伎が盛んに行われ、人形による歌舞伎舞台が再現されて、聴かせるための木遣りが
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継承されてきたが、歌舞伎小屋や遊郭などが消滅した現在、日常の遊戯的背景が失われて
いる。 
7．山・鉾・屋台行事が衰退する理由の一つは必要以上の華美化による経費の不足であるが、
でか山は、民衆の祭りとして民衆が経費を負担してきたことに継承の鍵があった。しかし
現在は公の補助金に依存する比率が徐々に多くなりつつあり、またそれ是とする風潮が
ある。 
8．山車作り、曳行技法などの専門性の高さは人々の動機づけに役立つが、継承の困難度を
高める事になるため両刃の剣ともいえる。 
また、青柏祭の曳山行事の維持継承問題を考察するため、長期間でか山に参加している 68
人を対象にその魅力にについて聞き取り及び質問紙による調査を行った。調査対象者の年
齢は 46.16±12.3 才、88％が 10 年以上の参加であり、30 年以上の参加経験者は 29.3％で
あった。（図２－２６）現在の居住地区は 55.5%がでか山の山町（鍛冶町、府中町、魚町）
以外に居住している。（図２－２７）また七尾市の産業別就業者は、第一次産業従事者が 2135
人、第二次産業 8652 人、第三次産業 20492 人「平成 20 年度版石川県市町村勢要覧」であ
り、その比率は 6.8%、27.7%、65.5%である。これに対し本調査対象者の職業、退職前の職
業は建築、製造で 50%を占め二次産業従事者が多い傾向であった。また農林漁業従事者も
10%であり、第一次産業、第二次産業従事者が、地域の就業比率に比べて多い傾向にあった。
（図２－２８）これらの調査から長く曳山行事従事する者は、居住が山町から離れても祭り
を介して心は地域にあり、地場の産業に就く傾向がある。 
自由記述によるでか山の魅力についての質問に対し、「組織の巨大化、予算の縮小で祭り本
来を楽しむことより、祭以外でのもめごとが多く楽しめない。」とのネガティブな意見はあ
るが、概して「全員ででか山をつくり、全員ででか山を動かし、全員ででか山を片付ける」、
「日本一の迫力と若衆の結束力」、「一体感です。山作りから山壊しまで、諸先輩方と縦や横
の関わり方なども分かるようになる祭です」、「雄大で構造・運行に歴史と奥深さがある。人
間関係が良く、人間形成に役立つ」、「老若男女を問わず参加でき、綱を引くことが体感でき
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る」、「歴史ある日本一の大きさを誇るでか山を先輩方から伝わった技術で、電柱や屋根にぶ
つけようとする曳手、ぶつかる瞬間にとんがりが大きく揺れてすり抜ける。何歳になっても
「ヤッター」と声がでます。道路が良くなり車輪も大きくなり、でか山の速度が増す中、事
故や怪我もなく無事にでか山が終わることを、毎年毎年、大地主神社に願って参加していま
す。」「諸先輩方から受け継いだ技・業を次の世代に伝えることに祭の気力を感じる様になり
ました。自分が生きた証を残せればいいと思います。」と一体感と歴史的背景や巨大ゆえの
困難度の高さへの挑戦の意義と誇り、生甲斐ととらえている。青柏祭の曳山行事におけるア
イデンティティ確認欲求を満たす条件はこの一体感と達成感にあると考えられる。そして
約縁集団が成立、継続する条件であると推察される。 
 
    図２－２５ 曳山への参加年数 
 
図２－２６ 参加者の居住地域 
山町以外の住民 55.5%
山町の住民 44.5％
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   図２－２７ 長期参加者の職業 
 
第 3 項：青柏祭の曳山行事の真正性「神聖性と遊戯性」 
神聖性と遊戯性は祭りの機能と構造を示すものであり、神聖性は荘重な形式性の強い神
事や儀式、遊戯性とは乱痴気騒ぎともいえる風流、神
かみ
賑
にぎ
わいである。神聖性と遊戯性は対立
的概念であるが、共に人々を日常（ケ）から非日常（ハレ）に遠ざける機能を持ち、祭りの
本質を表すものである。青柏祭の曳山行事は宗教現象であり、信仰があっての行事であるこ
とは言うまでもない。しかし単に信仰の延長にある行事ではなく神聖な神事、遊戯的神事、
神聖なでか山曳行、遊戯的でか山曳行が折り重なり、真面目と遊びが振り子のように行き交
う構造がある。Ｅ．リーチは祭りの主な機能を社会に時間の秩序を導入することを指摘する。
祭りは正常で世俗的な存在秩序から異常で聖なる秩序へ、そしてもとの秩序へつかの間の
移行を表現する事によって人々に時間を体験させるとする。儀礼行動は形式性、乱痴気騒ぎ、
役割転換に分類され、形式性から始まるものは乱痴気騒ぎで終わり、乱痴気騒ぎで始まるも
のは形式性で終了する。荘厳で形式性の強い神聖な儀式や、日常から解放する乱痴気騒ぎは
人々を日常から遠ざける。[Ｅ．リーチ 1990:223]  青柏祭とでか山は厳粛な儀式の神聖性
と巨大化に象徴される遊戯性が相互に影響しながらその両面を際立たせ、人々を日常から
解放する機能を持つことにより継承されてきたと考えられる。 
青柏祭は 5 月 4 日の青柏祭本儀、注連縄による結界を切り落とす注連縄切神事、忌火を
焚き安全祈願のための道饗祭が厳重に執行されるまでを本祭りとし、その後は楽しみを目
28％
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10%
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的とした市民の裏祭となる。つまり曳山の曳行自体に表と裏があり、その局面ごとに真面目
な神事と遊びが交錯する。青柏祭の一連の神事は、祭りの祭礼化、観光化といった外部から
の視線によりその儀式は更に荘厳となりその神聖性が高まる。本儀では神々に定められた
40 台をこえる大量の御饌神酒を捧げ、さらに曳山の奉納、歌舞芸能をもって饗応すること
により神人交会を行う。 
青柏祭に対し 11 月 15 日、感謝の祭として 赤
あから
柏
かしわの
祭
まつり
が執行される。前田利家から山王社
への「山王祭禮申渡書」には、赤柏祭について「當月猿楽之御神事十一日ニ相當之由祈禱可
被相勤候也依如件 十一月六日 利家（花押） 山王社 伊右衛門尉江」とある。この山王
祭禮申渡書は七尾城落城、畠山家滅亡後、能登を拝領した前田利家が山王社の社殿を再建し、
赤柏祭に猿楽を奉納した際の能登復興のシンボル的祭りであったことを示すものである。
しかし特に戦後でか山関係者は祈願祭としての青柏祭、曳山行事に従事してきたが、その感
謝祭である赤柏祭への意識はほとんど無く、その歴史や存在すら知らない者もあった。近年、
青柏祭には 10 数万人の観光客が訪れ観光化が顕著となり、祭りの価値、意義を再考する機
運が高まっている。祈願祭に対する感謝祭、いわゆるお礼参りは宗教行為しては当然の行事
である。一連の神事を見直し、密やかに連綿と続けられてきた赤柏祭の神事は、新たに赤柏
会なる大地主神社の摂社 15 社の連合会が結成され、100 名を超える参拝、木遣り、豊年太
鼓などの奉納などが行われるようになった。祭りの儀式性が再考され、赤柏祭はでか山をよ
り楽しむためにも必要不可欠な存在となっている。 
Ｊ．ホイジンガは、遊びは文化より古いと唱え遊びを人間文化の中核とした。遊びは自由
な行為であり、日常生活の外である。そして遊ぶ人を完全に虜にするが、物質的利益と結び
つかない。また何かの効用を織り込まれているのでもなく自ら進んで限定した時間と空間
の中で遂行される。そして一定の法則に従って秩序正しく進行し、しかも共同体規範を作り
出す。[ホイジンガ 1971：31] 遊びと祝祭の共通点は真の自由であり、信仰と非信仰の表
裏性、真面目と不真面目の結びつきに遊びの概念を見出す。でか山では巨大な山車を大勢の
大人が毎年作り上げ、曳き廻し、密かにその優劣を競い合う真面目な遊びであり、参加不参
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加は自由である。従って「祭り≒遊び」の関係が成立しているといえよう。そして秩序正し
く進行し、共同体規範の基盤となり、集団を集約させ、アイデンティティを確認する機能を
果たしている。（図２－２５） 
 
       図２－２８ 青柏祭の曳山行事の神聖性と遊戯性 
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  第３章：「キリコ祭り」の民族誌 
 
第１節 能登半島のキリコ祭り 
第１項：キリコ祭りの起源と分布   
 キリコの起源は、唐代元宵節の灯祭であるとの説があるが定かではない。華やかな風流灯
籠が室町期に流行し、京都祇園祭の宵山にも影響を与える。1563（永禄 6）年の京都粟田神
社略記『華頂要略』に燈籠が御輿を先導することが記されている。また、津軽為信は 1593
（文禄 2）年に二間四方の大燈籠を京都滞在中に作ったとされ、地方に独自の灯籠が作られ
る中、能登では独特の行燈文化キリコ祭りとして郷土化、民族化したと考えられている。一
方、能登の行燈文化が北前船などで北上し、秋田竿灯まつり、ねぷた祭りに影響を与えたと
の説がある。        
能登半島のキリコの文献での初見は、1646（正保 3）年の輪島住吉神社の「当社祭礼定書」
において 7 月 24 日の大祭（夜祭）に「切籠（キリコ）はしばしば神輿に近づくので、引か
せるように」との記述である。この時代、既にキリコを担ぎ、祭りを盛り上げ楽しむ様子を
見ることができる。また、大型のキリコは、1777（寛政 8）年の加賀藩士・大田頼資『能登
名跡志』（地誌）には輪島の夏祭りに「大灯籠」と記載されている。その他 1731（享保 16）
年の穴水町の『美麻奈比古神社並びに白山権現社縁起』に氏子が戸ごとに燈籠を捧げるとの
記録がある。また『当社三所六月晦日夏越御神事之儀式帳』1758（宝暦 8）年には 6 月 30
日の夏越祭に、29 日ひづめ地区の川辺に松明を立て、氏子中が切籠あるいは灯燈を献ずる
とある。この儀式帳に切籠(キリコ)あるいは灯燈とあることから切籠は灯燈と同義であると
考えられる。キリコは神事として神々を導く標、神輿を照らす松明、行燈、大提灯であり、
同様の目的と機能を持つと理解できる。さらに 1792（寛政 4）年、1793（寛政 6）年の同社
『毎年諸祭式並料物神納留め』に申の下刻（午後 4 時頃）に切籠が神社に上り、末社稲荷神
社前に切籠(キリコ)が揃って新町や縄手より来た。と夏越祭の描写がある。文献上のキリコ
（切籠）は、提灯、行灯、燈籠、灯燈、奉灯など地域や時代による違いと変化、発展過程が
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あり、その変遷は地域ごとに異なり伝播、成立は一様ではない。能登町鵜川で引き出される
大型の袖キリコ「にわか」は、豊漁、海上安全を祈願し、凛々しい武者絵を描いた行燈であ
り、「御燈」から「にわか」、「キリコ」へ変化する発展過程であるとみることができよう。 
キリコ（奉燈）祭りが行われる地域は、半島の南から七尾市、志賀町、穴水町、輪島市、
能登町、珠洲市の３市３町である。しかし能登半島の住民の少子高齢化を伴う過疎化、限界
集落化によりキリコを担ぎ出すことが厳しい地域、祭り自体が行われなくなった集落があ
る。あるいは高度成長期の時代など早期に中断・消滅した地域もあるため担ぎ出されるキリ
コ、キリコ祭は正確には把握できない。現在は約 200 弱の地区で開催されているが、最盛
期には 250 地区、担ぎ出されたキリコは 1300 を数えたと推察される。表３－1、図３－1 に
主なキリコ祭りと所在地日程を示した。 
 
表３－１ 主なキリコ祭りと日程（No：図 1 に対応） 
祭りの名称  期 日 
23 あばれ祭（能登町） 7 月第 1 金曜日・土曜日 
04 七尾祇園祭（七尾市） 7 月第 2 土曜日 
10 剱地八幡神社大祭（輪島市） 7 月「海の日」直前の 土曜日・日曜日 
24 恋路火祭り（能登町） 7 月「海の日」の前日 
12 飯田町燈籠山祭り（珠洲市） 7 月 20 日・21 日 
29 松波人形キリコ祭り（能登町） 7 月第 4 土曜日 
03 塩津かがり火恋祭り（七尾市） 7 月第 4 土曜日 
25 どいやさ祭（能登町） 7 月第 4 土曜日・日曜日 
02 能登島向田の火祭（七尾市） 7 月最終土曜日 
09 水無月祭り（輪島市 7 月 30 日・31 日 
07 名舟大祭（輪島市） 7 月 31 日・8 月 1 日 
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01 石崎奉燈祭（七尾市） 8 月第 1 土曜日 
11 宝立七夕キリコまつり（珠洲市） 8 月第 1 土曜日 
05 新宮納涼祭（七尾市） 8 月 14 日 
16 西海祭り（志賀町） 8 月 14 日 
18 沖波大漁祭り（穴水町） 8 月 14 日・15 日 
21 明千寺キリコ祭り（穴水町） 8 月 15 日・16 日 
08 曽々木大祭（輪島市 8 月 17 日・18 日 
06 輪島大祭（輪島市） 8 月 22 日～25 日 
27 にわか祭（能登町） 8 月第 4 土曜日 
22 中居キリコ祭り（穴水町） 8 月最終土曜日 
17 冨木八朔祭礼（志賀町） 8 月最終日曜日とその前日 
14 蛸島キリコ祭り（珠洲市） 9 月 10 日・11 日 
13 寺家キリコ祭り（珠洲市） 9 月第 2 土曜日 
19 大町・川島祭り（穴水町） 9 月第 2 土曜日 
15 正院キリコ祭り（珠洲市） 9 月 14 日・15 日 
28 柳田大祭（能登町） 9 月 16 日・17 日 
20 前波曳山祭り（穴水町） 9 月第 3 土曜日・日曜日 
26 小木袖キリコ祭り（能登町） 9 月第 3 土曜日・日曜日 
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      図３－１ キリコ祭りの主な分布  
石川県観光企画課内「日本遺産「灯り舞う半島能登～熱狂のキリコ祭り～」活性化協議会  
 
第 2 項：能登の民族的身体運動文化「キリコ祭り」 
 キリコ（奉燈）祭りは能登半島の各地で夏から秋にかけ 200 以上の地域で行われてきた。
担ぎ出されるキリコの総数は 900 を超える。キリコ祭は神霊を招きキリコの奉納と担ぎ手
の狂喜乱舞をもって饗応することにより神威を高め、五穀豊穣また海の安全と大漁、あるい
は水を介する流行り病への防疫などを祈願する祭りである。１基ごとに 20 人から 100 人で
最大 15m、2t のキリコを担ぎ舁き廻る時、その激しさ、厳しさゆえに連帯感と陶酔をもた
らす。従ってキリコ祭は能登の人々にとって独自の民族的身体運動文化であるといえよう。
故にキリコ祭りの維持継承には血縁、地縁、社縁による担ぎ手の確保が共通の課題であり、
中断・消滅の主な原因となる。 
能登半島の抱える最大の問題は、少子高齢問題を含んだ著しい過疎化・限界集落化である。
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キリコ祭りの盛衰は、能登の各地区集落の存続に影響することになるといっても過言では
ないと思われる。また、この問題への対策の一つが内発的発展①あり、能登にとってキリコ
祭りをはじめとする諸祭は重要な因子である。それは能登が半島という地理的閉鎖性によ
り独自文化を形成し、多くの民俗行事、伝承文化が現存する中で、ユネスコの世界無形遺産
に登録された農耕儀礼「あえのこと」②や山・鉾・屋台行事の「青柏祭の曳山行事」をはじ
め祭り・民俗の宝庫と称され、数多くの祭りが行われている。内発的発展のスキームは、地
域の文化的伝統を生かし発展を図ることであり、キリコ祭りなど祭りが地域の維持継承と
発展に及ぼす影響は大きいと考えられる。 
一方、能登半島は 2011 年世界農業遺産（Globally Important Agricultural Heritage Systems: 
GIAHS）③に認定された。世界農業遺産は単なる遺跡、遺産ではなく人々の生活のシステム
そのものが継続されていることが重要である。能登が認定された要因の一つは数世紀にわ
たる祭り・文化の継承が見られるためであり、能登半島における祭りはこの生活システムを
支える重要な因子としてとらえられる。1955 年の九学会の調査報告「能登」によれば、能
登半島は小集落が多く、孤立的ではあるが同質的である。相互の関係に社会連帯性があり、
宗教的「聖」によって支配され、人々はその社会的規範に従順で強い集落意識によって行動
してきた。能登半島全域で行われるキリコ祭りには人々の連帯と社会の象徴的行為として
の機能があり、地域社会維持に及ぼす影響は非常に大きいと考えられる。 
 
① 政府主導の地域開発計画の推進ではなく、地域住民が主導する地域の文化・資源に根
ざした地域発展のあり方 
② 能登半島で行われる新嘗の農耕儀礼。家長の采配によって収穫後、田の神を家に迎え
餐応する。田の神と共に越冬の後、春耕に先立ち再び餐応して豊穣を祈願する。（12
月 5 日から 2 月 9 日まで）不可視の田の神に対し執り行う所作や直会には、豊穣に対
する感謝と願いが素朴なままに発露されている。 
③ 2002（平成 14）年、食料の安定確保を目指す国際組織「国際連合食糧農業機関」（FAO、
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本部：イタリア・ローマ）によって開始されたプロジェクト。創設の背景には、近代
農業の行き過ぎた生産性への偏重が、世界各地で森林破壊や水質汚染等の環境問題を
引き起こし、さらには地域固有の文化や景観、生物多様性などの消失を招いてきたこ
とが挙げられる。世界農業遺産の目的は、近代化の中で失われつつあるその土地の環
境を生かした伝統的な農業・農法、生物多様性が守られた土地利用、農村文化・農村
景観などを「地域システム」として一体的に維持保全し、次世代へ継承していくこと
である。国際連合教育科学文化機関（UNESCO（ユネスコ））が推進する世界遺産が、
遺跡や歴史的建造物、自然など「不動産」を登録し保護することを目的としているの
に対して、世界農業遺産は、地域のシステムを認定することで保全につなげていくこ
とを目指している。 
 
第 3 項：キリコの構造 
図３－２に奥能登のキリコの構造を示した。キリコやホウトウと呼称が異なるように地
域により各部位の構造や名称は異なる。一般的にはキリコの高さは、奉灯（胴体部分）の枠
の大きさが基本である。広くは「コジョウ」と呼ばれ、珠洲市の三崎・大谷辺りでは「オオ
ジョウ」、寺家から鵜飼にかけては「ナカフク」、正院・蛸島では「ナカドリ」、飯田では「ガ
クフク」など、地域によって呼び名が異なる。「コジョウ」と「オオジョウ」をあわせ「ジ
ョウ」とも呼ばれる。珠洲羽黒神社宮司高山哲典氏によれば、ジョウは「畳」の意味であり、
古式のキリコは一畳＝6 尺×3 尺（1.8m×0.9m）が大きさの基本である。大正期以降、キリ
コは巨大化の傾向を辿るが、明治期からの電線の架設がその形状に影響を与える。また、地
域によって「ノッポ型」、「ズングリ型」に分かれ、制作には大工、集落内の建具職人、ある
いは仏壇職人などが関わる。キリコの正面には大書や浮き字の紋、背面には観音菩薩、大黒
天などの神仏のほか、勇壮な武者絵、美人画などが描かれる。キリコ上部から意匠の特徴を
見ると、屋根は切妻の形式で地板は化粧板とし、妻が合わさる部分には懸魚
げ ぎ ょ
と呼ばれる飾り
板、棟には鳥
とり
衾
ぶすま
と呼ばれる丸瓦を付するものがある。寺社建築の意匠ではあるが、どちら
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も火除けの意味がある。屋根の下の奉灯最上部の飾りは、地域によって御幣、榊、注連縄、
酒樽と異なるが、これらはキリコが神籬、依代であることを意味する。さらに旭日旗などの
旗を飾る。奉灯上部を提灯や雪洞で照らすのも、「キリコが華美化した頃、屋根裏の鏡板に
施した金箔や龍の彫り物の装飾を光で浮き上がらせる目的があった。奉灯下部の高欄は、和
様の組高欄か擬宝珠
ぎ ぼ し
高欄のいずれかの様式とし、金具で装飾を施す。コジョウを支える四本
柱をつなぐ桟などの横架材は、貫の構造とし、激しく揺れるキリコの構造的な堅牢さを確保
している。キリコは強靭さを要求されるため、主要材にはアテ（能登ヒバ）を、力のかかる
部分には樫が使われる。アテはヒノキに似ているが、繊維密度が高く重量が嵩む。白木のキ
リコが多いが、黒、朱色に塗装されたものもある。塗料は、近年ではカシュー塗料も増えた
が、珠洲市の正院・蛸島以北では、材の継ぎ目を消すため本漆とするものが多く、ケヤキの
彫り物などが加わるとその重さは４ｔになるものもある。この形式は奥能登地区のもので
あり、地域により構造、部位の呼称は異なっている。 
       
   図３－２ キリコの構造 活性化協議会  
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第２節：キリコ祭りの事例 
  
第１項：宇出津のキリコ祭り あばれ祭り＜地域の総合的行事＞ 
（１）あばれ祭りの概観 
 通称「あばれ祭り」は、鳳珠郡能登町宇出津の八坂神社の祇園祭で、7 月第１金曜、土曜
の２日間行わるキリコ祭りで、国の選択無形民俗文化財①に指定されている。神社名は古く
は祇園社・祇園宮・牛頭天王②社と称されたが、明治期に八坂神社と改名した。祭神は須佐
之男命、妃神の奇稲田姫命である。1836（天保 7）年寺社奉行の許可による難病除神事で霊
験著しく愈々崇敬者が増えた。この難病は泥棒風邪とよばれ死者が続出する。宇出津の十村
（大庄屋）桜井源五がこれを憂い、京都祇園社から牛頭天王を勧請して祭りを始めたとされ
る。この時、大蜂が現れ住民を刺し、泥棒風邪が快癒した。「大泥棒、蜂やさいた（蜂が刺
した）」と囃子回ったところ悪疫が絶滅したとの伝説が残る。 
 八坂神社で例祭を執行し、神輿二台が宇出津町内を渡御し仮宿に一泊する。この時各町よ
りキリコ三十基が棚木海岸に集合し、宇出波止場に担ぎいれられ焚きあげられた大松明の
周囲を乱舞する。翌日、神輿が町内を渡御、キリコは天保島から桜島の所定の場所に集合し
て神輿は八坂神社に還幸する。キリコは神輿の前後を賑やかし供奉する。この間、神輿は川
中、火中、海中に投げ入れられ、転がされてあばれ回る。「あばれ祭」の呼称は 1958（昭和
32）年頃からである。神輿が大暴れするからであるが、本来はキリコが太鼓・笛・シャギリ
に囃されることから「キリコ祭り」と呼ばれてきた。このキリコ祭りは、防疫、除疫のため
の臨時祭が次第に恒例化した夏祭りである。1800（寛政 12）年の宇出津の肝煎室谷家の文
書「当番肝煎年中定式用事留」によれば町方より六百四拾文の初穂を供えるとある。神輿渡
御には警固として本町五人、中組三人、松崎五人がつき、柱松明代弐百五拾文を渡すとあり、
この時代には既に祭りが盛大に行われていたことが推察される。 
（２）宇出津キリコの構造 
あばれ祭りではキリコが最大 40 基担ぎ出され華麗さと威勢を競い合ってきた。元来キリ
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コは長方形の行燈の神燈である。枠台上に 4 本の柱を立て、ナカフクと呼ぶ長方形のアン
ドンをはめ込み内部に燈火を点じる。柱の上には雲板と屋形を置き、御幣を立てドンボコ
（雪洞）を据え、屋根の下には天幕を廻らす。枠台にカタネ棒を 4 本通し、両端をセキ板で
止める。屋形の前後に 2 本ずつ張綱をつけセキ板に結ぶ。枠台上には鉢巻（ハチマキ）・勾
欄（ランマル）をめぐらして舞台を設け、子どもが乗り込み太鼓・笛・シャギリで囃す。他
のキリコと比べ舞台の広いことが特徴である。ナカフク前面には文字を浮字で表し、背面に
は町内の紋を付ける。町紋の起源は定かではないが、1862（文久 2）年の「宇出津町同新町
火災之砌火防方仕法書上申帳」に本町は能登畠山家の定紋「丸に二つ引き」、松崎町は「丸
に右万字」、新町は「三つ巴」と記されており藩政期にはこの形式が用いられていた。大黒
天を祀った祠の由来から上田町は「丸に袋」、立町は「丸に二つ袋」、横町は「丸に三つ袋」、
三番町は白山神社の祭りに三番叟③を務めたことから三番叟を模っている。大蔵町は加賀藩
の蔵にちなんで「丸に梅鉢」、栄町は昭和 35 年に初めて参加したため「三十五の亀」を町紋
としている。（図３－３）また、ナカフクの上下には欄間に彫刻を施す。なお、キリコは楔
で止め組立、解体は比較的容易である。燈火は蝋燭を点じていたが、漁業が盛んな宇出津は
早くから漁船用のバッテリーを使って電灯を灯すようになった。1914(大正 3)年、宇出津の
町に電線が架設されたためキリコの高さは、小型化して 5.5ｍ～6.3ｍとなったが、それ以前
のキリコは平均約 10ｍ、最大 11.5ｍ（中島町）であった。通常１基あたり最低 30 名、平均
45 名の若衆が担ぎ廻るが、宇出津では女性の担ぎ手が早くから出現していたとされる。キ
リコの後方にはタイコ幕といわれるランマルをつけてきたが、小型化で消滅する。当時、電
線の架設により大キリコが担ぎ出せなくなり廃燈運動がおこる。「廃燈云々」と書いたナカ
フクだけを枠台にのせ舁きまわったと伝えられる。電線の架設により担ぐことが出来なく
なったキリコは、漁師のつながりにより七尾の石崎町奉燈祭に売却される。しかし大きさに
制限ができたキリコは努力と苦心により限界まで大きさを保ち、大きさと威勢を競い合っ
ている。キリコの製作は宇出津内で行ってきたが、以前は隣接する柳田金山のトラ作が多く、
白木以外に輪島塗職人による漆塗りのキリコもあった。財政的に余裕のある町内は大きく
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趣向が凝らされ、往時には 14 基が担ぎだされていたが、人口が増加した時代にキリコが小
型化したことも重なりキリコの数が 41 基にまで増加した。 
宇出津では男児が誕生すると祝いとして 1ｍ～1.5ｍのキリコを作る慣習がある。子供た
ちは祭りが近くなるとこの子供キリコを担ぎ出しキリコ遊びを行う。昭和 30 年頃からは子
供キリコが小学校に集合し八坂神社へ担ぐことを恒例とし、その数は 150 基に達した。 
 
    図３－３ あばれ祭りキリコの町紋（筆者作図） 
（３）キリコおこし、松明おこし（祭りの準備） 
 昨年の祭りの後解体されて神社、寺などに保管されていたキリコを子供連中が運び出す。
子供たちによる清掃後、若衆が組み立てる。祭りの早朝、天幕、ドンボコ、提灯を飾り、浮
き文字と町紋のナカフクをはめ込み、神饌・御神酒を準備する。その後、祭主が来町してキ
リコ前でキリコの清祓、安全祈願祭を行う。これらを「キリコおこし」という。 
 梶川上流、波止場の広場に柱松明を設置する。祭りの初日、２日ともに大松明を燃やし、
この周辺をキリコが乱舞、神輿が大あばれする。柱松明は高さ約 7.5ｍ、スギやアテの立木
上部にシバを束ね括りつけたものである。梶川上流では白山神社氏子の新村町内により岩
屋町と漆原の境に一本、酒垂神社からの依頼により漆原・梅木の若衆が漆原地内に一本、火
炎が水中に落ちるように川岸に立てられる。波止場の広場には浜小路町内が三本立てられ
てきたが、これは戦後の宇出津港祭りとの関係によるものである。梶川上流の大松明を請け
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負う新村は、新村本町、新村浜町、昭和町により新村三町とされ三町が 1 年交替で事にあた
る。松明おこしは、朝 8 時頃より 3 時間をかけて松明おこしを行う。地面に立木を横たえ、
シバ 30 束を針金で括りつける。このシバには火炎を大きくするためカンナクズや現在はゴ
ムタイヤを入れ込む。松明に重油を染み込ませて川岸に立て、先端に御幣をとり付ける。作
業後、世話役宅にて小宴が開かれる。 
（４）神輿の渡御 
 宇出津の産土神社は白山神社、酒
さか
垂
だる
神社であり、この二社の神職が神事を務める。白山神
社は鎌倉時代には既に鎮座し、弘長元年（1261）六月十三日公文家継等の判書能都諸橋六郷
文応二年六月十三日録に神田二段歩所有の事が載せられ、能登守護畠山氏累代の崇敬厚く、
畠山満則の孫義統の二男左門氏之が文明年間（1469 年～1486 年）初期に伸縮として奉仕し
棚木氏を称した。現在もこの棚木家が宮司を務める。酒垂神社は仁明天皇の御代の創祀とさ
れ、能登内浦の守護神として農漁文武人の崇敬厚く文応二年畏き辺りより神田を賜ったと
され、歴代藩主の崇敬厚く度々奉幣があった。八坂神社は宇出津全体の崇敬社である。創立
は不詳であるが、鎌倉時代には現存したと伝わる。文応年間（1260 年ころ）には観音堂と
称し神田三段歩を有していた。伝説の泥棒風邪以後、宇出津の住民は防疫、除疫の御神徳を
感謝して敬ってきた。 
 午前 7 時半白山神社宮司が祭主となり、同社の氏子総代、祭礼委員により神事が執行さ
れて神輿が出御、午前 8 時半、酒垂神社宮司、氏子総代、祭礼委員により神事が執行されて
神輿が出御する。つまり白山神社方と酒垂神社方に分かれて神輿二台により渡御が行われ
るのである。（古くは一台の神輿により 1 週間をかけて巡行していた。） 
白山神社の神輿は午前、新村三町内、音羽町、午後、小棚木、大棚木、川原町、下岩屋町、
上岩屋町を巡行。酒垂神社の神輿は午前、漆原、梅木、午後、栄町、立町、桜町、中組、大
竹町を巡行する。神輿は渡御町内が交代で担ぐ。町内に入ると町内の安全祈願祭、個々の
家々が家内安全の神事を行う。忌や穢れがあった家を除きほとんどの家が神輿を迎える。そ
の後初日の夜、白山神社は大橋組の仮宿、酒垂神社は酒垂小路の仮宿にて宿泊する。 
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初日は棚木づめと称して全ての町内のキリコは棚木海岸へ担ぎ出される。午後 8 時頃に
宇出津東部、白山神社参道下の所定の場所に集合する。キリコは 10ｍ間隔で据えられ総延
長は 400ｍに及び、点灯された灯が海面を彩る景観は絶景である。9 時頃花火の合図ととも
に 1 番キリコから順次浜小字から梶川沿いに波止場の広場に担ぎ出される。波止場の広場
には篝火が焚かれ、3 本の大松明が立てられる。キリコは大松明の火の粉を浴びながら太鼓、
笛、シャギリ（鉦）に囃され周囲を乱舞する。この行事は戦後昭和 25 年頃から始められた
新しいものであるが、あばれ祭りの一方の象徴的行事となった。  
  
図３－４ いやさか広場のキリコと柱松明（能登町 HP） 
  
図３－５ 梶川に投げ込まれる神輿 （能登町 HP） 
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図３－６ 置き松明に投げ込まれる神輿（能登町 HP） 
 
表３－２ あばれ祭の日程 一日目 
 
 
時間 
祭事 場所 祭事 場所 
神興 キリコ 
8:00 
8:30 
神事 
白山、酒垂神興巡行 
   白山方神興 
   酒垂方神興 
八坂神社 
町内全域 
新村アメヤへ 
いやさか組へ 
  
14:00 
 
  各町内キリコ巡行 
白山神社方面に移
動 
町内全域 
21:00 
23:00 
  各町内キリコ巡行 いやさか広場へ 
いやさか広場にキリコが集結し 
大松明を乱舞し神恩に感謝する。 
20:30～花火大会 
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二日目 
 
時間 
祭事 場所 祭事 場所 
神興 キリコ 
7:00 白 山 酒 垂 神 興 巡
行 
  白山方神興 
 
  酒垂方神興 
町内全域 
白山方お旅所 
( 万 﨑 ド リ ー ム 広
場)へ 
酒垂方お旅所へ 
  
14:00 
17:00 
 
 
酒垂方神興 
天保島町内祭事 
 
酒垂方お旅所 
各町内キリコ巡行 
酒垂神社方面に移
動 
町内全域 
18:00 神事 白山方神興
御霊遷の儀 
 
白山方お旅所 
( 万 﨑 ド リ ー ム 広
場) 
  
21:00 
 
 
22:00 
 
神事 
酒垂方神興出発 
 
神事 
白山方神興出発 
 
酒垂方お旅所 
八坂神社へ 
 
白山方お旅所 
( 万 﨑 ド リ ー ム 広
場) 
八坂神社へ 
各町内キリコ巡行 八坂神社へ 
 
 
 
 
 
 
八坂神社に神興が渡御するため 
キリコがお供する。 22:30 酒垂方神興 梶川 
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23:30 
 
 
白山方神興 
 
酒垂方神興 
梶川 
新村アメヤへ 
カンノジ松明 
神興の前を前共(マエドモ) 
後ろを後共(アトドモ)という。 
24:00 神事 
酒垂方神興入宮 
 
八坂神社へ 
25:00 白山方神興 カンノジ松明 
26:00 
 
神事 
白山方神興入宮 
 
八坂神社 
（平成 30 年度あばれ祭りパンフレット参照） 
２日目、白山神社の神輿は、午前、大橋、浜小路、中町、午後、中島町、上町、仙人町、
立町、上田町、横町、三番町を巡行。酒垂神社の神輿は、午前、酒垂小路、浜町、午後、大
蔵町、天徳町、天保島、時本町を巡行する。神輿は海中に投げ込まれ、道路に激しく叩きつ
けられ、水を浴びせられる。さらに橋の上から川に放り込まれ、川中で揉まれる。八坂神社
への宮入り前には、置き松明の炎に投げ込まれる。神事は町内の罪穢れ、疫病、疫神を海に
流す清祓の意味がある。また、人々が暴れるほどに魂が甦ると考えらえてきた。 
白山神社、酒垂神社の両神輿は渡御終了後、八坂神社に還御する。全てのキリコは両神輿
を挟み、前日とは反対側宇出津西部の所定の位置に集合する。入り宮の神輿は各町から 2 名
が選ばれ担ぎ役を果たす。担ぎ手は清祓の神事後、黄色襷を掛ける。この神輿担ぎの誉を得
るため襷を細く切り取って加わろうとしたなどの逸話がある。神輿前のキリコをサキドモ、
後をアトドモと称する。花火の合図でサキドモのキリコが担ぎ出される。キリコは囃されな
がら行列をなし、神輿は大暴れをするのである。梶川橋上では酒垂神社の神輿が若衆ととも
に梶川に放り込まれ、漆原の梶川上流では柱松明が炎上し、火炎の下神輿がまた投げ込まれ
る。この狂乱、騒動の中、キリコは整然と進行するが、その威勢などを競い合うキリコの担
ぎ手は、図らずも順番が入れ替わることがあれば争いの火種となりかねない。神輿が八坂神
社の境内に入り、境内の置き松明の火炎の上を舁きまわり、投げ込む「火あぶり」がおこな
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われる。その後、入り宮を行おうとする若衆とこれを拒もうとする若衆で揉み合う状況が続
くが、入り宮が決まると「ヨーオーイシーヨーサー」の船揚げ唄の掛け声にあわせ八坂神社
拝殿に納める。この時、若衆は歓声を上げ、壁板を叩き熱狂する。しかし還御の神事の神楽
太鼓、神楽笛が響き渡ると一瞬にして静まり返り、大きな拍手が起こる。祭主は還御の祝詞
を奏上する。白山神社の神輿、キリコも酒垂神社と同様のあばれ、神事を行う。しかし還御
の神事は途中アメヤ（町端家）で行われ、入り宮用の神輿に神籬が奉遷される。祭りの翌日、
キリコは解体され、神社や寺に収納する。柱、ナカフク、屋根は寺の廊下、枠台は床下にし
まわれる。各町の支払い決算後、収支の報告サンニョ（算用）酒の宴会、反省会が開かれる。
祭礼委員会では後日諸経費の支払いを行い、協力団体、会社を招いての宴席を設け、反省会
を行う。 
（５）宇出津の民族祭「あばれ祭り」 
一般的に神社の祭りは各神社の氏子が中心となりその氏子区域ごとに催し物が開かれ、
危機管理や生産性の向上に役立ってきた。しかしあばれ祭りは、宇出津の産土神白山神社、
酒垂神社の両氏子が八坂神社祇園祭で二基の神輿を中心にあばれ回り、キリコを担ぎ出す。
これにより氏子区域を越え、住民、企業、協力団体、そして観光客を巻き込み宇出津の町全
体の祭りとなる構造である。 
町全体の祭りとなった背景には、神事を含めた祭りの変革が考えられる。宇出津のキリコ
祭りの始まりは京都祇園祭である。悪疫の流行を祇園の神須佐之男命あるいは牛頭天王を
祭り、除祓することが目的であった。しかし祭り行事は祇園祭を模したものではなく、能登
独特のお涼祭りの神事の形式をもって行われている。一般的お涼祭りは、神社から渡御が行
われ決められた御旅所、仮宮に着く。この場所は定められた海岸、川岸、広場などであり、
神々にお涼み願いお慰めする。神輿の前には御饌神酒海川山野の物が供せられ神事が行わ
れ、芸能や催事が奉納される神人交会がおこなわれた後還御する。あばれ祭はこの神輿の渡
御の際、足元を照らす提灯、行灯がキリコ奉燈となり、鉦、太鼓、笛で囃すこととなったの
である。そして大型化、華美化する。同時に担ぎ、舁きだし、威勢を競い合うようになった。 
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神輿を水中や炎に投げ込むなど、いわゆる「あばれ」が行われる祭りは、天津神社春大祭
で二基の神輿をぶつけ合う糸魚川けんか祭りや、三基の神輿をぶつけ合う兵庫県姫路市白
浜町松原八幡神の秋祭り、高岡市伏木曳山祭りや南砺市福野夜高祭など北陸のみならず全
国で多種多様に見ることができる。しかしあばれ祭りは、能登のお涼祭り（納涼祭）の形式
をもって神輿とキリコであばれまわる独自の祇園祭を行うことにより、宇出津全体で行わ
れる民族的祭となったと考えられる。あばれにより神々の荒
あら
御霊
み た ま
を煽り、あばれにより神々
の和御心を慰めるのである。そして祭りが終われば平穏な和御霊
に ぎ み た ま
をお迎えする。 
筆者は学生（20～21 才）10 名とテッタイとして参加した経験ををもつ。この時、初めて
能登の祭りに参加して、遺憾ながら東京都と新潟県出身の 2 名がアルコール中毒で救急搬
送されることとなった。幸い翌朝には回復して大事には至らなかったが、倒れこむ際、この
2 名がそれぞれ発した言葉は同じであった。「楽しい。こんな楽しいことがあったんですね。」
が非常に印象的であり、あばれ祭りの魅力を表している。 
 
① 重要無形民俗文化財以外の無形の民俗文化財のうち、記録、保存、公開に対して経費
の一部を公費による補助を受けることができるものとして、文化審議会の答申に基づ
き文化庁長官によって選択された文化財。 
② 仏教的陰陽道の神、祇園精舎の守護神とされ、須佐之男命と牛頭天王は習合され厄除
神、防疫神として広く祭られ全国各地に三千社を数える。 
③ 能楽の中で最も神聖視される祝言曲「翁」の一部。狂言方の三番叟が五穀豊穣を願っ
て舞う。「三番叟」の前段「揉之段」では、面をつけない「直面」で掛け声をかけなが
ら足拍子を踏んで躍動的に舞う。後段「鈴之段」では黒色の「黒式尉」の面をかけて
鈴を振りながらゆったりと舞う。種まきで円を描きながら回る動きなどがある。 
図３－１ 図３－２ 日本遺産「灯り舞う半島 能登～熱狂のキリコ祭り～」 活性化
協議会（石川県観光企画課内） 
http://www.hot-ishikawa.jp/kiriko/jp/kiriko/abare.php 
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図３－４ 図３－５ 図３－６ 能登町ふるさと振興課 
http://www.town.noto.lg.jp/www/event/detail.jsp?common_id=2563 
  
第 2 項：七尾祇園祭 ＜ボランティアアソシエーションの組織化＞ 
１七尾祇園祭りの概観 
 七尾祇園祭は大地主神社（天王社）の夏祭り（お涼み祭り）で 7 月第 2 土曜日に行われ
る。京都祇園祭の八坂神社から勧請し、祇園牛頭天王社とした。例年 6 月 14 日（明治の改
暦により 7 月 14 日）に祇園会を行ったことが起源とされる。牛頭天王社は能登畠山家の七
尾城落城の折兵火にあったが、1578（天正 6）年の棟札が現存する。1635（寛永 12）年、
府中村山王森山王神社境内に遷座し、1882（明治 15）年、山王社、天王社が大地主神社と
して合祀された。 
 祇園祭 1 ヵ月前、神社社務所に奉燈を奉納する 11 町の各町会長、氏子総代、指揮者、大
地主神社山王奉賛会会員が寄り合い「籤取式」が行われ、宮入の順序、神輿担ぎ入れ係り町、
祭りの中締め「七尾まだら」①の先導役などが決められる。祭り前日夕刻、各町指揮者が社
参し、指揮者会議を行い最終の打ち合わせが行われる。またこれに先立ち、当日奉燈に乗り
込む各町の囃し手の子ども達約 120 名が参加し、安全祈願祭と太鼓、鉦、笛による奉燈囃
子の奉納が行われる。 
 祭礼当日午後 3 時頃、各町の幼児を含む子供たちと親達による祭りの前触れ「ヤッソー
ヤッサ」が行われる。竹棒をロープでつなぎ電車ごっこの要領でヤッソーヤッサと掛け声と
ともに一斗缶を棒で打ち鳴らしながら子どもたちが行進する。この行事は七尾祇園祭の祇
園会の名残である。この地域は海抜 0ｍ地帯であり、大潮などによる水災害が多く、これに
伴う疫病への防疫、厄除けを願い、町内の疫神を脅す意味がある。同時刻、大地主神社山王
奉賛会 40 名により神輿の出御祭が執行される。その後、氏子区域の女子を中心とした子供
たちによる「奉燈音頭踊り」を先導に湊町の仮宮へ神輿の渡御が行われる。1940 年代まで
は「府中村踊り」が行われていた。それまで奉燈に乗ることが許されるのは男児に限られ、
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女児はこの踊りをもって参加していたが、少子化の影響により現在は奉燈に乗り込むこと
も踊ることも男女の隔たりはない。 
 夕刻、11 町の奉燈はそれぞれ担ぎ出され、花（ご祝儀）を集めながらそれぞれの町内を
練りまわる。午後 8 時過ぎ仮宮前に勢揃いする。仮宮前での競い合い、乱舞の前後、各奉燈
は清祓式、奉納祭が執り行われ、各町に御幣と指揮者の襷が授与される。御幣は奉燈高部欄
上に備えられる。「ヤッソーヤッサ」により打ち起こされた疫神を奉燈に依代として招き寄
せ、湊町の仮宮に運び、海へ流す。そして大地主神社の祇園牛頭天王（須佐能命）を奉燈に
招き、神々と神遊びを行うのである。全ての奉燈が仮宮前に揃うと 2016（平成 28）年より
一撃花火と称して打ち上げ花火が 100 発上げられ、祇園祭本儀の神事、神楽、修祓、祝詞奏
上、玉串奉奠、神楽が執り行われる。儀式が終了すると各町の奉燈は予め籤取式で定められ
た順に神輿を先導して大地主神社に向かう。神社に到着する 11 時頃から各町の奉燈は籤順
に従って境内に焚かれた篝火の周りを担ぎまわる。この回数は、終了時間を考慮して４周ま
でと定められている。この篝火を回り乱舞する様を「あばれ」と称し、あばれの後所定の場
所に落ち着く。その後、奉燈から神々の招代の御幣が高部から外され、指揮者の襷とともに
拝殿に返還される。神輿は神社から仮宮、仮宮から神社までは奉賛会会員により台車にて曳
かれてきたが、宮入では籤取式で決められた町の若衆により担がれ、「チョーサーチョーサ
ー：能矢先」の掛け声のもと拝殿前に移される。その後、神璽が神輿から本殿へ還御され還
御祭が行われる。神事後、籤で決められた町内による先導で神社に集った約 500 名により
「七尾まだら」が合唱される。七尾祇園祭の奉燈祭りは担ぎ出される基数の増減、大型化、
担ぎ方・囃し方コンテストなどの変遷があり、現在、若衆たちからの寄付による打ち上げ花
火の実施、神輿の宮入儀式の厳粛化などが行われるようになった。これは若衆たちによる祇
園祭実行委員会の立ち上げによる情報、問題点の共有化の成果により観光客などの見物者
が増加し、隆昌化している。 
 ２奉燈（キリコ）の造形と趣向 
 奉燈（キリコ）は直方体の山車である。その形態は「単層露天舁山」の構造で、燈篭山を
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担ぎ棒上に飾る造形である。白木のほか朱塗り、黒塗りを施したものがあり、小型のものは
台棒上に櫓を履かせて安定させ、大型のものは胴を 4 本の柱で支える。小学生男女（少子化
以前は男子のみ）が、鉦、太鼓、横笛による囃し手として乗り込み、囃しに合わせ 30 名～
100 名の担ぎ手が息を合わせて「サカセ、サカサッセ：弥栄（イヤサカエ）」の掛け声を掛
け合いながら練り回る。 
 奉燈は胴前面に文字、胴背面に絵画を描き胴の上部に高欄を廻らす。胴の最上部には切妻
の屋根を掛け、幕を張り、屋根より御神燈（雪洞）を垂らす。全面背面とも木駒で止めた張
綱 2 本で引き方向の修正とバランスをとる。また胴の上部には榊枝を立てる。表３－３に
各町の文字、武者絵、奉燈の高さ、担ぎ棒の長さを示した。 
本年、最大の大きさを誇る郡町西部は祭り終盤、担ぎ棒に割れが生じた。そこで担ぎ棒の
新調、奉燈自体を小型のものに作り替える。担がれなくなった他地域のキリコを譲り受ける
などの来年への対策が議論されている。 
 
表３－３ 七尾祇園祭奉燈の造形（平成 30 年度） 
町 名 文字 絵 全 高 担棒長  塗       
川原町 能登海 森蘭丸本能寺の変図 5.20ｍ 5.40ｍ 白木 
塗師町 飛上跳 楠正行図  7.18ｍ 6.20ｍ 朱塗 
郡町西部 歓無極 川中島合戦図 12.30ｍ 8.40ｍ 黒塗 
郡町東部 寿無極 橋弁慶図 7.40ｍ 7.30ｍ 黒塗 
湊町一丁目 聯飛龍 天照大神・素戔嗚尊 7.98ｍ 6.20ｍ 黒塗 
湊町二丁目西部 福和来 山王鳥居能登國千三百年祝図 7.50ｍ 7.40ｍ 皆朱塗 
湊町二丁目東部 風気涼 龍図 5.70ｍ 5.40ｍ 黒塗 
鍛冶町 牛頭天王 牛頭天王図 6.80ｍ 6.30ｍ 白木 
山王町 破天荒 前田利家 賤ヶ岳奮闘図 8.08ｍ 7.70ｍ 黒塗 
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上府中町 開寿城 高田馬場仇討図 7.00ｍ 6.10ｍ 朱金彩 
本府中町 奔清泉 楠正成図 5.70ｍ 5.40ｍ 黒塗 
 
３七尾祇園祭の組織改革とテッタイ（手伝い・互酬） 
 七尾祇園祭の組織は、各町の神社関係の役職である氏子総代と町会長で構成される奉賛
会、若衆の代表である指揮者を中心に行われてきた。また、各町内の予算、運行予定や役割
分担などは各町会により決定されてきた。しかし、平成 23 年より各町の指揮者、副指揮者
により構成される祇園祭実行委員会が組織される（平成 30 年には祇園祭継承実行委員会に
変更）。この委員会は、毎年祭り現場の声を聞き、意見交換を行い、問題点の明確化、共有
化を図ることにより、祭りの厳粛化、安全の確保など楽しい祭りを演出することを模索して、
祭りの維持継承を目指している。この委員会が組織された背景には、七尾祇園祭では喧嘩騒
動が絶えなかったこと、また地方都市共通の人口減少と中心市街地のドーナッツ化への対
応が上げられる。反社会的勢力の象徴ともいえる刺青がある者にはこれを隠すことを徹底
し、法被を脱ぐことを許さない。あるいは参加を拒否するとした。奉燈同士の競い合いは互
いに尊敬し、高め合うことを基本とすることを共通認識とする。さらに人口減少に伴う担ぎ
手の減少の問題を共感、共有し、他の地域との交流、互酬を是とすることにより地縁、血縁、
社縁の再認識と構築に効果があると思われる。 
 表３－４に担ぎ手の交流を示した。祇園祭 11 町で町内の住民だけで担ぎ手を確保してい
る町はない。町内と外部の担ぎ手が半々は 3 町、外部が多い町が 6 町、ほほ外部が 2 町で
ある。 
七尾祇園祭で奉燈が奉納される大地主神社は、明治時代に山王社と天王社の二社が合祀
された神社である。祇園祭は本来袖ヶ江地区の天王社の祭りであり、山王社の氏子区域矢田
郷地区は参加してこなかった。しかし、山王社と天王社の区別は氏子内で意識されることは
少なくなり、山王社氏子の山王町、上府中町、本府中町がそれぞれ奉燈を持つようになった。
それまで山王、上府中、本府中町は、袖が江地区の手伝い（テッタイ）として参加してきた
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が、中心的テッタイを失うこととなった。さらに中心市街地である袖ヶ江地区の人口減少の
影響により担ぎ手は地元住民のみでは対応が困難となり、外部からの担ぎ手は広範になっ
ている。図３－７に七尾祇園祭の互酬・テッタイの相関を示した。例えばＡ町では同じ袖ヶ
江地区内の印鑰神社互市祭（7 月第 1 土曜日）の氏子地域をはじめ、能登生国玉比古神社お
涼み祭（7 月最終土曜日）、石崎地区の石崎奉燈祭などから多くの担ぎ手が参加している。
そして互酬として互市祭、お涼み祭、石崎奉燈祭へ手伝いに出向いている。更に金沢市、近
隣地域などから職場、大学などの社縁により担ぎ手を確保する傾向がある。互市祭、西のお
涼み祭、石崎奉燈祭もこの様な担ぎ手の確保の傾向が年毎に強くなっている。これらの奉燈
祭りは日本遺産に登録されているが維持継承のための互酬、手伝いが必然となっている。そ
してこの関係は、もともと能登半島には労働の互酬「結（エー）」②の社会制度、文化があり、
祭りでの担ぎ手の貸し借りが成立する背景があると考えられる。 
 
表３－４ 七尾祇園祭奉燈担ぎ手の互酬・手伝い 
町 名 担ぎ手数   主な担ぎ手 外部の若衆住地域 互酬としての手伝い先 
川原町 40 外部が多い 金沢市など 行かない 
塗師町 60 外部が多い 石崎東一区、西一区 石崎東一区 
郡町西部 100 ほぼ外部 石崎，府中，金沢市など 石崎，府中 
郡町東部 40 町内外半々 石崎，万行，矢田，古府，
和倉，中能登町など 
石崎，大和町，鵜浦町 
湊町一丁目 70 町内外半々 大和町など 大和町 
湊町二丁目西部 40 外部が多い 石崎町など 石崎 
湊町二丁目東部 20 外部が多い 矢田町，万行町，金沢市 矢田，万行，金沢市 
鍛冶町 50 外部が多い 石崎町など  
山王町 90 ほぼ外部 石崎，鵜浦，金沢，志賀 石崎，府中，中島など 
113 
 
など 
上府中町 40 外部が多い 徳田，中島，能登島 湊町二丁目東部 
本府中町 50 町内外半々 金沢市，白山市，羽咋
市，中能登町など 
多様・多地域 
 
       
図３－７ 七尾祇園祭における互酬・手伝い（テッタイ）の相関（筆者作図） 
 
① 七尾市を中心に遺存する祝儀歌。他に輪島市、穴水町で、それぞれ地名を冠したまだ
ら節がある。船方（船乗り）の祝儀唄として漁港を中心に各地に伝えられた唄。ほと
んど合唱で歌うところにこの唄の特徴である。「まだら」の名は、佐賀県の唐津と壱岐
を結ぶ玄界灘に「馬渡島」があり、この島に発生した船乗り唄のまだらが船便によっ
て日本海沿岸を北上し伝えられたという説、曼荼羅を表す説などがある。柳田国男は
「まだら」は所々の漁村の晴衣を意味するとした。産み字を長く引き、ほとんど合唱
で歌うのが特徴。古くから船方の祝儀歌として歌われた。現在では一般の冠婚や祝儀
の席で広く歌われている。（県指定無形民俗文化財） 
② 家々の間で労働力を交換しあって作業を相互に手伝うこと。ユイの発音が変化してイ
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イ、エエ、ヨイあるいはヨイコなどと各地で呼ばれる。沖縄でユイーマールというの
もユイに発した言葉である。またテマガエ(手間替え)、テマガリ(手間借り)などとも
いう。ユイは複数の家が組んで、同じ人数の労働力を同じ日数だけ互いに提供しあっ
て同じ作業を行うもので、短期決済による労働力の等量交換に特色があり、各家が多
くの労働力を集中的に必要とする場合に採用される。 
 
第 3 項：石崎奉燈祭り ＜祭りの過渡期＞ 
（１）石崎奉燈祭の概観 
石崎奉燈祭は、8 月第１金曜、土曜（平成 7 年まで旧暦 6 月 15 日に行われていた）に行
われる七尾市石崎町八幡神社の納涼祭、大漁祈願祭である。八幡神社の由緒、創立の年代不
詳であるが、元慶年間に石清水八幡宮から勧請したと伝えられる。明治の初年村社に列せら
れ、明治 39 年 12 月神饌幣帛料供進神社①に指定される、昭和 18 年に西宮神社（恵比須）
と合併した。明治期まで山車祭りが行われてきたが、大火により中断される。奉燈（キリコ：
切子燈籠）は 1889（明治 29）年、網大工の漁業つながりからキリコ発祥とされる能登の能
登町宇出津のキリコ祭り（あばれ祭り）から現在の奉燈の原形が移入された。また、七尾市
内に電線が架設され七尾祇園祭の奉燈が担ぎ出されなくなり、石崎に伝わったケースもあ
る。従って石崎におけるキリコ担ぎの歴史は他の地域と比べ古い歴史を持つ行事ではない。
しかしこの地域独自の奉燈文化が育まれ、能登の代表的勇壮華麗な祭りとなった。奉燈の数
は大奉燈７基、重さ約 2ｔ、同幅約 2.5ｍ、高さ約 12～15ｍ、長さ（担ぎ棒）約 9ｍを約 100
人で担ぐ。また小奉燈７基も子供を中心に担がれる。石崎奉燈祭は納涼、大漁祈願のほか、
火を畏れ鎮める鎮火の神事でもあり、この意味からキリコではなく「奉燈」と称している。 
初日午前石崎保育園チビッコ奉燈大行進の後、少年部奉燈前夜祭が行われる。小型の少年
部奉燈は 14 時頃東一区を出発し東へ進み、西一区に到着。西一区を先頭に西へ進み東一区
に到着。東一区を先頭に堂前広場へ移動する。18 時頃、堂前広場では各奉燈が決められた
位置に付き、その後広場を一周する。また、西三区の奉燈が前夜祭として担ぎ出される。西
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三区では 15 時頃小奉燈が町内を回った後、和倉駅前広場へ向かう。19 時、小奉燈と大奉燈
の運行安全祈願祭の後駅前広場を一周、20 時頃から 22 時頃まで前夜祭が行われる。 
二日目、午前 9 時、石崎小学校マーチングバンドの演奏大行進で幕が開ける。八幡神社の
神輿渡御が行われ、堂前広場に御旅所とする。11 時から、祭主は東から西まで各奉燈を一
基ごとに各町役員、若衆が参列、清祓儀・安全祈願祭を行う。神事は浅略（太鼓）、修祓、
祝詞奏上、奉燈清祓、一同拍手拝礼、浅略（笛、太鼓）。またこの清祓の儀に先立ち 10 時 30
分ころ伝説の石崎の漁師・孫次郎の子孫田中家において家内安全祈願祭が行われている。 
14 時、それぞれ町内で肩慣らしの奉燈担ぎをおこなう。東三区出発、東へ向かう。東四
区出発、西へ向かう。東一区、東の所定の位置へ到着。東四区、西の所定の位置に到着。14
時 40 分、東一区を先頭に堂前（神輿）に向かう。15 時、東四区を先頭に堂前（神輿御旅所）
に向かう。15 時 20 分東一区、東二区、東三区、東四区、西二区、西一区の順に堂前に入場。
仮宮（神輿）周辺を大奉燈乱舞、威勢を競い合う。16 時 30 分、神輿前にて市長をはじめ多
くの参列者による大漁祈願祭が執行される。17 時 10 分、再度大奉燈の乱舞、威勢を競い合
いながら各町へ戻る。その後休憩、各々家にて「ヨバレ」②の客を接待する。20 時、各奉燈
は再度堂前へ出発。20 時 20 分西一区、東の所定の位置に到着、西一区を先頭に西へ向か
う。22 時、東一区、西の所定の位置に到着。東一区を先頭に堂前に向かう。22 時 50 分堂
前到着、再度奉燈の乱舞を競い合う。24 時頃解散しえ各町への帰路につく。 
（２）奉燈（キリコ）の大文字と町紋 
各町は町紋（図３－８）、揃いの町色、大文字により心を一つにし、各町の伝統の奉燈絵
により心情を表現する。また町毎に紋が飾られるのは、宇出津あばれ祭りからの伝播の証と
も考えられる。 
・東一区（旧呼称：前場出 小坂出）町紋は梅鉢 大文字「魚満浦」魚が浦に満 町色緑 
魚満浦は文字通り魚が溢れる海岸や浜辺を表し、大漁を意味する。東一区の特徴は、奉燈
が動き出し前に囃子と称する東一区独特の祭囃子がある。以前はどの奉燈も使われていた
が、現在は東一区と東二区のみが囃子を使う。囃子が囃されている時、担ぎ手はその姿勢を
116 
 
維持して耐えなければならない。また、東には神様の家とされる孫次郎の家③が在り、堂前
には東から入ることが決められている。奉燈清祓儀の前、孫次郎の家（田中家）にて家内安
全祭を執行する。 
・東二区（旧呼称：十七軒山町）町紋は矢紋 大文字「満円楽」満年楽あり（福無極） 町
色黄 東二区の代名詞は、浦絵に描かれる浦島太郎である。その理由は定かではなく稀に武
者絵が使われるが、浦島太郎以外は奉燈が重く感じ、思うように担げない。浦島太郎は亀に
乗った絵と玉手箱を開けている絵があり、亀の人気が高い。 
・東三区（旧呼称 左近殿山町、寺町）町紋は三つ巴 大文字「志欲静」志静ならんと欲す 
町色赤 志欲静は昭和 20 年代から使用され、時代の世相を反映して荒ぶる事無く静かに志
を遂げよとしている。東三区は法被の着用を禁止し、運行に統制がとれている。武者絵は武
内の宿祢。 
・東四区（旧呼称 三四郎山町）町紋は五三の桐 大文字「智仁勇」町色青  
史記に記述された智仁勇は是非、善悪の判断し、慈しみの心を持ち、気力、雄々しさ意味
する。この三つの徳を持つことを目指す。過去に一度「翔龍舞」を使ったが、現在は幻の大
文字とされる。町色の青に因み青一色の武者絵を描き、奉燈に調和した絵として評価された。 
・西一区（旧呼称 白崎）町紋は梅 大文字「襲銀鱗」町色白 群魚舞 銀鱗飛躍 
漁師町として魚が網にかかり、鱗を光らせて網の中を舞うように飛び跳ねる様子を表現す 
る。裏絵は武者絵、観音が描かれている。観音絵の時に奉燈が動き、絵も破れないという。 
・西二区（旧呼称 中田浦町、中町）町紋は桜大文字「満祥雲」町内色桃 
めでたい雲が空を覆う兆しを表す。西二区は漁師が多く夜空が明るすぎれば魚が逃げるた
め、雲で月を覆い隠すことで大漁を願う意味がある。裏の絵は恵比須、鯉仙人を用いる。  
・西三区（埋立地のため旧呼称はない）町紋は片喰 大文字「慶雲飛」町色紫 
 埋立地であり新しくできた町のため、新たに昭和 60 年より他町から大小一基の奉燈を譲 
り受けた。文字はめでたい事がある前兆の雲を表している。前夜祭として和倉駅前ロータ 
リーで観光や祭り気分の盛り上げに大きな役割を果たしている。裏絵は騎馬武者。 
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（３）石崎地区の特異性 
石崎は独特の漁業集落である。1939（昭和 14）年七尾に市政が施行されるとそれに合併
される。それまで 1 部落 1 自治行政をとして存続し、周辺集落とは異なった生業形態を持
っていた。面積 0.0526 方里（811273 ㎡）という狭小な地域に古くから大集落として存在し
た。その世帯数は 1878（明治 11）年 370 戸、1907（明治 40）年 387 戸、1920（大正 9）
年、1950（昭和 25）年 643 世帯、2010（平成 22）年 926 世帯 2616 人であった。大集落の
成立は特殊な生業と居住形態に基づき、特殊な生活習慣を持つこととなった。1952（昭和
27）年の時点では農業従事戸数 210 戸の内、水田、麦畑はその作付けの面積が 5 反未満 178
戸、5‐７反 22 戸、7 反－１町未満 10 戸の零細であり、主食の自給戸数は 39 戸であった。
1878（明治 11）年の記録には「凡ソ私方村方ハ戸数 370 余戸二シテ口数 1,990 余人有之、
耕地宅地ヲ併セ反別 58 町 9 畝１歩アリ、其中 16 町 6 反 5 畝 6 歩ハ同国鳳至郡黒島村浜岡
弥三平新開地ニシテ、残り反別 41 町 6 反 3 畝 25 歩ノ内、宅地引去リ 32 町 1 反 4 畝ヲ耕
地トナス、今之ヲ該村人口ニ比スレハ実ニ僅少ニシテ、農業ヲ以テ生計ニ充ツルニ足ラズ、
故ニ往昔ヨリ捕魚ヲ以テ営業トナシ・・・」とあり、隣接の鳳至郡黒島村に比べ農地が極端
に少なく漁業等をもって生活の糧とする実状が残されている。[能登 1955] 
石崎は魚の行商が特有のものとして知られ 1950 年には女 205 人、男 15 人が魚行商組合
に登録されていた。その行商圏は、鉄道を利用し、遠く富山県高岡、金沢、輪島にまで及ん
でいた。「里行き」と呼ばれ老若各層にわたり、男の漁業での収入と肩を並べていた。また
建筵織と言われる藁を奥能登から仕入れ、包装用に織りあげる内職が行われていた。その生
産量は月産 1,000 束（10 万枚）に及んだ。女性の気質により外交的な者は魚行商、内向的
な者は建筵織に振り分けられていた。 
漁業は石崎の生業であるが、その形態は極めて特異である。石崎の専用漁場は極めて狭い
が、七尾湾全体に入漁権を持ち、遠く加賀江沼郡黒埼に地曳網の権利を有していた。この様
な権利を持つ根拠を石崎の人々は主張してきた。その内容は、1910（明治 43）年の入漁権
申請書「慣行事由陳弁諸」に記されている。簡略すれば、往昔の守護畠山家に魚町と石崎に
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魚を収め、領内、能越海一円何れの浦において釣漁指網漁巻網漁の許可を畠山家から賜った
（延宝の火災で焼失とされる）。次の領主前田家からも赤浦潟でのエサ取りの権利紛争後、
お墨付きを賜る。明治期には漁業権を持つ魚町との協議し、魚町は漁業を止め石崎が魚鳥貝
を捕獲し、魚町へ搬送し販売を取り扱う契約をすることにより、長きにわたり漁業権を持つ
魚町から譲渡されることとなる。石崎地区の漁民は広範囲に入漁を慣行し、多くの訴訟が有
利に裁かれてきた歴史がある。 
また石崎は、「甚左衛門（じんじゃみ）」、「左右衛門（さえも）」などの先祖からの譲り名
で表してきたが、同じ性を持ついわゆる新宅が多い。清水、西田、中西、達、高橋等の同一
の姓が多く、石崎地区の集落発展はかつての村内分家にある。さらに婚姻も周辺地域とは異
なり、日常の接触の町内に集中してきたため血縁関係が持続的で強い。1955 年では現世帯
の妻 120 名中、石崎生まれが 102 名（85％）と極めて高い。つまりこの時代まで石崎には
嫁に行かず、石崎からは嫁を取らないとする風潮があった。さらに現在は減少しているが、
ヨボシオヤ（烏帽子親）制度④が継続されてきた。男が 17～18 歳ころ、適当な親を立てマ
エガミオロシ（元服式）をおこなう。これにより仮親を持つこととなり、血縁以外の姻戚関
係を成立させて互助するのである。漁業を生業とするため死にかかわる危機管理の制度で
あるといえる。［九学会 1955］ 
このような状況下、石崎にはゲマインシャフト⑤とも言うべき漁業を中心とした特異な地
域文化が形成され、石崎奉燈祭はその象徴として人々に受け継がれ民族的祭りとなった。 
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             図３－８ 石崎奉燈の町紋  
（４）過渡期にある奉燈祭 
 石崎奉燈祭りの担ぎ手は 18 歳以上 30 歳までの男性と限られていた。しかし現在は担ぎ
手の確保のため、その年齢的幅は広がりつつあり高校生や壮年も担ぎ手となっている。しか
も東西共に各町約 7 割が町外の人々による手伝い（テッタイ）が石崎奉燈祭の担ぎ手であ
る。以前は高校を卒業し奉燈を担ぐことで一人前の男と認められたという伝統があり、町内
の祭り、年中行事には強い絆の形成、確認の役割を持っていた。その町内を重視する血縁・
地縁と外部への依存という矛盾は現在の奉燈の巨大化に伴い生じたものである。奉燈 1 基
当たり 100 名を必要とする担ぎ手は、住民の人口に対して絶対的に不足している。表 3 に
示した通り、15 才から 65 才までの男が総出しても東一区、二区、三区、四区の奉燈はそれ
ぞれ 100 名には足りず、外部からのテッタイ、他の祭りとの互酬なしに運行できない状況
である。（表３－５） 
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表３－５ 石崎地区の世帯数と人口 
町名 世帯数 人口 15～65 才男 15～65 才女 15 歳未満男 15 歳未満女 
西一区 311 913 257     274 58 52 
西二区 180 508 134 155 41 33 
西三区 153 410 111 128 19 27 
東一区 83 228 64 55 13 15 
東二区 39 116 28 33      9 5 
東三区 75 201 57 54      7 13 
東四区 85 240 67 65 13 19 
                    平成 22 年度国税調査（世帯）（人） 
奉燈は 14 時に担ぎ出され、時には明朝までつづき、警察より度々注意を受ける。例年、
午前 0 時に終了予定の祭りが朝まで長引くのは、祭りを心底より楽しむ住民の心意気と担
ぎ手の不足による運行の困難の両面が考えられる。また、平成 13 年、見物中の 22 歳の女
性が奉燈と住宅の壁に挟まれる死亡事故が起きた。運行責任者は在宅起訴され、禁固２年・
執行猶予４年の判決を受ける。関係者は祭りの隆昌、維持継承、危機管理ための改革・改善
が求められている。 
この状況下、運行の指揮を執るのが 20 代の「支部長」である。支部長の権限は絶対であ
り、強いリーダーシップにより奉燈の動き、勇壮さ、華麗さに違いが出る。運行の良し悪し
は支部長次第であるとされる。支部長は年間を通して祭りの中核を担う青年団員 15 人をま
とめ上げ、当日血縁、地縁、社縁により町外から駆け付ける石崎出身者や親族、互酬、テッ
タイの人々100 人の担ぎ手を統率、あるいは囃し、奮い立たせて結束させる。また祭り以外
にも率先して町内行事、運動会などの地区行事で先頭に立ち、地域のリーダーとしての態度
と行動が望まれる。そのため生涯に一度とされている支部長は、子供のころからの立ち居振
る舞いが評価され、最終的には選挙により決められてきた。そこで支部長、支部長経験者か
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ら問題意識と解決のための聞き取り調査を行った。   
聞き取りの対象者は、東一区の A さん：現役の 20 代の支部長で職業は漁師、B さん：現
在も担ぎ手として熱い気持ちを持ち参加している 30 代の元支部長で会社員、C さん：支部
長経験を持つ現役町会長で 60 代の造園会社の経営者の 3 名である。なお、聞き取り調査は
祭りの約 1 か月後、約１時間 30 分、町会長宅において行った。 
また、聞き取りに先立ち、石崎奉燈祭元奉賛会長田中秀選氏へのインタビュー記事を参考
に現在の問題点について検討した。田中氏は元奉賛会長としての知識が豊富であり、石崎町
を知り、奉燈を思う気持ちは誰にも負けない自負があるという。そして田中さんは伝説の石
崎漁師孫次郎の子孫であり、その言葉には強い説得力がある。 
＜元奉賛会長田中秀選氏の問題提示＞ 
田中秀選氏によれば、以前奉燈はこれほど大きいものではなく、高さは 11m～12m が
標準であった。しかし広場（堂前）での乱舞と大きさを競い合い、奉燈のサイズは修復時
に徐々に大きくなった。以前、祭りの後に奉燈は解体され神社や寺の軒下に仮置きされて
きたが、奉燈の度重なる作り直しで町の財政は逼迫した。そこで市の協力を得て、八幡神
社境内に一度に 7 本の奉燈を組んだ状態で収納できる格納庫を作った。現在、奉燈の組
み立てが容易となることにより奉燈を作り直す機会は無くなり、大きさなどを修正する
機会を失っている。12ｍで大きさは揃ってはいるが、その大きさは担ぎ手の人数が最盛期
のモノである。青年団員が減少し、少子高齢化が進む中で新しい小型化した奉燈の制作に
は多額の費用が必要である。また現在奉燈の維持には担ぎ手の確保が厳しい状況にある。
そこで時間の短縮、日程の変更、祭りの隔年開催、二町で一基の確保などの改革案が出て
いる。これらは旧来の石崎奉燈祭りを知る世代の提案である。しかしこれらを若い衆たち
は否定的であり、プライドにかけて拒否をしているが、この現状が続けば将来祭りが「で
きんがんになる（できなくなる）」（中断・消滅）との危惧を誰もがもっている。 
（石川県農林水産部里山振興室「能登の里山里海」世界農業遺産活用実行委員会） 
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図３－９ 堂前広場での奉燈 （筆者撮影） 
支部長、元支部長からの聞き取り調査からの抜粋 
・なぜ支部長になったのか。 
Ｂさん「その世代の中で子どものころからあいつがリーダーだなという空気があります。
リーダーになる人はみんなからの信頼があるやつなんです。」 
Ｂさん「みんなで遊びに行く時も飲みに行く時にも普段の生活から祭りのリーダーはみ
んなのリーダーとして振舞うし、自覚があります。」 
Ｃさん「子どもたちは成長の過程で奉燈のことを強く意識していきました。石崎の子ども
にとって奉燈はとても重要な価値観となります。」 
Ａさん「地元で漁師をする以上、いつかはすることになると自覚していましたので自然の
流れで支部長になりました。」 
 
・祭りの成功と継承のためには何が必要であると思うか。 
Ｃさん「この祭りは青年団が主体となって運営する祭りであるからどんどん変わってき
ました。奉燈の大きさや開催日程が変わりましたが、町内の全ての人が関わる伝統的祭り
の本質は変わっていません。奉燈祭りは神に対する豊漁や安全祈願が基となっていて、こ
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の基本を変えないことです。」「変えなければならない課題には周囲と協力することによ
り取り組んでいきます。」 
Ｂさん「石崎の子どもは奉燈を担ぎきることで大人になるのです。過酷な祭りを経験する
ことで苦難に立ち向かう強い人間になるとの共通認識が石崎にはあります。教育的効果
を認識すべきではないかと思う」 
Ａさん「幅広い世代の方々の声を聞いて、限定的な考えにならないように心掛けていま
す。」 
Ｂさん「祭り当日には婦人会をはじめすべての住民の協力が必要です。ヨバレの準備や振
舞も重要です。」 
Ａさん「外部からのテッタイや経験のない初心者などの担ぎ手の気持ちを一つにするこ
とが大切です。様々な生活環境の人の気持ちを一つにすることは容易ではいので、自分一
人でまとめるのではなく、仲間の力を借りて祭りの進行とともに徐々に一体感が高まる
ようにしています。祭りの準備期間にはできるだけ多く打と合わせを行い、一緒に酒を飲
みご飯を食べるようにしています。祭りのときは青年団員が周囲の担ぎ手を巻き込んで
気持ちを高めて統制を図ることで危険を回避することが一番いいのではないでしょう
か。」 
Ｃさん「支部長というリーダーになる前に見習いの期間として何年か勉強することで、自
然と成長しリーダーの役割を認識するようになります。大人としての成長も大切です。」 
  
3 名とも町内会、担ぎ手の主体である壮年部、祭りを支える婦人部との連携を重視するこ
とにより祭りの課題（隆昌化・維持継承、安全・危機管理）に取り組んでいる。しかし、担
ぎ手の確保とその統率、他町に負けない勇壮な祭りを作り上げることに汲々としている現
状があり、奉燈の大型化、観光化、少子化など維持継承のための問題に対する意識は非常に
高いが、直近の課題解決に追われる現実がある。 
 元奉賛会長田中秀選氏の考えは、奉燈祭の維持継承のための問題の核心であり、具体的課
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題解決策でもある。しかし石崎奉燈祭の奉燈が小型化や数の制限化あるいは隔年化は、青年
団の意欲を著しく削ぎ、祭りの中断・消滅につながりかねない。奉燈祭りの消滅は石崎町自
体の自死とも言えるのではないだろうか。奉燈は石崎の生命線であるといえる。 
 
 
図３－１０ 石崎奉燈祭運行図 （七尾市パンフレット） 
 
① 郷社、村社を対象に明治から終戦に至るまで勅令に基づき県令をもって県知事から、
祈年祭、新嘗祭、例祭に神饌幣帛料を供進された神社 
② 石崎では奉燈祭りの日、多くの家々では座敷を解放して宴会が行われる。石崎で採れ
る蟹、蝦蛄、様々な魚、刺身などをご馳走する。魚の行商を女性が行い生計を立てて
きた。年に一度祭りの日にお得意様を招待したことが始まりとされる。友人、知人に
限られたわけではなく、座敷が開いていれば誰でも入るといわれてきた。 
③ 伝説：800 年前、石崎の漁師・孫次郎なるものが牡蠣浦に出漁したところ、石塊が一
つ網にかかった。その漁師は何気なくその石を取り除いて海の中に投げ捨てたが、そ
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の後も、海に網を入れると、その場所に下ろす時は、必ずその石が網にひっかかって、
引き揚げると入っているのであった。孫次郎も、はて不思議な石だなー、と思ってい
た。ある夜、その石が夢に現れ「吾は神なり」と告げたので、孫次郎は驚いて牡蠣浦
に赴き、網をおろしてその石を得て、それを我家に今度は我家に持ち帰って、祀った。
そして後には、祠を建てて氏神としてこの石を祀った。今ある八幡社がすなわちその
祠である。このような訳で、人々は孫次郎の家を神様のお里と称して、神輿を出す時
は、常に孫次郎の家の東から渡御するのを仕来りとした。その後、この地域の東西双
方の勢力争いより、神輿を出す時は、交互に東西から渡御し始める事に変更した。し
かし、東を後に、西を先にする時は、神輿が大磐石でもあるかのように重くて、とて
もとても担いで動かすなどとはできるような状態ではなかった。この奇跡により、西
方も遂に（我を通すのをやめ）折れて、元のように東から渡御し始めることになった
という。この御神体が、海からあがったと言われる牡蠣浦は、今では埋め立てられて
浜岡新開となっているが、八幡平と称して榊を植えてその記念としている。 
④ 烏帽子親（よぼしおや）は、能登に古くから伝わる慣習。本当の親子ではない別の家
族との間で親子の関係を結ぶ、擬制親子のなわらしである。能登では、烏帽子がなま
り、「よぼし子、よぼし親」と呼ばれている。擬制親子関係の慣習は、偏在しているも
のの全国的に分布している。石川県では能登だけにみられ、特に、羽咋市、中能登町、
七尾市に多く分布している。七尾市能登島では、現在もよぼし親子の関係が残る。少
なくとも江戸時代には慣習として存在していたと考えられている。 
⑤ 共同社会の意味。ゲゼルシャフトに対応して用いられる社会の類型概念。 F.テンニェ
スはゲマインシャフトを、最も本来的、自然的状態としての人々の意志の完全な統一
体、すなわち、あらゆる分離にもかかわらず本質的に結合し続けている社会とみなし、
家族 (血縁社会) 、村落 (地縁社会) 、中世都市 (友情社会) の 3 つを典型的形態と
した。この概念は、社会の類型、人間の結合関係を示すだけではなく、社会の歴史的
考察の原理ともなり、社会の発展過程を「古きゲマインシャフトから新しきゲゼルシ
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ャフトヘ」という形でとらえた。 
 
第４項：向田の火祭り ＜鎮火祭とキリコ＞  
（１）向田火祭りの概観 
向田火祭りは能登島向田の伊夜比咩神社の夏越祭り①、鎮火祭であり、旧暦 6 月 30 日に
行われてきたが、現在は 7 月最終土曜日に行われる。一方、鎮火祭の性格を持ち、火の神を
斎き、その神火により夏熱暑毒の邪気を祓い、息災延命を祈る。日本三大火祭②の一つとさ
れ、越後の伊夜比古神が訪れ、伊夜比咩神と年に一度の逢瀬を楽しむとの伝説③がある。若
衆と子ども達は手松明を振り回しながら柱松明の周囲を走り回り、一斉に手松明が柱松明
めがけて投げられ柱松明が一気に巨大な火柱となる。 
 祭は、約 1 ヶ月前の 7 月初旬の子供達による奉燈（キリコ）洗いから始まり、竹伐り、藁
集め、柴集め、手松明作り、笛の練習、綱ねり、松明越し等その役割は多い。参加する小学
生以上の子供、青年団、壮年団等は厳格な年齢集団を守って、それぞれの集団の自主運営に
よって祭の準備を進める。 
 祭礼当日、伊夜比咩神社で神事が執行され、東方 400m の崎山の干場に神輿が渡御する。
この際、太鼓、鉦、笛にあわせて大小 7 基の奉燈が担ぎ出されてきたが現在は車輪が付けら
れている。干場には 30m 程の松を心木とし、周囲に 700 束の柴を結わえ、その上に 10 数
メートルの青竹をたて穂先に御幣を付ける。その周りには 10 本程の支え柱を寄せかけて安
定させ、藁縄の太いハイヅナを四方へ引き張って全体の形を整える。奉燈を従えて崎山の干
場に到着した神輿は、柱松明を 7 回廻る。その後、子どもが作った海砂の団子に榊をさした
てたお旅所に安置され祭典が斎行される。（図３－１１） 
奉燈を担いでいた若衆、子供達は燃える手松明を振りながら柱松明の周囲をかけめぐり
合図とともに柱松明に投げ込み、巨大な火焔があがる。 
豊漁、豊作の年占いの意味を持つ柱松明は炎で綱が切れ、柱松明が倒れると幸運をもたら
すと伝えられる先端の御幣を取ろうと人々は殺到する。しかし炎により焼失することも多
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い。その後若衆は心木を大炎から掛け声を合せ曳き出す。壮年団とってこの時が祭りの最高
潮である。 
      
図３－１１ 神輿の台座（砂あげ） 
（２）火祭りの準備 
 ２０日前から祭りの準備が始まる。小学校５・６年生はカマヒバシ（塩釜の火箸）、中学
１年生はフジキリ（藤切り）、２年生はマーカイ（馬飼：元服の年頃地主の家で馬飼をした
名残）３年生はハヤシカタ（囃し方）と年齢ごとに集団を作り作業が進められていた。この
様な子供達に役割を与える風習は、古い火祭り道祖神の祭にみられ、子どもの独立独歩を促
す教育的効果をねらったものであろう。 
 奉燈洗い、松明作り（300 本）、砂あげ（干場入り口 30 個、砂上に砂団子を乗せて榊を挿
す）、藁集め（麦藁あるいは大麦藁を各家庭より 6 束）、シバ集め（各家 7 束で 500 束、以
前は子供達の仕事）などが子供達も責任を負いながら行われてきた。しかし現在は少子化に
より子供の同学年でのごとの集団ができなくなっている。         
2 週間前には囃子稽古が始まる。笛は千代越し（センジョウコシ：秋祭りで神輿を迎える
哀愁を帯びた曲）、館山（タカヤマ：カーカヤマイケヤ、イヌハナイテモダンナイヤ 妻よ
山へ行け、犬が鳴いても構わない）、ヤッサヤッサ、僕は軍人（ボッカグンジン 僕は軍人
大好きだ）と決められている。 
 松明を作り上げるため綱練りが行われる。松明の胴を結ぶエーソ（縄）を三つ縒りで作り、
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松明の先端から四方へ張り渡すハイヅナ（縄）を四つ縒にする。それぞれ直径 10ｃｍ、長
さ 135ｍを 2 本作る。 
大がかりな準備、松明縛り、松明起こしは祭りの前日に行われる。シバは根元から 32 束、
48 束、48 束、48 束と巻く。これをアイウチという。松明の周囲に半 円状の杭を数本打
つ。その後、松明を支える支え木を 16 人で担いで 8 本立てる。これをサシドラと称する。
ドラは同志、仲間を意味する。「ヨーイヨイショ（ヨイショ）ヨイショ（ヨイショ）ヤァー
（ヤァー）」の掛け声でサシドラを押して全体の傾きを直す。その後干し草、藁、枯木、笹、
丸太を根の部分に積み上げ、ハイヅナを杭に固定する。（図３－１２） 
祭り当日 8 時、奉燈起こしを行う。奉燈のワク台は前日に準備されており片面ごとに佳
字、神紋飾られる。屋根は白と青の市松文様を貼り四隅から 50ｃｍの白紙を垂らす。能登
のキリコの中で最も素朴な形態のキリコと言われる。 
能登島では奉燈もドラと称する。最大９ｍのサキドラ（奉燈）はワク台を横たえ荷車を利
用して作業が行われる。最上部には雪洞と神紋を染めた幕を張り屋根を付け、4 本の柱に雪
洞 6 灯と囃子の太鼓を縛り付け奉燈を起こす。（図３－１３）崎山入口の御旅所では、四方
に笹竹を立て、紙垂を付けた注連縄を廻らせ、伊夜比咩神社参道から崎山までの道中に提灯
を張り巡らせる。神輿は六角の作りで、神籬として内部から頭頂に榊を立て、四方に御神灯
と書かれたデンガクを具える独特の形状であり、直接的に神輿を照らす構造からキリコの
元来の姿はこのデンガクにあると仮説が立てられる。（図３－１４） 
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図３－１２ 高さ 30ｍの柱松明（筆者撮影） 
  
図３－１３火祭りの奉燈（サキドラ） 図３－１４ 伊夜比咩神社の神輿（筆者撮影） 
 （３）火祭りの神事 
 伊夜比咩神社境内で、笛、太鼓、鉦が打ち鳴らされ囃される中、向田区長をはじめ全区長
が参列して御幸のための神事が始まる。神事の次第は浅略太鼓、修祓、神輿清祓、祝詞奏上、
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御霊渡し、浅略太鼓、神酒拝戴、渡御である。 
 渡御は、先頭に壮年団年長者が担ぐ神輿、次にサキドラ（奉燈）（35 歳までの青壮年、戦
前は兵隊検査後の青年）、次にカマヒバシ（小学校 5・6 年生）、シンドラ 44 歳までの壮年
団、戦前は兵隊検査後の青年）、フジキリ（藤切り）（中学１年生）、ハヤシカタ（囃し方）、
マーカイ（馬飼）（中学２年生）、アトドラ（高校生・大学生・戦前は兵隊検査前の青年）の
順に巡幸する。古くは高張提灯、デンガクが出され先導した。 
 道中は神輿担ぎの壮年団が楽しみながら練り回り進もうとしないため、約 400m の距離
を 2 時間かけていた。到着後、大松明を左回りに 7 周舁き回り、御旅所の神輿の台座に据
えられ、夏越しの神事が執行される。奉燈は神輿を照らすように路上に並べられ、豊年太鼓
が打ち鳴らされる。 
 神輿の御神火をシバに移す。担ぎ手達は手松明に着火すると振り回しながら柱松明の周
囲を駆け回る。火の乱舞が激しくなると団長の合図で手松明は柱松明めがけて投げ込まれ、
柱松明はゆっくり燃え上がり巨大な火炎を立ち昇らせる。（図３－１５）この燃え上がる柱
松明が倒れた方向により大漁、豊作を占う年占いの意味を持つ。柱松明が倒れた時、頂点に
備えられた御幣を捕ると漁師は大漁、一般的には延命息災のご利益を目指して若者が殺到
する。御幣が取り上げられると、青壮年団員は倒れても燃え盛る炎からホイサホイサの掛け
声でサシドラ、心木を綱で引き出し興奮は最高潮となる。（図３－１６）その後、神輿は奉
燈に誘われるよう伊夜比咩神社へ還御し、神事、直会がおこなわれ火祭りは終了する。 
（４）火祭りを中心とした祭礼文化圏 
 能登島各地区では 9 月 15 日の向田から 10 月 19 日の島別所までの 1 ヵ月間、秋祭りが行
われる。昭和 2 年能登島に電線が架設される以前、大きいもので 14ｍの旗竿を担ぎ出す旗
竿祭りが行われていた。旗竿祭りは島別所、曲、祖母ケ浦で行われ、対岸の中島には「お熊
甲・二十日祭り」の大規模な旗竿祭りがありその影響を受けていた。（図３－１７）能登島
各所で村旗、竿旗、小籏を担いだ時期があり、多くの旗竿祭り文化が能登島に存在した。近
年は消滅していた旗竿を比較的人口が多い曲地区がを担ぎ出し復興している。 
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 旗竿に代わり、能登島の祭りの中心は獅子舞である。能登島の獅子舞は藩政期末から明治
初期にかけて伊夜比咩神社神主岡本連吉が考案したと伝わる。現伊夜比咩神社宮司岡本尚
士氏によれば岡本連吉は農閑期に向田の若衆を主なメンバーとして芝居を興行して近隣の
芝居小屋などを廻っていた。能登島の獅子舞は同時に岡本連吉により考案され各地に伝え
られたとされ、能登各地にある獅子舞のルーツを能登島に持つものが少なくない。能登島の
獅子舞の特徴は獅子舞とは別に仇討ち、団七などの即興芝居が織り込まれていることが特
徴であり、獅子舞を中心とした祭礼文化圏が存在する。 
 獅子舞は各地区により出し物が異なるが、例えば曲（まがり）地区では 7 尋（13ｍ）の旗
竿を 10 人ずつで持ち、神輿を 18 人、カックリ（槍、弓、鉄砲など）を 7 人、マサカリ、
割竹、ハナダカ（天狗など）、オシャカキ（御榊神輿）を 4 人で担ぐ、小旗 10 本～12 本、
太鼓（担ぐ者、叩く者）4 人行列で、各家々を回った。能登島の獅子舞はこの様に御輿を中
心に旗竿と榊神輿を担ぎ、獅子舞を踊り、太鼓を敲く賑やかなものであり、能登半島の中で
も孤立的な島という特殊な生活圏で共有の祭り文化が醸成されている。その中心は火祭り
の伊夜比咩神社であり、祭り伝播の基軸となっている。 
       
       図３－１５ 柱松明の巨大火柱 
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        図３－１６ サシドラ、心木の引き出し 
 
       
図３－１７ お熊甲祭の旗竿 
 
① 旧暦6月晦日、1年を二季とし6ヵ月毎に同じ行事を重ねるのは古い固有の暦法である。 
6 月晦日の夏越は 12 月晦日とともに来るべき新たなる時期に入る祭りの忌日であった。 
② 大きな火を焚く行事。正月と盆に行われる例が多い。小屋を作って籠るなど子供の行事
や道祖神の祭りと結びついていることが多い。松明あかし（福島県須賀川市）、道祖神
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祭り（長野県野沢温泉村）、鞍馬の火祭（京都市・由岐神社）、那智の火祭り（和歌山県・
熊野那智大社）、鬼夜（福岡県・大善寺 ） 、向田の火祭り（石川県能登島町）、お松明
（京都府）、鬼すべ（福岡県太宰府市）などを指す。 
③ 伝説：祭りの日、越後弥彦神社の伊夜比古神が能登島を訪れ伊夜比咩神との逢瀬を楽し
むという。大松明は伊夜比古神を導くための標であるという。火祭りが行われる干場は、
真正面に能登の霊山の一つ二子山を望む景勝の地であり、入り口と東側の田中に二つの
小さな塚を有している。入り口の塚には大日如来と見られる陽刻板碑があり、東側の塚
は大きな塚であった。昔、東の塚から船出した伊夜比古神は途中野崎八幡宮跡といわれ
る塚で一休みし、更に舟を進め北に向かった。折しも火祭りが行われ炎が丁度見えなく
なった地を永住の地とし、居を定めた。そこが越後の弥彦の地であるという。 
 
第 5 項 堀松綱引き祭り ＜社会環境の変化とキリコの発生、中断・消滅＞ 
（１）堀松綱引き祭りの概観 
綱引きは世界の各地で古代より儀式と信仰から始まり、豊作を祈る行事、争いを鎮める手
段、領土を獲得するためのものなど、様々な形態としてみることができる。綱引きがスポー
ツ〈ゲーム〉としての初見は BC2509 年にエジプト・サッカラの古墳壁画である。そして
BC500 年頃にはギリシャで体力訓練、競技スポーツとして行われていた。［21 世紀スポー
ツ大辞典 2015：1161］また綱引き祭りは、東南アジア、東アジアの稲作地帯に多く分布し、
男女が対抗して行う性的豊穣儀礼として行われてきた。農始祭に組み込まれ、土地神に祈り
を捧げた後綱引きが行われる。乾季から雨季への移行期に雨乞いとして行われている地域
も多く見られる。日本では、山陰の端午綱引き、北九州の盆綱引き、南九州の月十五夜綱引
き、薩南諸島の漁労儀礼的綱引き、アイヌの熊祭り綱引きなど構造や意味は多様である。そ
の分布は東日本では小正月、西日本では盆綱引きとして 7 月または 8 月 15 日が多く、二つ
の村落間で勝負を行い、豊作、大漁などの年占・作占として行われてきた。東日本では小正
月が多く、西日本では盆綱引きとして 7 月または 8 月 15 日が多い。綱引きの綱は蛇體と解
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している土地が多く、一本の綱を引くもの、雄綱の頭を雌綱のめどの中に通して引く例も多
いと記されている。渡辺は、前近代の日本において綱引きの習俗が広汎に存在していたこと
が、運動会の一種目としての綱引きの受容と定着との豊かな土壌となったことして、神事と
しての綱引きからの残存を指摘する。［渡辺 1988：215］ 
堀松住吉神社綱引きは毎年 7 月第 3 日曜日、堀松住吉神社で行われる奉納神事であり、
1973 年、志賀町の無形民俗文化財に認定されている。1767（明和 4）年に神主宮谷家 15 代
の宮谷遠江守義隆が実家の輪島市の住吉神社で行われていた綱引き神事①を伝えたことに
始まる。綱引き祭り前に子供相撲、相撲、太鼓が奉納される。綱引きは青年団が勧進元とな
り、住民、帰省者、縁者、若干の観光客が浜方と山方に分かれて綱を引き合う。浜側が勝て
ば豊漁、山側が勝てば豊作と伝えられる年占②の祭りである。綱はとむろに巻かれた状態で
青年団員達に担がれ、神社から通りに運び出される。綱の両端を青年団員が阿吽の呼吸で浜
方、山方へそれぞれに全力疾走で引き張り、瞬時に綱引き合戦が始まる。青年団は中立の立
場で御幣竹、髙張提灯を持ち、「ドンべ」と呼ばれる中心の印の動きにより勝敗を判定する。
引き綱は長さ約 73m、直径 15 ㎝、注連縄と同じく左縄に編まれる。竹の芯を入れるなど特
異な綱作りの技術が伝承され、奉納相撲が行われる土俵は前年度の綱を使用して作られる。
この綱引き祭りに高度経済成長の一時期（1970 年代まで）、キリコ（奉燈）が担ぎ出されて
いた。 
志賀町堀松地区は、世帯数 74 戸、人口 207 人（2016 年現在）の少子高齢化が進んだ過
疎の農村地域である。志賀町の産業従事者は国と比較して第１次産業の割合が高いが、その
数は減少傾向にある（国 4％、石川県 3％、志賀町 11％）。産業別では「製造業」「建設業」
「卸売業・小売業」の従業員数が多く、「電気・ガス・熱供給・水道業」の従業員数が他都
市よりも比較的多いことが特性である。（志賀町人口ビジョン 2015）これは、1993 年に志
賀町赤住地区に北陸電力志賀原子力発電所が開設されたことによる周辺地域の産業構造変
化の影響によるものである。また、志賀原子力発電所は、東日本大震災による日本の原子力
発電を取り巻く環境の変化し、さらに志賀原子力発電所地下の活断層の有無に関する議論
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が地域住民、専門家またメディアを通して広く続いているためその再稼働は不透明である。
この原子力発電所の諸問題は、志賀町をはじめ近隣の市町村、特に隣接の堀松地区の産業構
造、過疎化、少子高齢化問題に複雑な要因を孕ませることになった。つまり町全体の生活基
盤が原子力発電所に依存する形となり、インフラが整備され、その原子力発電所の稼働停止
が長く続く中、堀松地区住民は精神的にも生活状況でも不安定な状況にある。 
（２）綱引き 
１)綱打ち 
綱引きに先立ち藁や竹で綱を作り上げる「綱打ち」が行われる。綱を龍や蛇と見立てる綱
蛇体現や竜神信仰の背景を持つが、現代の参加者にはその意識は薄い。日本では素戔嗚尊の
八岐大蛇退治神話が基となり広まったとされるが、揚子江下流から水稲稲作文化と共にア
ジアの広域に伝播したと考えられている。龍蛇のほか綱をイナムラと見立てる場合や、相撲
の土俵として使用される地域もある。堀松地区では綱を次年度の相撲の土俵に用いる。綱打
ちは、まず綱のより元として地面に杭を 2 本打ち込み、その杭に縄を編むための轆轤を固
定する。荒縄 15 本（過去は 13 本）を縒り合わせて細縄をつくる。次に 3 束の細縄を合わ
せて大縄を編み上げる。轆轤に 3 束の縄を取り付けそれぞれ右巻きに撚りをかけ締め上げ
る。この時、強度を上げるために縄に水をかけ湿らせ、3 束の綱の芯として割った真竹を入
れ込む。周囲 22 ㎝の真竹を太さ 7 ㎝、長さ 8ｍに揃え、さらに幅 5～6 ㎜の竹籤を綱にねじ
込ませる。綱の正中にドンベと呼ばれる藁房を結び付ける。綱引きの勝敗はこのドンベの最
終位置により決定する。最終的に綱打ちにより 100ｍの縄が 70m となる。この綱を左右両
端から渦巻に巻き、綱を積み重ねて上下を 2 本の孟宗竹で挟んでこれを固定させる。祭り
当日、この大綱を神社拝殿に供え清祓いの儀式を行う。 
2)綱引きの神事 
奉納相撲、綱引き行事に先立ち、午後 6 時 30 分ころ堀松住吉神社拝殿にて綱引き祭りの
神事が執行される。その次第は浅略（神楽太鼓）、修祓、綱引き祭祝詞奏上、玉串奉奠、浅
略（神楽太鼓）である。その際、神前に奏上される綱引き祭りの祝詞は「杉の御神木が聳え
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立つ丘の上に鎮まる住吉神社の神の前に謹み敬い願いを申し上げます。古より 7 月 23 日と
定め神々に捧げようと、海の物、山の物を供え、笛、太鼓を打ち鳴らし御燈を張り廻らして
献上し、大勢の堀松の里人、男子等が社の前に左右に分かれて綱引きの神事と祝いの言葉を
捧げることを穏やかにお聞きいただき、この国が変わることなく永遠に平穏で輝く国であ
ることをお願い申し上げる。さらに堀松の里人たちの咎を許していただき、人々が健康であ
り秋の実りが豊かでありますようお守りください。」という内容であり、綱引きを奉納する
ことにより神々を慰め、楽しんでいただき、これにより神々の神威を高め地域の守護を願う。 
3)奉納相撲 
堀松住吉神社の創建は不詳であるが、本社は摂津国一之宮住吉大社③である。住吉大社の
「住吉松葉大記」に横綱伝説④が残る。つまり住吉神社と相撲は関係が深く、相撲の神とし
て崇められてきた歴史があり、前年の綱が土俵として使われることから堀松住吉神社綱引
き祭りでの相撲奉納は必然と考えられる。また、九州の十五夜綱引きには相撲が開催される
場合が多く、稲作文化としての土俵の稲わらの活用がこれに関係する。そして綱引き祭りに
相撲が開かれるのは、堀松の綱引き祭りが九州を基とした伝播であることを表している。 
堀松住吉神社綱引き祭り奉納相撲の神事で祭主が神前で奏上する奉納相撲祝詞は、「住吉
神社の神々に毎年恒例の一年に一回奉納される住吉神社綱引き祭りの奉納相撲に志賀町の
益荒男たちが集まり、その中で寄り倒し、投げ、拉ち、勝ち抜き大関に適う者が雄叫びをあ
げ、競い合った輩たちとその喜びを神々に捧げ、神々の恩恵により相撲の道に励み、この栄
誉を未来にお伝え戴き、健康と仕事の充実、家族の幸を願う」との内容であり、相撲を奉納
することにより神々を楽しんでいただき神威を高め、これにより住民の幸せを願う。 
相撲は午後７時頃、先ず子供相撲が始まる。午後 8 時頃から稽古が行われ、8 時 30 分頃
から取り組みが始まる。一番勝負、三人抜きなどが行われ、勝ち力士には日用雑貨等の賞品
が与えられる。9 時 30 分ころ五人抜きをもって大関が決定される。大関は単に力士として
の力量のみではなく、日頃の精励精進が当日の相撲に反映され、五人抜きは同輩との厳しい
稽古のような「かわいがり」の末に達成される。またそのかわいがりは、観客を大いに盛り
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上げる。 
大関の決定後神社拝殿で大関任命神事が行われる。浅略神楽、祝詞奏上、玉串奉奠、浅略
神楽、御神酒拝戴の後、大関には祭主より竹御幣、御神酒が授与され、大関、綱引き祭り主
催者、青年団員が御神酒を拝戴する。その後、拝殿より競い合った力士たちの騎馬（マー）
に跨り、綱引き会場へ向かい祭りの参加者から祝福を受ける。（図３－１８）力士は志賀町、
また近郊より参加するが、最盛期の 1960 年代は参加者が多く、大関の決定までに長時間を
要していたが、近年は 10 人程度と少なくなっている。その後奉納相撲と綱引きの間に太鼓
などの芸能などが奉納され、神社前では綱引き祭りに対する人々の興奮が徐々に高まる。      
    
図３－１８ 御幣を授与された大関と騎馬（筆者撮影） 
 
 
堀松住吉神社綱引祭奉納相撲祝詞 
掛介巻久母畏伎住吉神社乃大前爾膝折里伏世宇奈根突伎抜介氐恐美恐美白左久 
常乃例乃随々爾一年爾一度仕閉奉留住吉神社綱引祭奉納相撲爾志賀町乃若伎益荒男等神集比爾
集比氐相撲乃技事仕閉奉里奴 故今志数多奈留益荒男於寄里倒支投宜拉宜氐勝知得多留大関爾適比
留 某 雄叫毘母勇麻志久入紐乃同自心登競比支輩共爾大前爾参来集比其賀由乎告宜奉里喜毘奉留
状乎平介久聞志召志給比氐今母往先母大神乃奇志久妙奈留御恩頼乎蒙里奉里給比氐弥益々爾力乎増
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左志米其賀相撲乃道爾励美給比氐高伎誉礼乎千代爾万千代乃末迄輝加志米給比身健弥加爾生業豊介
久栄由留家乃幸多伎家登守里幸閉給閉登恐美恐美母白須  
4)綱引き 
元々大漁と豊作を占う卜占の意味を持つ。「ヤッショー、ヤッショー」の掛け声で青年団
が神社拝殿から大綱を担ぎだし、綱引き場の通りへ移動する。まず山側、次に浜側へ掛け声
とともに練り歩き、祭場の人々のボルテージが上がる。その後神社前に建てられた御明燈前
が中心になるよう綱が解かれる。浜側、山側両方の先端部分を青年団が 2 名ずつ持ち、合図
とともに山、浜側に疾走する。綱が張られたと同時に人々は綱に群がり綱引きが始まる。勝
敗は最終的にドンベが山側、浜側どちらにあるかで決まり、勝者側には綱引き祭り祭主より
竹御幣が授与される。しかし綱引き参加者は山、浜どちら側に与しても構わず、立場が決ま
っていないため勝利者側に授与される御幣（大関に授与される御幣と同じ形、サイズ）の被
授与者は偶然的に決まる。また時には綱が切れて引き分けとなることもある。（図３－１９）
（図３－２０） 
（３）綱引き祭り機能と構造 
1)御燈とキリコ（奉燈） 
過疎化、少子高齢化が進む以前、青年団員が多数存在した昭和 40 年頃には綱引き、相撲
のほかにキリコ奉燈が担ぎ出されていた。綱引き祭りにキリコが伝播したのは、周辺地域の
旧富来町の八朔祭りのキリコ祭りの影響である。しかし、過疎化によりキリコを担ぐことが
負担となる。現在、綱引き祭りの若衆、青年団員数は 20 名弱であり、綱引き、神事相撲な
どの実施、準備を考慮すればキリコを担ぎ出すことは不可能であり、中断・消滅が余儀なく
された。 
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    図３－１９ 舁き出される綱（筆者撮影） 
堀松綱引き祭りでは、祭主の祝詞に「御燈波百張千張爾張里廻支献介奉里氐」と綱引き祭り
に「御燈」と表現された灯籠が林立される様子が述べられている。現在、御燈の数は少なく
なっているが綱引き祭事場の中心には綱引きを照らすように立てられている。そして、この
御燈こそがキリコ（奉燈）の原型の一つであると考えられる。それはキリコ、御燈に書き示
される祈願コピー、人々への人生訓などの共通点がみられるからであり、直方体の御燈に担
ぎ棒を付ければキリコとなる造形であるためである。現在の御燈には史記の李将軍伝讃「桃
李不言下自成蹊（桃李もの言わざれど下自ら蹊を成す）桃や李は何も言わなくとも美味であ
りためその下には自然に道ができる」、論語の「人無遠慮必有近憂（人遠き慮り無ければ、
必ず近き憂え有り）遠い将来のことについてきちんとした考えを持っていないと、必ず近い
うちに困ることが起こるもの」、司馬遷の伯夷列伝「天道無親常与善人（天道は親なし、常
に善人に与す）天道は公平無私であって常に善人に味方する」、老子の「九層之台起於累土
（九層の台は累土より起る）九層もの高層の建築物も僅かな土を積み上げることから始ま
る」、易経の「積善之家必有全慶（積善の家には必ず余慶あり）、善行を積み重ねた家にはそ
の報いとして必ず幸せが訪れる」、淮南子人間訓「有陰徳者必有陽報（陰徳ある者は必ず陽
報あり）人知れずよいことを行う者には必ず目に見えてよいことが返ってくる」などの人生
訓が書かれている。現在は宮司宮谷典昭氏が御燈に書き記した漢詩などを新調する際に氏
子が模写している。 
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図３－２０ 綱引きと御燈 （筆者撮影） 
2)米町川と竜神信仰⑤ 
堀松地区には二級河川米町（こんまち）川が流れている。石川県米町川水系河川整備基本
方針石 2014 によると米町川は富来町の山中を源として草木川、長田川、仏木川等の支川を
合わせ、河口近くで最大の支川於古川と合流して、日本海に注ぐ流域面積約 113km2、幹川
流路延長約 17 ㎞である。その流域は志賀町を中心として羽咋市、富来町、鹿西町、中島町、
鳥屋町の１市５町にまたがる。歴史的に米町川の氾濫は地域の死活問題であり、近年でも
1958（昭和 33）年７月の洪水で米町川及び於古川が氾濫し、下流部から中流部の広範囲に
かけて床上浸水約 300 戸、床下浸水約 700 戸の甚大な被害が発生した。さらに 1961（昭和
36）年 6 月の洪水では河口付近の高浜町地区を中心に 100 戸を越す浸水被害が生じた。最
近では 1985 年７月の洪水により米町川中流部で床上浸水 14 戸、床下浸水 34 戸の被害が生
じている。堀松住吉神社宮司宮谷充紳氏は、古くから堀松地区がこの米町川の氾濫に苦慮し
てきた町の歴史があり、綱引き祭りはこれを鎮める目的があったとして綱引き祭りと米町
川の関係を指摘する。これは綱を龍や蛇と見立てる「綱蛇体現」を示すものであり、水神と
しての竜神の霊力による祈雨治水と豊穣祈願がこの綱引きの目的であった。堀松の綱引き
祭りが 7 月 23 日に行われてきたことから、梅雨時の米町川の氾濫を鎮めるための祈願と空
梅雨での雨乞いとしての意味があり、現在でもこの祭りの成立と継承に影響している。能登
半島には烏帽子親制度⑥があり、さらに志賀町には義倉制度⑦も存在した。厳しい生活環境
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の中、堀松の綱引き祭りは，これらの地域継続のための地域の結束のための社会制度と捉え
られよう。 
3)地域社会構造の複雑化 
志賀町人口ビジョン 2015 によれば、志賀町の産業従事者は国と比較して第１次産業の割
合が高いが、その絶対数は減少傾向にある（国 4％、石川県 3％、志賀町 11％）。産業別で
は「製造業」「建設業」「卸売業・小売業」の従業員数が多く、「電気・ガス・熱供給・水道
業」の従業員数が他都市よりも比較的多いことが特性である。これは、1993 年に志賀町赤
住地区に北陸電力志賀原子力発電所（定格熱出力 1 号機 159.3 万 kW、2 号機 392.6 万 kW）
が開設されたことによる周辺地域への産業構造の変化によるものである。また、志賀原子力
発電所は、東日本大震災による日本の原子力発電を取り巻く環境が変化し、さらに志賀原子
力発電所地下の活断層の有無に関する議論が地域住民、専門家またメディアを通して広く
続いており、その再稼働は困難な状況にある。この原子力発電所の諸問題は、志賀町をはじ
め近隣の市町村、殊に隣接の堀松地区の産業構造、過疎化、少子高齢化問題に複雑な要因を
孕ませることになっている。つまり町全体の生活基盤が原子力発電所に依存する形となり、
インフラが整備され、その原子力発電所の稼働停止が長く続く中、堀松地区住民の日常は心
理的にも生活環境でも不安定な状況にある。 
このような環境下での堀松住吉神社綱引き祭りの現状を図３－２１で図解した。堀松住
吉神社の綱引き祭りは九州から輪島の住吉神社へ伝播した綱引き祭りが、250 年前に宮司を
介して輪島から堀松に伝わり継承されてきた。綱引きは綱を龍や蛇とする「綱蛇体現」であ
り、水神としての竜神の霊力による祈雨治水・豊穣祈願がこの綱引きの神事としての目的で
あった。綱引きの綱は水を司る龍とみててられ、綱は次年には奉納相撲の土俵にも使われる。
堀松には 2 級河川米町川が流れており、干ばつに対するその恵みに感謝し、氾濫を畏れ敬
ってきた。また米町川の治水には地域の結束が不可欠であり、水神を意識させる綱引き祭り
には水害に対する集団集約の機能を持ち、危機意識を高めることができたと思われる。この
集団の集約は生産効率と危機管理に役割を果たしてきたが、機械化や減反政策は互酬や集
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団集約を不要にした。そして綱引き祭りも 250 年間継続してきた意味を失いつつある。 
産業構造が激変したこの地域は、もともと伝統的農村地帯であり少子高齢化、過疎化そし
て限界集落化が進んでいる。祭りを主催する青年団員の人数は減少して奉燈を担ぎ出して
いた余裕はない。しかし団員の結束は強く、勤務先が遠くとも祭りのために度々帰省し、伝
統に則り儀式や伝統的綱の作成方法を継承している。森田三郎は集団について、どの様な集
団であっても消長はあるが、集団は自身の自己保存を目指す傾向を持ち、定期的な儀礼や祭
りの実施は、それぞれの集団内の秩序を再確認し、集団の維持、存続にとって効果がある。
多くの集団が儀礼や祭りを持つのは、集団自身中心メンバーが効果を狙って企画したから
であるとする祭り＝儀礼的時事実についての集団集合仮説の説明であるとした。[森田
1990：134]また人間は象徴を規則正しく祭りを利用することによって自己のアイデンティ
ティを確認するとした。[森田 1990：142]この厳しい環境状況の中で青年団は、綱引き祭り
を通して集団を集約し、自己確認を行うことにより祭りを維持継承しているといえよう。そ
して地域の維持につながっている。 
      
図３－２１ 堀松住吉神社綱引き祭りの現状（筆者作図） 
① 輪島には海士町があり、そのルーツは北九州福岡県鐘ヶ崎である。毎年正月・2 月頃
に能登へ鮑漁に来て、秋ごろに帰国するという生活をから 1600 年代初め（寛永年間）
に鵜入、光浦に移住し、鳳至町と輪島崎の間に拝領を許された。この時、北九州に多
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くみられる綱引き祭りが伝わった。海士町では腰巻姿の若衆が神輿を担ぎ、奥津姫神
社を出御し、神輿が海に入る入水神事が行われる袖ケ浜へ向かう。入水神事では神輿
に手綱が結ばれ、海中へ進む神輿と陸地から子供が引っ張り合う。綱引きの時間が長
引くほどその年は豊漁になると言い伝えられている。  
② 農・漁業の豊凶、年間各月の天候状況などを占うこと。方法としては、競争の形をと
るものとそれ以外の印によるものとに大別される。競争では綱引き、歩射 、石打ち、
競馬、競舟 、棒倒、相撲などがあり、粥占、作だめし、炭占、豆占などがある。 
③ 摂津国 （現大阪府北西部と兵庫県南東部旧国名) の一宮。全国約 2300 社余の住吉神
社の総本社。 
④ 往古の住吉大社年中行事のうち、相撲会の神事が最も壮麗で盛大なものであった。ま
た伝説として 810 年～823 年（弘仁年間）住吉大社の相撲会において最強を誇った近
江国の力士ハジカミは無敵であり、対戦相手がいなくなった。相手を求め行司志賀清
林は、神前の注連縄をとり力士ハジカミの腰に纏わせ、ハジカミと相撲をとって腰の
しめ縄の垂れに手をかける者があれば、これを勝ちとするとした。しかしハジカミに
勝るものは無く誰もこのしめ縄に触れることができなかったという最高位横綱の起
源説がある。現在、大相撲３月大阪場所に先立ち、住吉大社において公益財団法人日
本相撲協会奉納による「手数入奉納（横綱土俵入）」が行われる。この横綱伝説の故事
に因み、第一本宮前の御神木に横綱による注連縄の奉納が行われる。 
⑤ 古代中国の想像上の霊獣である竜に対する信仰。日本における竜神信仰は中国の影響
を受けながら、その信仰対象は蛇を神格化した竜である。水の神として農耕生産と結
びつき、治水、雨乞行事を川、沼、池、淵などで行う。農耕儀礼として竜蛇をかたど
った藁縄で雨乞いや綱引き行事が行われる。 
⑥ 烏帽子親（えぼしおや）は、元服儀式の際に加冠を行う者。烏帽子（よぼし）親制度
は能登地方の擬制親子の習わしである。一旦親子関係が成立すると実の親子と同様の
関係が続けられる。その理由は一度親戚関係を結んでもその関係が疎遠になるためこ
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れを強化するためである。烏帽子親子は、農業や漁業といった親の生産労働に対する
労働力の提供、冠婚葬祭の補助などを行う。親は子に対し経済的、物質的な援助を行
うほか、実の親以上の相談相手となる。この相互行為としての烏帽子親子は、地域集
落の秩序維持や共同体意識の醸成に役立っている。 
⑦ 干ばつ、凶作の際、窮民を救うために設けた非常米貯蓄制度。 
  
第３節 本章のまとめ 
 
第 1 項：キリコ（奉燈）祭の祝詞 
祝詞は神の祭りの時、上に向かって奏上したり、祭に奉仕する神職や参集した人々に向か
って宣り聞かせたりする文章である。厳粛な祭儀の場で読まれた文章であり、神に祈願する
懇篤丁寧な措辞と、人の心に響く荘重流麗な日本の文章の文学的修飾の古体を示すもので
ある。祝詞の読み誤りは許されずその表記には「宣命書き」①が用いられる。それは日本語
の語順に従って、主として自立語を漢字の大文字、助詞、助動詞、活用の語尾などを万葉仮
名で小字に書く表記法である。一般に宗教行事においては、古代が尊重される。従って祝詞
の中には、日本の古語が保存されており古代の言語、文章、文学を研究する上でも貴重であ
る。［青木 1976：5-8］また、白江恒夫は祭祀（祭り）を言語と行為の二つの要素で構成さ
れるとした。白江は、祭祀とは人間の持つ力を越える存在（カミ）を認知し畏れて祭るとき、
祭る側の人間が順序・次第に則り一定の所作を連続して行う中で、カミに対する期待や欲
求・祈願等を主な内容とする祈りの言葉を奏上することである。したがって祭祀の言葉は、
祭祀を構成要素である言語（祈りの言葉）と一方の要素である行為に関する言葉も含まれる
とする。祭祀は保守的性格を持つため、その言語は祝詞などに古語を用いる。[白江 2010：
1－2] 調査対象とした各キリコ祭りの祝詞は宣命書きの形式であり、願いと行為に関する
言葉によって構成されている。 
キリコ祭りは主に「夏祭：お涼み祭り」あるいは「夏越祭」の風流である。従って各キリ
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コ祭りの祝詞は、共通として神社から神輿で涼しい場所へ渡御し、キリコはこの渡御を輝か
し、囃してお供をするとの内容である。一般にキリコは「キリコ」または「奉燈」と呼ばれ
るが、祭主の祝詞では、七尾祇園祭は百千万乃燈、中島御涼祭では大奉燈、藤津比古神社納
涼祭は御明、藤津比古神社納涼祭水落し神事では大灯小灯乃御明、塩津納涼祭は大灯小灯、
燈籠山おすずみ祭は灯籠山、北潟荒御前神社秋祭宵祭は切龍、堀松住吉神社綱引祭は特殊で
あるが御燈である。しかし、須須神社秋例祭、向田火祭の祝詞にはキリコが表記されず奏上
されない。そしてこのような傾向は能登のキリコ祭り全般に共通する。つまり全てのキリコ
祭りでキリコの呼称が統一されているわけではなく、祝詞にキリコが表現されない場合も
ある。（表３－６）その理由としてキリコを担ぎ出すこと自体が新しいものであり、明治期
以降、能登半島全域に流行した流行りもの、あるいは神事とは別の風流、賑やかしであった
と考えられる。 
 
表３－６ 祝詞でのキリコの呼称例 
・七尾祇園祭             《百千万乃
ひゃくせんまんの
燈
あかり
》 
・中島御涼祭             《大奉
おおほう
燈
とう
》 
・藤津比古神社納涼祭         《御明
みあかり
》 
・藤津比古神社納涼祭水落し神事    《大灯小灯乃
おおとうしょうとうの
御明
みあかり
》 
・塩津納涼祭             《大灯
おおとう
小 灯
しょうとう
》 
・燈籠山おすずみ祭          《灯
とう
籠山
ろうやま
》 
・北潟荒御前神社秋祭宵祭       《切
きり
籠
こ
》 
・堀松住吉神社綱引祭         《御燈
みあかり
》 
・須須神社秋例祭              表記なし 
・向田火祭                 表記なし 
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・七尾祇園祭本儀祝詞 
掛介巻久母畏伎大地主神社爾坐背奉留建速素須佐之男命乃宇豆乃大前爾仕奉留 祭主 忌回里
清回里額突奉里氐畏美畏美白左久 
言欲母畏加礼抒大神波也神性建久雄々志久座座氐千早振神代乃昔根之堅州国爾出坐牟登志氐出雲
国奈留鳥上乃地爾至里坐氐荒根八岐大蛇乎切屠坐氐顕世乃妨害乎払除伎給比須賀乃地爾至坐氐波
我心清々志登宣給比即氐御殿乎見立給比氐櫛稲田媛命登住坐給比八雲立乃御歌乎詠給比伎又彼
乃八岐大蛇与里得給比志天乃叢雲乃剱波最母奇伎神剱奈礼波我賀元爾保津倍伎物爾波不在自止宣給
比氐即氐天照皇大御神乃御元爾参上氐献良志米給比伎故此乃奇志伎神剱波即氐天日嗣乃三種神寶
爾志氐実爾貴伎神寶加母加此大伎功志久座坐計留威徳乎崇米敬比奉里功績乎偲毘尊美奉里氐何時波
雖在七月十四日乃今日乎生日乃足日登斎定米氐毎年乃例乃随々爾御祭仕奉留我故爾礼代乃幣帛乎
置座爾置高成捧奉里氐氏子乃町里与里《百千万乃燈乎》大神乃稜威登輝志大前母狭良爾置足良波
志氐老母若伎母雄々志久勇志久掌母亮良爾拍上拝美仕奉留状乎御心宇良爾聞食世登稱辞竟奉良久登
白須 
辞別介氐白左久天日嗣知食須天皇命乃大御代乎厳御代乃安伎御代乃足御代登斎奉給比氐親王諸
王諸臣等又天下乃公民爾至迄皇我大朝廷爾忠実爾仕奉里氐五十橿八桑枝乃如久立栄志米給比又
此久仕奉留御氏子乃人等乎広久厚久守給比恵給比氐心穏爾身健加爾家内安久産業豊介久各母各母
弥賑毘爾生乃子乃八十続爾至留麻伝弥栄爾栄志米給閉登恐美恐美母白須 
＜要旨＞ 
大地主神社の建速素須佐之男命に平伏して祭主が申し上げます。 
大神は堅州国②から来られ、出雲国鳥上の地で八岐大蛇を退治してこの世の災いを払いのけ
て下しました。須賀の地に行かれ櫛稲田媛命とお住まいなられ、八雲立の御歌を詠まれまし
た。また八岐大蛇から得た天叢雲剱③を天照皇大御神に捧げられました。天叢雲剱は皇位継
承の神宝でありご功績と威徳を称え、偲び、尊び、毎年恒例の祭りを 7 月 14 日と定めて仕
えさせていただきます。幣帛④と氏子より広場を埋め尽くす大変多くの燈を老いも若きも
雄々しく勇ましく捧げてお祭りいたします。 
147 
 
改めて申し上げます。 
天皇の御代を穏やかな時代とし、親王、国民に至まで天皇に仕え、いよいよ栄えますよう。
祭りに仕える人々をお守りくださり、身も心も健やかで家内は安定し、産業は賑わい、親族
まで繁栄しますようお願いいたします。 
 
・中島御涼祭渡御所祝詞 
此乃斎庭乎清々志久払比清米氐大神等乃大神輿乃廣前爾斎主慎美敬比恐美恐美母白左久 
石乃上古伎例乃随々爾今日乃生日乃足日爾御祭仕奉留事乃由波玉幸布神代乃昔与里大神乃御徳以
氐撫給比恵美給布廣伎厚伎恩頼乎嬉美奉里辱美奉里氐年毎爾仕奉留御祭波数多在礼抒夏乃夜乃例乃
御涼乃御祭波古与利殊爾尊久厳志久怠留事無久仕奉里来志例乃随々此乃斎庭乎最母涼志久清伎所止
深山乃奥爾八百枝止茂礼留真榊手折来氐奇伎大御霊乎鎮米奉里大路乎祓比清米氐白枝持列禰今志
本津御社乎出御世給比大御神輿乎進米給布随々神職御氏子群肝乃心乃限里斎合世氐御供美志久仕
奉里打鳴須太鼓乃音波御山爾反響志鳴響久鉦乃音止共爾豊川乃郷々爾打渡里吹鳴須笛乃音波弥高
爾日用乃流爾清澄渡里佐夜気伎極美大御徳乃輝伎止《大奉燈》立列倍御笠乃華波天津御空爾照輝
伎壮者等我弱肩母手豊爾大御神輿舁上介弥栄弥栄乃声爾玉鉾乃道乃長道伊良岐賑比津々今志母
此乃岡見堂乃斎庭爾着加世給辺婆暫時波大御神輿舁据衣御旅乃御饗止御食御神酒乎始米海川山
野乃多米津物乎置足波志氐御氏子崇敬者廣前爾伊群参集比氐御祭仕奉久乎平介久安介久受聞食志
宇豆那比給比氐漸氐本津大宮爾還幸里坐世止畏美畏美母白須斯久所食志氐婆見霽志坐須御氏子里々
各母喪無久事無久向幸爾成幸比給比身爾母家爾母枉事無久夜乃守里日乃守爾守里恵美幸給辺止白須
事乃由乎聞食世止畏美畏美母稱言竟奉良久止白須 
  ＜要旨＞ 
この斎庭を清めてお迎えした神輿の大神等に謹み敬い畏れながら申し上げます。 
古く神代の昔から祭りに大神に仕えさせていただき、ご加護、御徳に恵まれることを嬉しく、
感謝の気持ちをもち、お奉りさせていただいております。毎年の数多い祭りの中でも、恒例
の夏の夜のお涼祭は、古くから殊に尊く厳かに怠らず斎庭を涼しく、清め、大神たちの御霊
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をお鎮めして道を祓い清め、神社より神輿にてお進み頂き、神職、氏子は心の限り気持ちを
込めて勤めさせていただきます。太鼓の音は山に響き、鉦の音とともに豊川の郷に打ち渡り、
笛の音は日用川の流れに澄み渡り清らかです。「大奉燈」を並べ、御笠の華は空を輝かし、
若衆は一生懸命大御輿を舁き、イヤサカイヤサカの掛け声で麗しい長い道は賑いながら岡
見堂の斎庭にお着きいただきましたので御旅所として大御輿を据え置き、御旅所の御饗⑤と
して御食、御神酒、米海川山野の物を捧げて氏子、崇敬者が御祭りを仕えさせていただきま
す。願いをお聞きくださいまして後神社に還幸くださいますよう謹んで申し上げます。そし
て氏子の身も家にも凶事がなくお守りくださいますよう畏れながらお願い申し上げます。 
 
・藤津比古神社 納涼祭（おすずみ）祝詞 
鳥総立氐舟木伐留登布能登國青垣山打廻良寸釶打乃里乃真保良爾釶打川乃畔稗造川乃川上爾坐寸 
十七社乃本津社登齋伎奉利鎮里坐須掛巻久母畏伎藤津比古神社乃御前爾齋主恐美恐美毛白左久百
足良受八十日日波有礼杼母八月十四日乎吉日乃足日登齋定米古伎例乃随々爾納涼祭乎仕奉良牟登
大前乎齋廻利清廻利氐御前爾御饌御酒乎始米海乃物畠津物種々献介奉利氏子諸人亦崇敬者賀額
伎拝美奉里年毎乃例乃登志氐氏子中乃老毛若伎毛相寄利相集比入紐乃一心爾打鳴良寸太鼓登共爾御
神輿爾従布《御明》加志乎雄々志久毛優美爾担伎上介行久雁乃列整閉氐御縁深伎水落乃原爾御神幸
仕奉留状乎御心平介久安良介久聞食志給比由久里無久毛過知犯介留罪穢有良牟乎波神直毘大直毘爾
見直志聞直志給比氐氏子乃諸々波申須毛更奈利此乃里乎出伝氐労伎励牟人達更爾波天下乃国民爾至
留麻伝大神乃広伎厚伎恩頼乎蒙良志米給比各毛各毛心平穏比爾身波健也加爾相共爾睦美和美津津負持
職務爾励美氐家角高久広久五十橿八桑枝乃如久立知栄衣志米給閉登恐美恐美毛白須 
  ＜要旨＞ 
厳かな木々が生い茂る能登の山々、釶打の里の釶打川の畔、稗造川の川上に十七社の本社と
して鎮座する藤津比古神社に畏れながら申し上げます。 
数多くの日がありますが、8 月 14 日をよき日と定めて納涼祭を勤めさせていただこうと清
め、御食御神酒、米海川山野の物を捧げて氏子崇敬者が毎年老いも若きも心を一つにして打
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ち鳴らす太鼓とともに神輿に従う御明を雄々しく優美に担ぎ上げ、縁の深い水落の原に御
神幸いただき、思わぬ罪穢れがあれば直していただき、氏子の人々は当然ながらこの里の出
身者さらには国民まで大神のご加護をいただけますよう。一人一人が心は安らかで健康で
みなで力を合わせ仲良く自分のしごとを務め、家が栄えますよう畏れながらお願い申し上
げます。 
  
・藤津比古神社 納涼祭水落し神事祝詞 
青垣山打廻良寸釶打乃里稗造川乃川上爾坐寸十七社乃本津社齋比奉留掛介巻久母畏伎藤津比古神
社乃大御輿乃宇豆乃御前爾恐美恐美白左久 
百足良受八十日日波有礼杼毛今日乃生日乃足日乃吉日登齋比定米氐年毎乃例乃随々納涼祭登御名
波申志氐神幸乃神業仕奉利大神輿乃御先御後爾御共仕奉留氏子乃老毛若伎毛天乃波自弓伊豆乃
鋭心爾打鳴良寸《大灯小灯乃御明》加志乃優美爾毛雄々志久打舁伎行雁乃列整閉氐大船乃由久良由
久良登練渡利来氐今志由縁深伎水落止志乃原爾三巡里乃神業円加爾賑々志久仕奉利終衣暫大御輿掻
据衣奉里御前爾御饌御酒御鏡乃鏡餅海乃幸山乃幸乎御饗登捧介奉利氐弥辞竟閉奉良久乎広田乎渡
留夕風乃清志久釶打川乃清伎淵瀬爾鳴渡留笛乃音乃冴加爾聞食志氐霊幸布神威乎弥益々爾輝加使米
給比氐敷坐寸氏子諸人参集閉留益人等賀由久利無久毛過犯世留事乃有良牟乎波大御心広良爾神直毘
大直毘爾見直志給比各毛各毛賀心平穏爾身波健加爾共爾睦比和美津津生業爾励麻使米給閉登恐美恐
美毛白須 
 ＜要旨＞ 
厳かな木々が生い茂る釶打の里の稗造川の川上に 17 社の御本社を奉る藤津比古神社の大御
輿前畏れながらに申し上げます。 
数多くの日がありますが、今日を毎年お祭りいたします納涼祭と定めて、大神輿の前後ろに
老いも若きも神幸をお仕えいたします。大小灯の御明を優美に雄々しく打舁き、雁の列のよ
うに整然と大船のようにゆらゆらと水落の原に練り渡りました。暫く大御輿を据え置いて
御饌、御酒、御鏡餅、海の幸、山の幸を御饗として捧げ、清らかな夕風の吹く釶打川の清い
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淵瀬に鳴り渡る笛の音の冴かにお聞きくださり御神威を高め輝かしめていただき、参集す
る氏子が図らずも犯した事がありますれば、広い御心で改め直していただき、心は安らかで
健康でみなで力を合わせ仲良く自分のしごとを務め、家が栄えますよう畏れながらお願い
申し上げます。 
 
 ・日面神社 唐島神社 二社合同 塩津納涼祭 
此乃大宮所乎厳乃斎庭止定米産土乃大神止弥奉留日面大神鹿島大神乃御霊代乃大前爾恐美恐美
母白佐久 
大神等乃広伎厚伎大御徳乎仰伎奉里尊美奉里氐御祭沢奈留中爾年毎乃例乃随々今日七月 日乎生
日乃足日止祝定米氐真夏乃中爾大神乃報賽乃禮事仕奉良久止言巻久母畏伎幸草乃二柱乃大神乎曽
与吹久風乃神那辺乃木陰涼志久御心乎和米奉良久止御氏子崇敬者群肝乃心乃限里齋上介津々清伎
赤伎誠乃以氐御涼為須御祭納米奉良久止御霊代乎神輿爾宇弥宇弥志久移志奉里猿田彦乃先祓鉦太
鼓笛乃音母賑矢加爾《大灯小灯》爾火乎入礼若者等乃弱肩母多由多爾海渡里乃業母幽幻爾又三回
乃業母由加志久終閉氐是乃広庭爾齋奉里大前爾齋廻里清廻里御酒御饌種々乃味物乎捧介奉里仕奉
留状乎平介久安良介久聞召志氐大神等御心乎一津爾志御力乎合世給比天皇命乃大御代乎安御代乃厳
御代止常磐爾堅磐爾齋奉里幸閉奉里給比天乃下平和爾四方乃海安久敷坐世留御氏子崇敬者等和
美睦美津々病志伎事無久煩志伎事無久生乃子乃八十続伎爾至留迄立栄閉立賑比家門弥益々爾栄閉志
米取作良牟奥津御年乎始米田津物畑津物作留止作留物豊加爾向坂爾成志幸閉給閉氐御氏子諸人等
幾久志久立栄閉給閉止恐美恐美白須 
 ＜要旨＞ 
この大宮の斎庭に産土の日面大神、鹿島大神に恐れながら申し上げます。 
大神等の御徳を仰ぎ尊んで数多くの祭り中、例年のように真夏の７月 日にお礼参りの祭
りを仕えます。日面大神、鹿島大神を爽やかな風が吹く木陰に御心を和ませんとして氏子、
崇敬者が、一心に心を尽くし涼やかに御祭を勤めます。神輿にお移りいただき、猿田彦⑥が
御輿の前を祓い、鉦、太鼓、笛の音で賑わせ、大灯、小灯に火を入れ若衆が担ぎ幽幻に床し
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く海を渡り、この広庭で清めた御酒、御饌など味物を捧げますことをお聞き入れくださり、
二柱の神の御心を一つとして、天皇の代が永遠に安寧で立派な代となり、平和で四海は穏や
かで、氏子崇敬者は仲良く病や患うことがありませんよう。親族まで家は栄え、田畑の作物
は豊かに稔りますよう。氏子の人々が栄えますよう畏れながらお願い申し上げます。 
  
・燈籠山 おすずみ祭祝詞 
深緑涼風爽加奈留春日乃山乃山本乃底津岩根爾大宮柱太敷立氐高天原爾千木高知里氐鎮里坐須掛
介麻久母畏伎春日神社乃大前爾宮司恐美恐美白佐久 
大神達乃高伎尊伎恩頼乎仰奉里尊奉留氏子崇敬者等年毎乃例乃随爾今日乃生日乃足日爾大神乃
御心乎平介久安介久慰奉里氐罪穢乎祓清留礼式爾基乎奈須御須須美乃御祭仕奉良留登齋麻波里清麻
波里氐献奉留御饌御酒乎始氐種種乃味物乎平介久安良介久聞食志氐古爾志世与里伝閉来志《灯籠山》
乎町毎爾曳伎出志木遣音頭母高良加爾舞乃手振母面白久吹伎合波須笛乃調母打津太鼓母鉦母賑賑志
久御氏子乃諸人等悦毘笑疑楽志牟状乎御心母豊加爾諾比聞食志氐此与里後榊神輿渡御乃道乃長手
母恙牟事無久障留事無久八十禍事有良志米受涼志伎御仮屋爾鎮里坐志氐厳志伎美志伎灯籠山乎見曽
奈波志氐今母往先大神乃広伎厚伎大御稜威乎蒙良志米給比氐各母各母身健加爾心楽志久御祭仕奉里
氐子孫乃八十続五十橿八桑枝乃如久此乃飯田乃町乎弥栄衣志米給閉登恐美恐美白須 
＜要旨＞ 
緑深く涼風爽やかな春日の山の麓に鎮まります春日神社の大前に宮司 畏れながら申し上
げます。 
大神等の恩頼を仰ぎ尊ぶ氏子崇敬者たちが例年の今日、大神等の御心をお慰めしようと罪
穢れを祓い、お涼祭りに潔斎して御酒、御饌など味物を捧げますことをお聞き入れくださり、
古から伝わる灯籠山を町ごとに木遣り音頭も高らかに曳き出し舞の手も面白く、吹き合わ
す笛の調べ打つ太鼓も鉦も賑やかに氏子たちは喜んで笑い楽しむ様子を御心も豊かにお聞
きくださり、この後榊神輿の道中には禍がなく仮宮にお鎮まりになり灯籠山をお楽しみい
ただき、今より大神の御稜威により、皆々が健康で心楽しく御祭りに仕え飯田の町が栄えま
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すよう畏れながらもうしあげます。 
 
 ・北潟荒御前神社秋祭 宵祭 発輿祭祝詞 
此乃処爾担上介奉留大神輿爾鎮米奉留掛巻久母畏伎此乃里乃産土乃大神乃大前爾恐美恐美白左久 
常母産土乃大神乃高伎尊伎恩頼乎蒙里奉里氐負持津家業務爾勤美励美氐有留此乃里乃御氏子乃諸
人等年毎乃例乃任々爾此乃年乃大御祭乎仕奉良牟止大御輿乃大前爾御食御酒乎始米氐種々乃味物
礼代乃幣帛捧介奉里拝美奉留此乃状乎平介久安介久諾比聞食志此乃大御輿乎担上久留諸人等乎始
米《切龍》乎担上久留諸人等爾至留迄禍犯世留罪気枯礼乎神直日大直日爾見直志聞直志麻志氐手
乃躓足乃躓諸々禍津事無久御幸乃道乃長手爾怠留事久神業母美志久今宵乃大御祭喪無久事無久仕
閉奉良志米賑々志久御氏子乃諸人等乎夜乃守里日乃護里恵美幸閉給閉止恐美恐美白須 
＜要旨＞ 
これの処に担ぎ上げまつる神輿に鎮まります産土の神に畏れながら申し上げます。 
産土の神のおかげをもちまして仕事に励み勤しむ氏子たちは例年通りに御食、御酒、種々の
味物と幣帛を捧げてお祭りを仕えますことをお聞きくださり、大御輿をはじめ切龍を担く
人々まで犯した罪穢れを見直し聞き直しいただいて、禍なく渡御の道中が美しく賑やかに
使えさせていただき、氏子の人々をお守りくださいますよう畏れながらお願いいたします 
  
・志賀町堀松 住吉神社 綱引祭祝詞 
此乃高伎岡爾年経留大杉乃高々爾神佐備坐須掛巻久母綾爾畏伎住吉神社乃大御神等乃宇豆乃御前
爾仕閉奉留宮司謹美敬比氐白左久  
古与里仕奉里来多里支常乃例乃随爾此乃文月乃二十三日乃生日乃足日登選比定米氐綱引乃御祭仕閉
奉留登志氐御饌御酒海川山野乃種々乃味物乎捧介供閉奉里笛吹伎太鼓打鳴志《御燈》波百張千張
爾張里廻支献介奉里氐此乃堀松乃里輪乃男乃子供賀御社乃御前母狭良爾参来集比右爾左爾立別礼綱
引乃神業仕奉里夜須我良寿言伎仕奉留事乃由乎大御心母隠比爾聞食給比氐明津御神登大八洲国知
所食須皇御孫命乃大御代乎手長乃御代登堅盤爾常盤爾齋比奉里五十橿御代乃足御代登幸比給比
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阿礼坐須皇孫等乎母津賀乃木乃弥継伎継伎爾栄令米給比皇大御国乃大御稜威乎朝日影豊坂登留
如久万外国迄爾立輝加志米給閉登申須 
言別氐白左久大御神乃敷坐須此乃堀松乃男女等賀咎過在良牟乎波見許志聞許志坐氐恵幸比給比各母
各母我産業乎母弥進米爾進米弥勤米爾勤米志米給比随神乃道爾違布事無久公乃御法爾背久事無久睦
毘賑毘氐生子乃弥継々爾春山乃賑布秋乃田乃豊介伎里登在良志米夜乃守里日乃守里爾守里恵美幸比
給閉登恐美恐美母白須  
＜要旨＞ 
神々しい大杉生えるこの岡に鎮まります住吉神社の大神等に宮司が謹み敬い申し上げます。 
いにしえより文月（7 月）23 日を例祭日と定めて、御饌、御酒、海川山野の味物を捧げ綱 
引き祭りをお仕えいたします。笛を吹き、太鼓を打ち鳴らし御燈を百張、千張、張り廻せ 
て捧げ、堀松の里の男子供が社前に参集し、左右に分かれて綱引きの神事を祝い仕えます。 
御心を穏やかにお治めくださいまして、大神、日本と天皇の御代が長くとこしえに続き栄 
えてその威光が外国にまでかがやきわたりますよう。 
 
 ・須須神社 秋例祭祝詞 
掛介麻久母畏伎須須神社乃大前爾 宮司 恐美恐美白左久 
高天原爾神留里坐須神漏岐神漏美乃命以知氐天津社国津社登弥辞竟奉留中爾此乃大宮乎静宮乃
常宮登鎮里坐須大神等乃広伎厚伎恩頼乎尊美奉里一年一度仕奉留常乃例乃今日乃生日乃足日爾大
前爾御饌御酒乎始米山野乃物波甘菜辛菜海乃物波鰭乃広物奥都藻菜辺都藻菜爾至留迄爾供閉
種々乃味物幣帛乎母献奉里氐秋乃大御祭仕奉留状乎平良介久安良介久聞食志氐天皇乃大御代乎手
長乃御代乃厳志御代登堅磐爾常磐爾齋奉里幸閉奉里給比御氏子崇敬者天乃下四方乃国民爾至迄
大神等乃大御稜威乎弥遠永爾蒙良志米給比各母各母清伎明伎真心持知氐負持都生業爾勤美励美氐
互爾睦毘和美都々平和志伎浦安乃世乎修理固成志人類乃世乃福祉乎増志進米家々継足良比氐子孫乃
八十続五十橿八桑枝乃如久立栄閉志米給閉登恐美恐美母白須 
＜要旨＞ 
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畏れながら須須神社の大前に宮司 申し上げます。 
高天原の皇祖神の御命令によって、お祭り仕えます多くの宮社の中でこの大宮に鎮座さ
れる大神のお恵みをいただき一年に一度の今日の秋の祭りに御饌、御酒、山野乃の物は甘
菜辛菜、様々な魚、藻菜、幣帛を供え献上して秋祭りをお仕えいたしますことをお治め下
さり、天皇の御代が永遠に素晴らしい御代となり氏子、崇敬者、国民まで大神の御威光を
蒙り、それぞれが清々しく明るい心で仕事に勤め励み、互いに仲良く平和な人類の世作り
上げ福祉を進めて次の時代にも益々栄えますよう畏れながらお願いいたします。 
 
・向田火祭祝詞 
掛巻久母畏伎伊夜比咩神社乃大前爾 宮司 恐美恐美白左久 高天原爾神留坐須神漏伎神漏
美乃命以知氐 天社国社登弥辞竟奉留中爾此乃宮代乎静宮乃常宮登鎮座須大神乃廣伎厚伎御恵
乎仰奉里氐此乃月乃夕乎吉日乃吉時登斎比定米氐年毎爾仕奉里來志例乃随々爾鎮火祭乃大松明焚
上神事乎崎山乃広場爾厳志久美志久執行比今志障留事無久滞留事無久本殿爾還里鎮座須御祝乃御
祭仕奉留登為氐大前爾献奉留御饌神酒種々乃物乎平介久安介久聞食志氐天皇命乃大御代乎堅磐爾
常盤爾齋奉里幸奉里給比御氏子諸人等我由久里無久母過知犯世留罪事有良牟婆神直日大直日爾見
直志聞直志坐志氐大神乃高伎深伎恵乎弥遠長爾蒙良志米給比神乃道爾違布事無久背久事無久負持津
家業爾勤美励美互爾睦毘和美津々浦安乃世乎修固成志家々給足良比五十橿八桑乃如久立栄閉仕
奉良志米給閉登恐美恐美母白須 
＜要旨＞ 
畏れながら伊夜比咩神社の大前に 宮司 申し上げます。 
高天原の皇祖神の御命令によって、お祭り仕えます多くの宮社の中で伊夜比咩神社に鎮
座される大神のお恵みをいただき毎年この日と定めて大松明の神事を崎山の広場で厳かに
美しく執り行い神社に戻り御饌、神酒、種々物を捧げてお祝いの祭りを仕えます。天皇の御
代が永遠に安寧で立派な御代となり氏子達が図らずも犯した罪を見直し聞き直しいただき、
深い恵みを蒙り神の道から外れることがなく仕事に勤しみ励んで睦あって平和な世の中を
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作り上げ益々栄えて仕えさせていただけますよう畏れながらお願いいたします。 
 
・向田火祭り安全祈願祝詞 
掛巻久母畏伎伊夜比咩神社皇大神大前乃大前爾恐美恐美白左久 
年事爾仕奉里來志例乃随々爾此乃崎山乃広庭爾今日乃夕乎吉刻登齋比定米鎮火祭大松明焚上乃
神事爾従事留諸人等我由久里無久母過知犯世留罪穢有良牟乎婆神直日大直日爾見直志聞直志坐志
氐怪我過知有良志米受守給比恵給比厳志久美志久仕奉良志米給閉登恐美恐美白須 
＜要旨＞ 
畏れながら伊夜比咩神社の大神の大前に申し上げます。 
毎年仕えますこの崎山の広場に今日の夕刻のよき刻と定めて鎮火祭大松明焚上の神事に従
事する人々が図らずも犯す罪穢れを見直し聞き直しいただき、怪我や過ちがなく仕えさせ
ていただきますよう畏れながらお願いいたします。 
 
① 宣命・祝詞などに用いた、漢字による国語の文章表記の形式の一。体言や用言の語幹
などは大きく、助詞・助動詞・用言の活用語尾などは 1 字 1 音の万葉仮名で小さく記
したもの 
② 日本神話に登場する異界。古事記では「根之堅洲國」・「妣國」、日本書紀では根国・ 
「底根國」、祝詞では根の国底の国・根國底國・底根の国。 
③ 八咫鏡 ・八尺瓊勾玉・天叢雲剱を三種の神器と称する。記紀神話で、素須佐之男命が
出雲国の簸川の川上で、八岐大蛇を退治した時に、大蛇の尾から得たという霊剣。草
薙剣。熱田神宮に祀る。 
④ 「みてぐら」は布刀(太：ふと)・宇豆乃(うづの)・豊幣帛(とよみてぐら)等の表現が
ある。神に献るものの貴さ、豊かさを言葉の上で、美称表現したもの。  
⑤ 飲食のもてなし。御馳走。「一柱騰宮(あしひとつあがりのみや)を造りて御饗奉る」 
⑥ 天孫降臨の神話で先導をした神。古事記では、天の衢にいて「上は高天原を光し、   
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下は葦原の中国を光つ神」として登場する。 
第 2 項：キリコ祭り継承のための課題 
（１）キリコの正体 
キリコは 1646（正保 3）年の輪島住吉神社の大祭で切籠（キリコ）の初見以来、現在に至
るまで神々を導く標、神輿を照らす松明、行燈、大提灯の目的と機能を持つ。しかし、宇出
津あばれ祭や七尾祇園祭にみられる京都祇園祭、祇園会を起源としている祭の山・鉾・屋台
は、疫神・疫病を奉じて賑やかに境界に送り出すことが本来の目的である。またその他、キ
リコが担ぎ出されるお涼祭、夏越祭などでも祭りの神事を含めたスケジュール、次第は同様
であり、神輿を照らす他に依代・招代としての役割を持つことはその形状から明らかである。
つまり神籬・依代としての山・鉾・屋台の一種なのである。 
キリコの屋根は切妻の形式で地板は化粧板とし、妻が合わさる部分には懸魚、棟には鳥衾
が付けられ火除けを表す。屋根の下の奉灯最上部の飾りは、神々を招く御幣、榊、注連縄、
幕であり、これらはキリコが神々を招く神籬、依代であることを意味する。神輿には神社の
神々が遷り、キリコには疫神、邪神を招く。キリコ祭りは招いた疫神たちを境界としての海、
川へ炎を焚き上げながら賑やかに送り出す仕組みを持つ。しかしこの宗教的キリコの機能
と役割を人々が意識することは各キリコ祭りの次第、形式、あるいは神事からもみることは
できない。あくまでも神は神輿で渡御し、キリコは神輿の神々を照らし、その威勢を披露す
る「神人公交会」して神威を高めるための装置として捉えられる。 
畠山治世、藩政期より能登半島で最も栄えていたと考えられる七尾市府中町界隈では、能
登國の印璽と鑰を祀ってきた印鑰神社①のお涼祭り「互市祭」（７月第１土曜日）に大小 12
基のキリコや山車が担がれ曳行されるが、昭和 30 年代までキリコ（奉燈）ではなく、各町
が魚などを模った急作りの「にわか」が担ぎ出されていた。それ以前、互市祭は藩政期が最
も盛大であったとされるが、藩政期には奉燈と枠旗が担がれてきたと伝わる。さらに奉燈が
担がれると同時・相撲が興行され、その名の起源である飴売りなどの「市」が立ち、明治期
には境内で互市音頭が踊られた。一方で祭りの神事を勤める神職は伝統の能面（室町期、藩
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政期作）を被り舞踊を奉納されており、大いに賑わったと伝わる。 
神主の舞踊の諸役の詳細には以下の記録がある。 
「尚此の舞踊の諸役左の通り、面を懸け車態をかむり上着かるさん襷を懸く、腰振 所口
神社・鎌はき 所口神社・二腰振 山王神社・火遊び 天満神社・鍬を焼き踊る 飯川神社・
弓かりこ 二宮神社・笛吹 某・太鼓うち 某」［七尾市史第 6 巻 1974：347］ 
広域の神社から多くの神職が祭員として招聘され、催し物として舞踊を披露して民衆と
神々の仲取持の役割を果たしていた。またこの神職の踊り諸役には神社の通称が記せられ
ている。腰振りの所口神社は能登生國玉比古神社、山王神社は大地主神社、天満神社は松尾
天神社、飯川神社は久志奈太伎比咩神社、二宮神社は天日陰比咩神社である。各神社の神主
の通称をもって表記されていることは、互市祭りの娯楽性を表しているともいえよう。本来
キリコは祭りの主役ではなく、人々の楽しみ、賑やかし、祭りを見せるための行事であるこ
とが祝詞の比較分析でも明らかである。 
（２）継承のための課題 
熊沢栄二らは、奥能登珠洲市において、公民館区ごとに祭礼の運営に精通する公民館長 
10 名を対象にヒアリング調査、分析を行いキリコ祭りの衰退の原因を以下の 6 つのタイプ
に分類した。 
・T1 社会基盤変化（電線）：電線の架設に伴うキリコの小型化して祭礼規模が縮小 
・T2 社会基盤変化型（護岸）：護岸工事によりきびしい巡行が無くなり車輪をつけるなどの
改良がおこなわれ、担ぎ手の減少を招いた。 
・T3 社会基盤変化型（道路）：道路の開通により都市への人口流出が促され、担ぎ手が減少
し、帰省者の割合が増えた。これにより日程が変更され、神事としての重要性が低下し
た。しかし近隣地域とのネットワーク形成が促進した。 
・T4 就労形態変化型：参加者の人口構成の変化。女性の参加や帰省者対応としての日程変
更。人手を必要としない運営形態、キリコの改良などはの対策は衰退を止められない。 
・T5 祭り関心低下型：祭礼に対する関心度の低下、女性や観光客の容認、神事の軽視、簡
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素化が衰退を招いた。 
・T6 合理化型：合理化という原因により生活改善が行われた。祭りのヨバレの習慣も各家
庭で準備された料理は仕出しとなり、簡素化が進んだ。経済原理の浸透が衰退を招いた。 
これらの結果からまず「社会基盤の変化」は、伝統的な祭礼の構成要素に影響し、若者の
都市部への流動化を助長した。次に「祭礼関心の低下」による衰退は、地域文化への関心の
低下により人口減少地域の将来の担い手のへの深刻な不安があり、人口維持地域では祭礼
のイベント化による伝統継承の焦りが見られる。「合理化」による衰退に対しては、人口減
少による労力や資本の縮小が避けられない以上全ての祭礼文化を維持することは現実的で
はない。と報告している。 
本調査研究では、各キリコ祭りに程度の違いはあるが、全てのキリコ祭りに同様の衰退傾
向がみられた。最も勇壮と称される石崎奉燈祭、組織改革により隆昌化が見られる七尾祇園
祭においても、担ぎ手の手伝いや互酬の比率は大きくなりつつあり、キリコの小型化、隔年
開催、地域限定開催などが検討されている。さらに人口減少の著しい奥能登地区などは深刻
である。一方、キリコ祭りの遊戯性の視点からキリコ担ぎの楽しみ面白みが、担ぎ手の不足
により身体的苦痛にかわっている現状は無視できない。適正な人数で担ぎ、いわゆる乱舞で
きれば陶酔感と達成感が喚起され例年のキリコ担ぎを楽しみとすることができる。しかし
本研究の現地調査においては、人数が不足し始めると急激にキリコが動かせなくなり、楽し
さは消えて苦しくなり始めたとの回答を得ている。この「キリコ担ぎの楽しさの低下」はキ
リコ祭りの衰退の最大の問題であると思われる。 
熊沢らはこの衰退の対策として整備された社会基盤を活用して観光客の集約を図り、交
流人口の拡大させ中長期型の滞在を図る観光戦略を策定する。祭礼への関心の低下は地域
文化の担い手の問題であり、行政・研究機関が地域に組織的に関わり幼少期からの郷土愛教
育が肝要である。また合理化による衰退の対策として、戦略的合理化を図るために住民全体
で協議する場の寛容が必要であるとしている。 
本調査においても各キリコ祭りそれぞれに継承のための問題を抱え、継承のために短期
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的、中長期的に対策を取り始めている。例えば本稿第 2 項の七尾祇園祭における互酬・手伝
いの相関のように他の祭りとの連携を模索し、絆を強める活動が行われている。その証とし
て「絆」と記した木札をお守りとして首にかけ奉燈の担ぎ手として結束や他の奉燈祭りとの
互酬関係の強化を図っている。観光客が最も多くなる仮宮周辺では、若衆たちの集金能力の
範囲以内で「一撃花火」として 100 発の花火を打ち上げ、クライマックスの宮入には若衆
が台車で押していた神輿を担ぎ、神事に参加し全員で七尾まだらを唄い踊るといった新し
くも伝統的企画が取り入れられた。この七尾祇園祭は稀な成功事例であるが、そのコンセプ
トはまず若衆の委員会を立ち上げ、祭りの構造と意味、意義を確認し、これに沿った活動を
行うことであった。これにより若衆の祭りへの意識は高まり、合理的な運営を目指すことが
できるようになった。しかし本来が風流としての性格を持つため、キリコ担ぎを中断・消滅
させることに躊躇がない場合も多い。例えば堀松の綱引き祭りはメインイベントとしての
綱引きと相撲があり、奉燈に特段の拘りはなかったのである。能登全体のキリコ祭りの維持
継承を鑑みればキリコ担ぎがその祭りにどのような意味、機能、構造を持つかを再考する必
要がある。石崎奉燈の課題としてあげられていた「奉燈の大きさや、開催日程が変わっても
人々が関わる伝統的祭りの本質を変える事無く、基となる豊漁や安全祈願と恵みに感謝す
る事」を守るように、キリコ祭りはキリコ担ぎ以外の祭りの本質を見極め伝承することが重
要であるとおもわれる。そしてその本質を失ったキリコ祭りは機能を失い役割を終えるこ
とになる懸念があると考えられる。 
 
① 718（養老 3）年、國府を七尾港付近に設け、港の守護神と鎮祭し、能登國國衙の印璽を
保管した由来から印鑰神社と称す、戦國の爭乱天難を土中にさけ、文緑年中赤間田より
地主両川市左エ門郡奉行三輪藤兵衛の夢告により出土し、慶長 2 年大手町、寛永 16 年
府中町と府中村の入会浜に移転、文政 8 年現地に遷宮した。 
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第４章：身体運動文化としての祭り 
 
第１節：身体運動文化 
第 1 項：祭りの身体技法  
祭りの宝庫とも称される能登半島の祭りの象徴的行事は、作り山（でか山）、キリコ、旗
竿である。その特徴は、巨大な山鉾（作り山、キリコ、旗竿）を曳行、担ぎ、舁くことで神々
を移動、運搬する身体運動文化にある。この時、でか山の辻回し、キリコ担ぎ、旗竿の島田
くずしなど祭りごとに独特の技法が用いられる。 
特に能登の人々は労働、余暇とも生活の背景に身体活動が盛んに行われてきた歴史があ
る。特に相撲、番持、芝居が娯楽として行われてきた。相撲は唐戸山神事相撲①をはじめ、
七尾、能登部、熊木の角力場所が畠山治世時代より行われてきた。藩政期には、領民の体力
練磨の目的に一般民衆に相撲を奨励している。1639（寛永 16）年頃は屋敷内にて角力稽古
場を設ける事が許され、農民はいたる所に角力場を設けて娯楽を兼ねて励んでいた。縁日、
祭日には近郷の若衆が集まって対戦し、これを寄合角力、草角力と称して勝利者、関を取っ
た者は、勝鬨をあげて地域一同で喜んだという。そしてその膂力を誉めたたえ、化粧廻しを
作り贈ったのである。これを披露する花角力が行われ、その勝利を村の誇りとしていた。堀
松住吉神社の綱引き祭りの相撲などはその名残であると思われる。また、番持は膂力を試す
ため石や米俵を持ち挙げる競技である。相撲のように寄合番持が行われ、一石（180 ㎏）以
上の米俵を持ち上げる者も各村々に少なからずいた。このため寄合番持ちには村の力自慢
が晴れ舞台として参加し、村人がこぞって応援に駆けつけた。番持は農村男子の体力練磨の
方法として奨励されていた。一方、労働においても能登では勤労を尊び、各自競技的に労役
に耐えることを誇りとしていた。このような風習は藩政期中ごろには既に存在したと考え
られている。その勤労時間は 1 日 13 時間から 15 時間、朝食前に 2 時間、昼食までに 4 時
間、日没までに 5 時間、夜間 2 時間が普通であり、冬の午後の時間の短縮を夜業で補った
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とされる。また運搬物は重量 15～20 貫（60 ㎏～80 ㎏）が普通で、5 斗（90 ㎏）の米俵が
運べなければ一人前と認められなかった。米搗きは 1 日一石を臼つきし、田は堅田で 189
歩（1 歩＝1 坪）、沼田は 300 歩を１日で耕した。米俵は１日 10 個を編み、割木は 1 日１棚
を造ることが一人前の男の仕事であった。これらの仕事を競技的に行う風土があった。［石
川県鹿島郡誌 1984：771‐773］ 
身体技法(仏 techniques du corps; 英 techniques of the body)は、フランスの社会学者マル
セル･モース②によって提唱された。身体の使い方が如何に社会によって条件づけられたも
のであるかというものである。文化に条件付けられた身体の使い方であり、挨拶の仕方、喜
怒哀楽の表現、歩き方、座り方、食事の作法、排便の仕来り等、生きる営み全般にわたって
ほとんど意識されずに日々繰り返されている身体の使い方である。道具、衣服、履物、住居
などの物質文化と、体内感覚、皮膚感覚、嗅覚、味覚、指先の触覚、聴覚、視覚などの諸感
覚と結び合わされた習慣、個人を超えてある範囲の人々に共有されている「おこない」を成
り立たせる。 
川田順造は、身体技法の重要な領域である道具、住居など物質文化や技術との関連を問題
にした研究が皆無に近いと指摘する。川田は、言語、道具をはじめとするヒトに特有の文化
は、ヒトの身体が生み出したものであるとして、文化よりもそれぞれの地域の範囲を拡大し
ておこなった。その対象は①西アフリカ内陸の黒人、②近世以後のフランスを中心とする地
域の主な住民である白人、③日本人、アメリカ先住民も含む黄人(モンゴロイド)である。こ
の３種の民族に対して「文化の三角測量」③を実施した。身体形質や育児法、それと密接に
関連して、社会における慣用によって条件づけられた身体技法との関わりを調査研究し、特
にモノを運搬する動作の特徴を報告している。 
西アフリカ内陸の黒人は、四肢、特に前腕と下腿が体幹に比して長いこと、骨盤の前傾、
それに伴って身体の骨格構造上も容易になる、深前屈、および背をもたせかけない投げ足座
位を慣用し、頭上運搬が著しく発達している。男女とも歩容における上半身の直立と、ほぼ
60 度の外股歩きが顕著であり、これにより上下動を弱め、頭上運搬の安定度を高めること
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と相関している。またフランスを中心とする白人は、肩と上腕の相対的な発達、腕や上体を
伸展させるスポーツや武術(ボクシング、フェンシング等)が発達している。踵を地面につけ
た蹲踞が困難で、作業姿勢としての立位と高座位を慣用し、肩から背の上部で支える。重心
の高い背負い具による運搬を行い、前腕を曲げて提げるアーチ形の把手が付いた籠運搬、腰
で支え前に回す籠運搬が発達している。一方、日本人の特徴は、身体構造上体幹に比して四
肢の相対的な短さが見られ、腕よりは腰を重視し、腕を曲げて引きつけるスポーツや武術
(相撲、柔術、剣術)の発達、蹲踞と特に女性の正座の慣用、特に日本における肩で重心を支
える棒運搬と、重心の低い背負い運搬の発達がみられる。つまり日本人は、四肢の短さがそ
の特徴であり、腰を重視し引きつける動作を得意とする。特に肩で重心を支える天秤棒のよ
うな棒運搬、低重心の背負い運動を得意とするというものである。 
川田の研究報告から山鉾祭りを身体技法、モノの運搬の観点から考察すれば、祭りで神々
を迎え賑やかすための巨大な装置である曳山、キリコ、旗竿の運行は、日本人の最も得意と
する身体技法であるところの腰を重視したモノを担ぎ、曳く動作をもって神々を饗応し、神
人交会を行ってきたことを表しているといえよう。文化に条件付けられた身体技法は挨拶
の所作、喜怒哀楽の表現、歩き方、座り方、食事等の諸作法、仕来り等、生きる営み全般に
亘ってほとんど意識されずに日々繰り返されている身体の使い方である。また道具、衣服、
履物、住居などの物質文化と、他方では、体内感覚、皮膚感覚、嗅覚、味覚、指先の触覚、
聴覚、視覚などの諸感覚と結び合わされて、個人を超えてある範囲の人々に共有されている
「おこない」を成り立たせている。[川田 2011：11－12] 祭りの諸行事と人々の振る舞い
においても、「祭りでのおこない」が日常からの身体文化に条件づけられて共有され、祭り
を作り上げてきたのである。日常の労働（ケ）において自然に鍛え上げられた身体をもって
神々を饗応する祭り（ハレ）に「旗竿、でか山、キリコ」を担ぎ、舁き廻り、曳行する。或
いは相撲を取り、番持を行うとは人々が最も得意で共有する身体技法を奉納することであ
り、能登の人々にとって自然な行為、喜びであったことが想像できる。 
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①羽咋神社の神事相撲。第 11 代垂仁天皇の皇子で羽咋神社の祭神である磐衝別命が薨去し
た際、命が生前、相撲を好んだことから、その命日に北陸各地から力士が集まり、相撲に
より神霊を慰めたことが始まり。力士は、邑知潟を中心に、越中と加賀の方面を「上山」、
能登方面を「下山」と 2 つに分けられて、「水なし塩なし待ったなし」で 2 番勝負の相撲
を取り、最後まで残った上山と下山の各 1 名の力士が慣習により大関となる。取組後、両
大関は他の力士の組む肩車の騎馬に乗り、相撲場から約 1 キロメートルの参道を走り、
羽咋神社の拝殿に駆け込む。  
②フランスの社会学者、民族学者。20 世紀の代表的社会学者の一人であるエミール・デュ
ルケームの甥で、その協力者であり、フランスにおける科学的・実証的人類学の礎石を築
いた。社会学者デュルケームによって創刊された『社会学年報』の編集に参加した。デュ
ルケームの理論と方法を継承し、「単純な形態の社会現象を表している」がゆえに未開社
会を研究対象として、社会学と人類学の統合を図った。モースの関心はきわめて広範で、
社会形態と生態環境の関係、経済、呪術・宗教論、身体論にまで及ぶが。 
③ 3 文化の 2 つを、他の 1 文化を測る参照点とすることによって、2 文化間の相互比較よ
り、適切な対象の測定が可能になるとの立場からこの調査を「文化の三角測量」と捉え、
これらの現地調査や計測結果を踏まえて身体とモノなどから地域により一様でないヒ
トの身体形質･身体能力と、その地域で入手可能な素材および運搬が行われる地形など
の生態学的条件とを拡大して検討した。 
 
第 2 項：能登の祭りと身体技法 
（１）お熊甲旗竿祭り 
七尾市中島町の久麻加夫都阿良加志比古神社（熊甲神社）①秋の例大祭で、毎年 9 月 20
日に行われることから二十日祭りとも呼ばれている。この祭りは奇祭として国指定重要無
形文化財（昭和 56 年）に指定されている。各集落 19 の末社から神輿が猿田彦を先導に高
さ 20ｍの深紅の大枠旗やお道具を従え、「イヤサカサー：弥栄」（キリコ祭りと同じ）の掛
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け声、鉦・太鼓の音も賑やかに参入して、担がれた枠旗が社殿の屁ぎりぎりまで侵逸し、そ
れを役員が必死に制止する。全ての神輿の参入後、奉幣式が執行され、若衆の鉦・太鼓に合
わせて猿田彦（天狗）が境内で乱舞する。その後、本社の神輿を先頭に 700ｍほど離れた加
茂原への御幸がおこなわれる。御旅所では、左廻りに３度舁き廻る。枠旗を地上すれすれま
で傾ける「島田くずし」と称する大技が披露される「お練」が行われる。島田くずしは、一
方の担ぐための棒、モリ棒に担ぎ手が肩を移し、張綱でバランスを取る。見物の娘の島田が
崩れたためこの呼称が付けられたともいわれるが、加茂原には皁莢（サイカチ）の大樹が茂
り、是の下を通過する時、旗竿を傾ける必要があったため始まった偶然に生まれた業である
と伝えられる。（図３－２２） 
各末社の神輿の御幸の際の渡御は、1．金幣 2．社名旗 3．猿田彦（通称メン）4．太鼓 5．
鉦 6．太鼓 7．鉦 8．お道具<・蛇頭（二旒）・四神旗（四旒）・日月旗又は錦旗（二旒）・鉾
旗（二旒）・長刀（一振）・槍（一本）・太刀（一振り）・弓矢（二組）・台笠（一本）・立笠（一
本）>9．色御幣（緑黄赤紫白の五本）10．長三方（へぎ台）の御幣 11．神輿・輿台（二脚）
12.枠旗は（一～三本）の順である。しかし厳格に守られたものではなく、枠旗、道具数は
決められていない。その構造を図２、図３に示した。その他、久麻加夫都阿良加志比古神社
の渡御では翁面一人、媼面一人、瀬嵐人麻呂社の恵比須様などが列に加わる。殿を勤める枠
旗は大旗とも呼ばれ高さは 20ｍである。しかし大きさや高さは規格化されているわけでは
なく、旗の大きさとのバランスで寸法が決まる。枠旗の構造は杉材またはヒノキアスナロ材
で旗竿を直立させる。底部のホイタウケ、支えのホイタ旗竿を固定するためのサン、担ぐた
め 2 本のモリ棒を組み合わせるノキ、ハシラから枠が組み立てられる。大旗の部分は深紅
の羅紗旗の旗竿を刺し貫き最上部にドンボコを結い、その下部にハタガシラ、ハリツナを張
り、サルノコを縛る。枠旗担ぎ、舁き廻りには多くの担ぎ手が必要となるため鉄輪がノキに
付けられるようになった。旗は立 12ｍ、幅 1.4ｍで厚手の羅紗の生地が主流である。縫い文
字は、社紋、集落名などが書かれる。熊野集落の旗は「萬象帯晴暉」「和氣兆豊年」瀬嵐は
「人徳鳴々盛」「昇平多楽事」「威福人服心」など集落ごとにデザインは異なる。 
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図３－２２ 身体技法島田くずし（筆者撮影） 
御旅所の加茂原では太鼓、鉦が激しく打ち鳴らされ、若衆は旗竿を激しく差し上げる。旗
竿を担ぎながら傾けて頂上部のドンボコを田圃すれすれに下げる「島田くずし」をみせる枠
旗もある。しかし猿田彦を先導として神輿、枠旗などを担ぎ行列は、京都祇園祭の風流拍子
物、江戸の天下祭りに類似し、極めて素朴化したもので、能登独特の身体運動文化としての
特徴が強調されている。 
余力堂勤分が 1700(元禄 13)年に記した珠洲の海には、お熊甲祭の後日 9 月 21 日には熊
甲大祭慶賀神事相撲が行われ、近郷近在より群衆蝟集して賑わうとの記録がある。また、明
治 15 年からの力士名簿が残り、表紙には「謹テ惟ルニ本社の相撲タル康治年間ニ始マリ實
ニ七百有余年ノ久キニ亙リ其間一盛一衰 種々ノ沿革アリトモ今猶存セリ然リトモ之カ記
録モ無ク古今ノ力士ヲシテ後世ニ傳フルノ道ナシ是ニ於テ明治十五年ヨリ更生本社ニ於テ
力士ノ記録簿ヲ製シ傍ハラ本社関取ノ證ヲ渡シ永ク力士ノ英名ヲシテ赫々タル神威ト共ニ
萬世ニ傳ヘントス 久麻加夫都阿良加志比古神社 明治十五年十月 社務處」とある。 
お熊甲祭の相撲は康治 1142 年ころに始まったものであり、枠旗祭りもまた相撲に象徴され
る身体練磨の延長にある祭りであると考えられる。 
お熊甲祭の他、旗竿が担ぎ出される祭りは、旧中島町では藤瀬の新宮祭 7 基、豊田の六保
祭 11 基、笠師祭、塩津祭、また志賀町富来地域は、キリコが担ぎ出される八朔祭りに明治
末頃まで担がれていた。「例祭執行付神輿渡御並太鼓等差出願」（富来町史）には小籏百本、
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大旗十五本とあり、各集落に一基ずつ大旗が出されていたと考えられ、八朔祭りの地域は枠
旗分布圏内となる。旧志賀町域は中島町と隣接する地域に枠旗祭の形態がみられる。その一
つ旧土田村には 11 社の神社があり、明治期まで秋祭りには各集落が神輿の渡御に枠旗を担
いで巡幸したとある。さらに旧田鶴浜町では大津八幡神社の 3 基、深見・白浜集落の 2 基、
吉田集落は明治期に 7 基の枠旗が神輿の渡御に随行していたが昭和 39 年以降は中断してい
る。現在は使われていない旗の保存に努めている集落も少なくない。また、中島の対岸能登
島町にも枠旗が担がれていた。島別所には 6ｍの小型枠旗が神輿と巡幸していたがこの大き
さでも 10 名を必要としていたため昭和 11 年を最後に中断した。また無関地区では電線の
架設された昭和初期に中断した。閨地区では柴山神社の枠旗三基が舁き廻ったが電線の架
設で中断された。昭和 57 年の能登島大橋の開通を記念して曲集落の枠旗が 50 年ぶりに担
ぎ出されたというが以降途絶えている。しかし近年、曲地区では秋祭りに復興させている。 
中島の近隣の旧志賀町、旧富来町、旧田鶴浜町、旧能登島町の広域にわたり多数の枠旗祭
が存在し、枠旗文化圏を形成してきたが、ほとんどが明治期から昭和初期に忽然と姿を消し
ている。枠旗を担ぎ出すことはないが、能登半島の春・秋の祭りで定められた場所に枠旗を
立てることは少なくない。図３－２３、図３－２４にお熊甲祭、図３－２５に能登島町閨地
区の旗竿の構造と名称を示した。 
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図３－２３ お熊甲祭の旗竿の構図（筆者作成） 
  
          図３－２４ 旗竿の担ぎ部分(筆者作成) 
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図３－２５ 能登島閨集落枠旗と小籏、流し旗（筆者作成） 
  
旗竿を担ぎ出す祭りは、お熊甲祭以外には、ほぼ認知されていない。かつては、広域にこ
の旗竿祭りの文化圏が存在し、特に秋祭りには欠かせないものであった。しかし現在の様な
高齢化、過疎化が進む以前の昭和初期に各旗竿行事は姿を消している。その理由は各地域で
様々であると考えられる。ある集落では旗竿が奉燈（キリコ）に変わったとも考えられる。
キリコは子供達が乗り込むことができるため、担ぎ手と囃し手が一体化することができる。
また、同時に行われてきた獅子舞に主役を奪われたとも考えられる。さらに神輿の大型化、
華美化による担ぎ手の神輿への特化などのその理由であろう。神幸の中心は神輿であり、神
輿を賑やかす獅子舞の子供達と若衆といった祭りが一般化し、担ぎ出していた旗竿は、決め
られた聖なる場所に立てられるという役割に変化したのであろう。能登半島各地の祭りに
は旗竿として担がれてきたような豪奢な幟旗が現在でもなびく光景が見られるのである。 
２） お熊甲祭りの互酬「結」 
お熊甲祭が行われるこの中島の地域は、田植えなど互いの農作業に労力を交換して助け
合う互酬「結(エー)」②が行われてきた。熊甲祭とキリコが担がれる新宮祭りは多数の人員
を要し、互酬の関係を結んできた。二十日祭り（お熊甲祭）に残るは猫ばかりといわれ、地
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域全員の奉仕により成り立っている。枠旗の練り廻りには一基に 40 人～50 人が必要であ
り、練りには 100 人を要する。担ぎ上げる動作、差し上げる技法は背丈の揃いが重要な要
素であり、集落の大小に関係なく人員の確保には苦慮している。 
若衆の年齢は 15 歳～42 歳の初老の壮年であり、集団社会的慣行の義務がある。それ以上
の男は神輿渡御などの諸役があり、それぞれに役割がある。祭りの結はその遂行のために考
案されたシステムである。つまり枠旗を担ぎ出すための規模の人員を持っていた訳ではな
く、この結を見込んでの祭りの規模が決められている。これとは別に籤取で予め決められて
いる出御の順があり、1 番を 10 番以下の若衆が加勢して大人数となり一挙に盛り上がる演
出がなされている。 
表３－７に昭和 40 年頃までの互酬「結」の相互関係を示した。お熊甲祭りは 9 月 20 日
に行われ、9 月 15 日に行われる新宮祭りと予め結の関係を作っている。例えばお熊甲の横
田集落は新宮の上畠、古江の 2 集落と結を持ち、山戸田は北免田、町屋集落と持っている。
しかしお熊甲 19 の集落で結を持つのは 5 集落である。新宮祭祭主によれば、現在この結の
関係は薄れつつある。その理由は、機械化による労働の貸し借りが不必要となったこと。反
面、高齢化や過疎化による人手不足などで耕作地放棄が増えていることなどである。その結
果、地縁、血縁などの縁を持たない大学生などが過疎化が進む能登を対象とした研究やゼミ
ナール活動の一環として参加するなど、互酬「結」から新しい手伝いが参入するようになっ
ている。 
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表３－７ お熊甲祭における互酬「結」の関係  
熊甲祭（9 月 20 日） 新宮祭（9 月 15 日） 
末社名 集落名 世帯数 結 結 世帯数 集落名 末社名 
八幡 横田 46   27 上畠 諏訪 
本宮 山戸田 46   20 古江 古江 
白山 谷内 48   37 北免田 二柱 
市姫 上町 96   22 町屋 白山 
加茂 宮前 21   65 藤瀬 諏訪 
白山 別所 24   33 鳥越 日枝 
白山 中島 79   5 大平 八幡 
愛宕 中島 55   74 河内 菅原 
菅原 中島 86   75 西谷内 服狭雄 
熊野 中島 107   22 今田 小彦名 
八幡 浜田 173   17 尊保 大山祇 
八幡 横見 15   14 入釜 度会 
菅原 田岸 17   12 地保 白髭 
加茂 外 61   13 楚和 
三像 白山 小牧 108   10 深浦 
白山 深浦 27   14 阿川 
人麿 瀬嵐 76   0 灯 白山 
加茂 長浦 37   
39 鵜野屋 
白山 
神明 外原 31   稲倉 
            昭和 20 年～40 年の慣例 世帯数：昭和 58 年 
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①古来、熊甲社、熊甲明神と称され、「おくまかぶと」と親しまれている。祭神は阿良加志
比古神・都奴加良斯止神。726（神亀 3）年の開闢、748（天平 20）年に大伴家持が参拝し
ている。両祭神は渡来神とされ、久麻加夫都阿良加志比古神社の「久麻」は高麗、熊を意味
していると考えられている。 
②労働力を対等に交換する互酬である。農作業、屋根葺きなど一時に多大な労力を要する際
におこなう共同労働の形態。「催合（もやい）」と称されることもあるが、厳密には「もやい」
は共にあるものが共に事を行う、あるいは共にもつに対し、「結」は共にはないが、たがい
の約束にもとづいて共に事を行う事。中世以前からの民俗であったと推定される。 
 
第２節：能登の民族的身体運動文化としての祭り 
 
第 1 項：世界農業遺産能登と祭り 
 世界農業遺産の目的は、近代化の中で失われつつあるその土地の環境を生かした伝統的
な農業・農法、生物多様性が守られた土地利用、農村文化・農村景観などを「地域システム」
として一体的に維持保全し、次世代へ継承していくことである。国際連合教育科学文化機関
（UNESCO（ユネスコ））が推進する世界遺産が、遺跡や歴史的建造物、自然など「不動産」
を登録し保護することを目的としているのに対して、世界農業遺産は、地域のシステムを認
定することで保全につなげていくことを目指している。 
社会や環境に適応しながら何世代にもわたり継承されてきた独自性のある伝統的な農林
水産業と、それに密接に関わって育まれた文化、ランドスケープ及びシースケープ、農業生
物多様性などが相互に関連して一体となった世界的に重要な伝統的農林水産業を営む地域
（農林水産業システム）を、国際連合食糧農業機関（FAO）が認定する制度である。その認
定基準は、地域を維持・保全及び活用していくため以下の計画に基づき評価される。 
1．食料及び生計の保障：申請する農林水産業システムは、地域コミュニティの食料及び生
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計の保障に貢献するものであること。 
2．農業生物多様性 ：農林水産業システムは、食料及び農業にとって世界的に重要な生 
物多様性及び遺伝資源が豊富であること。 
3．地域の伝統的な知識システム：地域の伝統的な知識システムが、「地域の貴重で伝統的な
知識及び慣習」、「独創的な適応技術」及び「生物相、土地、水等の農林水産業を支える天然
資源の管理システム」を維持していること。 
4．文化、価値観及び社会組織：農林水産業システムには、地域を特徴付ける文化的アイデ
ンティティ、風土、資源管理や食料生産に関連した社会組織が存在すること。 
5．ランドスケープ及びシースケープの特徴：土地の上に農林水産業の営みを展開し、それ
が呈する一つの地域的まとまり。また里海であり、沿岸海域で行われる漁業や養殖業等によ
って形成されるもの。 （国際連合食糧農業機関（FAO））参照 
 
能登地域が先進国として初めて認定されたのは、日本海に面した急傾斜地に広がる「白米
千枚田」をはじめとした棚田や、海の強い潮風から家屋を守る間垣と呼ばれる竹の垣根など、
日本の農 山漁村の原風景ともいわれる独特の景観が見られる。また、伝統的な技術として、
「揚げ浜式」と呼ばれる日本で唯一能登にのみ残る製塩法や、女性が素潜りでサザエやアワ
ビを採る「海女漁」、里山の保全・管理と密接に結びついた「炭焼き」などが受け継がれて
いる。この他豊作豊漁を願い青柏祭の曳山行事、巨大な灯籠を担いで練り歩く「キリコ祭り」
や、農耕神事「あえのこと」、など、農林水産業にまつわる祭礼が能登の各地で行われてい
るためである。つまり能登半島は、地域主体の管理のもと何世紀にもわたる農林産物の生産、
持続的な生物資源の利用保全の継続とそれにより育まれた「多様な生物資源」、「優れた里山
景観」、「伝えていくべき伝統的な技術」、「文化・祭り」と「里山里海の利用保全の取組や環
境教育」など、地域に根差した多様な資源が集約された地域であり、その総合力が世界に高
く評価されたのである。 
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表３－８ 日本における世界農業遺産認定 （認定年） 
能登の里山里海 (2011) 
トキと共生する佐渡の里山 (2011) 
静岡の茶草場農法 (2013) 
阿蘇の草原の維持と持続的農業 (2013)  
クヌギ林とため池がつなぐ国東半島・宇佐の農林水 産循環  (2013)  
清流長良川の鮎－里川における人と鮎のつながり－ (2015) 
 みなべ・田辺の梅システム (2015)  
高千穂郷・椎葉山の山間地農林業複合システム  (2015)  
持続可能な水田農業を支える「大崎耕土」の伝統的 水管理システム (2017) 
静岡水わさびの伝統栽培－発祥の地が伝える人とわ さびの歴史－ (2018)  
にし阿波の傾斜地農耕システム (2018) 
「世界農業遺産パンフレット（農林水産省）」参照 
現在、世界 20 ヶ国 50 地域、日本では 11 地域が認定されている。表３－８に日本におけ
る世界農業遺産認定地域を示した。（平成 30 年 4 月現在） 
認定による効果は、地域固有の農林水産業の価値が認められることで、地域の自信と誇り
を醸成すること。農林水産物のブランド化や観光客誘致を通じた地域経済の活性化が期待
され、認定地域間の交流など、地域の枠を超えた取組も望めるなどである。そして認定を受
けた地域は、自らが定めた保全計画に基づいた動的保全の取組を行う必要がある。農業遺産
における動的保全とは、社会や環境に適応しながら農林水産業システムを継承しつつ、農林
水産業システムの活用により地域の活性化を図る取組を推進していくことを意味する。従
って能登は、認定のための大きな要因である五穀の豊穣を祈る「青柏祭」、「あえのこと」や
「キリコ祭」の維持は重要な因子とされるのである。 
能登の祭りの特徴は、古代からの信仰の形が生業・生活に密着して営まれていることであ
174 
 
る。それらは、能登の里山里海で営まれる農林漁業や暮らしの一年の暦に合わせて、4 種類
に分類される。「予祝の祭り①」に始まり、「春祭り」、禊としての「夏越祭り」、「夏祭り」、
「秋祭り」と続く。さらに、海に囲まれた能登に特有の祭りとしてのキリコ祭り、海上渡御
の祭り、恵比寿祭り。また、これらの祭礼神事を執り行う神社や鎮守の森は、生物多様性や
文化的な価値も持つ。 
 予祝の祭りは、輪島前神社と重蔵神社に伝来する古い仮面をつけた面様と呼ばれる神様
が、町内を巡訪し、氏子各家の厄払いを行う、新年の厄除け神事「面様年頭」。その他、神
前で巻物の「農之次第」を読みながら、農作業の過程を演じる「ぞんべら祭り」、大盛り飯
を食べ合う「もっそう祭り」、的打神事、弓ひき祭、蛇の目の神事など弓で的を射て神意を
伺う「年占の神事」などである。 
春祭りには、能登一の宮気多大社の平国祭、「おいで祭り」ともよばれ、60 名の行列が仕
立てられ 、約 300 キロの行程を 5 泊 6 日かけて気多本宮に赴く大規模な渡御祭。能登を代
表する巨大山鉾の祭礼「青柏祭」。「伴旗祭」は豊漁祈願の銀鱗舞碧海などと書かれた 20 メ
ートルの旗、五色の吹き流し、クス玉をつけた幟を漁船にたて練り廻る。この幟は競争意識
により大きくなった祭りなどがある。 
夏祭りは、「あばれ祭り」、「石崎奉燈祭」、「向田火祭」などに担ぎ出されるキリコ祭り。
名舟大祭に打ち鳴らされる「御陣乗太鼓」などがあげられる。 
秋祭りは、重蔵・住吉・輪島前の 3 社の寄せ祭り。神輿がキリコを従えて海浜に渡御、柱
松明炎上の行事を行い、海岸のお仮屋に一泊、翌日に氏子町内を巡行する「輪島大祭」。巨
大な枠旗を担ぎ回る「お熊甲祭」。その他能登各地の集落では、獅子舞、幟旗を立て、豊年
太鼓を敲く祭りが各集落で行われる。 
その他、七尾市鵜浦海岸の断崖で生け捕りされた鵜を、鵜捕部が 2 泊 3 日かけ、12 月 14
日に気多神社にとどけ、16 日早暁、本殿前方で放たれた鵜は、本殿内の神鏡の台にとまっ
たところで吉凶を占う「鵜祭」が行われる。何れの祭、祭礼も五穀の豊穣と大漁、人々の安
寧を願う行事である。また、地元材の性質を深く理解し、キリコや枠旗、山鉾などで適材適
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所、祭りの道具として加工される。能登半島の社叢林の自然植生は、鎮守の森として地域住
民の信仰の対象となり、伐採をまぬがれ、七尾市中島町唐島のタブ林、珠洲市須須神社のス
ダジイ林など非常に自然度の高い原生林として残っている。このような社叢林は、県や市の
天然記念物に指定され、保護されていることが多い。また、祭りでの御馳走（マツリゴッツ
ォ）はヨバレに輪島塗の漆器で振舞われる。能登の世界農業遺産認定（2011 年）、キリコ祭
りの日本遺産認定（2015 年）、青柏祭の曳山行事のユネスコ無形文化財記載（2106 年）と
いう一連の流れは能登半島の人々にとって慶事であり、誇りとなるものであろう。しかし能
登の過疎化は著しくその傾向はさらに加速している。その理由として、高橋強らによれば能
登半島は、地域内に有力な進学・就職先が少ないために中学・高校を卒業すると都市部に転
出することと指摘する。耕作放棄と高齢化の問題には高い相関があり、能登半島の耕作放棄
地率の高さは、過疎化・高齢化がさらに進むことが予測され、特に奥能登にその傾向が強く
表れている。（図３－２６）このため独特の民俗的行事、文化が急激に失われつつあること
は否めない事実である。 
一方、能登の世界農業遺産、祭りの日本遺産、ユネスコ無形文化財への登録、記載を活用
して、後継者問題対策、産業振興、グリーン・ツーリズムやエコツーリズムなどの観光振興
を促す取り組みが行われている。そしてその中核的行事が能登の諸祭礼である。能登各地の
祭りの盛衰、中断・消滅、復興の現状を知るためには、各祭りの意義、構造、意味などを理
解する必要がある。祭りを知ることは歴史と存在意義の確認につながり、さらに各地域の問
題点の発見と対策の構築、限界集落対策につながると思われる。 
 
① 豊作や多産を祈り、一年間の農作業や秋の豊作を模擬実演する呪術行事。農耕儀礼の
一つとして予祝行事が行われる。予め期待する結果を模擬的に表現すると、そのとお
りの結果が得られるという俗信にもとづいて行われる。小正月に集中的に行われる農
耕開始の儀礼。一種の占いを伴うこともある。 
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図３－２６ 石川県の過疎市町村 （全国過疎地域自立促進連盟） 
  
第 2 項：身体運動文化「祭」の神聖性と遊戯性 
E．リーチは祭りを理論的に説明するため、祭の進行を時間から構造化して 3 つの局面を
設定した。（図３－２７）俗と聖が限られた時間で繰り返され、俗から聖、聖から俗への過
程が祭りにより表象される対照的時間局面を構成する。A：形式性（formality）と C：乱痴
気騒ぎ（masquerade）である。A は、正装の機会としての社会的機会の対立を厳密に誇示
すれば、C は、仮装の機会として逆に公的機会を欺く仮面の世界が生じる。そして俗なる日
常の秩序が忘れられる。A から C へ移行する過程で出現するのが、B の役割転換（role－
reversal）であり、祭りの聖なる内容となる。A と C は B の内容への過程であり、A と C が
徹底すればするほど B の内容は深まる。[Ｅ．リーチ 1990:223] 
 
177 
 
 
図３－２７ 祭りの進行と構造（E.リーチ） 
青柏祭鍛冶町の曳山行事では、最初の曳行前（5 月 3 日 22 時）、でか山前で曳出清祓祭が
執行される。祭員祭主以下４名。式次第は、浅略神楽（太鼓、笛）、修祓、曳出清祓祝詞奏
上（祭主は純白の齋服を身につける）。この間、祭員は大麻、塩にて、でか山の曳行具（綱、
車輪、梃子、でか山の四方祓）の清祓いを行う。最後に総代以下全員で二拝二拍手一拝の作
法で拝礼する。鍛冶町役員、諸役、各町会長は、半纏をまとい、祭場の外側にて提灯を掲げ
若衆を取り囲む。全ての若衆は諸役ごとの衣装を身につけ、安座から正座に座姿を正す。一
般市民約 500 人はこの儀式を取り囲み静寂をもって見守る。(図３－２８)  
日常的に実在を経験しない神々や観念の世界を経験するため、劇的構造の厳粛な儀式を
進行させ、独自の空間と時間による非日常が必要となる。鍛冶町でか山前のこの儀式により
非日常が創りあげられ、「聖」への転換、展開がなされる。この時、若衆は神々、先祖に寄
り添い、長い歴史を遡り現代の実在に転化する。常識の位相から離れ、虚構が現実となり、
日常にはあり得ない事が起こり、不可能が可能になり過去が現在のものとなる。そして巨大
な山鉾が動き出す。 
この神事は、リーチの理論の俗から聖への移行局面 A の役割である。でか山の曳行 B で
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は日常の社会的立場は無関係となり、曳行時の役割が全てとなる。極めて危険な曳行は非日
常のハレ舞台である。所定の場所に到着後曳山行事が小休止となる。この時，決められた儀
式的木遣り唄，まだらが唄われ若衆は舞を踊る儀式 C が行われる。 
 
  
   図３－２８ 鍛冶町曳出し清祓祭（A：形式性）（撮影鍛治町若衆） 
あばれ祭り、あるいは石崎奉燈祭においても同様のシステムで祭りが行われる。B の聖の
内容は競い合いにより生まれた巨大なキリコの担ぎ、曳行よる運搬であり、A における厳粛
な神事の執行は B のための絶対条件である。でか山では、昭和 33 年頃まで祭り終了後の解
体が終了すると廓にくり出しての大宴会「後しき」が開かれていた。この後しきは C であ
り、祭りの大きさと資金を含めた準備、曳行技法の困難度の高さは、C の乱痴気騒ぎの規模
に比例する。現在でも各でか山組織は料亭などで非日常的（御膳料理）宴席を持ち、来年へ
向けての希望を語り合う。この最後の宴会は俗なる秩序への帰り道でもある。 
身体運動文化として捉えた能登の祭りは、A 厳粛な神事、B 巨大化、あるいは激しく厳し
い山車の運行、C 非日常的ヨバレのシステムにより成立している行事である。そして祭りの
神聖性はこの A、遊戯性は B、C を指すものであり、A、B、C 何れかが欠けた時も祭りの
構造は崩れ、祭り本来の意味、意義、機能を失うことになる。祭り中断・消滅はこの延長に
あると考えられる。 
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結 章：本研究の総括と残された課題   
 
第１節 本研究の総括 
  第 1 項：でか山とキリコ 
青柏祭の曳山三町である鍛冶町、府中町、魚町は、曳山行事を行う特権的職業集団であっ
た。畠山家の支配、前田家による復興の時代から治世としての政治的意味と機能を持つもの
であったが、職業集団が消滅した現在は、集団集約の必要性はなくなり、曳行のための組織
は約縁集団へと変容した。 
でか山と称されるように鉾山が日本最大にまで巨大化したのは、「見る－見られる」を意
識した祭りの観光的演出効果を狙ったものである。見せるための辻回の身体技法・曳行技法
が確立されたが、曳山の技法の根底にあるのは港湾労働者の身体的労働環境状況が劇的に
変わり、日常の労働「褻」に立脚する非日常の祭り「晴」という身体を基した関係が成立し
なくなりつつある。また、この地方は歌舞伎、芝居が盛んに行われ、人形による歌舞伎舞台
が再現されて、聴かせるための木遣りが継承されてきたが、歌舞伎小屋や遊郭などが消滅し
た現在、日常の遊戯的文化の背景は失われている。全国の山・鉾・屋台行事が衰退する理由
の一つは必要以上の華美化による経費の不足であるが、でか山は、民衆の祭りとして民衆が
経費を負担してきたことに継承の鍵があった。しかし現在は公の補助金への依存率が高く
なりつつあり、それ是とする風潮もある。 
また山車作り、曳行技法などの専門性の高さは人々の動機づけに役立つが、継承の困難度
を高める事になるため両刃の剣ともいえる。以上青柏祭の曳山行事を取り巻く環境は非常
に厳しい。特に経費と地域全体の過疎化の問題は、関係者のみならず市民全体の懸念である。
しかし、本研究では、若衆の祭りの専門的体力の低下をもって最大の危機と捉える。港湾を
中心とした労働者の身体に支えられ、その能力の高さ故に成立した巨大山鉾は、その低下と
ともに遊戯性を失うのではないだろうか。遊戯性こそが祭りの機能、意味であると仮説でき
よう。 
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キリコ（奉燈）の神事としての役割は神々を導く標、神輿を照らす松明、行燈、大提灯で
あった。しかし、宇出津あばれ祭や七尾祇園祭にみられる京都祇園祭、祇園会を起源として
いる祭のキリコは、疫神・疫病を奉じて賑やかに境界に送り出す機能を持つ。その構造は、
屋根を切妻の形式で地板は化粧板とし、妻が合わさる部分には懸魚、棟には鳥衾が付けられ
火除けを表す。屋根の下の奉灯最上部の飾りは、神々を招く御幣、榊、注連縄、幕であり、
これらはキリコが神々を招く神籬、依代であることを意味する。神輿には神社の神々が遷り、
キリコには疫神、邪神を招く。キリコ祭りは招いた疫神たちを境界としての海、川へ炎を焚
き上げながら賑やかに送り出す仕組みを持つ。しかしこの宗教的キリコの機能と役割を
人々が意識することは各キリコ祭りの次第、形式、あるいは神事からもみることはできない。
あくまでも神は神輿で渡御し、キリコは神輿の神々を照らし、その威勢を披露する「神人公
交会」して神威を高めるための装置として捉えられている。キリコは能登半島の各地で担が
れてきた。その数は最大 1300 とされてきたが、現在は 700 程度まで減少している。その理
由は、過疎化、少子高齢化に伴う担ぎ手不足と労働形態の変化（一次産業の機械化）による
担ぐ身体の喪失にある。これを補うための互酬「結」や「手伝い」が行われている。 
ユネスコ無形文化遺産でか山三町の鍛冶町、府中町、魚町には、夏祭りでそれぞれ日本遺
産キリコ祭に認定された奉燈祭が行われる。つまり山町三町はユネスコ無形文化遺産と日
本遺産に記載、登録されている。鍛治町は七尾祇園祭に「牛頭天王と書し、牛頭天王が描か
れた高さ 6.80ｍ、担ぎ棒 6.30ｍの白木作り」の奉燈（キリコ）を担ぎ、同時に「にわか」
と称する小型の燈籠山を曳き出している。燈籠山の始まりは不詳ではあるが、このにわかは
奉燈より歴史は古く、奉燈の持つ依代の役割ではなく、神輿の賑やかしとしての機能と目的
がある。 
府中町は夏祭りの印鑰神社①の互市祭でキリコが 12 基担ぎ出される。印鑰神社は、719
（養老 3）年、能登國の立国の際に創祀された。国衙の公印と、不動倉などの国衙の倉庫の
鑰（錠）が、神格化されたもので、国府所在地に、国衙の守護神として祀られる。御神体、
御神宝として絹本著色印鑰明神垂迹図②（石川県指定有形文化財）三千仏画像（市指定有形
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文化財）などを奉る。  
 魚町は、能登生国玉比古神社③のお涼祭に奉燈を担ぎ出す。また、柳田國男はこの神社の
春祭り「チャンチキ山祭」を「この祭礼が行列に力を入れ、繰り返される囃し声、掛け声が
耳に残り、この「チャンチキ」の一言によってこの日の全体の雰囲気思い浮かべることがで
きる」として賑やかな行列の囃子が祭りの通称になっているとしている。「柳田國男 1971：」
また、森田盛昌の「能州紀行」1717（享保 2）年には「竹町（三島町)に仮屋をかまえ神輿
を移し奉り、加持祈祷有て後町内を御通り也。御先へ獅子頭かづきたる者一人腰に太鼓を付
是を打つ。次に小旗二十本二行に是を持何も上下着、次に神馬一疋。次に四神の旗四本是も
乳付の旗なり。四神を染込たる也。次に立笠・台笠・榊に幣切懸て二本。金幡二流、ほこ二
本、次に布衣の神主七八人歩行、次に神輿玉を荘り数十人して捧ぐ、次に神主舟木豊前束帯
にて乗物也。舟木相撲は騎馬にて是は布衣也。次に散在銭箱是にも白き幣を立たり、打込に
鎚二本、小旗六本･･（略）」と記せられている。この行列は約 100 人の大仰なものである。
そして行列の最後は山車が曳行されていた。 
 でか山三町の氏神の神社はそれぞれ 1300 年、2200 年の長い歴史があり、巨大曳山の他
にも賑やかな祭礼を行い、その夏祭り、夏越の祭りとして奉燈（キリコ）もでか山の組織が
基本となり担がれてきた。また、防災、社会教育、あるいは運動会などのレクリエーション
活動もこの組織が基軸となっている。三町の奉燈（キリコ）祭は、伝統の格式高い儀式を伴
う諸祭とは別の新規の祭りである。この地域は能登の中心地であり、キリコ祭の発祥の地で
はないが、伝播の中継地点であったと考えられる。 
この三町と同様に能登各地のキリコ祭りはキリコを担ぎ出すことが祭りの本流ではなく、
神輿の渡御の賑やかしとしての役割である。あるいは柳田、園田が指定した人々の宗教的意
識、意義が薄く、遊びを通しての地域の集約を目的とした集団的活動であるともいえる。 
能登半島全体で最大 1300 基と言われたキリコの数が 700 基に減少したことは、単に少子高
齢化、過疎化だけが理由ではなく、その栄枯盛衰は風流拍子物としてのキリコの性格、宿命
ともいえよう。つまり当初よりキリコに格段の愛着と拘りを持たない集落もあるというこ
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とであり、神社の軒下、倉庫などに収納され忘れ去られたキリコも少なくない。この現象は、
同じく能登で行われてきた旗竿祭りの消滅に通じる。反面、能登全域で担ぎ出されるキリコ
の数は減少傾向にあるが、キリコ担ぎ以外、本来の祭りの神事や祭事が厳粛に継承している
例は少なくない。例えば、堀松の綱引き祭りの奉燈は消滅したが、神事や綱引きは厳粛に行
われ、相撲も続けられている。能登島向田の火祭りのキリコは担がれることはなく、車輪を
付けて曳行されるが、大松明の火炎やサシドラ、心木引きは勇壮に行われる。また、あばれ
祭のキリコは小型化された歴史があるが、祭りの主役は神輿のあばれである。これらの祭り
は現代でも色褪せてはいない。 
     
  図４－１ 絹本著色印鑰明神垂迹図（南北朝時代） 石川県指定有形文化財 
 
① 719（養老 3）年國府を七尾港付近に設け、港の守護神と鎮祭し、能登國國衙の印 
  璽を保管した由来から印鑰神社と称す、戦國の爭乱天難を土中にさけ、文緑年中赤間 
田より地主両川市左エ門郡奉行三輪藤兵衛の夢告により出土し、慶長 2 年大手町、寛 
永 16 年府中町と府中村の入会浜に移転、文政 8 年現地に遷宮す。 
② この垂迹図は、能登の国府と深いつながりをもつ印鑰明神として、古くから印鑰神  
社に伝わる神道垂迹図である。絹本の大画面の中央本尊は、宝冠を載き、右手に唐扇を
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持ち、左手に三宝珠を棒げて唐様の衣をつけた女神立像で、その四方に、やはり左手に
一宝珠を持ち、右手を垂れた女神四体を随えている。さらに画面四隅には、四方を守護
する持国天・増長天・広目天・多聞天の四天王を描いている。目をくりっと見開いて立
ち、その足元の天邪鬼の顔はおだやかな表情である。画面上部中央には、涌雲に 3 つの
宝珠が描かれている。また左下の二天の間に描かれた三面六臂の忿怒像のそれぞれの
手に農耕具や工務具を持たせている。肥痩のあるゆったりとした豊満な線描で像容を
描き、宝冠などに金彩を施した華やかな色彩である。素朴な表現のなかに華麗荘厳な趣
があり、重厚さも感ずる堂々とした垂迹図である。印鑰神の図様は他に作例がなく、製
作年代は南北朝を降らないと考えられる貴重な遺作である。 
③ 孝元天皇（紀元前）の創祀。崇神天皇が当社の祭神を分霊し、羽咋郡竹津浦に勧請し  
気多神社とされた故に、当社を気多本宮と称する。天正年間に前田利家旧社地所口より
現在の所口へ遷された。明治 5 年 3 月 23 日県社に列し、同 39 年 12 月 29 日神饌幣帛
料供進神社に指定された。 
 
第 2 項：祭りの身体 
能登の祭りの祝詞にみられるように、祭にはケガレ①の祓いが重要となる。青柏祭の紅葉
川神泉修祓式では、祝詞の結句で「此乃神職等乎始米氐町里家々乃男女爾至留迄爾今日与里
始氐罪登云布罪咎登云布波不在登此乃泉乃名負布紅葉乃吹久風爾散良須賀如久言祓布留
諸々聞食世登宣留」として神事を勤める祭員、市民の男女の「罪」「咎」を風に吹き散らす
ことを宣言することにより市民の参加を可能にする。キリコ祭りでは、北潟荒御前神社秋祭
宵祭発輿祭祝詞に見られるように「大御輿乎担上久留諸人等乎始米切龍乎担上久留諸人等
爾至留迄禍犯世留罪気枯礼乎神直日大直日爾見直志聞直志麻志氐手乃躓足乃躓諸々禍津事
無久御幸乃道乃長手爾怠留事久」として神輿、キリコを担ぐ人々が犯したケガレを祓い、ハ
レの祭りの道中を怠らず怪我などをせずと願う。これらの祝詞の内容は何れも神々を称え、
人々の穢れを祓い、祭りができることを感謝して安寧を願う内容である。少なくとも当事者
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は祭りとケガレの身体との関係を意識し、その年の祭りに対する態度を考慮する。一族に死
者などのケガレはないか。仮にあるとすれば祭りとの距離をどのようにとるべきか。またそ
の年の自身の役割の大きさを考慮するのである。 
桜井徳太郎のケガレ論では、ケガレは「褻（ケ）」が枯れた状態、生命エネルギーが枯渇
した状態を指す語であるとする。桜井は日常のケの状態を持続させるためにエネルギーを
発散させるからそのエネルギーを補わなければならない。そのケの賦活行事をハレ行事で
あるとする。この様にハレ・ケ・ケガレの関係が成り立つ。ケは人間生活の基幹部を形成す
るが、ケは絶えず動揺していて、ケガレの現象に左右される。しかし祭りや年中行事が催さ
れるとケは縮小しハレが拡大してケは機能を回復するとした。薗田稔は、「忌」なる不浄観
念に対するケガレとは、ケ即ち霊的生命力の衰退・死滅を具現する嫌悪・忌避の事象を内包
し、何より俗なる日常から聖なる祭りの世界へ移行する契機となるものである。つまり、日
常的にもケなる状態の無事を願って異常の穢れを忌むという消極的エトスが成立すること
は勿論であるが、祭りに当たっては俗なる状態が強くケ枯レと意識されるからこそ、特に俗
を忌んで籠り、心身の属性をケガレとして積極的に祓い浄める（斎戒）過程が要請されるの
であるとしている。能登全域で「あえのこと」、「旗竿祭」、「キリコ祭」などの同質的祭りが
盛んに行われてきたのはケガレのリアリティ （ー公的）ともいえる祭りの性格と機能にほか
ならない。 
能登の祭りは急激に変容している。祭り行事の簡略化、中断、消滅である。秋祭りなどで
の神輿の渡御で担ぐことを諦め台車を使用する。これまで獅子舞はその家の長男の特権で
あったが次男三男に与えられ、女子にも門戸が開かれている。さらに子供不足が進むとは獅
子舞を中断させ、母親など女性の参加が減少する。近年は地縁、血縁、社縁以外の大学生な
どに祭り行事を無縁者に依存するに至る。そして祭りは本来の意味を失い継承が困難とな
る。あるいは既に消滅したともいえるのではないだろうか。 
本研究では、その理由の一つを日常のケの労働形態の変化に伴う身体の変容にあると仮
説を立て、論証するものである。スポーツ庁によれば、2017 年度体力・運動能力調査の成
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績は、合計点では、高齢者が向上傾向にあり、70 歳以上の男性と 65 歳以上の女性が過去最
高を記録した。一方、男性の 30 代後半から 40 代前半と、女性の 30 代前半から 40 代後半
は低下傾向となった。でか山の曳行技術、キリコを担ぎ舁き廻る、あるいは神輿を担ぐため
の祭りの身体、体力は、スポーツのそれとは異なる番持、相撲に象徴される厳しい労働に立
脚した体力である。この祭りための身体、体力の著しい変化はスポーツ的体力・運動能力以
上に低下していることは容易に想像できる。この地域の運動会では必ず俵担ぎ競走が行わ
れ花形競走であった。30 ㎏の俵をバトンとして走るリレーで、担ぐ体力の低下によりその
重量は 20 ㎏、10 ㎏、5 ㎏と軽くなり消滅した地域も少なくない。能登では寄り合い相撲、
番持が各所で開催されその膂力を競い合ってきた。この俵担ぎ競走はその名残である。能登
では勤労を尊び、各自競技的に労役に耐えることを誇りとしていた。このような風習は藩政
期中ごろには既に存在したと考えられ、これらの仕事を競技的に行う風土があった。そして
その身体は失われた過去の記憶になりつつあると思われる。 
ケ・ケガレ・ハレの循環は少なくとも労働により獲得された身体と心性が基になる。労働
のケと祭りのハレは身体を通して対極にあり、循環する。それまでのケの状況を失った現代
人はケガレを経てそれまでのハレの行事を行えなくなる。この循環の停滞が祭りを衰退つ
ながり、過疎化を加速させるのではないだろうか。 
人間の身体は社会的・文化的身体であり、社会・文化により作り出される。そして身体に
応じた心性が育まれる。厳しい労働により鍛え上げられた身体は巨大な山車を操り、神輿、
キリコを担ぎ、獅子舞を踊り、旗竿を舁き廻る。これが能登の祭りでの神々への饗応の基本
的姿勢であった。そして自らが育てた御饌を供し、修練された芸事を披露する。身体技法が
文化に条件付けられた身体の使い方であり、挨拶の仕方、喜怒哀楽の表現、歩き方、座り方、
食事の作法、仕来り等、生きる営み全般にわたってほとんど意識されずに日々繰り返されて
いる身体の使い方であるならば、でか山、キリコなどの祭具、決め事、所作は祭りの身体技
法であり、体内感覚などの諸感覚と結び合わされた人々に共有される「祭り」を成立させる。
さらにハレの祭りで作られた身体は、日常の労働（ケ）に活力を与え、その専門的体力を持
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つ身体を培う。この循環こそが能登の祭りの本質であったと思われる。この循環には厳粛で
極めて非日常的神聖性と遊戯性の存在が必要となる。 
 
①不浄、汚穢をさす。出産、死、月経、あるいは動物食をはじめとする異常食事などに 
よって当事者およびその関係者に付与される異常状況。穢れた者が神社などに接近する
ことや祭祀に参加することを拒否する。また産屋、喪屋、月経小屋などに隔離し、別火の
食事を強制するなど、穢れていない者との社会的断絶をはかることが広く行われている。
穢れた者も一定期間が経過すれば、穢れが晴れて正常な状況に復帰する。 
 
第 2 節：今後の研究課題 
 
本論文は、ユネスコ無形文化遺産に登録された「山・鉾・屋台行事」の「青柏祭の曳山行
事」、日本遺産に認定された「灯り舞う半島 能登 ～熱狂のキリコ祭り～」などの祭りを身
体運動文化（Physical Arts）と捉え、これらの祭りからその真正を明らかとすることを目的
として調査を行ってきた。厳粛な祭りを賑やかす祭り行事の遊戯性の高さは神事の厳粛性
と比例する。そして日常のケの労働により作られた身体により非日常のハレの祭りが行わ
れてきた。過疎化・少子高齢化による限界集落化は祭りの衰退の主要因である。更に、「祭
りの身体」を失いつつある現代人は、身体運動文化としての祭りに対応できなくなり、神輿
やキリコが担ぐ身体を失い、祭りを楽しみと捉えられなくなりつつあるのではないだろう
か。今後の研究課題の一つはこの「失われた祭りの身体」である。社会的・文化的につくら
れる身体がその心性に影響を及ぼすならば、失われた祭りの身体の心性が如何に変化する
のかについて検討する必要がある。2001 年、日本学術会議健康（生活科学委員会）は、現
代人の体力・運動能力の低下の原因は、都市化による運動不足であり、運動不足は身体感覚
を劣化させ、人の意欲は低下して気力が減弱する。この結果、生活に影響を及ぼすだけでな
く、労働力低下や医療費高騰など将来の社会問題にも影響を及ぼすと言われており、深刻な
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問題のひとつとして捉えられるべきものであると報告している。これは運動不足が身体と
社会に及ぼす影響の視点からの考察である。日常の労働、生活（ケ）の変化が、非日常の祭
り（ハレ）に及ぼす影響は、運動不足が身体と社会に及ぼす影響と同等以上に、人々に影響
して価値観と行動を変化させるのではないだろうか。 
近年、能登の祭りは著しく変容している。少子高齢化、過疎化により担ぐために作られた
神輿は台車に載せられ、押して引く祭具に変わる。賑やかしとして踊られてきた獅子舞は男
児の専門分野であったが、少子化によりその主役を女子に譲ることも少なくない。その後、
踊り手が消え、祭りの楽しみと社会的教育の場が失われて祭りは少人数の神事のみとなり、
神人交会は極めて小規模となる。そして限界集落となるシナリオは既に現実である。現在、
限界集落における不活動宗教法人の増加は、地域のシンボル、季節の記憶としての祭りの縮
小と最終的に集落の消滅を意味する。その現状を追跡記録することが今後の課題として残
される。一方で、血縁、地縁、社縁、或いは選択縁とは別の「無縁」の学生などによる祭り
への体験参加も盛んに行われている。学生のボランティアを受け入れいれる祭りは急増し
ている。特に大人数が必要なキリコ祭りでは、学生の参加が生命線にもなりつつある。住民
はこの体験参加に難色を示していた。それは怪我などの危機管理と責任の問題が主な懸念
であったが、一過性とはいえ若者の参加は集落を活気づける結果となり、住民から好意的に
受け止められている。しかし、受け入れに不安を覚え、伝統行事への体験参加は不要であり、
固辞するケースも少なくない。キリコ祭りの日本遺産登録は観光資源としてこの「体験型参
加者」を促す側面が当初からあった。体験参加が本当の成果をあげることが出来るとすれば、
一過性の「無縁」から「選択縁」に変わることが出来るか否かであろう。それができない場
合はキリコ祭りの役割を終焉させることも考えねばならない。風流拍子物は時代に反映す
るものであり、状況に応じたケとハレの関係を維持する必要がある。それが祭りの催し物の
本来の姿であると思われる。今後「無縁」参加の状況を参加者の反応を含めて調査する必要
がある。 
本論文では、能登半島全域を対象として計画に則り調査を行ってきた。残した記録はアー
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カイブスとしての価値を持つであろう。しかし現代の祭りは生き物のように一年ごとにそ
の姿を変える。祭り行事は元来、伝統と称する歴史の繰り返しではない。祭りは風流であり、
その姿を毎年変わることは特別なことではないが、過疎化を理由として簡略化は祭り以上
に失うものがあるのではないだろうか。「祭りの身体」を失った現代人は同時に何を喪失し
たのであろうか。祭りの継続的研究の成果は、現代社会の行く先とその対策の標と確信する
ものである。さらに本論文におけるスポーツ人類学的研究の内容は、民族誌、組織論、観光
人類学、身体運動文化論的であったが、これらの観点を通して様々な地域の「祭り」を継続
的に研究する事ができれば、深淵な祭りの本質と祭りの身体、大言壮語すれば人間そのもの
を探究する事につながるであろう。 
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【インターネット資料】 
 
穴水町 HP 
http://www.town.anamizu.ishikawa.jp/ （2018 年 7 月 8 日） 
大地主神社山王奉賛会 HP 
http://www.geocities.jp/dekayama770/housannkai/housannkai.html（2018 年 5 月 20 日） 
志賀町 HP 
http://www.town.shika.lg.jp/（2018 年 6 月 2 日） 
珠洲市 HP 
http://www.city.suzu.ishikawa.jp/（2018 年 1 月 14 日） 
七尾市 HP 
http://www.city.nanao.lg.jp/（2018 年 2 月 1 日） 
能登町 HP 
http://www.town.noto.lg.jp/www/normal_top.jsp （2018 年 6 月 12 日） 
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能登のキリコ祭り 
http://www.hot-ishikawa.jp/kiriko/jp/index.php （2018 年 8 月 30 日） 
輪島市 HP 
http://www.city.wajima.ishikawa.jp/ （2018 年 6 月 23 日） 
文化庁 「山・鉾・屋台行事」のユネスコ無形文化遺産登録（代表一覧表記載）について 
http://www.bunka.go.jp/koho_hodo_oshirase/hodohappyo/2016120101.html （2016 年 12
月 10 日） 
文化庁 これまでに認定された「日本遺産（Japan Heritage）」一覧 
http://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/nihon_isan/ichiran.html 
 
 
 
【付記資料】 
青柏祭の曳山行事の歌舞伎人形演し物記録 
資料として青柏祭曳山飾り人形演し物を表に示した。鍛治町「人形番改覚帳」には 1843
（天保 13）年からの記録があり歴代鍛冶町曳山総代に受け継がれている。この記録は年月、
題目、人形名と人形宿が記されている。また府中町は印鑰神社奉賛会により「曳山餝人形組
記録簿」が保管されている。武者人形当番と女良人形当番となっており、武者人形当番は１
軒で人形当番をするが、女良人形当番は組当番 5 軒で人形番を行っていた。つまり武者人
形、女良人形当番は決められた家が独占していた。しかし、現在は家屋の形式から人形当番
ができる家が少なくなり、経費の問題も生じて各町苦労をしている。魚町はこのような覚帳
や記録簿がないため藩政期の記録がない。あるいは明治期の 2 度の大火などで焼失した可
能性も考えられる。 
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明治以降の演し物 
年 鍛冶町 
明治 2 年 4 月 18 日 箱根霊験記躄仇討新左衛門舘 
3 年 4 月 12 日  
4 年 4 月 13 日 (梅ヶ枝・源太) ひらかな盛衰記 
5 年 4 月 7 日  
6 年 5 月 11 日 辻がつほ 
7 年 5 月 22 日 (竹中官兵衛) 
    8 年 大江山酒呑童子（頼光・綱・山うば・金崎・貞光） 
    9 年 6 月 天龍川軍記 
10 年 5 月 16 日 龍宮玉取 
11 年 5 月 14 日 楼門五三桐石川五右衛門藤森之段 
12 年 5 月 14 日 太功記本能寺之段 
13 年 5 月 14 日 御所桜堀川夜討 
14 年 5 月 金刀比羅現記 
15 年 5 月 諸鳥光明段（葛孔カ） 
16 年 5 月 蝶千鳥曽我実録頼朝公富士巻狩 
17 年 5 月 傾城稲妻草紙 
18 年 鎌倉三代記 
19 年 四条縄手合戦 
20 年 義経千本桜 
21 年 肥後熊本城 
22 年 絵本太功記十段目重十郎討死 
23 年 あさしな門やぶり（朝比奈） 
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24 年 平仮名盛衰記 東海屋源平 （渡海銀平カ） 
25 年 大江山酒呑童子 
26 年 桶狭間合戦 
27 年 南都東大寺大仏建立之場 
28 年 三かん征伐 
29 年 絵本太功記本能寺之段 
30 年 玉くしけ箱崎文庫 
31 年 奥州安達原三段目 
32 年 義経千本桜御殿 
 33 年 源平大蔵卿󠄁御殿 
   34 年 寿曽我対面之段 
   35 年 太功記 
（木下藤吉・柴田勝家・佐久間玄蕃・福島正則・織田信長） 
   36 年  南都栄福寺 
   37 年  
   38 年 朝鮮征伐 
   39 年 嫩軍記 （平山・石屋・熊谷・義常) 
   40 年 曽我兄弟夜討 
   41 年 慶安太平記 
42 年 妹背山婦女庭訓〔御殿場〕 
42 年 9 月 27 日 小松の雪・重盛父を諌むるの段諌言 
43 年 稲村ヶ崎新田義貞太刀投げ 
44 年 引三番叟 (式) 
45 年 （春藤左衛門・藍物太郎・女の助タ秀） 
大正 2 年 6 月 7 日 柳生二かい笠 
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   3 年 源平盛衰記 
   4 年 本朝二十四孝 
   5 年 実録いもせ山御殿 
   6 年 大蔵御殿 鬼一法眼三略巻 
   7 年 絵本太功記・本能寺ノ段 
   8 年 狭間合戦・竹中官兵衛館 
   9 年 奥州安達原三段目 
   10 年 大坂軍記 
   11 年 地雷也 
   12 年 め組喧嘩 
   13 年 寛永御前試合 
   14 年 近江源氏・先陣館〔盛御陣屋の段〕 
   15 年 大江山酒呑童子〔御殿場〕 
 昭和 2 年 源平盛衰記〔源太勘当の場〕 
    3 年 助六由縁江戸桜揚巻〔花川戸助六〕 
    4 年 生出太閤記〔大徳寺の場〕 
    5 年 寿曽我の対面の場 
    6 年 里見八犬白傅〔芳雲閣捕物の場〕 
    7 年 小楠公〔如意輪堂の場〕 
    8 年 大坂軍記〔重成血判取〕 
    9 年 桔梗の旗揚〔馬盥〕 
    10 年 大楠公〔桜井駅袂別の場〕 
    11 年 源平盛衰記〔南都東大寺大仏建立〕 
    12 年 七尾城評定の場 
    13 年 大和錦旭旗揚〔天誅組〕 
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    14 年 源平盛衰記〔銘刀誉の石切・鶴ヶ岡八幡宮社頭の場〕 
    15 年 王政復興明治天皇御遷都・江戸城引渡場 
    16 年 千代萩〔御殿場〕 
    17 年 海外誉の旗揚〔山田長政の場〕 
    18 年 桃太郎鬼ヶ島凱旋場 
    19 年 龍宮城 
    20 年 中止 
    21 年 花咲おじいさん 
    22 年 石山軍記 
    23 年 太功記〔光秀みけん割りの場〕 
    24 年 檀浦兜軍記〔阿古屋・琴責〕 
    25 年 東大寺嫩軍記 
    26 年 曽我対面 
    27 年 源平盛衰記〔重盛諫言の場〕 
    28 年 柳井二蓋笠 (生) 
    29 年 菅原天神記〔車曳の場〕 
    30 年 桜井駅楠父子別れの場 
    31 年 慶安太平記〔江戸城濠端の場〕 
    32 年 大坂冬の陣〔血判取りの場〕 
    33 年 御所桜三段目〔弁慶上使の段〕 
    34 年 近江源氏先陣の館 
    35 年 川中島合戦 
    36 年 南都東大寺 
    37 年 源平盛衰記〔一条大蔵館ノ段〕 
    38 年 安達ヶ原三段目 
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    39 年 絵本太功記十段目 
    40 年 檀浦兜軍記〔阿古屋琴責の段〕 
    41 年 一ノ谷ふたば軍記〔組み打の場〕 
    42 年 助六由縁江戸桜〔花川戸助六〕 
    43 年 奥州安達ヶ原三段目 
    44 年 安宅の関所 
    45 年 一ノ谷嫩軍記〔熊谷陣屋の場〕 
    46 年 忠臣蔵七段目〔一力茶屋の場〕 
    47 年 皿屋敷 
    48 年 水戸黄門登城の場 
    49 年 曽我兄弟対面 
    50 年 太閤記本能寺 
    51 年 大阪軍記重成血判取 
    52 年 楠父子桜井駅別れ 
    53 年 近江源氏先陣館 
    54 年 柳生二蓋笠 
    55 年 大阪軍記重成血判取 
    56 年 一の谷嫩軍記熊谷陣屋 
    57 年 先代萩御殿の場 
    58 年 菅原天神記車引き 
    59 年 絵本太閤記十段目 
    60 年 王政復古江戸城引渡 
    61 年 川中島合戦輝虎配膳 
    62 年 曽我兄弟夜討ちの場 
    63 年 太閤記本能寺の場 
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 平成 元年 忠臣蔵七段目 〔一力茶屋之場〕 
    2 年 義経千本櫻 
    3 年 壽 〔曽我對面之場〕 
    4 年 一条大蔵御 〔御殿之場〕 
    5 年 花川戸助六 
    6 年 め組の喧嘩 
    7 年 石切梶原之場 
    8 年 南総里見八犬傳 
    9 年 義経千本櫻 〔川連法眼館之場〕 
    10 年 平治の乱 〔義朝館〕 
    11 年 七尾城評定之場 
    12 年 義経千本櫻 
    13 年 大阪城評定之場 
    14 年 勧進帳 〔安宅の関所〕 
    15 年 先代萩御殿場 
    16 年 太功記 〔本能寺の場〕 
    17 年 平治の乱 〔義朝館〕 
    18 年 仮名手本忠臣蔵 〔一力茶屋の場〕 
    19 年 先代萩御殿之場 
    20 年 源氏物語七尾の栄 
    21 年 蜘蛛巣城 〔森達也〕 
    22 年 長谷川等伯 千利休 〔茶会の場〕 
    23 年 稲瀬川勢揃いの場 〔白波五人男〕 
    24 年 め組の喧嘩 〔神明恵和合取組の場〕 
    25 年 花川戸助六由縁江戸桜 
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    26 年 寿 〔曽我兄弟対面の場〕 
    27 年 智仁勇 〔勧進帳〕 
    28 年 春興鏡獅子 
    29 年 義経千本桜 〔鳥居前の場〕 
 
年 府中町 
明治 2 年 4 月 18 日 檀浦合戦 
3 年 4 月 12 日 賎ヶ嶽合戦 
4 年 4 月 13 日 東大寺大仏供養 
5 年 4 月 7 日 近江源氏八つ目切先陣舘 
6 年 5 月 11 日  
7 年 5 月 22 日 川中島合戦 
    8 年  
    9 年 6 月  
10 年 5 月 16 日  
11 年 5 月 14 日 鑑女鏡 
12 年 5 月 14 日 義経千本桜大物之浦 
13 年 5 月 14 日 小栗判官ノ内浦之場 
14 年 5 月 祇󠄀園祭礼信仰記第四金閣寺之場 
15 年 5 月 鬼一法眼三略巻 大蔵卿󠄁舘の段・菊畑之段 
16 年 5 月 仮名手本忠臣蔵三段目 
17 年 5 月 曽我物語夜討之段 
18 年  
19 年 紫野大徳寺焼香場 
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20 年 大江山蜘蛛妖術 
21 年 義経腰越状 
22 年 和田合戦女舞鶴・〔板額門破り之段〕 
23 年 国性爺合戦紅流し 
24 年 玉藻前旭袂祈禱場 
25 年 天神利生記 
26 年 一の谷嬾軍記〔熊谷陣屋之段〕 
27 年 徳川合戦酒井左衛門太鼓之場 
28 年 日清戦争平壌之場 
29 年 鬼一法眼三略巻〔菊畑の段〕 
30 年 矢矧橋夜半落鳥 
31 年 千本桜〔基盤忠信〕 
32 年 里見八犬伝〔芳流閣〕 
 33 年 伽羅先代萩〔御殿場〕 
   34 年 桶狭間合戦御殿 
   35 年 清洲場修繕の場（城） 
   36 年  柳生実記〔二蓋笠〕 
   37 年 本朝廿四孝 
   38 年 旅順開城 
   39 年  
   40 年 忠臣蔵〔大序八幡宮の社頭〕 
   41 年 蝶花形八つ目 
42 年 忠臣蔵討入 
42 年 9 月 27 日 楠正行・如意輪堂 
43 年 勧進帳〔安宅関〕 
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44 年 安達ヶ原三段の切 
45 年  
大正 2 年 6 月 7 日 大仏供養〔東大寺大仏建立召取りの場〕 
   3 年 近江源氏〔八ツ目〕 
   4 年 本朝二十四孝三段 
   5 年 義経千本桜御殿 
   6 年  
   7 年 忠臣蔵十二段 
   8 年  
   9 年 一の谷嫩軍記 
   10 年  
   11 年 祇園祭礼信仰記〔金閣寺の場〕 
   12 年 曽我兄弟夜討の場 
   13 年 里見八犬伝 
   14 年 鬼一法眼三略巻〔菊畑〕 
   15 年 壇浦兜軍記〔あこや琴攻〕 
 昭和 2 年 忠臣蔵〔大序〕 
    3 年 三州矢作橋 
    4 年 蝶花形〔八ツ目〕 
    5 年 徳川合戦〔酒井左衛門太鼓之場〕 
    6 年 出生太閤記〔清洲城修繕の場〕 
    7 年 忠臣蔵〔討入の場〕 
    8 年 安宅関勧進帳 
    9 年 川中島合戦 
    10 年 二蓋笠柳生日記〔柳生二蓋笠父子試合の場〕 
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    11 年 一の谷嫩軍記〔熊谷陣屋〕 
    12 年 橋弁慶 
    13 年 小楠公〔如意輪堂の場〕 
    14 年 稲村崎新田義貞名刀を海中に投ずるの場 
    15 年 源平小松の雪〔重盛諌言の場〕 
    16 年 本朝二十四孝 
    17 年 清洲城修繕の場 
    18 年 難波戦記〔夏の陣〕 
    19 年 中止 
    20 年 中止 
    21 年  
    22 年 千本桜〔御殿場〕 
    23 年 勧進帳〔安宅の関〕 
    24 年 仮名手本忠臣蔵〔一カ茶屋の場〕 
    25 年 源平盛衰記〔熊谷陣屋の場〕 
    26 年 本朝二十四孝三段目 
    27 年 橋弁慶 
    28 年 浜松城やぐら太鼓の場 
    29 年 太閤記十段目 
    30 年 太閤記〔清洲城修理の場〕 
    31 年 柳生二蓋笠〔親子対面の場〕 
    32 年 義経千本桜〔御殿の場〕 
    33 年 勧進帳〔安宅の関〕 
    34 年 一の谷嫩軍記〔熊谷陣屋の場〕 
    35 年 仮名手本忠臣蔵 
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    36 年 忠臣蔵討入の場 
    37 年 橋弁慶五条の橋 
    38 年 千代萩御殿の場 
    39 年 鎌倉三代記（北条時政・佐々木盛綱・和田秀盛） 
    40 年 源平盛衰記〔鬼一法眼三略巻 菊畑の場〕 
    41 年 義経千本桜 
    42 年 「寿曽我対面の場」 
    43 年 源平盛衰記〔大蔵館の場〕 
    44 年 「天と地と」川中島合戦 
    45 年 本朝廿四孝 
    46 年 忠臣蔵三段目〔松の廊下〕 
    47 年 男は度胸 
    48 年 先代萩御殿の場 
    49 年 勧進帳安宅の関 
    50 年 大岡政談 
    51 年 義経千本桜 
    52 年 清洲城修繕の場 
    53 年 勧進帳安宅の関 
    54 年 鬼一法眼菊畑の場 
    55 年 橋弁慶 
    56 年 曽我兄弟対面 
    57 年 忠臣蔵討入りの場 
    58 年 一の谷嫩軍記熊谷陣屋 
    59 年 清洲城修繕の場 
    60 年 近江源氏先陣館 
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    61 年 本朝二十四孝 
    62 年 伽羅千代萩 
    63 年 大岡政談天一坊 
 平成 元年 春日局 
    2 年 勧進帳 
    3 年 橋弁慶 
    4 年 利家小丸山入城 
    5 年 伽羅先代萩 
    6 年 本朝二十四孝 
    7 年 近江源氏先陣館 
    8 年 清洲城普請の場 
    9 年 義経千本桜 
    10 年 大阪軍記血判取 
    11 年 奥州安達ヶ原三段目 
    12 年 伽羅先代萩 
    13 年 前田利家小丸山城入城 
    14 年 清洲城普請の場 
 
年 魚町 
明治 2 年 4 月 18 日  
3 年 4 月 12 日  
4 年 4 月 13 日  
5 年 4 月 7 日  
6 年 5 月 11 日  
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7 年 5 月 22 日  
    8 年  
    9 年 6 月  
10 年 5 月 16 日  
11 年 5 月 14 日  
12 年 5 月 14 日  
13 年 5 月 14 日  
14 年 5 月  
15 年 5 月  
16 年 5 月  
17 年 5 月  
18 年  
19 年  
20 年  
21 年  
22 年  
23 年  
24 年  
25 年  
26 年  
27 年  
28 年 （火災の為中止） 
29 年 （火災の為中止） 
30 年  
31 年  
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32 年 （木下藤吉郎・伊藤日向守） 
 33 年  
   34 年 有馬猫退治 
   35 年  
   36 年   
   37 年  
   38 年 近江八景（人形二躯） 
   39 年  
   40 年 忠臣蔵〔三段門の外〕 
   41 年 忠臣蔵勘平内 
42 年 伽羅千代萩〔御殿場〕 
42 年 9 月 27 日 児島高徳 
43 年 神霊矢口の渡 
44 年  
45 年  
大正 2 年 6 月 7 日 忠臣蔵七段目 
   3 年  
   4 年  
   5 年 粟津合戦 
   6 年 曽我兄弟討入 
   7 年 源平布引の滝〔小桜責めの場〕 
   8 年 源平盛衰記 
   9 年 義経千本桜 
   10 年 大徳寺焼香の場 
   11 年 神霊矢口の渡〔頓兵衛内の場〕 
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   12 年 太閤記十段目〔真柴久吉・武智光秀〕 
   13 年 太閤記〔本能寺武智光秀討入の場〕 
   14 年  
   15 年 鎌倉三代記三浦別の場 
 昭和 2 年 伽羅千代萩 
    3 年 義経と静御前 
    4 年 難波戦記 
    5 年 一ノ谷嫩軍記〔熊谷軍記〕 
    6 年 本能寺討入場 
    7 年  
    8 年 平仮名感衰記〔逆櫓の場〕 
    9 年 桶狭間合戦 
    10 年 川中島合戦〔輝虎配膳の場〕 
    11 年 安達原三段目 
    12 年 桶狭間合戦〔竹中官兵衛館の場〕 
    13 年 妹背山婦女庭訓〔御殿場〕 
    14 年 源平盛衰記〔源太勘當の場〕 
    15 年 和田合戦女舞鶴〔朝比奈三郎・和田城門破りの場〕 
    16 年 大江山酒呑童子〔御殿場〕 
    17 年 平治の乱〔源義朝館の場〕 
    18 年 難波戦記 
    19 年 中止 
    20 年 中止 
    21 年  
    22 年 狸御殿 
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    23 年 太功記〔本能寺の場〕 
    24 年 一の谷嫩軍記〔熊谷陣屋の場〕 
    25 年 大坂夏の陣〔幸村入城の場〕 
    26 年 大坂夏の陣〔幸村入城の場〕 
    27 年 （朝比奈三郎） 
    28 年 本朝二十四孝〔狐火の段〕 
    29 年 奥州安達ヶ原三段目 
    30 年 平治の乱〔源義朝館の場〕 
    31 年 御所桜三段目〔弁慶上使の段〕 
    32 年 一の谷嫩軍記〔熊谷陣屋の場〕 
    33 年 七尾城評定の場 
    34 年 桜田門の変 
    35 年 羽柴筑前守秀吉 
    36 年 勧進帳〔安宅の関〕 
    37 年 太閤記〔本能寺の場〕 
    38 年 中止（車輪修理不能） 
    39 年 中止（車輪修理不能） 
    40 年 七尾城 
    41 年 曽我兄弟討入の場 
    42 年 近江源氏先陣館〔盛綱陣屋の場〕 
    43 年 恋女房染分手綱〔重の井子別れの場〕 
    44 年 奥州安達原〔環宮明御殿場〕 
    45 年 伊達騒動〔縱の木は残った〕 
    46 年 神霊矢口の渡の場 
    47 年 源氏布引きの滝 
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    48 年 黒田武士日本号槍 
    49 年 三十三間堂棟木由来 
    50 年 修繕寺物語 
    51 年 柳生二蓋笠 
    52 年 男の花道 
    53 年 絵本太閤記 
    54 年 近江源氏先陣館 
    55 年 平治の乱源義朝館 
    56 年 清洲城修繕の場 
    57 年 奥州安達ヶ原 
    58 年 大岡政談天一坊 
    59 年 義経千本桜 
    60 年 忠臣蔵赤穂城明渡し 
    61 年 橋弁慶 
    62 年 勧進帳 
    63 年 朝比奈和田城門破り 
 平成 元年 大阪軍記血判取 
    2 年 近江源氏先陣館 
    3 年 信長出陣連獅子 
    4 年 清洲城修繕の場 
    5 年 平治の乱義朝館 
    6 年 忠臣蔵赤穂城明渡し 
    7 年 奥州安達ヶ原 
    8 年 大岡政談天一坊 
    9 年 七尾城評定の場 
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    10 年 一の谷嫩軍記 
    11 年 連獅子信長出陣の場 
    12 年 前田利家小丸山城入城の場 
    13 年 清洲城普請の場 
    14 年 江戸ざくら金四郎 
 
藩政期 鍛冶町 
天保十三年寅四月 絵本さらしなそうし 
虎之助 鹿ニ乗リ     表具屋  弥兵衛 
女郎人形さらしな     堂後屋  久兵衛 
がく付場々濃野守      因幡屋  吉兵衛 
家来 具足箱持      藤沢屋  与右衛門 
  〆人形四つ 
天保十四年卯四月 八野木 
（鉢） 
西明寺時より       堺 屋  理兵衛 
佐野源左衛門馬乗り    大田屋  兵助 
又五郎          満仁屋  七兵衛 
家来           清水屋  三郎右衛門 
  〆人形四つ 
天保十五年辰四月 堀川御所 
 しずか御前        古府屋  伊右衛門 
 よしつね         大森屋  与兵衛 
 土佐坊へん慶馬乗り    堺 屋  清兵衛 
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    （弁） 
亀井六良         近岡屋  佐十郎 
弘化二年巳四月 忠新蔵七段茶屋場 
（臣） 
 肝煎           表具屋  弥兵衛 
 組合頭          木 屋  与三左衛門 
 同            塩津屋  伊右衛門 
 同            佐野屋  藤次郎 
 同            安宅屋  忠右衛門 
 番徒           鵜浦屋  権七 
〆  
弘化三年午四月 七福神 
 寿老人  廉付      木 屋  与三左衛門 
 大黒 布袋        安宅屋  忠右衛門 
 恵びす 弁天       木 屋  吉左衛門 
 毘沙門 長寿坊      近岡屋  与兵衛 
    （福禄寿） 
  〆七つ 
弘化四年未四月 足かか三代記作替金せつ段 
 額付 若承様        深浦屋  四兵衛 
 小平又取手役       佐野屋  藤次郎 
 御家老          塩津屋  伊右衛門 
 日本左衛門        万行屋  理助 
  〆五つ 
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嘉永元年申四月 太閤記本能寺合戦     
  額付 光秀 馬乗     表具屋  弥兵衛 
  額付 信長公       下村屋  忠兵衛 
 安田作兵衛        塗師町  久兵衛 
 女良人形あのおのつぼね  堂後屋  久兵衛  
 森  乱丸 （蘭）    因幡屋  吉兵衛 
  〆五つ 
嘉永二年酉四月 金門五三桐 
太閤秀吉公        大田屋  兵助 
弥多平并取手       近岡屋  吉右衛門 
石川五右衛門       大森屋  惣助 
□□□          堺 屋  理兵衛 
〆人形五つ 
嘉永三年戌四月   南都東大寺大仏供養  
 岩長           近岡屋  佐十郎 
 重忠           古府屋  伊右衛門 
 半沢六郎         小川屋  市左衛門 
 悪七兵衛 本多六郎    三崎屋  清左衛門 
  〆人形五つ 
嘉永四年亥四月 
十六日本祭也 
いざり宮場 
 額付 新左衛門       安宅屋  忠左衛門 
 道助           木 屋  吉左衛門 
 滝口郷助         宝金屋  清右衛門 
  （上野） 
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団助           新庄屋  佐兵衛 
嘉永五年子四月 団七九郎兵衛夏祭  
 徳兵衛          塩津屋  伊右衛門 
 かこかき人足女良人形 
 弐人合三人こと浦     木 屋  与三左衛門 
 団七           大田屋  伊助 
 大島佐加右衛門      春木屋  四右衛門 
 御輿人足人形四人     宝金屋  長右衛門 
嘉永七甲寅 
四月本祭十六日 
八嶋軍記 
額付馬乗 
 源 義経 馬引人形付   近岡屋  吉右衛門 
 弁慶馬乗         佐野屋  藤次郎 
 能登守乗常        堺 屋  理兵衛 
 安徳天皇・信中納言平知盛 大森屋  惣助 
  〆人形六つ 
安政二年卯 
四月十六日祭礼 
（原本記入なし） 
額付  
 小栗判官         吉沢屋  久右衛門 
 横山大膳・照天姫     近岡屋  庄兵衛 
 風間次郎末春       古府屋  伊右衛門 
 風間八郎国春       万行屋  理助  
安政三年辰 
四月十日祭礼 
（原本記入なし） 
 おちよくし        安宅屋  忠左衛門 
 太鼓           木 屋  吉左衛門 
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 足加賀金蔵        方金屋  清右衛門 
 すすめ百助        新庄屋  佐兵衛 
 女良人形         堺 屋  儀右衛門 
安政四年巳 
四月十五日祭礼 
太閤記すすかたき之番 
  （賎ヶ岳の場） 
              塩津屋  伊右衛門 
              木 屋  与右衛門 
              下村屋  忠兵衛 
              金屋町中 
安政五年午 
四月十五日祭礼 
安宅関森 
 栂帰左門         表具屋  弥兵衛 
（富樫） 
 良常           大田屋  兵助 
（義経） 
 弁慶           因幡屋  吉兵衛 
 瓶井六郎         三崎屋  清左衛門  
（亀） 
 伊勢三郎         藤沢屋  伝助 
安政六年未 
四月八日祭礼 
伊賀越雪降 
 幸兵衛          塗師屋  久兵衛 
 政右衛門・取手二人    近岡屋  吉左衛門 
 小頭鈴木              金屋丁 
 おそで          堺 屋  理兵衛 
  〆 
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万延元年申四月 小栗判官 
 風間八郎         沢野屋  弥三右衛門 
 □七           近岡屋  吉左衛門 
 運天坊等三人組      佐野屋  藤次郎 
 照手姫          吉沢屋  久兵衛 
 女方           堺 屋  理兵衛 
 小栗判官         今町 大槻屋 又右衛門 
万延二年酉四月 石山軍記・鈴木孫市 
 孫市女房         古府屋  伊右衛門 
              吉沢屋  助八 
 鈴木重之         万行屋  理助 
 孫市・立まわり三人組   伊久留屋 七蔵 
文久二年戌四月八日 天一坊 
              安宅屋  忠右衛門 
              木 屋  吉左衛門 
              近岡屋  庄兵衛 
              堺 屋  義右衛門 
文久三年亥四月八日 平井権八 
              下村屋  忠兵衛 
              新庄屋  左兵衛 
              藤沢屋  伝右衛門 
              店借   金屋丁       
文久四年子四月 楠（原本欠字） 
              表具屋  弥兵衛 
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              いなば屋 吉兵衛 
              大田屋  庄助 
              塩津屋  伊右衛門 
              三崎屋  清左衛門 
慶応元年丑四月八日 妹背山川場 
              木 屋  与右衛門 
              塗師屋  久兵衛 
              近岡屋  吉右衛門 
              鰀目屋  喜三右衛門 
              深浦屋  四兵衛 
慶応弐年寅四月七日 曽我夜討 
              吉沢屋  久兵衛 
              堺 屋  理兵衛 
              佐野屋  藤次郎 
              黒崎屋  宇右衛門 
              春木屋  助左衛門 
慶応三年卯四月八日 （原本欠字） 
              古府屋  伊右衛門 
              吉沢屋  助八 
              半田屋  吉兵衛 
              百海屋  仁左衛門 
慶応四年辰 
四月十六日 
義経腰越 
 泉 三郎         木 屋  吉左衛門 
 義経           近岡屋  庄兵衛 
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 錦 三郎         大森屋  惣助 
 後藤女房娘        堺 屋  義右衛門  
 後藤           安宅屋  忠左衛門 
                   （以下略）  
藩政期 府中町 
元治元年甲子 
四月十四日 
忠臣蔵敵討 
   武者人形当番 
 大星由良之助       春木屋  勇蔵 
 大星力弥・鈴木松竹    釣 屋  間兵衛 
 和久半太夫・千葉三郎兵衛 深浦屋  喜兵衛 
 留森助右衛門・小林平八郎 万 屋  長兵衛 
  〆 
   女良人形当番 
              小山屋  吉郎右衛門 
              三津屋  藤吉 
 高師直          小栗屋  忠左衛門 
 不破数右衛門       小島屋  又右衛門 
              松百屋  佐兵衛 
  〆 
元治二年乙丑 
四月八日 
挾間合戦十巻目 
   武者人形当番 
 木下当吉         番匠屋  弥右衛門 
  （藤） 
 三好長慶・足柄金蔵    塩津屋  円四郎 
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 三好国長         川崎屋  喜左衛門 
 呉羽中納言        嶋 屋  吉左衛門 
  捕手弐人 
  〆  
   女良人形当番 
              茶木屋  庄蔵 
              鍋 屋  吉兵衛 
 芙美御台         谷 屋  久右衛門 
              熊木屋  伊左衛門 
              小島屋  七兵衛 
慶応二年寅四月七日 伊賀越敵討 
   武者人形当番 
 和田志津磨        高畠屋  伊兵衛 
 唐木政右衛門       庵 屋  理兵衛 
 桜田林左衛門       山本屋  治右衛門 
沢井又五郎        甲 屋  長兵衛 
   女良人形当番 
              若林屋  林左衛門 
 石留武助         春木屋  作左衛門 
 池添孫八         能登部屋 清兵衛 
              櫛 屋  理兵衛 
              越中屋  市兵衛 
慶応三年丁卯 
四月十三日 
宇治川先陣 
   武者人形当番 
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 九郎判官義経       春木屋  嘉右衛門 
 佐々木高綱        茶木屋  庄兵衛 
 梶原源太         春木屋  久兵衛 
 畠山重忠         油 屋  作兵衛 
   女良人形当番 
              尾内屋  善右衛門 
              新庄屋  勘右衛門 
 巴御前          輪島屋  与兵衛 
              杉野屋  与作 
              金子屋  小兵衛 
  〆 
慶応四年戌辰 
四月十八日 
太功記十段尼ケ崎 
   武者人形当番 
 真柴久吉         小栗屋  忠左衛門 
 加藤清正         花村屋  又右衛門 
 武智光秀         三階屋  佐助 
 同 重次郎        春木屋  他三郎 
   女良人形当番 
              川崎屋  八左衛門 
              此木屋  権兵衛 
 みさほ          船蔵屋  覚兵衛 
 はつ菊          塩津屋  理兵衛 
              小嶋屋  助左衛門 
   〆 
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キリコ祭りに関する質問項目 
 
ご協力いただきたい事柄 （質問紙などへの記入例） 
・御社キリコ祭りの歴史や組織について伝承されている事柄について 
・ご奉仕神社、兼務神社におけるキリコ（奉燈）神社の有無 
・各祭りでのキリコ（奉燈）の基数 
・担ぎ方の状況 
・キリコ（奉燈）祭りでの祝詞 
 
日本遺産キリコ祭りの各キリコ祭りの目的と本質を知るため、誠に失礼ながら祝詞につい
てお教え頂きたいと希望しております。能登各地で行われるキリコ祭りの真正性、本質は祝
詞に込められているとの仮説を立て、できるだけ多くのキリコ祭りの祝詞を収調査分析し
て日本遺産キリコ祭りの真正性を探求いたします。 
キリコ祭りに関する調査を以下の項目で行った。 
 ＜質問項目と返答例＞ 
１． 貴殿の奉仕神社名  
七尾市   山王町鎮座         大地主神社 
２． 本務社および兼務社で祭りにキリコ（奉灯）が担ぎ出されますか。 
○(1 )キリコ（奉灯）が担がれる ○(2 )行われていたが現在は中断・消滅している (3)ない 
(1)とお答え頂いた場合、神社名、祭りの呼称、鎮座地域、キリコ基数、一基当たり必要
な人数 
・ 大地主神社 七尾市東部地区 祇園祭り １２基 必要人数１００人～３０人 /１基    
・ 印鑰神社 七尾市府中町  互市祭り   ９基必要人数  ３０人～１０人 /１基           
(2) とお答え頂いた場合、神社名、鎮座地名、最大のキリコ基数  
また、いつごろまで行われていましたか 
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・ 熊野神社  七尾市大田町海門時 １基   必要人数  ２０ 人 昭和５０年     
  
(2)とお答え頂いた場合、その中断などの主な理由を教えてください。 
・高齢化と若衆の減少、少子化による担ぎ手の不足。 
・秋祭りには現在も神輿の渡御と獅子舞が行われるが、キリコ担ぎはそれほど力が入ってい
たわけではなかったと思われる。  
                                                       
(1)(2)(3)いずれのお答えの場合でも何か特筆すべきことはありますか。 
・七尾祇園祭は、昭和 50 年代ころから参加町が増え 9 町から 11 町となった。反面、町内
の人数が減少しキリコが出せない町が２町となった。 
・互市祭りは、昭和 30 年代までは「にわか」といわれる行燈風のキリコが担ぎ出されてい
た。 
 
３．キリコ祭りが行われる期日を教えてください。また何時ころ担ぎ出され、いわゆるクラ
イマックスは何時ころに何処で迎えますか。 
・七尾祇園祭 7 月第 2 土曜日 仮宮への参集 9 時ころ（100 発の花火打ち上げ）と神社へ
の参集 11 時ころ    
・互市祭   7 月第 1 土曜日 神社への参集 9 時ころ 
４．キリコ祭りの歴史、伝播について教えてください。どこの祭りから伝わったとされてい
ますか。 
また、何処かへ伝播した例はありますか。さらにキリコの売買に関する例がありましたら教
えてください。 
・七尾祇園祭は、東のお涼み祭りと称され七尾市東部地区の夏祭りです。その始まりは京都
の祇園会に倣い行われてきた。市街地の海抜 0 メートル地域の祭りであるため、水を介し
た疫病に対する清祓の目的があったとされる。 
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・互市祭は印鑰神社の参道に市が立ったことに由来する。能登地域で最も賑やかな地区であ
り、様々な催し事が行われてきたとされます。 
・七尾祇園祭、互市祭り共にある特定の地域からの売買により伝わったものではない。しか
し祇園祭は市内に電線が張られた時、石崎地区に売ったといわれている。反面、現在の祇園
祭で最大の郡町西部の奉灯は石崎から買ったものです。 
    
５．キリコは主に何処で造られていますか。 
市内の仏壇店  
書絵画は各町内の町民、あるいは所縁ある画家などに依頼する。 
  
６．キリコ祭りまたは神社の伝承・伝説・謂れなどがありましたら教えてください。 
  概要 
・七尾祇園祭は大地主神社の夏越し祭りです。古くは牛頭天王社とよばれ、京都祇園祭を能
登に勧請し、旧暦６月１４日に祇園会を行ったことが起源とされています。牛頭天王社は七
尾城落城時に戦火に合いましたが天正 6 年（1578 年）の棟札が現存しています。寛永 12 年
（1635 年）に府中村山王森山王社境内に遷座し明治 15 年（1882 年）に大地主神社となり
ました。従いまして七尾祇園祭は一般的に山王神社「東のお涼み祭り」とされますが、実際
は天王社の祇園祭です。 
・印鑰神社は主祭神、市杵島姫命で青柏祭・5 月 3～5 日、７月第１土曜日・互市祭（印鑰
のおすずみ）が執行されます。境内には西宮神社、不動尊堂、摂社愛宕神社があります。 
養老 3 年（719）国府を七尾港付近に設け、港の守護神と鎮祭し、能登国国衙の印璽を保管
した由来から印鑰神社と称します。戦国の爭乱天難を土中にさけ、文緑年中（1558～1569
年）赤間田より地主両川市左エ門、郡奉行三輪藤兵衛の夢告により出土し、慶長 2 年（1597
年）大手町、寛永 16 年（1639 年）府中町と府中村の入会浜に移転、文政 8 年（1825 年）
現地に遷宮す。との言い伝えがあります。 
230 
 
７．キリコ祭りの組織について教えてください。 
 1 担ぎ手の貸し借りは行われていますか。  
  
  ○(1 )行われている     (2)行われていない（町内等単独を維持している） 
   
 (1)とお答えの場合、貸し借りなどの交流の現状（報酬）などを教えてください 
 
各町内が友人、縁者に依頼しています。 
祇園祭と互市祭、互いの交流、貸し借りは盛んです。また、石崎との交流も盛んになってい
ます。また金銭的報酬は、以前はありましたが、現在は行われていません。 
2 秋祭りなどの組織とキリコ祭りの組織の関係性を教えてください。 
春、秋祭りの組織はキリコ祭り（夏祭り）と基本的に同じ組織（奉賛会と各町会）です。 
祇園祭は若衆の実行委員会が存在します。 
また、祇園祭は青柏祭りの山町（鍛治町）、互市祭りは山町（府中町）との関係が強い組織
です。 
 
８．キリコ祭りの際、同時に行われる催事、芸能などはありますか。またかつて行われてい
た催事などはありますか。 
以前は、キリコに乗り込み、笛、太鼓、鉦の囃子方を務めるのは男児だけであった。そのた
め女児が中心となって奉灯音頭を踊り神輿の先導役を務めていた。しかし近年、少子化から
女児も囃子方を務め、男児も奉答音頭を踊るようになっている。また神輿の神社への帰還後、
参加者全員による七尾まだらの大合唱が近年行われている。 
「ヤッソーヤッサ」と称する子供行列が町内を巡回し、「はな」を集めている。 
 
９．キリコ祭りを運営、実行する特別な組織があれば教えてください。またその組織の内容
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といつ頃できたかを教えてください。 
 七尾祇園祭は、大地主神社山王奉賛会を中心に行われているが、近年若衆による実行委員
会が立ち上げられ、事前打ち合わせ、事後反省会が行われている。 
 
１０． キリコ祭りが行われる神社で、その他春、秋祭りなどで行われる催物を教えてくだ
さい。 
七尾祇園祭 大地主神社では春の例大祭青柏祭の曳山行事、春祭り、秋祭りの神輿渡御、赤
柏祭りでの「七尾まだら」、「木遣り唄」、「太鼓」などが奉納されます。 
 
１１．恐縮ですがキリコ祭りでの祝詞の内容をお教えください。（コピーなどでご対応く
ださい） また、キリコ祭りが行われていない場合においても、奉納される曳山、踊り、神
事相撲、その他芸能など身体運動文化が奏上される祝詞がありましたら教えて下さい。 
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忙中にもかかわらず学位論文審査において、貴重なご指導とご助言を与えてくださいまし
た早稲田大学スポーツ科学部学術院教授原田宗彦先生、３年間にわたり研究会に参加させ
ていただき、ご指導、ご助言、ご厚誼を賜りました早稲田大学スポーツ科学部学術院教授木
村和彦先生に衷心より感謝の意を表し御礼を申し上げる次第である。そして早稲田大学で
の研究活動にあたり多大なるご指導、ご助言をいただきました早稲田大学スポーツ科学部
学術院教授礒繁雄先生のご厚情に深く感謝の意を表したい。さらに研究に忌憚なきご意見
をいただいた木村・作野研究会の大学院生、研究生の皆様、フィールドワーク、データ整理
に際して協力していただいた金沢大学大学院生武部真央さんをはじめ金沢星稜大学人間科
学部スポーツ学科大森ゼミナールの学生の皆さんに感謝申し上げたい。 
過疎化、限界集落化は加速度的に深刻化している能登半島の人々の生活は祭りと共にあ
り、その盛衰は地域の存亡に直結する。この論文が祭りの継承対策の基礎的データとなり一
助とすることができれば幸甚の至りである。 
2019 年１月 大森重宜 
  
